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　　　　　　　　　は　し　か　き

　わが圏に描いては、地域による言語の差異がすくなくないゆかウ

て、～二の豪語の差異によって生する意志z）不通を。筆談によった鞍。

謡曲を利溺したりして補ったとも傳えられている。現代において

は恥教育の普及と教養の向上とによって篭違った土地の禺身者が会

しても馳よほどのへんぴなところや。特殊な老入ででもなければ、鷲“

語の不通の旋めに意志の疎通に支障塗きえすということはなさそう

であるftしか1、。それで．はつ訟に明快に理解し合えるかというと覧

実情1：勤そこまでは行ってい叛、・ウ塗国に行われている共通的な言語

にしても鰯こまかく見れば．地域によって多少の漣；いがある覇これ

は、主とし㍍その地に從架行わ躍ユ，てv・た方言を誕盤としてv・るから

である囎塒…にその地の方言語いぐ語彙）がま1ヱつ旋：り．あるいはそ

の濡濡紅なまりがあっ疫2i、丈法上そ¢）蛾独特の宵v・：方力舞まじつ亙

りすると：とがあるthそのf：め｝z　eq話し手が方言を避iけて共通藩で話

　　　　　　　　　　　　　　　　　　がをしょうとV・る意識はあったにしても現実に現われる営語は、二

手に十分理解されないとN・iう現象も起って以る9

　一国内では，意志の疎通に差しつかえない統一納な二三語が。ひろ

く普及す矯ととが望ましいことであ凱その共通語も。一三改善され

疫。v・わば標準語にまで高められたものでなければならなv、であろ

うのこの標準語の確立と：普及の疫めには、標準語の叢盤である東京語

の概究がなされなければならなV・し。またひろく、各地の霧’語につい

ても調査がなされなければならないゆま旋現在亀各地でどのような

共通語が。どの三三に行われているかの実態勘とら烹る必要があ？b⇔

　　　　　　　　　　　　　（li＞　　　　　　　　　　　壷

x



　との見地から、わたくしたちは．ある蓼綻の地点に驚いて、そこ

に宥われている言語（ことに話し雷葉）を覧あ勢ρ壕ま；う姿でとら

劇てみようと試みた“そこでぼ右言と共通語がどのようにからみあ

って行われているか、共通語がどのようにひろく有われているか射

確かめようと考えた。そうして特定地点として、八《島を選んだ。

　モデル約調査の地点として“八丈島ほ特殊すぎるであろS5　oも触

と別の適当な地点は無かにいくらもあ：論しかもあ丸で八丈島を：耀

んだととについては、その遡由凌本文の中で騨L、〈蓮べてあ漉う㌔

現地に臨んで紐二二に行う調査は、本研究所としではとれが最初の

ものであるというとと熱ら、調i資方法の検討、調査者の訓練：o役立

つものでなければなら：ないしwそのためにほ二三の箪純なr駈地が望

費！．／V・．こういう考疏で八：丈島を選んだのである。

．八丈島は東京から約29⑪キ”’D海上に漂う離」｝．鴫である。．東京⑳

簿島から船にi蕪って約15時問、しかも途中に黒瀬川と1呼vばれ，る潮瀧

が流れてv・て、乗1）手は船のはげしv働揺に苦しまなければならな

い“八丈に通ら船は．今k・も5日聴きにしか欝な㌔（。その船も海上

り荒れた隠には逞れる、欠航す券という歌態である。

　八丈島には昔からbろいろの寸話があ夢、ことに瀕汰の島として

老高V・。今でさえご八丈に渡ることはそう氣軽こは考丸られなV・の

であるから．舟航の波術の発達していながつた昔ぽ、八丈に渡るこ

とは審易なとと姶なかったに違．・なv・みこのように内蟻と霞暮｛に二

選來演肴われなかった結巣なしてs八丈島には、独：胞）習俗があ

ij、独i寺の言語が行われていたeそうして．セの：信実に留意して記

録を残した人もすく険くたレ鴇内地とけかなり違ったもので二1、るだ

　　　　　　　　　　　　　（　ii　’〉



　｝ナに、，乏そから行った者の注意翫ひ…差、記鎌ら畷され允のである。今

　で亀わ旋くし旋ちは、そ5いう論鋒によって八丈の昔をしのぶこと

　がで選る㊥しかし．まfc島回來の不硬さのために。十分な調査の行

　踏とどかなかっ翫ことも事実で肩口東條操氏の「國語の方鷺区；馴

　σ937年刊）忙融いても、八丈の欝語がどと：の方面に属するが蓬二確

　霧’ナるtSには＝鷲ちなかった。

　　この島の言語を明らかにしょうとして八丈に渡っ旋攣者がないわ

　けではな、ハ。需くぼRV．　Dickens，　E．　Satow，保科孝一瓦近く

　1意】昭和の霧期に東殊操氏に這えを受1ナた前山が，大学卒業論文の題

・　獄ぐ八丈の曽洞戸取のあけて渡航しているゆその結果多くの事が知

　・られるようになつ浸のであるが。それでも、十分解明しつくされた

　とは雷吏ない。数多くの問題が残されてい允のである。しかも篤そ

　の後：b特犠蓬の経過につれで、八丈の雷語もi次箪に変って31ぐているに

　鰻；V・なV・oそこで．学界においても油目されてViる八丈の欝語：を二線

　べよろとしてv194魑切6月に．無泣国語研究厨の所員たちは．黒

　病目糠：越丸て八丈に渡り、十二窺を島で逡っ疫のであっ疫懲その時

調べftごとの報告綱磯顧る・

　　●この報告書は三つの部分にわかれている・本論はこの調査に驚け

　る器徳な織果であ夢、附緑1は：：二の調査に癒ける蕎瑳次的な絃果潔噸

　ノグラフ式にまとめ四面のであ）J“さらに附録2はこの調i盗に怖い

　て得疫資糾であるρこの報告書にまとめたもののほかにもいくつか

　の翻次的な域：果があり、特に。わ旋くし疫ちが現地におV・て集めた藷

　いが鉾引の形になってまとまっているのであるが。いろいろな事濾

　の霞めに今1綜拠発爽をさしひか丸ることになつ7tr。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参
　　　　　　　　　　　　　　（　iii　）’



一この八丈島の言語の調査は、研究所の第1研究窒力略讐評し．婁：寂

し％ものである。從って、室員の申村二夫（主任）．溢血蹴、飯豊澱

一一 A北村甫．石川島子．凝綺稔：、山之内るりの7名が絡始このfi＝事

に当った◎そのほか、統計数理研究所員丸由文行馬、長野縣派遣内

勉研究生青木干代吉疑が参加協力されk“なte、当研究冠欝議員；沸

田國男、東條操り両氏の指導を仰V・だと：とも附け加えておかなけれ

ばならない。

　雲際に八丈島に幽かけ允のは1949年の6月28鶏であるがte中村通

夫は都合によって同行できなかっ旋。その代．llb貫俗弊羅究所の醗

員であり、八丈島に詠い元経験を持つ大開知篤三域；う聖油畑され、硯

地調蚕の班墨としてv調査の蓬営に苦心され．その上に．民俗≧津上

の見地からの調査をもおとなって下さった。

　八丈島の現地調査が予気通）無：事に終了し沁のは、、調査官り人入

の献身的な努力によるものであるが、また、八丈島島民の理解ある

協力唖軸のでうるe・二とに支臨各論賜潜学校の方方をは

じめとして払出藩の心からの支援によるものであって、まことに感

謝に堪えない。申之郷ゴ・盤鮫長菊池正文氏には．その後tS研究駈か　　。

ら昭獅瓢年度飽方調査員を委嘱し、調査班が現品で調査し旋結果の

整理中に起って來た種種り疑問に心して調査を煩わし遼。

　八丈島から帰ってから直ちに整理にとりかかり“途中他の研究設

瀕を途行ずる高めに中断せざるを得なかっ涜とと馬あるがvようや

く本年の2月に至ってまとめることができ応整理に際してはe柴

田武が中心となり、他②室員月島れそれの窃項を分担してまとめ沁．

統計的分析に衡しては丸山文行氏の力に負うととろが多V・。な泌．

　　　　　’
　　　　　　　　　　　　　　（　iv　）〉



就計の実務には懲っ錬ら高汀旺治があたッ海β整理しfe　9）のを印鰯

琵稿として編集ナるに当ってほ、柴田武が主としてあ涜っ飛が、中

村通夫もと：れに協力しft。

調査の企画諺勧臨盤理，訊雲飢通じて、第痢究室員の努力は

　麺りではなかっ旋。貫測にこの闘題ととりくみ、誠実に事に当っ

たととぼもちろんであるが．嚢理中、不・備な点が発見され、しばし

ば再調査の必要が室員の口から唱えられたe’これは：bわたくし旋ち

の経験のナくなかった．と：とに癒よるであろうし，、期閣の短かかっ7c

ととに亀よるようである”わ允くしたちは．再調査の機会の輿えら

れるととを心から力んで．一・鷹まとめ得た結果を公表して枇の批醤

を仰ぎ旋いと恩うe

1959年3月

、国立国語イシ；究所

　　　　　　　　　鴛淵
研究第一一部長： 挽太郎

（v＞
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入：丈島の言語の就会的調査



1．　目 的

　　　　　　　　　　　　（ユ）調査の必要性

　　話し・聞く言意生活を改善するぴとつの方法は、「標準語を普及する」こ

　と、つまり、丁共通語を話す度合」を高めることであると考えられる。すな

　わち、現代の正常な趾会生活を営むのには、すくなく「とも、必要な場面に

“　おいて共通語を話しうるということが要求されており、もしそれが不十分

　にしか行われていないならば、そのような言語生活は改善されなければな

　らないと考えられる。

　　老こで．共遽蕩がどのように行われ、共通認を話す度合参どのようであ

　　り、さらに。その度合を決定する要因はなにであるかを明らかにする必要

　がある。

　　竜し、調査の結果、「共遍語を話す争心」を決定する要因が明らかになる

　ならげ、どのような要因に対策を施せば「共通語を話す度合」が高まるか

　を予測することができるであろう。

　　このようにして得られる結果は、國語政策驚よぴ國語談：育IC対して重要

　なi資料と方法とを與えるであろう。特に、粟窪教育に対しては、國語教育

　が共通語のv共通語による教育であると言いうる点から、hっそう重要な

　意味を馬つであろう。

（2）　目 勺負

　そこで、われわれは、この調査を行うにあ允って、次のふたつの目的を

Wteて沁。

　　エ．共題語を話す度合を調べる

　　　　　　　　　　　　　　　（2）



　　2．言語の地域による違いを調べる
　　　　　　　　毒
　上の1．は、謎節の「調査の必婆性」から串て來疫お亀な目白勺であり、2．

稔、八丈島を調査地点に選んだこと（II（1））から禺て來）セ附随的な肖的

である。

II．計 画

　　　　　　　　　　（1）八丈島を澤んだ理由

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e
　八丈島を調査地点に選んだ理由は次のとおりである。

　（i）八丈島は、この調査のおもな目的一共通語を話す度合を決定す

る要因を調べること一を蓮するのに適した地点であると考えられる。つ

ま9、八丈島は滋会的條件が比較的軍純であり、その上、島だけで独立の

1生活体をなしているので・この種の調三四はじめてk一こなうのにはきわめ

て扱いやすい地点であると考えられる。ちょうど、心理学が人聞の心理を

機能的に明らかにするために、條件の軍純な対象を使うのと同じであると

考えていい。

　（玉i）八丈島圃有の言語は、共通語とはか7S　）t　ncっ沁言語であるから、

共通語を話す度合を見るごとは比較的たやすいと考えられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　竃
　（iii）八丈島固有の雪語は、從來の報告によるとbかなPl結殊な構慧を

も1ち、その系統も窺だ不明として残されている。

　（iv）八丈島の胃語については、幸に、江戸時代からの報告が比較的多

いので、八丈島の言語を歴史的に研究することも不可能ではない。

　　　　　　　　　　　（．D．）諜　　　題

・eの調査の矯的をよく蓬し、八丈島な選んだ理由を意義あらしめうよS

　　　　　　　　　　　　　　（3）　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　t



に、課題を次のように設け艶。

　（i）共遜語を話す度合を決定す筍要因はなにか

　（ii）5か村の言語はいかに違うか

　（lll）八丈鳥の言語の歴史　　　　’

　（iv）八丈島の書誌の系統

　（V）　属島の言語の歌論

　上の①と（ii）とがおもな課題であ）i“．（iii）以下は附随的な課題である。

（3）方 法

　次の2種類の方法によって、それぞれ別に実施した。

tt

ii）調査票を作P、戸別訪問によって、多数の被調査者について調べ

元。この方法は、課題の（i）と（ii）とを調査するためセご用いられた。

　し允がってb調査票には次の事項が盛られた。す癒わち、

　　a）共通語を話す度合資影響を及ぼすと考えられる、個人の駐会環境：

　　b）同じく、側人の行き來の歌況

　　C）他村の言語と共逓講とに対する態度器よび意見

　　d）ある場面において共通語を使う赤非共通語を使うか

　　e）雷語構遭的特徴につbて、共通語で反感するか非柔通語で反慮

するか、ならびに、5か村の言語ぽいかに蓮うか

　　　f）外面者との初対面の際に誘す共通語の度合の調査奢による判定

　高調回者は、八画面ぜんたいをよく代表するようなサンプルを得るよう

に、村ごとに．くじ引きで抽寓し元。さらに、なるべく細かいところまで

分析しうるように、口論と費用との許す範囲内でできるだけ多数のサンプ

ルを抽串した。　　　　　　　　　　・　　　、

　（ii）　観察および質問によって、特定の被調査1膏についてできるだけ詳

しく調べ元。この：方法は從來の方言研究でとられ允方法であり、課題の

　　　　　．　（4）
　　　　　　　　　　　　　1



〈ii）一（V）を調べるために用V、らAxfe。

　し）たがって、調査項目は露語構逝の杢般にわ允っ）を。すなわち、音韻、

文法、語い（藷彙）につbてであ）1、特に文法ど霧韻とに重点を糖い允。

　被調査麿は、八：丈島に生れ、八：丈島に育つ掩、V・わゆる「生えぬき」の

入で、長治鼎（最小限牟属）の調査にたえられbしかig　）この調査の臼的

をよく了解している特定の人を少数選んだ。

III．実 施

（1）　準備と準備的調査
t

　石月（三949年）上旬から次のようむ準備と準備的調査とを、第1研究室

全員で蓼こなった。

　（i）八丈島の鷺語漏よぴ一般酌現歌について惰報を集めた。特に、統

計数理研究所の林知己夫氏ほか数名の方に最近の事情を闘きbまた國立敏

育研究所の野元菊雄氏から最：近の言語欺況について惰報を得允。これらぼ、

笑施の計画をたてるのに大いに役立った。

　（ii　）八丈島に麗する江戸時代からの文献約50種を集め、雷語に関する

部分をすべて：書きぬいたが、これは問題の発冤と調査項目の決定とに大い

に役立った。　　　　　　　　　　　　　　・

　（iii）準備的調査む1芝京在揺の八丈島1壬1身者につhておこなつ海。ごれ

はk一もに、戸別訪問による調至…〔IL計i（3）方法で蓮べfe（i）の調査）

の允めの準備的調査で、調査項目の槍討、調査一越の初版、調査票の形式

の整備激よび調査膏の調査技衛の言ll懸など額雛酉うわれた。その準備的

調査の調査票は次に示すとおりである。なお、被調査者は師範学校の生徒

および域入、の一x’　15人であったe

（5）
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　準｛蕗的調査は園を璽ねれば重ねるほど、そして、被調査者を多く、しか

亀、bろいうにとればとるほど有効である。この種の調査の成否は準備的

調査できまると言って囲いい。本調査は仕事のしあげにすぎないとも言え

る。準構的調査で結果まで見通せるくらhで激ければならな〉・と考える。

　今度の調査は、濤時の点（予定より急に早く萬発しなければならなかっ

允）：鉛よぴ、なにより菟準備的調査を現地で：訟こなうことのできなかっ艶

とと（5βに1度しか船が出：なV・）のために、準備的調査がきわめて不十分

であった。その允めにいろいろ失敗したことはその時時に述べることとす

る。今後の調査には準鮪的調査を何回も重ねb多数めいろいろな被調査者

についてb現地でおこなうべきであろう。

　さて、三二に際してわれわれは次のよう癒処置をし允。

　（i）現地あて公式の依頼朕を繊して、調査の協力を求めた。この種の

調査は、現地の行政機開影よび激育関係者の協力がなければ実施がきわめ

て困難である。被調査者をひとりひと9戸別訪問する茨めには器もに前者

の協力を、調査の目的の三二影よび調査そのものへの援助には聴もに後者

の協力を必腰1とする。

　公式の依頼歌をこは次のことを記し允。

　　　調査の趣旨

　　　具休的な依蟹事項（戸鋼訪問謡いし1か所に集合を求めるための便

　　　宜、島民への趣旨の微底方、「方言研究家」の紹介、宿舎の世話など）

　　　H　程

　　　具体的な調査事項・

　さて、依謡歌の発蓬先は次のとte　）fである。

　1支鷹長　　2支臆総務課長　　5i司教育厚生課長　　垂警察署長

　　轟『9各村村長　　　1。一17各小学校、中学校校長　　　i8”’20各小学校PTん

会長　　匿1親二二聞継（南海タdムス祉）二三。　なおi現地以外では。22

　　　　　　　　　　　　　　　（8）

．



束京都i教育廃八丈島心張所長。

　（ii）　東京都i教育委員会、’船会杜（東海汽船）に漣絡し、協力を求めfu’e

（iii）「島の勤聞祉」（東京で翻テ、イ短七島向けの薪臨月6・N，i　es行）

vz　b（i）と同じ公式の依解ゆ写しを届け、宣傳を依頼しfe。現地の入入に

も調査のことをできるだけ宣傳しておく必要があっ疫。現地の入人の協力

いかんは調査の域功不減功のカギである。「島の薪聞」エ949年6月25口（土）

号に、「『八丈島：方言』の調査準備成る　頭語研究所員近く渡島す」という

見出しで、公式の依頓歌と同じ内容のおもな部分が解論的に禍載され旋g

　（iv）現地の入への臨池的な紹介を魯方面からいただいた。これは、　IL

計画（3）方法　に器ける（ii）の調査に役1立つ允。

　（v）調査者の｛固舶勺準備をしfe。‘｝寺に、八丈島は撮本第二の雨の多v・

ところであP、主食物の移入地でもあるので、この点特に注意しブヒ。

　　　　　　　　　　（AO）　現地にあける調査

1．調査の麗施

（瞬蛮斑（噸織〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はんi現地における調査を実：施するのに、ます、次の調査班が編隣盛れ沁。

國立細雨研究所職員

rt

tt

rt

tr

tr

tr

長野血振漉研究生

統計藪理研究所職員

大開知篤三（班長）

　柴　田　　武

　飯　豊　毅　一（会計、庶務を≦験ねる）

　北　村　　甫

　石　痢　嘆　子

　島　崎　　稔

　由之内　る　り

　青木千代吉　　　　　　・　，

丸　山　文　行

（9）



塾

N

　お竜に5か村の習語の遡いを調べるための、少数の特定個入について行

っfU防綱幽霊（3）⑳繍）の際には、特に次のよう綱査グル

幽プを作劇、各村へ分散し允。

　　大賀郷。三渓グループ　　　　　　大聞知、飯豊．北村

　　樫立・中之郷グル…hプ　　　　　柴田、山之内

　　末害グループ　　　　　　膓崎、青木　　　　　．

（蜜樋の方法）

「共通語を話す度合」を面接によって調べるのには、いかなる方法をとる

べきか。被曝僻者に1か所に集まってもらい、ひとりぴとりについて調べ

るか、それとも、被調査者をぴとりぴと夢戸別訪問するか、どちらの方法

をとるか、準備の初期の段階では決めかねたが、葺1発直前、後者を探用す

ることにだいたい決心し、さらに、現地で事情を養い允ところ、むしろ戸

溺訪問のほうが実施しやすbとbう見通しがうい箆。

｛時　期〕　　　　　　　　　・

　さて、われわれは次の理由から、6爆下旬から7月上旬という時期を選

んだe’

　（i）　國立掛語碕究所全体および第1研究室の研究計画から言って、馬

つと馬適当羅馬期である

　（ii）　海の艀か：な時期である

　（iii）　農i家のややぴまな時期である

　爽際に隙、つゆのあけるのが邊れて、闘い撫濤から蠕る日までほとんど

毎目雨が降夢、1Hは暴風にさえなった。この允め、訪問するのには大変

であったが、被調査者の大部分は家にいて都合がよかっだ。

　く蜜掘の纏過〕

　調査の望蜀串、班長によって「行動記録」が、班員によって「作業記鎌」

がつけられ1た。

　　　　　　　　　　　　　　　（le）

舞
、



　　　ノtそのr行動記録」と「作

業記録」とは右と下とに示

すような菟のである。

　いま、班長の財テ動記鋒」

によって、この調査が：実際

にどのように行われ光かを

：示そう。

　　　6月28　…i（火）タモリ

　　午後研究所デ燈行会。

　午後3時研魏蕨出発。部畏

　ハジメ§氏ノ斑蓬iリ。5時

　藤丸二粟艦、月醗護帆。紹

　ヤや掘レル。

　　6月29Ei　（水）　雨シ

　　トシト

　　予定ヨリ約5欝間遽レ、

　’　i3wa八丈島大賀鰹縛八男根

　灘二全員上陸。入丈支露総

　　　　　　　日
　　　　　　　天挨

　　　　　　　　　　　予碗
　営
　　　　　　　　　　　㌍
　　　　　　　　！

行　動記録

e

月．・ヨ　　　　　耳　　　日（　藏り 天，譲

霜泊箇デ亨r 繊手
災
；
歩

鋼
壷
巽
む
も
・
）

調
奮

大観知

畝駿
構しゴす

窯田 曽

蜘
査
異
の
行
；
ウ

山之内

島崎
黄 ．れ・

メし．山

氏　　　名　　　　　イこ　　　　　牌　　　　　　　．．・，　　蘭

確

1
、
竃｛

椴
助
看
季
≧
閥
式
雑
象
）

～

1

癌
　
　
　
汐

ζ
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3／ブ
　8

t

作　業記録

7

2

町

5

4

9

1

t
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　21

6

概況

8
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i務戸長池田要：太氏ソノ他出迎工。麦鎌ノとらっくデ大翼郷大脇旗照隠入恥中食

ヲスマシテ、全員支臨、警察翁、大賀締；繕役場ニアイサツ廻り。：支賑デハ編査i計

画全沐二麗シテ了解ヲ得、大賀纏村役場デ7月1日以降、調査ノ箪傭ヲスル。大

賀摘写小学校長艮1田好氏種種アッセソノ労ヲトラレタ。凌：ハアスノ行動二闘スル1洋

細ナ打合セ。大脇籏館循泊。

　6月30日　（木）降ツタリ降ラナカツタリ

　5ヵ村ノ村役場ヲ手分ケシテ1訪聞シ、調査ノ打合セ、さんぷりんぐ、諸種ノ手

配ヲ依頼スル。次二示スヨウナ個人アテ岱籟状ヲ、役場ヲ通ジテ配ル。

　　　　　　　　　　　圏人あて優魍釈

　
こ
ん
ど
麟
立
國
語
研
究
断
〔
丈
部
雀
〕
で
織
八
丈
鳥
の
蜜
葉

を
調
べ
る
こ
と
に
な
り
、
東
京
か
ら
係
竃
が
記
名
ま
い
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
の
調
査
は
八
丈
島
の
言
鷲
…
の
盤
質
を
よ
く
調
べ
る

と
と
竜
に
、
標
準
語
が
ど
の
よ
う
に
贋
ま
っ
て
い
く
竜
の
で
あ

る
か
を
く
わ
し
く
調
べ
る
も
の
で
あ
む
ま
す
。
こ
の
講
査
の
結

果
は
八
丈
島
の
歴
史
を
明
ら
か
に
し
、
岡
譜
教
育
、
標
準
語
激

育
を
改
良
す
る
た
め
の
大
切
な
材
料
に
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
八
丈
島
ぜ
ん
た
い
で
数
樹
名
の
方
方
に
つ
い
て
、

そ
の
言
葉
を
調
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
患
い
ま
す
。
恥
4
・
忙

し
い
と
こ
ろ
御
迷
惑
と
は
存
じ
ま
す
が
、
ど
う
か
調
査
の
月
的

を
御
了
解
下
さ
っ
て
、
な
に
ぶ
ん
の
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
．
ず
。

　
な
お
、
あ
な
た
さ
ま
に
お
願
い
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

配
給
台
帳
に
よ
っ
て
ク
ジ
ビ
キ
式
に
選
ん
だ
の
で
あ
り
ま
し

て
、
特
捜
の
事
情
に
よ
っ
て
し
た
・
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
な
ん
ら
か
の
能
力
を
調
べ
る
た
め
で
亀
あ
り
ま
せ
ん
。
お

旧
離
…
を
懐
い
て
い
た
だ
く
よ
う
な
こ
と
も
い
た
し
ま
せ
ん
。

圃
、
昆
茸
轟
黒
甜
か
・
繍
讐
で
に
お

　
　
集
り
下
さ
い
。
　
　
　
お
た
ず
ね
い
た
し
ま
す
。

　
一
、
場
所

　
H
、
用
意
し
て
い
た
だ
く
も
の
　
な
に
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
一
、
．
都
合
の
悪
い
場
合
は
　
　
　
　
へ
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

　
H
、
か
た
ら
ず
本
人
が
お
い
で
下
さ
い
。

　
　
　
昭
和
二
十
圃
回
館
↓
ハ
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
麟
立
國
語
研
究
勝
機
　
酉
　
　
尾
　
　
　
實

　
　
　
　
　
　
策
京
都
新
宿
区
鷲
谷
霞
妃
朗
治
齢
営
絵
画
鶴
内

　
　
　
　
　
　
　
　
様

ナオ、巻撰ノ分担次ノトオリ。

大賀郷

三根
笹立
中之郷

末吉

大聞蝋

北村　島崎青木

飯豊　lll之内

柴田　丸肉

柴田丸山
　了鍵田各」村報告、　打合セ。　ブ〈毎春糞官宿量画0

　7月1臼　（金）　雨ノチ晴

　大賀輝ノ調査実施。村役場ノ援助ヲ受ケル。大量■西見、甚太等ノ諸部落ハ5

篇二調査スルコトニナル。夜ハ威果ノ検討、翌日ノ準備。大脇旅館宿泊。

（12）
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　7月2日　（±）　タモリ露寺…時雨1

　三根：ノ調査実施。夕暮大賀慰二尊ル。夜ハ成果ノ樵討、整髪ノ準備。大脇泊リ。，

　7月奪罠　（珊）雨縛蒔タモリ

　朝8時汗すデ全員坂上（樫立、中之郷および末吉村をさす）二顔発。樫立ノ調

査ヲ終ル（大聞知、柴臥島織山之内、青木）。中之郷ノ調査ノ牛分ヲ絡レ（飯

豊・北村、究由）。当日爾村役場ノ援助ヲ受ケル。樫立封郵優局曼磯綺八助氏、

中之郷小学按譜第池国縫等ノアツセソニ感謝スノ％菊池正文氏（小島宇津木村

出身）ニヨリ小嘉ノ調査ノ可能挫生ジ、褒同氏ニヨリ調査スル。樫立村寄年館二

同村自慢ノ盆踊ヲ扱露シテ灘窮慰メテ下サ・ら全員樫立村ノ小宿二Xitlh。蚊ト

ノミニ苦俺シム0

　7月4iヨ　（月）　タモリ時時爾

　火聞知・青木・兎口ハ中之繕。柴砥，筆写・北村・島騎・山之内ハ寒吉。両村

ノ調査諮ル。夜、末吉村策屡灘葭デ「メナラベ」3人目キリニ「シ・メ箭」ヲf￥

擬シテモ、饗’語学ノ議練ヲ経ダ耳ハ音樂トハ査ク無関係ナ寓ヲ証明スルノミ。

　7月5日　（火）　タモリ蝦蟹晴

　大賀郷（大海知、飯豊、農崎、録画内、青木）、三根（柴田、北村、知！Dノ残

りノ調i査ヲ終ル。本日デ前壷調査ヲ藁塚絡ル。大賀郷大脇翼翼泊り。支：1寵畏ノ世

話デ鍵1虞平氏來訪サレ、質疑二答エラレル。

　7月6葦ヨ　（水）　膿｛…醤、睡夢猷、／」・学嫉1モ握てYk’
　　ぷ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま

　：支慶総鴉課長池田要太氏ノ特溺ノ厚志ニヨリ、「鼠講交語ふ「書韻坂調霞ふ「口

語取調書」ヲ借用シ、筆写ノ許可ヲ饗ダ。昨夜力多本日午前ニワタリ、後上ノ方

雷調査ノ準備打・含・セ。本Hカラ3ぐる一ぶユ分ヵレル。

　　（1）大賀癩；三根村ぐる一ぷ　大聞舞！、飯豊、北村

　　（2）　中之簿樫立村ぐる一轟：柴田、由之丙

　　（3）　末吉瞬ぐるFぷ　島鋳、青木

　（1）ぐる・一・　u；：ハ午後カラ大賀郷方言調籏三、大脇泊リ。（2）N（3）ぐるPtぷハソレ

ゾレ中之瓢宋吉村ノ方露調査。2村＝分宿スル。

　7月7繍　（木）　雨爵時タモリ、張風

　（1）ぐる”一＄：ハブく賀郷オヨビ…三綴：村’ノ調査、三三根村東京館宿泊。（2）、（3）く“る・

一ぶハソレゾレ中之郷、末吉村ノ調査、両村二群群。

　7月8属　（金）　雨

　（1）く“る　誌：ノ、KFIYtf三≡：根村、　午後ソく窒哉郷村ノ調査。　（2）、　（3）く♂る一瞬：ノ、蟹…巨羅主肛

当村ノ調i査。夕刻全員大賀郷二集合・各掃調査ノ中聞照合・狩食セ。全員大賀簿：

大脇泊リ。

　7月9a　（土）　雨

　　　　　　　　　　　　　　　　（13）



1

　　’（・1）大賀郷八二根方日工佳ム小島オ・ビ青が島田身奢ノ欝藷調査ヲ菊池正文氏

　ノ世：話ニヨリ実施スル（三顧、山之内、青木）。

　　（2）大賀螺オHビ三糧村ノ補正醤油（飯豊、北村）

　　（3）夜、後6｛≧調ecノ成果ノ整理ξ敷面（・全r員）。大賀多淫大脇：駐長目露溝｝泊。

　　1月霊O岡（助クモ・；嚇擶
　　δ力村ノ調査仕上ゲノタメニ次ノヨウニ二村ヲ調査スル。

　　〈1）　大賀郷三根村　　　　飯豊、北村

　　く2）　中之簿樫立村　　　　凶聞蜘、柴田、μ．！之内

　　（8）　末吉村　　　　　　　島晦、青木

　　7月11｝ヨ　（月）　タモリ時蒔：小雨

　　支聴、警察、大賀簿封役場、瀞海タイムス、窟士中学校、大賀簿小学校ヘアイ

　サッ廻り。大賀榔金土川部落ニツイテ補正調査ヲ≡爽施スル。支慶1ノと．らっくデ八

　重根港二行キ、黒潮丸二粟船、18時出帆、波全ク駿ツテ海上雫懸Q永as　iJ、轟聞ヲ

　過酷テ黒瀬川雪濠ヅクコロカラ、八丈窟士ハワレラ到驚以來一度トシテ臆ガナカ

　ッタ零霧ノ覆イヲオモムV二梯イ、初メテソノ緑ノ全容ヲ我我ノ前ユアラワシタ。

　　7月12H　（火）　寮京快晴
　　　　　ぎ　　朝6時宇、月島上陸。一変ニウチニ雨ノ國カラ青：天ノ國轟移ツタ感深ク、全員

　研究既搬入ル、’7時30分。

：2・戸男弓訪問によ釜調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

，調査票ど質問㍗方法

「共通語を話す度合」を調べる允めにわれわれが採用し允方法は，戸別訪

欄による調査（これを「戸別調査］とよぶ）である。

　さて、あらかじめ用意した次のような調査票によって、ひとり20分ない

し40分の面接調査を器こなうことにした。訪問のためめ道案内は、役場の

爽員、小学校の先生聴よび女子青年團員などに依回したことがある。

　被調査者1ま時賜の許すか寮P「追跡」した。つ駆り、不在の場含は回を

重ねて訪問し、場合によっては外出先で面接し艶。しかし、数隅の「追跡」

起よっても面接できないごとがあっ允。

（i4＞



琴

認　　斑　　癬 白濁　　　　8
　　　．ノ、．入目　uノ　燭　硲　馬脳`

1
珊住貫2
ｫ　　別
Z　　・争

io2罵3K4ガs村〔　〕　　　　　　　　　　　． ■湧2震

〔〕欄

．2

激雁　　鱗
1譲（自　自，1し承　蚕　醤）2漁（闇闇　石恨鎮P商［　　　〕4エ（竣営．で乍察）て　　　　　　　　　　　　　　　　　〕萢由〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タ6戦・その他〔　　　　〕8無職〔う励轍二　　　〕

3
紫学　　歴 　　　　　　　　　　　　　■ﾅ窟し・　2　，；t（φ　辛　筏）　3　慈爪（〔P　孕　　技）4中（Φ　挙　在

ｼ馴ゆ緊経）も大攣（中日症）7養の‘巴（中筆勧〔

4 松　　琉ミ

�@　体

1公眼ある、・は困無の温い壇位、；フいて幡2随い触位でぱ戯・3ついて、・改い
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　「共通語を話す慶合」を調べるπめにあらかじめ考え寵調査事項（iI

（3）（i）を参照）は、調査票の項目に論いて次のように実現された。　一

　　　　調　査寓　頂

　　の一高語を話す二合に影響を及凝すと灌え

　　　　られる、個入の三会環境

　　b）洞じく、個人の行き譲の状況

　　C）仙村の葱語と共滋語とに対する態慶およ

　　　　び意見

　　d）ある場画において共濫語を便うか非共澱

　　　　語を使5か

　　e）　言語携造納特徴について・典目語で諸脛

　　　　するか非共通語で反回するか、ならびに

・　　　5か村の言語ぽいかに漣；うか

　　f）外楽嚢との初対面の際に飛す≠樋語の、

　　　　謁蓋i蒋による鋼定

　　調i萱票の（調査）顎厨

1，　2，　3，　4，　11，　12，　13，　！4，

2G

7，　le，　15，　16，　k7，　19

6，21の・一部、22

8，　21　の一一部

23－56（ただし35をのぞく）

9，i8，35（岡じことについて　　・

会話の途中で3摩判定する）

　さて、調査はだいだい調査票の）es　1＝］の順におこなわれ允。項目23－56

のうち可能な亀のは、次のよう；な略画を見せて、「これはなんですか？」と

質購してその反慮を記録した。

　絵乙かけないものは、允とえば、「『歩く』ということはふつうなんとお

っしゃいますか？jのように質問した。反癒の禰所はいすれも該当項にマ

ルをつけた。項irl　24一一56における反下形のユー昏および6は各村で期待

される非共遜語形驚よぴ共通語形である。すなわち、

　　　　　　　　　　　　　　ま　　L　大賀螂ぐ以後0で示すことがある）

　　2・　三三　　　オ艮　　（M）

　　3．　壌整　　　立　　（K：）

　　4．・中之郷　（N）

　　5．末　　吉（S）

　であ凱そして、

　　6．共通語形

　　　　　　　　　　　　　　　（19）
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戸



であるΦ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　反下形に附いている番暑に下線の施してあるのは、東京でわれわれが直

接確めることのできなかっ沁亀ので価～＝れらは黙竜に望月誼三民の「八州

島方言の研究」（1930年度東京帯國大学丈学部卒業論文）に：よっ沁⑳

　23－56の語は次の僚件によって濯んだの

　　（i）共遜語と異なる形のあらわれうる馬の

　　（ii）村ごとに異なる形のあら露）れうるもの

　　σ鱒　習韻馬国法についてはやいくつかの事実准代表するような亀の⑱

つま砂．艶とえば、個甥的な押韻的事実ではなく、法期的な喬韻的事実の

1摺をあげればtS「大根」を選んだのはtS

　　　　　　　　　　共通語〔滋〕／ブととえば0〔e：⊃

という震：韻法則的事輿の代表麿としてi適当と考免られ拠からである⑳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　み　（量v）語感、音韻につV・ては．なるべく絵にかけるようなもの。絵によ

って質問し擾のは、

　　　被調査瀞の謎常使っている鷺語を聞き出す

　　　誘導的質問を遜ける

　　　　げま
　　　刺戟として使う共逓語形さえ理解できない被調査麿に備える

　　　被調査瀞に綱査のねらいを意識志せないようにする「

　沁沁に．いち驚う有効と考吏られ允からであるの

被調蓋嚢の選び方

　　　　　　　　一・愛ンプ墾ンダ・・一

鉦あら…窒し選

　サンプリングの計爾をたてるときには、調査の臣的をた免す念頭に驚く

ことがいちばん大切である。そして三二的セこは次のようなととが配慮きれ

るのである。

　（i）　調査する鰍の能力（サンプル数の決定に影響を興える♪

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　魯
　　　　　　　　　　　　　　　（β2）



　　　　　　蟄　　　　罵

　　　　　　行動司能な期聞

　　　　　　動員できる入数とその骨力

　　　　　　薮鞄の交魎機閣の駅態

（三i）調査溝れる測の榔含（無漏や翻当の方法に影響する）

　　　　　　地図の多少

　　　　　　：役場や学校にあまりめいわくをかけないこと

　　　　　　調査不能になる八i数の予測

　　　　　　くじf5｝きの公亭感を輿えること

　（撫）婁漏しやすい～：と

　　　　　　振出しやすいこと

　　　　　　奮方画との蓮絡がとれやすいこと

　　　　　　調査しやすいこと

　　　　　　集計しやすいこと

　（三v）　抽寓理論1内要求

　　　　　　精縫

　　　　　　どのような結果表を期待するか

　以下実際に《…二つ疫行動をふリカ〉えって見よう。　　　　　　　　　　　　　、

藍サンづル緻の決獲醤　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　サンブルー数は2口入ぐらbときまつ衆：e～これくらいの人数憲ご調べれば飾

弓俸の模檬をかな勢正確に知ることができて、三三の統計的分析には十分

である評

／

’X’

ｲ益し；をi藷替人の巾｝C：　，ある特徴をもった集羅がP疹含まれてtr・るとしよう。

そうすれば八1丈島壼俸のゆでこの嚇鍛1鉦もった集墜の¢ダ1よ、夢一一eと、P十eと

の糊1こあると結論し℃窪ず三幅いはない。具体的；こ数字をあげれiボ次のとおサ

で斑》る◎

　　　　　　p　p－e　p十e　　　　　10ヌ5　　　　　　　　　　　　62タ5t　　　　　　　　　　　13。8

　　　　　2e　14．9　M．　．1
　　　　　3g　24．2　35．g　　　　　塩｛｝　　　　　　　　　　　　　33．8　　　　　　　　　　　　　く（r／．2

　　　　　　　　　　　　　　（23）

　　　　　　　　　1



峰

　　一方、調査能力は農大、1人1日10入受持つとして、γ入で4臥280

　入が限慶とみられ允。こまかh点をあげれば、書類の印溺能力も1れくら

いで手一杯であっ疲。この雨颪から折り合って、サンプル数ま250人ぐら

　いときめ陀のである。

　【費村への劉翻

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調査の対象（被調査者）なv13才以上という條件だけで他に制限はつけ

　なレ・ことにし允。八丈島の全人口は1949年（昭和24年）6月1総現在12，480

　人であるごとが分ってい楚。

　　1947年目昭和22年）10溺1縁の臨時國勢調査の結果では、謎本全休で、

　13才以上は72％であっ允。12，4・80人の72％はだいだい9，0｛＞O　Aである。と：

　の中から250人ぐらいを調べて9，000入発体の模様を推定しようとし旋の

　である。

　　さて．250入をばらまく算段になるが、5か村の比較をするのが目的の

　ひとつだから．各村からサンプルを選ばなければならない。もしこれだけ

　の目的ならば、各村から同人i数、つま勢b50入つつ選ぶの電ぴとつの方法

　であるが．われわれの踏竜な爲的はむしろ八丈島全依として共逓語を話す

‘度合を分析することである。この允16には、村の入山に距遡させて翻当て

　るのが後で便利である。

　　そitで、実際にはます後払に重二二翫各回寸の人口の斡分の1を基本

　サンプル数とし允。、　　　　　　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　華
ρ

　　　　　50　43．7
　　　　　6g　53．8
　　　　　70　64．2
　　　　　80　74．9
　　　　　90　86．2
・は・ノ・（癬）で計懸・・

うな考え方がおこなわれるのである。

　　　　　　　　　．　（24）

56．3

66．2

rt’　s　．8

S5．！

93．g

謳査結果を整理するには、構成害彗会・を見ろことが亀つとも多、・から、よ．寵の」；



　1949惹罫　（昭一lp】246　三）　6　月　1　臼S見：右…

　　　　　　　　六四榔　　罵　根　　樫　立　　中之螂　　家、酋　　、全　農

　　　　　　　　3β73ノ、　　　4，177ノ、　　　エ，零§5メ、　　　エ，969八．　　ユ，166入　　12，壊＄0人

　墜本サ冒ン　」；ノレ数　　　　78　　　　　　　8婆　　　　　　　26　　　　　　　3g　．　　　　　’23　　　　　　25⑪

　劉　　　　魑　　　　福二　　　77　　　　　　　82　　　　　　　29　　　　　　　42　　　　　　　2《；　　　　　　256

劇当数黍違ってき允のは次の珊IIによる。

　（i）　大賀郷の永郷1三根の永郷（岡じ名前）および三根のある部落は、

交通が不便で、全体の日程上調査不可能となつ海ので、ごれらを調盗の対

；象から除い允。人口は金部で6GO入ぐらいである。

　（践）調査不能を見越して、2人ないし3入余分にサンプルを選んでお

い；セ。

　　　タ
　次に．5か村の比較という鼠酌の允め、上遽の比例論義数では数がすく

激V・所に35入を魑亡し：た。すなわち、

　　　　　　　　ガゑかき
　（i）　大賀郷の大里とV・う部落は、歴吏的に，古V・ところであリボ欝血の

点で亀特徴があるとbうので‘とれに10入追伽し元。

　　　　　　　　イぜウナ
　（ii）民報の伊語名とbう部落が、発生酌にみて特徴があっ允ので、こ

とyzlO人追力fiしfたe

　（iii＞末吉ぽいちばん基本サンプルがすくなく、蛮掩臼程と調査能力と

からみて、亀う少しできそうだつ允ので、追加としてエ5人選んだe

　結局、基本サンプルと追蜘サンプルと合せて291人に、偶人あて依戯歌

を発i薩し元。

鑑素踊の躍施§

　今までの記蓮でわかるように、全体としてサジプルがすくない上に、相

麹細かく分けて比較瞼討する必婁がありそうだつ旋ので、でまるだけサン

プルの1入1入を大切に取扱って分配し艶。つまり、男女別と年令秘とで、
　　　　
あらかじめワクをつくって聴き、さらに部落の糊獲を蘭賑することがでぎ

距村では、これ亀考慮に入れて抽禺し廷のである。

　　　　　　　　　　　　　　　（25）



ノ

　抽出は、童門内の赤んぼまで書いてある物資配給台帳から、くじ引きで

出発番号をきめ・あとは一定の等間隔でぬいて行き・13才下溝ははぶくと

いう方法をとつ艶．抽出間隔は27人とした。すなわち、

　　　　　　　　　　轍姦一9鍔一…

という計算からみれば・そんなに小さくしなくてもよいのであるが。あと

で男女別、年令別を整えるため、余分にぬいて置く必要があったからであ

る。この整理上の入れかえにもくじ引きをおこなった。抽出をおこなった「

日どりは衣のとおりである。

・　　　6月　29日　　大賀郷　　サンプリング

　　　　　　30EI　三根　　　　〃

　　　　　　同　　　樫立　　　　ク

　　　　　　同　　　中之郷、末吉　　〃

　翌7月1日には大賀郷の調査を始めた。

　なおも抽出には次のような名簿を使った。

寸名 由出固愚 名

全員

北村一十
飯豊　山之内

柴田丸山

簿

ゴ日盆 【含号 イ主　　所　　氏　　名 性 年・継 麦窟犀由 考陥））よい日時

B訪日珊
備　　考

1

1
「　　　　　　　　　1　　　　電H1

i　　｛　｝

1　　　噛

@　　　　　　　1
†

1

【謁査不能の牙析｝ 一

　基本サンプルとして割当てた256人の中．40人は次のような理由で調査

すること購できなかった。

　　　　　　　　　　　　　　≦26）



　　　　　　　　　　　　　　　都合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　耳が　　佳所　　　　　　　　不在　　病氣．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　薩播　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計　　　　　　　　　　　　　　　悪い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　還い　　不明

　　薗　　分　　牽　　　　　　62。5％　　17諸5　　　　7あ　　　　　5　　　　　　5　　　　　　2．511　　　100．α

　つまり大部分は不在ということになる。

差引き、調査でき允人歎は、256人のうち216人で．84．4％の割合にな

る。

ζれを村別にみると次のとおりである。

　　　　　　　大賀郷　　　罠根　　　樫．立

　割　　當　　勲　　　　　　77　　　　　　82　　　　　　29

　回牧勲　 63　69　21
　回　 牧　 華　　　 81．8％　　842　　　72．4

中之郷の高率と樫立の低率が目立つ。

申之郷　　末費

　42　　　　26

　4」．　　　22

97．6　　　　84．6

ま）セ、男女別．年令別にみると次のとおりである。

　　性　　　　　　　　男　　　女

　　割

　　園

　　図

年　　令

割當勲

圓牧勲

回牧牽

當　　　　勲　　　　　　127　　　　　　129

乱文　　　　婁曳　　　　　109　　　　　　107

牧1　　　牽　　　　　　85．9％　　　　82．9

　13－20　21一30　31・一一40　44－50　51－60　6審一70

　　61　　　　　60　　　　　43　　　　　33　　　　　27　　　　　20

　　52　　　　　　53　　　　　　32　　　　　　30　　　　　　22　　　　　　17

　　853％　　88。3　　　　74。5　　　　90．9　　　　81．5　　　　85．5

年令で31－40才が回牧率が悪かった・

なお、追加サンプルの模様は次のようであらた。

　　　村　　　　　　　　大賀郷　　　　　　樫　立

　　　地　　　域　　　　　大　里　　　　　　伊多郎名

　　　割．諮　瓢　　　　　　10　　　　　　10

　　　回　敦　歎　　　　　　　8　　　　　　　10

5．「詫言調査」とその調査事項

全轟

256

216

84．4

7似’上

　12

　10

　83．4

末　吉

全村
　15
　12

覧

との調査の後牛におV・て、調査者は調査グループをつくって各村に分散

　　　　　　　　　　　　　　（27）



L．特定の綱入について、それぞれの村固有の雪語をやや欝しく調べ允Φ

これを、「：方言調査」とよぶこととする。　　　　、

　　「：方煮調査」のお亀な爵的は、5か村の雷語の違いを調べることであっ

1允ので、各村の調査項目をあらかじ　to　一一定にし飛。

　允だし、齋韻については．戸励調査においてか断り明らかになっていた

ので、僻耳的な票実の確認と．ぴとつひとつの喬声の調査に締する襯察以

外には特に調査纂項の打合せをしなかっ允。

　文法については、特に特用（名詞、代名詞の語尾変化）と活用とについ

て調査すべきこと薮打合せ元。

　曲用につい℃1ま、11の2昔節名詞と約35の代名詞とについて、活用ぽ、

東條操氏報告（本彊東部の方鷺、華語科挙講座VII）の動詞をふくむ用言

働謝熔詞駄び「形容動測）37種顛鍬勘つの助動詞vaついて調

べ7’c。これらの調査遺旨を決あるのには．上の東條操氏の報告、東京に解

ける準備的調査、特iに現地における戸別調査が大いに役立っfu。

　語いについては、車懸に戸別調査の際に得られ允寳料に竜とついてtSあ

bかじめ次の50語を選んだ。

　　1夕立　　za夕方　　3おけ（水を入れる）　　a井戸　　5水たま9

　　6かまき診　　7うそ　　s地面　　9ふるい（粉をふるいでふるう）

　　　三〇周　　11かかし（允んぼのかかし）　　12稻　　13ぼろ　　14太いi薪

　　　15おきゆう（戦き硬うをすえる＞　16持って來る　　π起きる　　18ご

　　　く（稻や麦をこく）　　玉9日掛　　2。あぐらをかく　　21びっくりする

　　　露2手轍・入　28疲れだ　2傭藩　25年長者　2δか愛〉いらいハ

　　　2腐る　　2s麹末な　　29ぴもじい　　30ながらく　　、31茶わん　32お

　　か（海に対して）　　s3たくさん　　磁まれに　　ssうらやましb

　　　呂6にじ　　3駿をたててぶすぶす言う　　s8惜しい　　39うるさい

　　　4eくすぐる　　Slめん類（うどん、そばなど）　盛篭把ない　　娼藷ぶ

　　　　　　　　　　　　　　　（2g）



ノ　しb　　姑甘える　　釈つめ費）ぴつかく　　妬愚　　e7兄

　客が來たと者の食事　　49ふだんの食事　　5り焼ける

asto

　以上の50語のうち、次の13語をのぞいてすべて、5か村の冒語の遽いを

見るために役立った。13語とはすなわち、3、15、16．17、24．30、36．40v

41、43、48、49．50である。

　調査の方法については、一定の聞時に一定の項目について調査する必要

があるので、人戸的方法ばかりをとるごとができない。し海演って、原則

として質問的方法（実験的方法）をとることにし元。

文灘ついては，魁えば・「『行カナイ』とゆごと鴎のととばでな

んと無いますか」のように、共通語で質問して．圃有の雷語（非共通語）

達聞き嘉すという：方法をとった。このような方法は、八丈島に生れ、八丈

嘉に育ったような「生えぬき」の人について｝まきわめて困難な場合がある。

こちらの言う共通語が十分理解でき漆いし．亀し理解で選て馬．それにあ

たる非共蓋語形をすぐ答えることは。「生えぬき」の人には、しか亀．その

人が教養の高くない場合にはかなり困難である。戯画についてとのような

調査を行うのには、刺戟として使う共癒語の語形匙よく知っており、じぶ

んの關有の言語（非共通語）もよく反省できるような被調査者を見つけな

ければならなV・。一般に、現地で紹介される個入は上rcのべfic　kうな「生え

ぬき」の人か、ま殖は方言をすっかり忘れ允ようなインテリないし物知ウ

であることが多く、このような調査にはよほど警戒する必要がある。

　丈法の）特に活用につbては、びとつの弓馬語について約20種類の変化

をひとつひとつ質問していったので、約20の動詞を垂部聞き終るのには6

隣闇以上を要し、調査者に亀被調査者にもかなりの忍耐後事となった。

　語いを調べる：方法は、絵にかける亀のは絵を示して聞く方がいいと思わ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
れるが、こんどの「方雪調査」ではそのぴ糞がなく、やむをえす、交法に

　　　　　　　　　　　　　　　（29）’



　っbて聞い疫のと同じように、r『勲マキリ』のことを島のことばでなんと

　欝いますか」のように質問し允。非共鳴語形のあらわれないと選はMあら

　かじめ焼意し允形を示して誘導し允こともある。『語いの場合は、遽当な被

　調査脅を選ぶのは丈法の場合ぼど困難ではなかっ允⑩

　　　　　　　　　　　（3）整理、集諏分析

　　芦別調査の結：果について

　　戸別調査の結果の盤理、集計および分析は次のような順序で進められ允◎
t
蛋

　　くi）　調査項属の整理

　　（ii）　コード（cocle）の決定とt・・一・　F“つけ（codi嬉）

　　（iii）　集計カードの作域　　　　　　　　　　　、

　　（i。）舗

　藍調子頂警の整理董

　　調査項目は次のように整理され允。調査票の項目の順に蓮ぺよう（調彊

　藥をi参照）。

　　調査項目1はそのまま。

　　調査項目2は、薮工　と　7その他　とをぴとつにまとめて　9工、そ

　の他　とし艶。義に該当する者演きわめてすくない允めである。

　　調査項目3｝ま、7その他をけすっ喪。7に該当する者は、数亀すくなく、

　．距6に組みいれることのできる亀のである。

　　調査項爲4はv調査できなかっ允被調査春が多bことなどの挺めISL、け

　翻ったΦ

　　識瀬同5は誘と続話のきっかけをつくるために設け醜ので（調

　面向舞1－5　は殺：場などであらかじめわかると思ってい允がbi爽際には不

　可能であっ允）．ヒこでは醐題外。

　　調査項翼6はb綱査の結果が多檬であ勢｝複雑である允め、けずつ恥⑧

　　　　　　　　　　　　　　　　　（3g）



　調査項麟7は、段階を整理して、「2kくさんいるが．あ虚夢つ竃あわな

V弓と「8たくさんはいないが、よくつきあう」とをぴとつにし允＄

　調査項霞8は、段階に、9葬該当　粒設けた。

　調査項臼9（誕淫0＝43）はそのまま。飛だし、漿計の際に＄段欝（o無

答をのぞ⇔を5段階に蕪とめだ（IV結果1．痴疇謎話す覆合を決定

する要因　をi参照）。

　調査項目10は、うまく聞き塒せなかっ允ため、け激った¢

　調査項渇エ1は、言諮形成期を基撃として次の四つの段階にまとめた。

遥嘗語形域期はもちろん、生れてからすっとここにい浸青ta：tk・’一語膨域期

に島にい允奢（その前および後の一部：分は島外にい陸）“　3言語形域期の

前後に島にい允者（香語形域期には島外にい海）、　義需語形域期以媛に旛

へ來論意（生れてから、すくなくとも雷語形威期のあいだは島外にい旋）

　調査項目12、エ3は、ほかに、小島．青が島、小笠原衡よび爾洋　の段階

を追力ilした。

　調査項輿14は、該当瀞もすくなく、同居に言る欝病的影響は認められ激

かっ艶ので、けすった◎

　調査項阿15、16はその驚ま。

　調査項自17、19は調査項霞16と璽濡し、しか亀複羅なので，、掲で代表さ

生ることとし、けすっ拠。

　調査忌日30はそのまま・

　調査項鼠21、22はだV・たV・その甕ま。「

　調査項翼の23一頃6のうち聯23、27b4乱4乳52、・53凌げすった。23は

杓地から來二人以外はすべて「アクセントなし」（つま多eいわゆる「H型

アクセン1・　j）であって、6か村の言語のi逸いを託る允めに利用することが

できなV・し、その上、アクセンFのあるなしは共通藷の璽要な要素と湾え

られないので、けする。27は、「かわら」（屋根にふく）は八丈島では役場

　　　　　　　　　　　　　　　（31）



や学校以外にはないので、調識語として不適当であP．習魔法期の例外と

なるような結果を示すことがある。これは調査の闘的に反するのでbけ踊

ることとし沁。41は予期し流罪共通語形があまり出なかった（質問のしか

た亀ますかっ允）ので、けすっ海。49は、同じ個入でふ艶っの形（一ke形

と4形）を面すことが多いので、けすっ元。52と53とは、爾者の区別がよ

くのみこめ激かっ）た霰調査脅がすくなくなくM失敗し允ので，けすっ允魯

　残った27のうちもi爽の7項臼は、調査の結果、eか村の言語の違いを見

る允めに利回することので選ないことが明らかになつ允。つまり～＝れらの

項臼は年令などの要因によってことなると考えられるg七つの項目とは次

のものである。

　　CO草鰻　　Si　5ぐいす　　S：ろ5そく　　42く亀（虫）　　舶末子　　娼西旧風

　　osそてつ

　七つの語いは八丈禽全体として．次のような語形としてあらわれる。

腹
す
く
屯
子

　
V
そ

　
く
ま
フ
　

草
5
ろ
く
末

西南風

そてつ

（i＞dz一　＠dre一一

＠uguisu（me）　＠ugujusu（me）　＠ugurusu（me）

（1）r一　pt．M

（Dkumo（me）　＠teBgome　＠kuboname　＠jarnakubo
⑤加：d5韮陰d5arUme⑥tondるa縫孤e

瀦；鰯ρ翻1，e蹄P窓。四過置9二四親0

◎知らない①Baga～量②natsuni～ユ③haebuki④その他

（il）sotetsu　＠Sotets£i

　残っ疫20の調査項目は、「共通語を話す度合を決定する要因」溢よび「5

か村の露語の違い」を調べる允めに謡いられる。

　そこで、われめれは次のように盤理を進め元。　　ご

麟、あ翻顛醍ついて丙ごとに．あら煉るすべての購を輩

純に簗計してみ禿。そこには被調査者個入の話声的変異もあり、調査者の

表紀上の飼入的む描れもある。と．れをある程鹿統一し旋。1たとえば、「俵3

　　　　　　　　　　　　　　（32）



について。三根村にあらわれるすべての反響は次のとおりであっ允。

t＆war畠

亀0：ra

な）ura

toera

篭：ra

レ

葺
3
2
1
3
エ
ー
6
硲

　とのようにして．駿」につ㌔へて5か村の集計を行うと次のようになつブと。

　　　　　　twwuzyal　ao：rff　touya　toera　ta；ra　ig．tr

　　　〈｝　　　　錫　　　　王7　　　　ij　　　　1　　　　1　　　　2　　　63

　　　雄　　　　　1？　　　32　　　12　　　　王　　　　1　　　　6　　　6S

　　　巡：　　　　驚　　　　王　　　　0　　　　6　　　　i　　　　1　　　21

　　　N　18　1，　O　22　O　e　41
　　　s　le　e　ff　o　x2　o　22
　この表から．各村を特徴づける代表的な形（ごれをf特徴的代甲形」と

雪う）をひ瑠篶すととができる。

　一般に共遜語形は各村にかなり多くあらわれるから、taWEmaを「特微的

代表形」とナるごとはで費ない。つまり、「特徴、勺代表形」は非集通語形か

らとられるわけである。非共通語形中、数の多い亀のがます候補にのぼる

のは当然である。その点で、

　　　　　　　（》　　　　　　　　　叡）：ra

　　　　　　　K　toera
　　　　　　　N　．　toera
　　　　　　　ff　・　ta：ra
はそれぞれの鍾でかな塑致’彊多くbこれらがそれぞれの村の「特徴簡代糞

形」と癒翫抗ろ魁Mは数の上ではt・：・・のほうが多いが・やや多

い菟のにtouraがあ凱これは℃Mにだけあって．ぽかの付にはすくな

くと亀サンプルでは全くあ登われない。し允がって、麓の1特徴約代表

影圭轍鰍膿とするの力二愛当であろう。

　　　　　　　　　　　　　　　（33）
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（s　de；ko）

Oraines　　　　l　d6：neg．　　　露de這ne灘　　　　3　d＝5a：箆e趣

（4　dsa：nep）　　（5　de：nen）　　6　rja：neg　　7（量ε峯量neB　　露艶：慧ep

O　tawara　i　to：ra　2　toura　3　toera　（4　boera）　S　ta：　ra

O携W珈◎t～i（：）10：（9職e）笈mt～i（：）雲。双（9．つ蹴）asot募（：）

＄0君（9｝m∋）！mt～i（：）（きQ罎（9期3）三戚～宝（：））

5　a：（9）me）．notsi（：）

o．teγ｝ugui　三　tenege：　　琵｝もeneggi　　3　電；eReg愚：　　（噺　叙ene9毒：）
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蕊te簸egi；6もene9。i
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Onaeue・ne：je露盈eije　3　aja：je（る簸ja：je）（5勲£：」の
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6庶臨kare飴（mり）了akakere308akakega　駐’甲州ke（1＆ido
3囎玉9溝9’akakeねred・
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な論、上の表⑳うち、6一きは、養村の「特徴的代表形』以外のいもじるしい謡形な示すe

　こうして、共通語形および非共通語形の山村に蕊ける「特徴的代糞形！

はi爽のようになる。

　　o加w烈蕊　　z窺。：fa　　z宏。㎜3a　　s重（｝㍑a　　4t（》㍑乙も　　ota：γa

　語形の左回の数宇は次の～二とを示す。

　　o共通語　　3大賀三門　　2三根語l　i9樫立講　　4中之郷譜

　　s末宵語

　このよう彪薦i作を各項目についておこない、34ぺのようなi’特徴的代表

形」の一覧表を露だ⑪

　この一驚表は「共通語を話す慶合を決定する姻；愉の分析の際に大いに

役立った。ことに　5か村の言語の違温」鋤析は、Uの購徴塀懐π参」

託指標にして進められ疫：⑬

｛コードの決定とコードつけ）

　さて、調査項目における反懸を整理して分類し、ク楼1蓬項のそれぞれに数

字か国華をふりあてなければならない⑰なぜならばb：多数の調査票凌扱い、

劉査項目縦亙の撚醜華麗関係を計算しなければならなV・からで葱・㍍こ

の作業に間違いが多いと、せっかくの調査資料が無駄℃なるので、分類の

籔宇（ここでは記号は使わなかっ允）のふ診あてを野宮におこなつ允9

　このような勇類標式をコード（code）と雷い、このよう訟i駈字養ふEりあ

て：§ごとをコードつけ（codi昭）と雷うことにするe

　そこで。次のようにコードをきめ、コードつけをおこなった燈調1餐票；に

翻ける調査項羅のそれぞれの：右端に1あるワク（停：欄）は、＝　”一ドの記入盛

れると～二ろである。、7S＃s、「不明」は、レじるしをつけて整理しブ熱

し　現住地

　　　　篇　一　ド

凌寸　の　名
霊　2　3　鳶．　、5／
d’一”’’”　M一’””一kM”ww”　N　’s

　　（35）

等



至．｛生斑

　　　コ　一　ド t 2

女湯

性
喬

　
銀

　
1
．

2ード
齢 3　　4　5　　6　　1

　　　　　　tw．　13一一20　21－3e　31－4Q　41－50　51一一一Ce　ej｝1－7e　re，1一一一

2．職業

　　　ユード　竃　　2　　3　　曙　5　　6　RI
　　　職　　繋　農　　漁　　商工その舞肖由　学生　無職

3．攣獲i

　　　三L一ド　　肇　　z　3　4　5　6
　　　学　　歴　学歴なし　小掌　高小　中学　諺峯憲　大掌
　　　　　　　　（2－6「は、それぞれの卒業。1・睾臓を含む）

7．他村との行選來

コ　一　ド 。 蓋 2

　　　交　　　遽　全く行き來しない　すこし行き卸する　よく行き來する

8．他村の入き熱す雷聯

　　　コ　一　ド　　　　Q　　　　霊　　　　2　　　　　3
　　　他村との一in一’語　　 非該巻　　 共漁語　　　まじり　　　非」樋語

王（一）．共通語化の選定

　　　1－8はそのまま。⑪はレ。な蕊．のちに集計勘分斬する際に

　　は、：ト8猿1－5に組み分けた（43ぺを滲照）。

1L居佐経歴　　、　　　　　　　　　　　　　．t

　　　コード1・2　3　4　　　　　　　　生れてからず言藷形威期に鷺語形戯言前書語形威期後
　　　　　　　　つと島に．いた島喜こいた　　　　　　　　　　　　　　　　　後に島にいたに畠にいた歴

塗

　
を
ド

　
身

　
萬

経
の

　
規

　
爾

．
捻

コ　一’ド　　霊　2　3　馨　5　6

s

撮芽馳　◎　M K　N

C36）

　　　　Z．　．5．　．9

・醜膿露が講無



13．配偶腎の勘身地

X6．ほかの島島との行造來

コ　一　ド

　　　　毬　き　來：

16．内地との行き來

：コ　一　ド

］2．と1蒲し

　霊

よく行く

2

ときどき行く

　3
行かない

行　き　來

19．　ラジオ

　　　　コ　一　ド

　　　　　　　念　　　　　＄　　　　　感　　5　　i

’醗羅翻あ焔欝鮮麗：

1 2 3

　　　　夢ジオ　　よくきく　 あまわきかない　 きかない

21・碁三三：二丁鑑蟹誕島蝕とば）か　　　．　．　　　　　巳

　　内地生れ。育ちの共通語を話す人に属して、

　　　　：コ　一　ド　　　　　　讐　　　　　　2　　　　　　3　　　　シ

　　　　島の・．21・eat懸蹴渥轡麓総こ義脚璽瀦無臨

　　　興逓語を堕す入に対して、

　　　　コ　一　ド　　　　　　　　！　　　　　　　2　　　　　　　3

象　で　は　　　　　　雰共遽語i

共逓語を話さない人に対して、

纂　一　ド　　　　　　　　霊

まじり

2

　　　　典瀦を　懸山続働毯慈濾ち競

鉱共麺誘に対する態度

コ　nt　ド 重 2 3

共融語

　3
場所によ
って使5

　　　　子供に　　　　しdyべらせ　　しゃべらせ’　どっちで
　　　　≡翼ミ通語を　　　　　た㍉、と，思う　　 たくみこ㌔、　　　　ELv、v、

23一．56については．34ぺの一驚表による・，つま夢、

　　　　コ　一工＿、．．0　　1　2　3　±　益＿
　　　　語　　　　　　　蠣語　　O　　M　　K　　N　　S

　　　　　　　　　　　　　　　（37）
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（鏡講カードの1繁哉〕

o ○○○・汀幽旧驫
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　　　　　　りに

戴　　魏も　tS《；・鯵　　’（k・す
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　　kA．

ン
》

　　　　　　　　畢

⊆慕）○蓼

㌧（顕
　　　　麹艶
　　　　　　　　騰

一
　

貰乳5う皆く搬霧

鞭
・・ねい 寒い 眺る歩く くも 象尋

　　　　　　　　　　　　　　集計力・一一ド

，　集計をはじめるにあ允って“われわれは．調査票；のぽかにf集計力nド」

を作った。なぜならば、調節票を使って集計を激こなうtとは爽の理由で

露能三三であるからである脅

　（i）　ひ、ヤ「t）の被調査者の調査票の赦数がすくなくないので、全体をぴ

と目で見渡すζと亀。同じ項隅を多歎の被講査者にっbて集計することも

容易ではない

　（ii）　壌計されない調査項属がある

　（轍）　集計の途中に紙う§いた愈

　そこで、集計される調盗項目だけが、しか馬、それらがすべてひと目で

見渡せるように工来し：たヂ集計力｛ド」を翔意し沁。なお、集計の能i華を

あげるπめ覧、項口別に記入箇祈の位澄と形とを特徴づけるように考えだ魯

続賦i享手の良賢紙鷺使っ惣ρ

　　　　　　　　　　　　　　　（38）



　集計力圓ドにあるたく器んのワクは、それぞれの調査項目のコードを

寵入するところである。カードの左上の端をな癒めに切るか切らないかでも

男女別を示す6左上の五つのマルは村をあらわす。◎の被調査脅は、いち

ばん左端のマルに穴をあける。次のWルはMの被調査者を示す疫めの穴と

なる。以下同嫌⑪こうすることによって、《）の被調査瀞だけをぬき出すご

とがきわあて容易になる。つま鉱0のマルのととろに火ばしのような懲

のを遜してtSOの脅だけをつりあげることができる。（tのと翫穴のすぐ

ノif側のところまでカードの左端から切りとって驚かなければならない。で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ピ
ないと、棒は遜ら癒V・。）五つのマルの震の印鑑形は、調査者のコードが罷

入される面カードの串央の八丈島の地図は、村の比較のftめに色分け数ど

をすることがあるかと考えて作ってみかが。．実際には使わなかった。

c分　斬〕

　琿純な集計、窟醜表とグラフの作域、検定なだ翫順次おとなった。

「方言調査」¢結果：こついて

防言調査」の結果は、驚亀に、5カtZ村の言語の違いを見る悩めに郡ijし

允。賓韻、文法．語v・に分けて、整理、集計．・分析を潤めた。

　な凄・途粛軍二嘗て三山興野あるV・くつかの課題につV・ては、別にモノグ

ラフとして（附録1）まと凄）だ。　　　　　　　‘

〈　，Q，．f）　）



IV　結　果1

　　　　　「共通語を話す度合」を決定する要因

　　　　　　　　　　（1）はしがき

　八丈島の言語調査の罠的のひとつは、「共通藷を話す無二」な調べること

であっ允。

　この目的を達する温めに、われわれは次の事項について調べ允⑪

　　の　共通語を話す慶合に影響を及ぼすと考えられる、個入の蹴会環境

　　b）高じく、個人の行き來のilk況

　　C）他村の温語と共通語とに対する態慶および意見

　　δ）　ある場面に：齢V・て共素語を使うか非共通語を使うか

　　e）言語構遥的特徴につN“vて“共通語で反鷹するか熱通語で反際す

るか、ならびに．5か村の言語はいかに違うか

　　f）外二者（調査者）との初対面の際に話す共通譜の慶合の調査者

　による奪掟

　以上の事項を盛っ允調査票を作診、爾接によr，て全島2絡入の成人二女

（13才以上）について調べることができ）fr（’e

　さてボわれわれは調査の結果について。以下、次のように整理と分析を

蓬めた。

　ます、（2）「『共三巴を話す度合』を決定する要因」において『共通語を話

す度合」を表現するぴとつの方法をきめe（3）ではtの方法を使って、い

ろbろな集團1’こ聴ける「共通語を話す度合」の歌態を記i＠し光ゆ　すなわ

ち、調査してきだ項目を全部とり上げ、「共通語を話す度合jとの閣漣の駿

況を見だのである。こうすることによりvわれわれの調査して來たことが

　　　　　　　　　　　　　　（40）



峰

整理され、統計的分析がはじ喪るのである。ヒのと9岡爵駕「鼠賊語を話

ず慶合」に影響を及ぼしそう港要渕が浮び土ってくas，，

　i次に馳（5）で「共通語を話す度合最を表現する別の方法な認めて、（2）

の方法と併月」することによ夢さらに分析を蓬鋤ていく。

　（7）では重要権要國であるとあらかじめ考えられπ居｛s・経騰yc；つVltて、

嬬…に記回し允のである。

　（7）の結果、居住経歴の影響の模機う輿瞭をひ㌔、梵のでtS（8）において

：さらにくわしい分析を試みk’e

　以上の結果を総合して、（ので厚共通語を話す度倉㌔論決飽する要因は

S，s　ICか」という問に答えたのである。ヒの報告書の結果亙の中でza亀つと

竜大事1葱箇所である“

　（10）では、「共逓語を話す度合」の表現tS分：折方法鳶三三t、、　e“らにそれ

疑よ勢よくする～二とを考えたのである。

　な論、（4）のb「特に1“EEし、ハ共逓語患について」とte（6）の「共樋語

数いし非共遜藷で反点し旋藥團の14正しい共出語を話す度合謹」の箇所は附

随的な竜のであるがb「共逓語鷺話す度査」前表翼する方法を將來改良して

V、』

ｭのに役立つであろう。

以i㍉各箇のはじめに「あら爵し」巻つけて，読瀞の綴詑はかっft，，

（2）　「三二語を話す度合．｝をいかに表現すおか

f爽通日を譜す縫合」を調べるのに、われわれは六て〉‘ウ麟顎を講査票に盛

ったが、笑際に、r共鷺語を話す麓合」を表わす詣標として蓬iぶことのでぎ

たのは、調査票の掘つの項属であった。この鰯つの環鰯のうちから最後に

撰んだのは、綱慣習の鋼定による被調査鳶のr共懸藷を話す藍隈幻「郵定ゆ

である。

　すなわちb「鋼定」を

　　　　　　　　　　　　（41）

，



で
．

　　　正しい共濫藷

　　姫語だがどこと，なくちぶ5

　　　押脚語力象まざる　　　’

　　’典逓藷を話さない

　　　共剰語が灘じない

のよ5に五つの騨欝に分けてみた。

（A＋）

（A）

（B）

（c）

（D）

　　　　＄て、そのよ5な指療をもった個八の集魍を考え、その集幽におげるな

　　　んらかの弩嶽ミ、傾向を見轡し、それによって偲人の「共鷺語を話す鷹合」

　　　に耕すろ簿識を得よ5とした。

　　　　このためtS集團としての「共窓頭を話す捻合」を、個入のr鋼定」を使

　　　ウて一定の図表（K－1心素）に，表量っすこととし、さらに、．上の二三翫農初の

　　　ふたつの殿階（Al一＋A）の剣合1汰集團のr共滋語を話す躍合」を泳す

　　　愚つと，亀簸な数理と考えられるので、これを、k一覧罐と．して特に区溺す

　　　ることに．したb

　肇．鑛細造選ふ霊で　　　　　　　　　　　　’

「無痛譜を話す度合をいかに表現するか」とbう～二とについて考えるの匿も

襲づ㍉f共懸盤を話す度合1を癒にを竜って表現すればいVaかを決定しなけ

れば激らないのその手段を決定する戴での過程を以下に蓮べる，、

　調査票虻舞ける調査難訓のケち直接、f三冠語を話す度合」を表わす指標

として選ぶととので竃るのはつ穿の四つの項曙である。アラビヤ数宇は調

査票にお鞭る調査項構の逓し番号荏際す壺な：診腎調査票を参照⇔

　　8　くほかの胴に纈人があ台ますか⑰⊃その入たちとお話しになるときは、『灘

　語でしようか、農のことばでし蕊5か◎

　　　9’a無答　i内地生まい育ちの共溢語　Pt内地生れ・膏ちのヨ｝洪遜語　s偽

　堆のと区瓢がつかない蝿雨避　る農語はあらわれないが、どことなくちがう共選

　語（えぜ共灘論繋垂体として共通・語であるガ時時嘉語炉患る　e全依として島

　語愛あるが、ときどき弾語ぶ揖る　7島語で啓えるが、こちらの共通語は分る

　tlこちらの麺語さえわからない

　　2饗　内亀生れ・σ資ちの共慧語を謝八に対して、

　　　　　　島のことばはお使いになりませんか

　　　　　　なぜ轟のことばをお使い1こなりませんか

　　　　蠣を議す入に5鍾して、

　　　　　　　　　　　　　　　　　（鶴）



　　　　いっから標準語をお使いになみよ5になりましたか

　　　　ど5して標準額を；お使いになるよ「）になり’ましたか

　　　　察で｛も標準語をお下しになりますか

　　　　標準語のどこがむずかしいでしょうか

　　典通馬を話さない人に対してv

　　　　なぜ標準藷を華話しにならないのですか

22　あなたはお子さんに糠灘語をしゃべらぜたいと思いますか

　と頓うが、～；のうち項目認はw216人中9δ人が乗記入で．奏考資料とし

かならない。項鷺21臨くltr）しすずて調ギ漕を一様に反響毒鷺ているとは

思克なV・ρそしで。8と曾とガ残る。

　集計の際には墳欝8はさらに次のように分類し海心

　　1　いつも共遮誰

　　2共逓語と非共懸藷（島のことば）を使い分け；る

　　3　いつ亀非共撹語（島のことば）

　　e非該当（たとえば、ほかの村に知入がいない場食う

　　　v　不　獺

調査の結：果は次のと滋1）である。

．．項婦8につV、て

　　〔いつも共　　t蜜避署と非f穂　；；いつ婚葬1捜
　　　麺毒　　　　隠居：謡の＿とは）　　魎警（磁Φ
　　　　　　　　　とを慶い分ける　　ことば）

　　　　　31人　　　　　　40　　　　　　　98

項§9について

　　0ノ、19・茎5？3548308
察白が項隅9でkt　47入．項阿9では欝入。

＃明細鍵（畦　レF溺
　かの餐に知
　人がいな。⇒

　　　荏5

齢

2　216人

8　レ（i；明）　計

e　！6　21G

■　前麿は村と村との聞、後者は内地入（つまり、われわれ調査者）に癒す

　る場合である遼允爾奢のあいだには次のような常識約な闘係が見られる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（43）



、即9

凋報
　　董

　　2

　　3

　豊白

量　　2　　3　　4　　5

弓　　　3　　15　　　3　　　3

露　　　⑪　　12　　13　　11

1　O　24　13　26
9　　　1　　6　　6　　8

6　　7　空白　　離

e　　o　　　a　31

0　　　0　　　v”　　虞0

24　5　5　98
6　　3　　8　47

　　　　　nes・　18　4　57　35　4g　30　8　16　216

　だから．どちらをとって亀大差な、ハようである。しか’し、どちらかと嘗

兜ぱ、項目9の方がr共通語を話す度合」を表わすのには適当と思われ：た。

制定（沓段階の位置づけ）に調査者のくせが影響するだろうが噛それで憲

質問8よ⑫は信頼ができると思われ楚。そこで、ます項目9で「共通語を

話す度合」鷺見ていくことにきめ、以後「項目9」をr弱定．｝とよび．さ

　あに分析をi進めることにし艶。

　　急　捲潔として蓬ばれた「嚢蓬憲を詣す慶合の割定j

　r翻定」の0一一8の段階は、共逓語数どの程窒話すかという基準の懸かに、

1．2においては．内地生れ◎育ちという基準；Cよって段階づけられてい

る②つま凱「判定」のOF8の段階は一次元的に配列溢；れてhfalV．・

　これを改めるため、蜜す「共通藷を話す度合jは次の5段階にまとめた面

　　　　　　　　　声廼「讐が　翼廼’弩を　共・i、一！PUtが呉通苔だがどこ卸しい共
　　　　　　　　　fa　．一ない　一己ない　まざる　　となくおがう　麹畜

　　　綴の配翻i　群　　　　C　　　　8　　　　　A　　　　　　．胤十

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2h’　　　　　　言
　　　頂冒9の蚕號　　8　　　7　・　6，5　　　　4　　　　　　3

　癒お、一方、被調査潜全部を、5才から鈴才のあい驚（需譜形三期）

に八丈島にい挽者（これを以後「ヰ地入壽とよぶ）と、そうでない者（tt

’れを以後「外回督」とよぶ）とに分1ナ、さらに、八丈鳥の特殊挫を考えて．

外來者適言語形域期に外地く八丈島で舜ほとんどが小笠原諸島、硫黄島、

輔大東島．サイパン島、テニヤン島などのr南方」）にい掩者（これを以籔

　　赫2のうちにはB，c級｝ζ入るものぶあったかもしれないas

　　　　　　　　　　　　　　　（44）

　　　　　　　／

碑



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s’　’　j
￥外地入」とよぶ）と内地にい覇者（これ凝以後f内地人」とよぷ）とに分tt

け毎週

　　　　　　　　　　　　　外魑
　　　　土塘入　　　　一一一一一一一一・一一r．．．＼　　　’・　　　　　欝

　　　　　　　　　　外地八　　　　内公人

　　　　　15違人　　　　　　35　　　　　、27　　　　　　凱6人

　允だし．八丈属島にいだ者はr土馳入」tz　v八丈島以外の創豆諸島にい

賭は『内地入」に入れ疫：。

　　　　　　　　　　　fl》　　　c　　B　　　A　　　パ　　不賜

　　　づ＝軍人　　 0　　7　 67　 30　 齢　 10

　　　外地人　　 9　　1　　8　　6　 16　　4

　　　内雌入　OO33192
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　75　16　　　　ii　O　8　78　39

無答と1）級は今回の調査ではあらわれていない。

　なお．5段：讐よりあらく分けるとすればv

　　　4毅　儘　　　　tt、　D　　　　C　　　　　　B

　　　3段　騰　　　　　D　　　　　C÷B　　　　　A十A
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十　　　蟻段　階　　　　D　　　　C十B牽A十A

とな：るであろうっ

　3．個人と集團

A－i－A”t’

　今までに蓮べたf判定」は、個人についてヂ共懸語を話す度合」を表現

し海亀のである。次に、われわれはこのような指標を持つ允個人の藥團を

潜え．その「共遜語を話す度合」を表現することにしよう。

　とのためには．集團に属する個人の「素点：」の講減割合（菖分率）によ

って集團のf共逓語を話す度合！を表わすことにしだ。集團化するととに

よって。「共麺語を話す度合」についてなんらかの纂実．傾向が見欝され蔦

ならば。その匁識は個人の「共遜語を話す度合」について竜なんらかの寄

興をするであろう。これから以後の考i勲こ：諭いては．集観と個人との三儀

　　　　　　　　　　　　　　　（45）



〆

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　v

について：た允す注意して見るtとが整ましい。

　4．圓表化

　集團の「共通諮を話す度合」を表現する允め、前記の各段階の欝域割合

を次の図表で衷わすr＿とにし免。これから以後、これをfK一図表」き略称

するe

　　　　　K一座表

昏点の水雫線からの高さがその段階の輝輝回合を示

し、高さ1磁魏が3審に．あたる。横座擦はDのイ襯

齋雛脇門隷鵬翫〉
ぜんたいの形が唾；要である。〉実線ま4駒慾、点線轍

3段階ゆ分i額に対鷹す’るt

’

　、今圓はDの高さは。であるから、つねに

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　や
　　　　　　　（Cの高き）十（Bの高さ）÷（A十A　の高さ）＝　’t｛1｝e％

の麗係がある。し沁がって、cの趨さとA植ゆ蓬｝とをきめれば

窺ρ姦摯はきまってし翻へ図表の彬は一・定するゆつ甕駄け樋語を話

す度合」を、貞鰍こ動く変i数ふ幾つで表わし旋のである。

　大グラフ岬にはC如高さと母瓶4）高熱とをいろV＞ろに変えて無

図表。形を翼比べるのに便をはかっ野洲

　まか、A十主の翻合は葉團の1－7N通語を話す度含」を：示すtS亀つと竜軍

要数数殖と恩われるので働これを「k一締櫨」として区刷することにした．

K一二1直が50鮨を越すかどうかによ鉱蚤ひ図表の形が六いに変ってくる。L

　漆て，、このようセこ．定蓑i惑勲廠K梱i菱を使って、；爽に．われわ勲はなに

　　ec’いわゆる「サンプル調i登」で、るから、翼◎形とのくい鷹峯いが問題となる。

　　この点で臨按調査瓢蛎｝人のと駄最悪の揚合、勲肪八三へひとつ飛びこえ撫

　　ところのK櫨表がゐらわれると患えばいい◎例数が多1瀦まど糟確で㌧翻数5e以事

　　のと毫はかな軌翼の形はくずれ・て搬るであろう。霜た騒の大費盛は鍵準よ顎小溢

　　くなっている◎　．．　　、　　　　　　　　　　　，．

　　　　　　　　　　　　　　　　（46）．
　　　　洋
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を調査して來たかを激が齢ることにしよう◎

（3）種種の集團にあける「共通語を話す度合jの駅態

　われわれは前野でr共蓮語を話す慶合」を表現する方法をきめ、集幽に

おける駿態を見ることにした。この節でば、そのような状態を麓種の集纒

について調べてみた。これは、ri魎語を話す慶合」をii翼因別に分祈するζ

とである。この績果tS醜節できめた方法が雨池に鮒して趨切なことが1まぽ

明らかになったPt

　この分析においては、ラジオをきく、きかないという饗爾をのぞいて駄駄

それぞれの吟声の影画はわ；｝i，ibれの期待にほぼ一致する。

　つまり∫土地人Xitsわわれは、貯雷語形威期習に入丈島にいた入」と黛

義した）とr外勢望」」（われわれは・「『書語形戎期」｝．こ八丈島にいなかった入溌

と定義した）とのあいだにはいちじるい、・差のあることが見られる。

　また、内地との行き來、島島との行き來、’その億、学歴、犀令、職業激

ある程蔑の影警を及ぼしていると見ら牙もる。

　これらに対して、男女溺・ラジオをきくか、きか撫、・かはたいした輿添

を及ぼしていないよ弓である。

　な齢、ほかの粒の八といつ亀共題語で話している、と答えた入たちはr共

懸章を話す度合」力魅つと亀高くtSほか公村の人といつ亀闘有の言語（非

共要語）で話している、と喪えた入たちは「共遜語を話す凌合」が｛もっと

亀低い。これは当然のことで臓あるが、上のよ5な四這IXきわめてきれい

にあらわれているので、ほかの村の入とど6いう言藷で話しているかな蹴

くことζま∫網野書孫を話噛す「二合」を…観す」ろひとつの方ミ甕になううると考

えられるe

　また。耕における外商潔が多辱層れば多1、・ほど、土馳人のr襲遽語を話す’

魔合」亀高くなることが認められる。つまり、外子嚢に瞬らかに土地人に

対して影灘及馨しているのである。

　越についてζ翫大賀郷が亀つと竜葛く、以下v中之郷、家吉も三根、懲

立の順に臨くなる⑰

£世蟻んと外踊躍］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。

　これか軌いろいろな集團に置ける「共通語を話す度合」の駿態を「K一

図表」を使って表現する。

　園1が示すように．土蟷入と外地入たいし内地八とのあbだにはいち』

るしい差が見られるの外地入と内地人との差はそれほど大きくないのでtS

（4S）



、
ざ 磯

これから以後、二者をあわせて「外事瀞」として分i翻する～＝とが多い。

　なお、累年200

入に対するK一数

穂は57％である。

すなわち、垂島入

の牟数以上がf共

遜語を話せる者」

㌻器 土聖轟 外地人

　31
隅壼

mei　i　土地人・外点者別

と二二され湘ことになる。との57％という数字がH本の他の地点と比べ

fU・aき・どのような位置にあるか羅磁三まったく分らないサれども＄一そ

あくそれほど低い方ではないと想像される。

　一般に図を見ると竃は、被調査者の人数と壼休の形とを注意することが

望ましい。土触入と：発員との形は似ていることが多b。

｛村の比較）

　　五つの村を
　　　壼　員（図2を参照）
　　　土塊人（図3）　　．

　　　外來膏（閣4）
　　　純＝ヒ地入滞（図5）

について痴較すると、次のと乏が明らかになる。

　（1）K一数値は、外來脅の場合をのぞけば、つねに
　　　　　　　　　　　　　　　　N
　　　　　　　　大賀郷→中之郷一・末吉。三根→樫立

の顯に小さくなるe

　（，　2）外來瀞の場合をのぞけば、村のK一図表の形はいかなる藥團から

：分祈して亀ほぼ一定している⑰特に．土地入と純上地入との類！以はいちじ

るしv・。

　図6が示すところによると、外來脅の割合と土地人のK一数植σ共通語

載話す度合Dとのあいだにぼきれいな鯛係が見られる。つま動、外來脅の

　　ee「純土地入」というのは爽のように定義される。「純ゴニ地入」とは、「土地人」の
　うちで震醗形戒期を逸った村と現在佐んで‘・る村とが1司嵯人を嘗う。
　　このr純土地入」と「土地人」とは質的な差渉ないと認められるから、これか
　ら以後二蔚艶分けることなく、「土地人」についてだけ錐欝する。
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鯛合が多ければ多V・ぼどK一数値が高くなる。允とえば、大賀郷櫓ま、外

i來考の癒合が37％で五つの村のう1ち最：高であり、土地入のK・一数殖亀最大

である吻図にはあげてないが．純土地入にっV、て亀陶じょうな閣係が見ら

れ；吃①

〔ぼがの絢の人と謹iす悪語〕

　r鞭かの村の知人とお話しになるt：きは、標準藷でLkうか、島のこと

ばで7，ようか」（調査票の調査項目8）に「もとづいて．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＃
　　　桑　　　員（図7）

　　　土　地　入（図8＞

　　　雷雨瀞（図の

についてK一図表を求めた。

　その結果、項目8馬共通語化を測るのに塾なり信頼性があるように見受

けられる。「ぽかの村の知入といつも標準語を使う」と答党た土地人の｝〈・・

図爽と桐添いつ脇のことばを使う．」搭えた外來考の聾図表との

対立は印象的である。霞た、「使い分ける」聚園と［いつ亀共通語を使う！

集團とは、土地人と外來瀞とのあいだにそれぼどの差を示盛ない。

　すでに．（2）1、において述べ疫ように、項Fl　9（共通語を話す度合の舗

1定）　　われわれはこれによってK－i激纏を計算している　一一Tと項罵8、と

は、「共編語を話す度合」を表わす指襟として大差のないことig　Lt・’・，たが．

以上によってこのことはいよいよ明らかになつko

　今後の調査にも、この種の項目はぜぴつけくわえて、総合制定の資料に

す・ヘミきであろう。

ξ男女晒蝋鮫〕

　図10、’　ilが詠ずように、男女溺の差は、外地人をのぞV、てはあらわれな

かっ疫。ただ、C級（共逓藷を話さない、つま妙、初対」面のわれわれ調礁

瀞に対して方言でばかク答える入）は比較約女に多いように見える。

　　　　　　　　　　　　　　　（51）
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⊂購叢別比較〕

　図15、16．17揮示すように、自由業と農業とのあいたに：は、それぞれの

集｝蝿について、有爵な差が見られる。な：勢，農業が～査職業の65％it’ 閧ﾟ、・

傑かの職業の％はいす勲，も低い。附の比較」のところで蓮ぺ允ように、職

業別の集閣について見てig　．外粘腰の割合とK一章僚とのあいだにはきれ

いな開係ぷ見られる（図エ8九この麗係は分類のしか允によっては疑わしい

場合もあるけれど亀、手燭としては、蟹隈瀞の翻合は「共通語を話す度合」

の暇要な指標になるであろうと思われる。今後の研究をまたなくてはなら

なVbo（工業その他　ぼ2入しかないので、とt？あげなカ■つた。）
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　図鈴、20、麗が示すようIT．、学膳が高くなるにしたが：ってK一方植も大

きくなることが各集乳について認められる。
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｛ラジオの解饗）　　　　　　　　’

　図22、23、24の示すところによると、ラジオをよくきく集鰯とラジオを

きかない集魍とのあV、だには旧いし允差を認めることができない。これは

われわれの常識的な予想に反する。

　　　　　　　　　　　　　　　　（56）
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ごとがあり蜜すか」とvaう質問によ

って内地との行き來の礎合を調べた

（三三票の調査項博16）“その慶舎を

次の5段階に分けた。

　（i）三三行かない

　（銭）　薮とんど行かな〉・

　〈iii）　あまφ行かない（年に1瀬以ド）

　（iv）　蒔時行くぐ年にほ回以上数回）

　（V♪　よく行く（年に数回）
　　i
　主の五つの段階の集囲について「共逓語を話す度膏療見ると、図25．26、

27が示すとお貌である。五つの集關のうち、すくなくと転「発然行かない」

繁團と「よく行く」礁圏とのあいだにはつねに叢が1見られるeしかし、一

般｝C、この要因はあまP影響を及ぼしているとは愚われ，なbv
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　われわれは、fほかの旛へ行くことがありますか」と質入し、その反懸凌

次の3段階のいすれかに入れ旋（調査票の調査項離δ）。

　　（1）　行かない

　　（2）　麟行く

　　（3）　よく行く

　　　　　　　　　　　　　　　　　（　｛S8　）
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　上の三つに対臨する集闘のK一図i麹ま、図28、29、30である。全員、土

塘入、外來者それぞれについて総人数がことなるのは、調査馬れないし調

査不能があるためである。

　三つの段階の集醐のあいだには一薦1きれいな麗係を見るζとがで透る。
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図30　島島との臨き薬（外來霧う

の3段階のいすれかに入れ允（調査票の調査項目21）。

上の3段階に対礁する集闘のK」翻表を求めれば．図31．32．33の示す
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も
ように、きれいな麗係を見ることができる。

　この鰍）結果をまとめると譲のようである・

　（i）rほかの村の入と話す需語」と「家で使う言語」とは、f剰定」と＄

つと竜鶴闘が高V遍おそらく「共通語を話す度合」の岡ヒ薗を表現してい

　　　　　　　　　　　　　　　　C59）
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寒で硬5言語く外來者）

　年令、職業、学歴は、常識的なi差をひき起こすと思われる⑤　　　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）　特…に「正しい共通語」について

　いままでf正しい共通語」、す1なわち、A＋段階についてはあ受吟ふれな

かっ艶が、いま、A＋とB十Cとの麗係を見ると、大ぐらふ畷が示すよう

に、直線的閣係であることが明らかである。つまり．旧聞について．A＋

の％が大きくなればB十Cの％は小さくな鉱．A＋の％が小惑くなれば

B『←（；の％が大きくなるしとhう関係が見られる。

　　　　　　　　　　’　　　　　　（62）



傷）　非共通語で反回しブ～語の二合

　　　r共遜語を話す魔倉」を裁現する方法とし’CNわれわれはと毎あえず、い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　韓
　　　わ誤る糊定」を使って來た。これはいわば主観的な方法であるが、これ

　　　に趨する客槻酌な方法として、似たに「非共通語で反塾する語の謝合（点

　　　数）」をとりあげ、これによって要惑溺の分祈を試み、さらにr論定」との

　　　麗鎌を種種の面から分新してみた。その結果、ふたつの点をのぞけば、「鋼

　　　定」もf点出」屯と亀に「共点語を話す度合」の指標として役立つことが

　　　麗らかになった。これは、われわれの分析における霊三沢的な方激と客襯的

　　　な方法とが密接な灘系にあることを示す準、のである。今後の調懲こおいて

　　　亀、このふたつの二三を併用して判断の死確を期すべきである0

1．指標とするまで

　いままでの考察ではじ「共通語を話す度合」を褒わすのに，もっぱらr2）

で定義したヂ三二」を使ってき允。との方法は、記入のゼ共二三を話す礎

・A　．1に質的な段階を認め．各調査対象を調査者の主観でbすれかの段階に

入れるのであっ允。藥團に対しては、その中に．上記の各段階の者がどん

叛剛合で面一惑れているか、を見ることによ凱「共逓語髪話す度含」を炎

i現しSe。

　この」：うな主観灼方法は、調査考が変れば判定が変9得るから、指標と

してまだ完全なものとは言えない。集團をとり上げ允場合は、判定の変動

はいくぶん梱殺されるだろうからまだ安全であるが、それで島複難な統計

分析をするのには心配である。

　もし知能指数のようにギ共i通語を話す度合」を数量的に表現で選艶ら、

そしてこのf慶合」の数倍が客観的に得られるようになつ艶ら、」：強した

主観的方法の欠点は補うtとができる。統計分析をこれ以上進める允めに

は．このような轍量化はぜひ行わなければならない。

　　　　　　　　　　　　　　　　（e3）
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の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　儲
　主擬的方法とこのような客観的方法とを併用すなるらば暢r共遜語を話す

簾合」の表現YL、一段と妙味が魏わ為ことであろう。一

　そとで、この飾では、四壁勺に炎現するひとつの方法をとり上げ、以下

の分析を進めて見距いΦt

　さて、われわれは慨しい指標として、「非共通語で反曝し把語の割合」を

使うととにし允。すなわち、、調査票の調査項目23－56のうち次の20項罠に

つ’ハて、反感が罪共通語と出撃のを1点に数え、合計点をと）e、これにつ

V・て分析してみ允。

　　　エ大根　2穣年　3俵　4あわもち　5てぬぐい　6先生　7かえる　8黄植え一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f　　　9ていねい　ユ。旧い　11しかる．ユ2歩く　13額　Is死んだ　ユ5急いで　瑠行

　　　くなら　17行こ5　ユ3赤いけ‘れど　19下駄を　20ここへ

　亀ともと、これらの20の語は五つの村の違晒を比較するために選んだの

であるが、ここでは「共通語達話す度合」を測る山回として利用し元。

　な勘、調査もれ、記載もれ器よび調査不虜旨などの理由によって「不明」

のものは、共逓藷で答え允とみなし、o点として数えた。

　また、今後ときどき使われる「点数1という語は、「非共通諮で箸えた藷

4、割合」のことをさしている。

2．二七刷の分析

‘懇塘人と外來轡〕

pa34，一4］．の図xは・高さα5血mを｝人として「非輝語で聴し嬬

の罰合C点数）」の分布艶態を表わし、とtれを3点糊隔でまとめた度数分布
　　　　　　　　　　　　　ズ
、園である。

　図34の示すところによれば、傾陶として由がふ允つあり、これが土地人

と外來奢とで大体わかれることが図35と36とで認められる。外來智をきら

納地入掛37）とタ馳人（閣38）とに分け・図36を糊粘碑考えれば・

爾者のあいだにはいちじるしい差はなbようである。

（65）
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図39
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塁

実

珊学

0？

o

（高小）（土地入）

　　　　　年

B■　　　　　　　○　　ぴ

9 ○●　◎　o
o■

o
O　o

●

図4⑪ 2e

点数

学歴濁　（中学以上）　（土地入）

3s．

o 図4エ 20

点数
，

ε麟歴罧1∫比載］

　数に1例として土地人を学歴で3段階に分け、度数分霧図を画いてみ沁。

t「o結馳らは・K轍｛醜どの違いは騨さ旧い・図39・鰍41鐸・

　3・「調定」と「点鍛」との闘係

　∫共遽請を話す度合」を表現するのに、われわれは第1指標と第2櫓標

とを使うことができるようになつ允。では、第1指標、すなわち「綱雄！

と第2指標、すなわちr点数」とのあbだに、は禿して麗係輝あるかどう

か。もし、その麗係がそれほどいちじるしくないならば．どちらが表現方

混して‡1魑卯であろうか・

1螢認蔽養全翼について］

　ますb被調査曹金員についての相麗図表（図42）を見ると、7入の調査

齎縄囎鵬ρ効主観麟可胤舵嘉働み協溺四
竃ノたと還られる（相闘係数0．64）。
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F

ぺ馳醗丙
地人士O

　
”

入
「馳× 外

P
F
早

‘

な詰・土地入でA級と判定され允者．で点数15点以上を示す一群があるこ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まとは準目される。これらの入入は共通語も露共通語も自由に使い分けるこ

とがで豊ると予想される。

卜
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s　　　　　　　　　　　　　　　　　’

に騨建〕の費纒の平均点

　隅定」略釈に属す乱入の隙数」解均f撫、図弼が示すように．

でこぼこがなくv．溝足できる結果である。

恥

－
層

20譲

lo点

へ
♪

「判定」sの舞階級の与均点；

5
④

（5）・全体として共磁認であるが時々、

　‘　　毒共通語が鑓る

｛6）全体とし俳樋講てあう薦々
　　　其通誘が繊る・．　｛調査雛参膿，

　　　B　　　　　A　A．

図43

　　　　　　「非共通藷の点数、にSb分数し塒のK徽値　・
縫軸はK一数撫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e

　　　Y
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　脚

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横軸はf点数、

　20　lo一　IO．　5　O
図44
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／

［「点轍」から見た「遡建」■

　今度は、逝に、「点数」から「判定」を見ると図44の示すとお夢である。

つまり、ある「点数」を示す集團の「共通藷を話す度合」を、聾数嬉およ

び改良K：一i激値（G：0点、．B：100／3点、　A：20e／3点、　A＋：：100点としたと

きの準均億）によって表わし、そめ分布を見たn図44の示すところでは

「点数1が高くなれば高くなるほど「共通譜を話す度合」は低くなり、

やはの満足できる結：果と雷えよう。

　また、次のようなグラフも画いてみた。
　　　　ま

すなわち・土塊入全興を

（a）　葬共遜語で反鐙iした語の蹴が王3以上（招ミいう敵に轡溺な意艦i導なb。）

（b）　〃　　　　　　’”　　12脚1す勤ち（。），こJ．外」

の2舞に分け・餐組のx一瞭鰻馴…彦樋籍で反蹴た譜の鞍が翠ミ晒綴線上に駒・ω糧は雛撫・

《b）熱ま鍵鎌でうないナ3。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“　　　　　　　　　　，

四四齪灘舗臆いの齢い無繰稿るが・鰍の隔の鰍㈱ミ潔・齢の病瞬き醐醜

辣恥つ四
脚の叡励・蹴の左融δ囎蔽白く齢・

コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お　ド

憶数」．で土地八を二分した時のK一数値

「輔K滴 r入翫脚玖5r端野
　　　　　　　　　9　　　105i　一一’・「三ε　124

　！ン煮コ＝訓て蔦ゴ

　　・ゾ　　　　　　　　　非共通語の点数
駕三レノ’　　　　　　　　　15　　　　　　　¢L“　　　　　！り　　　　　

、塵

@　　　　　・5　　　　　　　　　　　　　 ‘
｝

～へ_．

［要困別の分析］

〈土三人と｝外來潔〉

、図45、

（70）



　われわれは、「共遇語を話す度合」を表わすのに、二つの方法を得ること

　　　ド
ができ允。この爾考による表現で、つぎに、要霞別の分析をしてみよう。

　ます、野地入と外傷脅とを比較し允のが図46である。この図では二つQ

方法の一致がきれいに耀われている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈村の比較〉
　　　　　　　　　　　　篭
　　　棚｝　　　土地入と外來養

　　　K　数敏

。　ざ鍍

土地A．

t

10

　　　　　ウ
　　　⑧　　内地A
　礫　外索餐
・シト地A．　　　　　　de

　雅共通繕の点数

5　　　　　　　　0

　　　　　　　　　翻堪6　　　　　　　　　・　”

　　　弓
い）。中之i繍寸がそれにっ謬、樫立村はK一一数値が亀つとも小盛く，f点薮」

もすくないほうではない。三根村の「点数」がやや高いのが注團される。

豊齢別＿地灘1＞

年令別にK一魏配暁麹のユF　l
均値との相麗関係を見ると（図84）、

31オー40才がK一数｛直も室〉つとも高

く、「，e．　t数　．」の不均調馬もっとも小さ

V・。41才一50才、51才一60才、61才

一一一V0才、71才以上の集團はだい允い

同じ所にか允まり、K画数1直が低㌔・。

13才一20才、21才一30才の集團はz

ヂ点数」の堅目値がもっとも高い。

　村別に、K：一数値と「点数」

　　　　　　　　　　　　色
との麗係を見るとs大賀癖は

K一数値ももっと亀大きく、非

共通語の点数竜もっともすく

1な㌔、（つまり．もっと亀よく

共通語化しており、かつ．非

共通語をあまりしゃべらな

lee

K一数日

村の比較（全褻）

　　　　中之癩　　大躍郷
　　　　ゆ　　　　　　　　ゆ

ノ　：静　撃

　　　　識

15
，。際蕊噸

闘47．

　K一一図表の形の比較だけでは、31才一40才に対して13才r20才匙壌才以上

亀ともにより低い｝〈・一数値を示すことしか分らなかっ允ぶ、「点数」の撃

　　　　　　　　　　　　　　　（7工）
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のいすれかの允めであろう。bや、．

むしろ、そのいすれの原閃も利添てい
職業Sil（k地入〉

bと思わμる・

　図49に灘ける、「判熊二jAでr点

由灘
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〈学歴別比較〉

　学歴別にK：一六嬉と「点数」の平均驚との閣係を見ると、図52が示すよ

うに、むしろ逆の麗係に分布する。すなわち、高専卒はK一数値がもっと

亀高いにもかかわらず、「点数抽亀つと亀高b。’以下、学簾なしをのぞけ

は順次i滋の閣係に：並んでいる。

とれ齢そらぐ，高聯の「非共曇醜ゆ点蜘の融・の鋼査の趣trt　itよ

くのみとんでいて、こちらの求める三共逓語をよく答えたためであろう。

工輿定」査随数」墨ともに遊雛匹下立て）］

以上、種種のi薪から第1指標と第2指篠との麗係を見たが、次の二つの

点豪の老けば、指標は二つと紅共通語を話す度合」の指標kして役立つ。

　（1）　「判定」がAで「点数」の高b一群のあるとと

　（2）　学歴別ではむしろ逆の単騎が晃られること

　しかし二つの指導億独立の表現方法ではなく、だいた㌔、瞬等な一麟をと

罪1したるのと雪えよう・

　今後の調査におV・ても、ふたつの方法をあわせ用V・るならば、判断の孟

確さを増すことができると思われる。

　　　　　（6）共通語ないし非共癒語で反懸しだ三三の

　　　　　　　　　　　ド共遜語を話す度合」　　　　’

　　　　この節では、L点数」を数えるのに使ったひとつひとつの藷について、：士

　　　勉入と外瑛考、さらに共癒語で答えたか非共漣語で警えたか、によって分

　　　類してK一図衷を画いておいた。

　　　　龍節で考察した、「共遍語を話す慶合」の指標としての隙数」に、ρま

　　　るところ、ひとつひとつの語が共濾出彫で払えられたかどうかということ

　　　に帰せられる。したがって、昏諾について両者のK一図表を画いてみれば

　　　隙理法の三昧がさらによく理解さ諸し、逐後調査するときにどのような語

　　　噺「点数」法に用いたらよいかを決定するのに参考となるであろう。．

．（　75　）
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　　　　　　　　　　（7）要鶴としてのノ再融経歴

　　　　以上（2）から（6）までにおいて、「共濫語を話す度食」を表わすのにふたつ

　　　め方法を考え、それによって分析趣蓮めてみ’h：　oその結果、いくつかの婆

　　　閃慶見ることができたが、さて、そのほかに重要な婆國はないかと考えて

　　　みた。そこで、まず考え潭ぶのは、調査の最初において仮定した1欝i語摩

　　　嫉期」の影響である。ここでは・「誘語形威期」についていろいろな掘から

　　　分析を試みた結果、予期に反して、これがさほど軍要：な要羅で1まなく、む

　　　しろ、島外に娼たか弱ないかということが籏要な要因で匿，ることを弾るに

　　　曇ξつた0

1．鷺語形成期ま璽平な要因か

　居傷経歴を悶題にする意味は次のと驚りである。

　（］’）里住経歴はr興1藩髄：話す度合」を決定する要町として菟つ，バ，

強ヤ・もののひとつで強なv・か

　（2）特に丁轡形下期は「4寿通語を話す凄合1を決定一ダる重要な要因で’i

はむ㌔．・か　　　　　　　一

　われわれは調査票の直｝綾査項i4で居住経歴｛こりv・て質閲し．ている。予定L．旋五

つの穂懸のうち吋次元の四つを次の説うに修正L「、整媒したり

　　　1。窯れてから今までずっと、ないしほとんど（錬｛粥、，入営など以外は）こ

　　　　　こ1こいる（生來艦建蒋）

　　　2。雷語冠鶴期（5オー13オ）の：金鰹防：いしほとんど（70％以まつをここで憲

　　　　　した（渓語形威期居町医）

　　　3・．i雪語形威期の幽二ないしほとんどをここで過さなかったが、その醜後は

　　　　　ここに．いた（書語ヲ彦威期轟倉後引彊三嚢）

　　　4．欝i擾形威鋭感にここへきた（藷’語形威期後藩立者）

　謝iの結果｝ま金島で

罎 纒
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　　　鰹　劇　　・　2　3　4　計
　　　土盟ズ　　88…5、1．…2¶…tt　’t、3　観

　　　　　地塁　　 0　　0・1。　25
　　　　　　　　　；

　　　内地人；　　⑪　　0　　2　　26　 27

　土導入のうちに経歴iの3、4．があらわれたのは、島内で猛所を：かえ爽溝

があるためである。な：訟、1十2は「一帯勉人jであるe経歴の3に船飾す

　る亀のは：外地入達のぞいて翼立たないパ

　嘗語影野期は艶語のか差まる騰…期で、：r一の疇…代の言野生盾（どうV・う轡

語の蕎われる土地に住んでい旋かをも含む）は後年鎌でなんらかの影響凌

tt． cすと一一般に考えられている。今回の；擬1盛でぽこの翼善期をか蟄に5才一躍

才（数え年）の期悶とし旋。5才からとしたのは．満3才一4才ごるから

一般：に遊び友達を馬ち、遊巴｝ご：友蓮から言語的影響を張く受けると考えたか

ら葡翻3押脚に凍のは・雛灘・・絡帯解で・　Lfl・ts　11＊一

13才のころには別な藤で術語がかたまると考允られたからである。たと£

ば、アクセントがかた豊るのは～二のころであ1）、邊た、、このころ挫の土壇
　　　　　　　　　　　　1
へ移ると．その土地の西語の影響を響くうけるく13才ぐiう、；t、からのちに捗

る場合はそんなに灘iをうけない）ことが一瞥に知られている。

　　さて、われわれは、言語形破1線こどと，に往んでいたかで分けた土地入と

外歩春との閥に、質的な差を見るととができ涜。

　　ところで、雷門：形勢；期にどこに：佳んでV、たかということが純牽無二「共遜

語凌話す度合」凌決定する要町iとして大きいものならば、次の～二とが蹴讐

　　　　　　　　　　”されるe

　（D　ぴとしく霧」語形域期を八丈島で邊っ宏経瀦選「、趨歴2とはわれわ

れ嶋表現方法でi爺ヒ反捲iを示すであろう。

　（2）　経歴2と経縫i婆との嗣1こ，、あきらかな一線が引かれるであろう愚

　　これに対」してどのような答が繊るか、、㌦ろいろ潅表環により、いる溶ろ

　　　　　　　　　　　　　　　C84）
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癒要㊧鉱ついて三三することにしよう。

　2．K一瞬糞によるi表現

　K・一⑳表を二二回歴別に、会員駈よぴ土地人について画いて比較すると。

経歴1～＝経tw　2とのあV、だには明らかな違いが認あられ、かつ、経墜2と

経罐4とのあ楢だの謹いよiりも高きV・こと亀明らかであるe（腐75－77ナ

　忌　「点簸」による山高

　ギ非粟憲誹の点数」によツて融融別に度面分冶∫纒を画いてみた（閣7S－

82）．

　これらの鹿数分布屡｝から、点歎Oふたつの由は：経擁録と継歴i4とがむ毛

につくって㌔・ること、艶よび、経謄2は水不に亀：らあげるだけであること

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’がわかる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　居注経歴’1生塞展注舞
　　　　経麗3　　隻　　　　　　2．4　　　　　2宮謝城妻雛；．tt・．一g

　　　　　－　　　　　　　3　需語膨成靭前後居注．；5一
土燃　　2人　臥　　　5！入13八　　・．講形威騨鋸傭

　　　　　　　　い》　　　　　　　　　　　　　　　　経歴3　　　　　　4
　じ@　　　　　　　　　　　ヒ　　　　　　　　　　　　　　外地人　　　　　　　　　　　　　　　　　19入　　　　　　25入

経歴34・T

内地入

睦。

2κ25八

　　　　　　　　15　　　　　　　　　　　鐙　　　　　　　　　　　5　　　　　　　　　　　⑪

“一一fuhabu＆一whwh－hafu一“　　　　　図83　　　鉦鼓経歴別雫均点　　　　　卍巴認の点数

　鑑　糎駕羅陵に㌫る表親

　K一数麟・しヂ難黎通語の点数」既の二二図表によって、土地人の経歴分布

を見ると、麟騒、85の示すと：蟄りである鴨

’図脇砿れ臨諦彬成矧記者鰹歴2）と言語二二喉雛階（経

歴のとは懸とんど遡ハなもUれらの簗園と生來壊准育鰹歴／）～・の

あいだには購らか癒違V・が認められる。

　図葛もv言謂形磯期居佐脅（経歴2）と生來膳穣奢（総腿Dとのあい

　　　　　　　　　　　　　　　（S7）
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　箭節で．おなじ土地人でも、鳥外1：二長く鐵たことのあ為人は、r共翅藷を

話す度合」が高くなる回向が認められた。そこで、この節では、島外にの

べ何年鐵ていたかを数えあげて分祈の葵顧に桝し．、．i：の関係をくわしく誕

べてみた。

　この分析の結果、島タトにのべ何年屡住していたか、という数：｛aは、r共ぬ

語を話す度合」を決定するのに、非常に減網すべき指標であることがわか

ってきた。

　　　　　　　　ぷニゆ
　疎囎でちょっと患たぐらいで｛ま、まったく変化に箆られないが、それ以

上は醸数が長くなればなるほど、共通語を話せるようになること．が確かめ

られた。

　居窪経歴を分析した結果、

島で生訟島で育？た入でも、

島夕i・に｛ifたことのあるノ、は、』

r共通讃を話す度含」が高まる

ように見うけられた。そこで

このf島から他の土’地に輪む」

という現象をも・ノと分析して

みよう左考え表のである。

1．　島夕｝・居住年籔

　戴＝初に考えに浮んだのは、

島外にのべ狗年住んで㌧・・たか

というf・S轍がひとつの指槙に

訟るだろうどイ・うことであっ

た。このギ島外居fヒ年数』は、

調騰票の質岡nの欄をていね

いに調べれば：求めることがで

熱　｝一λ
¢　t．T’，　．．　e

　この操作を土馬入について

恋こない、霞すK・一図表を諏
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いてみた・やはり想像慧愚nであ転こ島外居住年歎二が鰻脅すにつれて〔共

：鵜語を話す度合」鶉進む傾向カミ：表わ身τて懸た（図縄参照）eここで年三：0一一

玉．9年と2r－3．9年（2年」’肩二4年未満）との諺llにはいちtrるいハ｛1錘霧が見ら

れる。そとで、この模様をながめるため図8γのような図：を蝉1㌔・た。

　侮えぱ、土地人の中で、島：外居付i年数が4年下溝の人は、二褒部で93人

灘り、モのK一数態は37％である。一方、島外腸挫年数が農年£義上の《，絞、

遼：部で蕪1一賠＝48入で、そのK一数殖はγエ％であるe

　このような図を画くと、全土糊入を島外居住年数で二つにラ｝翻したとPt　b

伺年のと？：ろで区切れば…・番K・一数籔にi差が表われるか、と、ハう問題を一

穣でぼっ選ll｝＄せると．とができる。

　実際に：は、期待に反：してこのような最大点を兇凝すことができなかった癌

　、淑上」の線が右の方でまた下って選疫の臨年寄spぽかi）に濠るせい

であろう。
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　　　J

　今凄はいるいるの要・囲によって土地人をづ聴し，「島外野曝年勲」との糟

麗を調べて渉霞。その結果、鴇外居往年数」がふえるのにつれて、「共滋欝

を話す慶合」が高まることは、ほとんど闘遙；＼・海㌔・ようである。三図9乾鴨zz

97i参照）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　甕丸teつぎのような分析もおこなってみた。す掴つち、7入の調査者の。．

判定に対する『個入的なか疫より」が安鎚：していないならば、このよう激

調査は多分に危胃性が伴うのであるが、三門島外居銚年数＼ド共葺麺語を話

す凄合」巻表わす指標（K一一門門、非共通語の点数）との相麗を、わ粛われ

7入の調査対」象ごとにとって見ると、図98，99のような結果1になってい

て、調査者のための変動は思つScよりすく7：，こいようである。（癒驚、資一Ψ

字憾溺；蓬潔を示す。）

　そしてこのことは、一方か猷言えば、島外居住二二う題ミ要な要困であ為．

ことを示すものと需えよう。

　門門として土地入憂員の年令別によ惹翻溺図表を凝5げて明く（大ぐらふ一

1恥婚

2．　1霊轍赫て島から雌た記田の舞令が　共遜籍蕊語す慶合」こ二三す釜か・

「島外居住年数」の他に「はbめて島から出た匠きの年令・」をもう一つの

指標に～二って相麗図表に示したのが大ぐらふ躍Vである。

　分布している点のうち特異欺ものは次のよう数入人であっ旋⑪

　年数四葬で判定Bの入と年薮3S年で鋼定8の人とはいすれ亀三二入で

あっ授。

　またtS右下の塾67才のとき島から出た判定Aのノ㌦は、72才の末吉入響翌

年｝瓢褻京に疎即し疫のであったの

戯画姓贋猛年数とK一数値との糧醐融表（麹懸）は、「点数」との附議図表（騨脇》

柔夢も傾内がきれいにあらわれていない。この点では「点数法」の方撰r興定戴遷

よ黎巡すぐれた方法といえよう◎

　　　　　　　　　　　　　（＄6）



　騨定Cの人入は旧すがに「年数」がすくない。しかもみな野饗で島力論ら

掛た人入で航った。

　しかし、このほかにも分析してみたが、iはじめて島から出たときの年

令」が2i設ぼす影響のぐ捷氏・・に疑しては、あるきもないと竜．積極的な結論

聖見出すことができなか・ンた“

　5．島外へ綴たことのない嚢と疎開を輕験した者との比較

　前の図を党る評、島外居穣年数が2年未溝と2年以上との閥に質的な差

寮見られ恐愈惑らに、ていねいに調べたところ、2年未満の薮人のうち3

．入をのぞV、て盗部疎開者であったeそtL一で、この38人と、まつ允く島から

鶏たことの魁磁入とを比較してみた。結果は次のと：一9である。
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　移雛年数が2年以上、4．年未瀦の18入のう：ち疎附者は7人である。E：二の

麟果をみる～も島外へ瑠ゾ：＝ことのない者（無移住者）と島外へ醐ミ尽したと

のある考（疎鱒：考）との嗣に費爵勺な差は認められない。　（6）で纒歴を分

類するとき．疎開膏を生禅墨筆習肇こまとめたのは瀬踏であっ友。

　4．その勉の試み

　島外居佳の摸様と、それが「聾通語を話す度合」に及ぼす影響のぐあい

itみるfcめ・赫にいろいろと分析方響変えてみπが・と！たてて新鶏

梅、綻果は出敵かったので、省略しよう。その一蔀分は次の章で議湛してお

私た。一般に島外居住年数のこれ以上の分析には、サンプル数がややすく

：ないと思われるe

　　　　　　　　　　　　　　　（97）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　気



i

（9）供遽語を話す度創を決定する要閃はなにか

　　　　前籔までの考察によって・いま爵r共二三を話す蔑劔を1晒する要悶

　　　はなにか」という問に、いちお5、答えられる段階に虚した。

　　　　われわれは、鰯入の晶晶としては、共冷語を話さなければならない生活

　　　をのべ何年邊つたか、とい「）ことが、ag　：）と亀強い嬰咽であると習弓こと

　　　ができる。この遡嘆はず標準語を普及する」ためのひとつの秀策を瞬鵡す

　　　る亀のである。

　　　齢　　　　年齢、職業、学歴などの要濁は、上記の主要囲に翫される。

　　　　この主要國のさらに輿にひそむ要因、および≦これと洞等に三下的か4、

　　　灘れない他の一m園を見つけることは、今後の調査に残された閥題である。

　いままでの考察で得られたところを総合して、「共遜語淫講す変合」と㌔・

う概念をさらに精密にして行こう。

　ある個人の「共通語を誘す度合」をなにによってきめるのが安焉であろ

うカ㌔驚た．それに影響するii敵国の獺さとはなにか＾

　1．「共愚籍を器す度合」の駆馳

　　　　惑て、われわれIX　．r共通語を話す慶合」の定義をするのに次の．y．

　　　うな立場をとった。　　、　　　　　　、

　　　　「共通語を話す度合」というのは、訣っfeく新しくつくられた概

　　　念で、われわれは、今回の調査のために、そして今阿の調査覆通

　　　じて、この概念を明確にして行こうとしているのである。

　　　具係：白日な方針とし・てtSつ暫のようなとと勇聖考えられ，る。

　（三）　われわれが実際に調査できる事項を選ばなければならないが

　（ii）はヒめから完全な定義を與えようとはしkいで．調査の結果得ら

れ喪知識をつみかさね、補正していって、いっそう夢ゆばな亀のにすると

～、う方法をとる。

　なお．r共通語を話す慶合」とbう概念には質的な亀のと量的な噛のとが

考えられる。つま｝？、

　　　　　　　　　　　　　　　　（98）



　の　共遜語としてどれたけ発威さ・れ践こものであるか、み訟職転昏譲壼盤

のi写．、ものであるか

　まウ勝瀦継のどんな蔀分から共通語になッて宥くか

　cp　ある㈱入が場麟にL．k　・o」ご、糠種：の段階の共通語を肇たいわけて：いみの

讐嫉ない勇嵐

　などが前：者で、　　　　　　　　　　　　　『

　〈・1）毎臼使用する嘗語のうちどのくらいの翻・；｝で共通語が使われている

か

　という問．題カミ後下と潤えkうり

　こと襲で來て、灘ξの障害にぶつかるeすなわち、調査ぼひと勾につい

．てそん訟に多くのととを聞けるものではなく、憲た塾調査班の能力から嘗

って一…慶に200入ぐらいしか調べられゐ畿、。～き蕪、に調査事項にっVべご緯…い

璽ろいうな方面の要求を㌔、れ避けft’しば：なら訟い。

　そこで・今回の認査では・．のに軍点を置くことにレ夜ρすなわち。われ

め淑獄次のよう訟定義をとる～＝とにし疫のであるPt

　　　ある網人の「共通語を話す度合」は、初対面の「鑑しV・共通語」を

　　　話す入と慮答するときに使う霧’：襲を、耳で聞恥て、共通語と認めら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ス
　　　れるかどうかを主観納に剰断ずるこ洗によrって表わき取る“

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　暴
　主観的孚”断：を5段i；1ξに分けたのは瓠の線を押し蓮めたものであ夢br点

数」を数えたのも、さらによい定義を得るためのひとつの試みなのであろ。

　211．「共遜語を詣す度合」に影饗する要露一　その1

　以上のような定義のもとに調査に二満か鷺、いるいろな入に麟接すると、

種種盛まざまな反慮を示すことを発見する懸このような門門を、さて恥ど

のように寳とめたらV・いであろうか。われ1われの知O　fe　vNのは、共通語

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
　　　　　　　　　　　　　　　（｛9）



　を使うようになった原因とその影響のぐあいとである。しかし、絹手はな

f　にしる入開である：から、実験的にこちらの都町の、磯・釈況を：つ1くって襯察

　するというわけにはいかない。どうして亀1のじ種類のぴどIX’と．つまlj、

　ある要嗣の影響を阿じ程度に受けているひと窪とをかなり多門集めて、「一

　毅酌顛縫｝」としてのびとつの知識を得る、と駆う方法をとらなければな、ら

　ないのである。

　　こ～二でヤ要因とはなにか、影響するとはどんなことか．という問題をす

　こし考えてみよう。例えば、「職業」というものが「共通語を話す度創に

　影響を及ぼす、と蓮べるとき、そぼくな考えでは、職二業の種類によって供

　評価を話す度合」が違rってくる、しかも、それがか激り日立つということ

　逢表わしている。ところが、実際には、職業が謹；って電伺じ程度の入がい

　るし、ま田干じ職業のなかでも非常に撲い段階｛こ散らばっているのがふつ

　うである。したがって、「職業1が影響している」どいう表i現1ま意味がないか

　のように思われる。そして、～盛れは一般的なごとで、職業にか蓼らす、ど

　ん癒プノ法で分類してみて臨、「共通語を話す度合」の点できっち蟄暦にわか

　れるというととはありえなV・。翻τわれは、、多数の類例を集めて、一般的

　男向を知ることで満足しなければならない。

　　こと．で、例のk一一数値を思い鋤すことにしよう。集團を下愚：する図入鱗

　人di　．「共通語を話す度合」が高くなればなるほど，その集團のk一階直は

　　　残
　高くなる。つまりドk一数値は「共通語を言舌す度合」を表わすいち論うの9
　　　　な
　やすになっているのである。職業別に分類して1〈一時額1〔を比較することが．

　すなわち，職業の「共通語を話す度合」に及ぼす影響のニー般的傾向を見る

　ということになる。この場合．「影響している」とはk一数値が違うという

　ことで表わされる。さらに、影響の強さは、職業別に分類しな’い全休の

　　島数穂と比較することによって、、・っそうよく表わされる。

　　一般にしある集團をある分類棊準で数個の藤分集團に分け允とき膨それ

　　　　　　　　　　　　　　　　C100）



らに…1定の方法で数値を入れたとする。このとき、各部分集圏の数植を認

識することが、1この分類基準が影響を及ぼしているど、・うことで三葦汐、そ

の乙類基準がぴとつの要因なのである。影響の彊さは、杢集國の数植から

二回分集團の数植がどれだけくV、ちがってV、るかという～二とで感、じと♪5胤と

ができる。’te

　ここで、ことわりなぐ部分集團の特徴づけに「数値」を使ったことを許

していただき海い。けだし、このような強さは「数値」で表わすのがもっ

とも言切で隔ると思われたからであるρまた・このよう激「霞網麟溜

を構域する乱人に與えられる「数値」の．’卜均値であることが夙・、。

　Jtli一二的な一一毅傾向で㌧は個入個人の二二を詮明するのになんの役にも立た

高いからだめだと言噂われるかもしれない。しかし、一一齎から見ると、履：会

政策たいうのは、ある集團を山回としてひとつの方向に麹し進める」うに

計画されるのであるから、二二の影響力を上に述べたようにとらえること

は正しいと言えよう。

　な驚、実際には、調査はサジ勤’ル調査で、一一部分をとうて調べるのであ．

嬢から、杢体をよく代表するようにサジプilングをエ夫はするが、それで

竜蠣；の穂とはいくらかi違った結果が得られるということは覚悟した1テおば

訟ら叛い。さて、このように考えを整理した上で塾要因の種類につ∵・て考

えてみよう。これ1も、考察が深く逡み、経験が増すにつれて、よ圭）よい要

因が浮びあがるだろうがvとりあ允す次のものを考えるごとにしfC　o

　（i）　膚然に備わった條件　　例えば、性別、年令など。

　（ii）境遇にまってき踊ったもの

　　　　　例えば謙業・学歴」難経歴・

　ぐiii．）被調査者の鷺語に対する心理的開心度

t

　＊ここでいう分顎基漁ミ1ま、かなり抽餓的皮相的なものである．黛｝れ憂＝・れは緬鯨に霧の要困たけを分艦ず

　るこNS鴇：できない9

　　　　　　　　　　　　　　　（！el）

肇



7
ぎ

　睡眠ゆ見方をすれば、慮用上嵐環境の改善で変え繍〃輝咽を璽

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f
点蜘こ撞離すべきであろう“

　3．「爽i編纂を澄す魔合」に影響す歌論蜀　　その2

櫛で二二義醜寒（3）輝！蹴で観鴎て摘と・す舵鼠

部発集幽の数値を比較することによ墾表現されて、v’Xること勇：ミめかるeそし

て、こ熱らの結果はだい海いわれわれの常識∴・一致するのである・～二のこ

”t：はわれわれの調査方法と表現方法とが第一一段階として峻功しぬ～舞鶴墜慧

味して、縛る＾

　し麦がって、図1一図9魯にわ痴る図i爽から「一｝冬通語を話す縫含」に景多響

すると考えられた、いろいろ敵要証の敷雰を比較することもいち賑う許さ

踊riる、と思う’，　團

　：，’：s　s（　，～二の強剛を比較するために、今までの結繋を書き直し。て、次のよ

猛スペ控咽魏藤た．すな筋託れ徹の難囎ξ・隷瓢に

限っても部分集解のk一数値の刻線を書き1入れ。それらが全集團のK一・数
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x

　ベクトル幻夢自欺がめようゆ　　　　　　　’　：！

　　、麹lgoが示すところによる～謡2段階に表わ容れた勇女別、島島との行

　き來の度合．職業購、年令別v学歴騎、居往経歴閥空いう諸要函について

　はこの順序に影響が彊くなる志みなされる。

　　づ掌り、男女の別はf共遜語を話す度合」に寒いし疫影響を典えない

　が・居館i経麗iはかな鎗いちじるし桜、oすくなぐともこれらの要閃のうちで

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　は最：大の騰整髪輿免るとみなす～＝とができる。　　　　“

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　園101によれば。
　　　　　惚ges　3総瓦ベクトル　　《数宰ξ蕊人数ン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　塾しやべらせ元雇　　　　　　　　　　　i83鴨　　　　　　　　t26　　　；1認

’・一そ・懸鼻麺一鞭・
　　　　　　　　　　　23　轟6濫　　　　　　　　　　　　使う鷺語コ驚よびl

　　　　　　　　　　　　　　　　i78

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K一数値　　立旋せている。な

　驚、rテジオを轟く。琶かない」は．すでに逃べたように、われわれの常器

　に庚す鵜ので，、し～二ではふれ数いで激く。

　　園憩2の黙すところによれば“「罪共通語の点歎」（調査譲の調査項目

　　3－56のうち20項縦について．非亀町；議：で答え疫：獲爵の数r，／t今

　？
　はかなり明瞭癒段階を示す。懸に、次の3段階において譲がいちじるし、ハ熾

　　　　　〈x）　◎一5点

　　　　　（助　郁一10点

　　1　　（3．〉’鷺一20点　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　’a

　　麟鎗慧に築ける居住経歴の示す段階は、欝語形三期に八丈島にい浸かど

　うかというζと獄ギ共懸語を話す度合、｝にとつで重要な要因で漁際肺こと

　　　　　　　　　　　　　　　　　く　ID3）



教示している。むしろ、図100に示したように、r生來居住音」とrそれ以

外」毒のあいだにx’Aちじるしい段階を見ることができる．

pa・103にk’V・て・学歴別はかな鋼羅な段階を参す賦魯地との行き來

は「ラジオをきく、きかない」の要因と紛じように、予態された綬階頽と

くい蓮；いを見せている。この要困はさして張くな恥か、段階の分け方が不

適端であるか，そのいすれかであろう。

　　　　　　　　図102　　4線スペク｝ル　　く数宇は入数）
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ゆ

　mp　1（｝4における「島外移動年数別」は居住経歴を助な妬心ら築冠した＄

⑳で、特に次の段：階に∵・ちじるじ八面が認められる⑩

　　　（lt　：，甚6か年以上

　　　（・2．）　　2　カ〕・臼幽幽　　　1、5畢9カ｝勾三　（蓬．6カ、勾三油溝）

　　　（3）tlか〆tl｛　歪。9か■・1｛（2が年未溝）

　4・自論語を話す度合」に影響する品詞　　聖の3　　　　’　　・

　しかし、～二こで注意しなければならないごとは、われわれの調査がサン

プル調査であるから・嫌んとう乱酒をその羨ま反映しで・．蕩と翻蔓らない

とbうことである。品品で鹸亀つた撃がは癒はだしいのが．・1㌧プルで綾

『いくらも霊iがないように蓑わ勲、逆に、減んとうは，t：i，t，tがな㍉・のに旨かにも

蓬があるように見える1二と亀あるり

　と勲らのく㍉、違∵、にご喪☆憾れることな．ぐ眞耀を多己究めるにはなんらか

の工夫が必要と液る。：二のため次のように云えを進め榊こいくe，

　i．ます部分婁團の乱吟£は揖じであるGミ1：婁團では差が点ず9。すなわち、

　　　この要融はすと■建）．影響力がないと仮定しようり

　　　　　　　　　　　　ヤ
　鉱ところが・サンプルの㍗ソトル図表では獅蜘、翻にくる・

　3．しかし、この譲はふつうそんなにひど、いものでなく、くい達：いが大

　　　きけ灘かくき煽轄（刻線の変動がは紙魚しけ制ゴ、｛嫡はだし

　　　V・ほど）、それ1ま起りにくh■とである．e

　癒　統計的にある限度以上のくV、違いは、めったに起らないどさう駁界

　　　を計算することができる。

　歌　この限界を計算して、スペルト乃図表に点線で書き入れた。翔線の

　　　びうがりの巾が爾点線のrljより鹿くなれば、めったに起り得ない～二

　　　とが起ったの驚から・それはおかし㍉・．とyのことになる・

　戴　このように廣すぎるのは母集離；でもたしかに差があるか・～で凄・15。

　　　すなわち、と．の要囚は「共通語を話す度含」に影響を．蔓認して’、・る

　　　　　　　　　　　　　　（1⑪5）

’t．s



　　　　嘉

　　　こきは翫しかであるや・．

　以上の考察に3：）1．，疫しかに差があるのは兇分けられるが聾こんどはぜ鞭．．

集闘でかな塑差のあるのを見落してしまう謙それがあるのしかし、この難．

点は］嘱だけの調甕で｝ま決定で竃ない問題である。数回岡じような調査凌

やれば、、影響力ある要因なら賢かならす差が曙瞭になるこ～：があるが。1

霞1だけの調査では影響力の有無を判定するのは危壌といわねばならない貸

垂たk一瞬穂の大小閣係亀、あX　SC二つの数が接近している～二tS母襲離と

サンプルとでは順序がぴっく夢かえる可能性がある＾

　このよ弓に涙雀してみると．前簾のスペク．塾切石表のうちで、ども．加く

燐集醐で差が掛るとみら薄㌔るのは次の要因であるゆ

　　（s）留鳥細鰍2線スペ舜ル♪

　　ぐ重重）他の村の人と話す雷瞬ぐ3線スベクトノ三・）

　　（欝）　案で使う墨堤〈3線スペクトル）

　　函》r厳粛（3線スベクトノの

　　（v　．1　島外居注年数（7i線スペクトル）

　　へ　すでに趣べ責ようにta（戴〉．（撚）、（iv．〉．は1噌共通語を話す度含」そのも

のを表わしているのであるからtSくい耀；▽・か大きV・の季ま当然で．亡妻と職

言えない紅結局残るのは屠住着腰、しかも島外にのべ何年出ていたか～∴、

う要題である⑪

　ここでは省略したが漸内地入・や知顔入についてスペクトル枕金を意いて

も。磨ぐ熱熱点画でスペ屑沸・隠爽軸心いて転属葛よう瀦騨3が覧られ

る詳

　島外居住i経歴以外の要妻丞臓腎～二のような考えの竜とでは、舟だ決定的の

墨li糞1とはみなせない。竜ちうん、前壷褻での考察のように當識に・一一・一致す導

　　in一スベケ1リレ麟1表は、本蜘蒙㌻には、すでに撫愚されたk一一　Ptl表聖紹1粥凶表iと晦

　じものである。
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｝．　X，、う見芝山す重トば、ラジオの場合を除いてはそれぞれそれ相懲にr共癒

語を；活す縷1脅感に影i欝を1梅i野しでいると判断していいであろうの

　rl壌懸語を話す度舗撞決存詮する要困はなにか』とい引職こ対す箒答

は、ヒの藷うにt．て．v寸ち穿㍗う島外居資三鰹歴を1も難しなければなら欺い、

きいう結論のほか拡、かなむ唄い亀のになってしまつ癒。

　要因の解i醗のしかA，：にもよこ駕1．心、調査の弐楚1讐階で博まこ灘．以上の断定をド

す～こみは危瞼であるCt

　5．上の4．ぎこ回す釜騒：三三説蓼雪

　ヒどで一耀）9一・に‡畦；｝るような見方が・い露）｝彊芝5耳∵）計算紹了・・職・

ると瞬む数～＝とを説明1．．て胸こヌ㍉

　ある集瞬（養の大き審准蟹とt、その構鉦鼓がA｛，’kプd猷照鱒一玉の季暮定を

欝つ～＝：す為φいま勘Gをある勇類法で（あ，（私……と分堺し、翼拙の物が
　x．

下の表のまうに分静ら瞳’｛たと考えよう，，

浄

響

　　　　　　　　嵯メ1　　　銀2　　　《亀　　　《簸　　　　計

　　　　　Aい一恥　n・・r・1・轡

　　　酬畷一．．亀　：　！触　　　蓑短　　　llx；｛　　取厳　　；認コ長

　　　　　融　　　骸N　　艶聾　　麟二iN　　葬唾N　　　N

ま拠野数計算する暢合の難：待度数は次のように二なる⑪

　　　　　　i．欄∴鱗諏翻げn／
　　　ヘ　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き

　　　　　　1媚晦騨噛N欄
　　　　　　　　　　　　　　　　霊
そとで。

　　　　　ぼ　　　　　　　　　　　　　　　　　　セペ

　　　鎚暴艶鵬鮮＋忍（懸絶離騨

　　　　　　　　　　　　　　（107）
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．

　　　　　　一難・N縣一・’＋嬉β’N（撫）＝

とこで・齢詠凝れぞ鴻鮪のヘーA砒耽糺窃る・
1また．この比箪に調査人数で髄芳β」N．吟電みをづけてヂ均すれば、

　　　　　　　　　Σ鷺洲／Σ旦・N一‘群一ぬ

職八に傷て細撫あ…そ狐購、疑・・酔を男て徽を

計算すると、

　　　　　　　　　　v・一長測鍔詞2

　　　　　　　　　　砺一責脚縣一プ

　　　　　　　　　　　　　　’1．　xT＝　’r　．　1
したがって、

ところが、

であるから、実は、

となる。すなわち、

zu，，，，，　L　NSv”x－i一　L’　NXf一’i

　　α1　　　　　で￥2

　　細識一・

　　X，T，．＝＝V2

ア
㎏

、　
勤
N
μ

＝’』＞－
鷺
　
‘

十
逢
，
α

“覧N＝
72

Gを洗とえば土地入とし、Aを共通語の舗定ごンA十A＋の階級とすれば恥

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N
G1，　G2……などの分類方法をいろいろ変えても　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　欺一定である。だか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ev，a2
ら、その度にViを計算すればz2の槻鎌はわかることに激る。そして、．

V・の値は大体スペクトル図で予想がつくのであるから計弊濃はかなり箇

約できよう。

　なお、GI，G鷺……の分け方が細かくなればVI　lま当然大きくなるから、

その棄までは影響の度．含を表現していない。この点は、購盛の大きさのし

となるグラフ用舐を使場することによPうまくいくと思われる。蕩櫛∂図

　　　　　　　　　　　　　　　（le8）

を

恥



蔀

’

で鹸こ（駐点を点隷甥ll（5％poiv．t）で解決して3戯、た。

　壷たこのような方法は、一・一般に聡・内り｝散と腸鋤分散との．比の隈界を見る

のにも使うととができる。

　6．ひとつの試み

　島外の生活を経験するととは、たしかに「共通語を話す慶合」に影響を

及ぼすらしい。そこで、はたして何才ごろの縫験う蝿》つとも影響力が強い

かを推定して見ようと考えた。

　王．一澱に簸という人離が島舛に出たごとを表現するため、島外居往

　　　函数Xi（r）を次のように定義する。

　　　　τは年令でi数える。

　　　　年令τのとき島外に1．x　stば；Vi（T．）　＝：1、島1：勺にいれば醗（r）UtOと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヅ　　　　する。

　急　算盤語化函数ρ（r）を次のように定義する。

　　　、・・ちおう個入差を考えな㍉㌧で、李均的に年令τのとき島外にいれ

　　　　ばψ（τ）dτに比例し7’e共通藷化を受ける。

　＆　共通誹化の力は、痴鏡されて、ある程鹿以上になると共遜語が話ミ要

　　　るようになる、と仮定する。

4．Xiの現在の年令が・、であSτばご共下縫話す度伺ξま

S，1　f）（T）XKO　cl．

　　でi表わされる。

5．　年令がτ6を越えたとき簸（r）＝＝0ど考兜ると、

Sl　p（r　）x・i（T）d：　＝　：SilLf，〈／　T）x，k）dT

6・影る部分二二に属する人を、苅ラX2，……，　x，、で表わせば、この婆醸

　の干均的たヂ共題語を話す度含！は次のとおJSである。

　　　　　　　　　　　　　（　109　）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　に　　　　　　　　　ド
　　　　　　幅．。。　　　　　　。。　　Σκぜ（τ）

　　　　÷瓢ρω職（・琉瓢飼副難♂・

　　　　　　さみ
　　　　　Σ斌τ♪

徹そこ♂㌦　卵観帽・勺にす疑め訣鍛三門諭需
　　こなつ爽n

，　玄ずも島外に艦住した期闘を・各鰯人について実懇で夢書くウこ軸を島忠贋

　　往年数の麟でつみ電ねて行き・その合計を求める。この趣はΣ：毒（て）で、

　　太い点線で示してある（図10ξ1、図106）“

　　　　お＆塗に願嚇縫分翻して・5一狙嘱11轡鯉剤

　25・一30，30－40，農0’》5◎才の和とし、各区聞ごとに面積をはかつぬ。

豊　この1面積の植を多9で卸1ツ』ご

　　　　　　ナホ
　　　　　Σ碗ω
　　　　∫∴轟　　　　　　　　　蕊τが得られ廠：ゆその綜梁の一よ郷は次のと』お鉱

　　　　　　　5N霧G　　言0一．　i　5　　妻5～20　　2◎一げ25　　25（ゾ3◎　　39｝一・・痢｝　《）～・50

1寵諺　入　144　卿19　0．◎繊　0．27◎　01騒3　段．毬3　曜綿　（聴獅

　魚燕・　　　　4｛）　　　28　　　15v　　　4蔭⑪　　　”ms⑪　　　焼目　　　窯65　　　165，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を
　洩　　　30　　30　、70　24？　2嘱．21⑪　32〈5　1慧7
　蘇　　　　｛胃　　　10．　　58　　！8？　　134　　　79　　1鵜　　 125

　c　　　　7　　凶　　143　　’14　　7／　　　◎　　　tll　　　o

’：穴　翼　懸　　38　　45　　145　　40⑪　　・鐙0　　26v；　　訂6　　2k3

三≡：　　　　　量憂　　　53　　　　　　2　　　　　53　　　　213　　　　13〈！一　　　　79　　　　132　　　　1＄7

．樫　立　16　25　131　13？　169　台　1滅　62
撫　詫　鶏　　2．1　　33　　7エ　　257　　318　　262　　271囁　　19

．球ミ　　　　　糞　　　　i6　　　　　　0　　　　　62　　　　294　　　　206　　　　112　　　　　馨a　　　　　25

　　　　　　　　　　　　（叫）　　　　　　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド



碧
女

一

　　5〔プ10　　可0～15　　董5～20　　20～25　　25【ゾ30　　30～40　　4〔｝ヴ5◎

71　24　，　99　31rlT　31．4　192　L）31　137

73　36　．92）　214　188一　llO　206　129

40オ　以　下　　　　87　　　　　　56　　　　　137　　　　　306　　　　　269　　　　　141　　　　　1◎5　　　　　　＿

31　．v　as　一20」　llts　148　59i　643　482　33e　一
44　　以　　上　　　　δ7　　　　　　G　　　　　46　　　　226　　　　214　　　　177　　　　414　　　　351

自　灘　藁　　13 23 31　500　354　10（］

盤三事馬置豪£奮　　　　？≦）　　　　　13　　　　　61・　　　　86　　　　　81　　　　　15　　　　　11　　　　　1＆

藩麗戯・・4・』・・2・・2633・・…　99
蓬灘馨鯖・2　⑪・・8誓・．・92342・・2…
1⑪．今度は「樋語を話す度恕灘で直で表わ聴け頼鷺らな、、。こ．

　れには、もっと馬適当と思われる「ヲ｝ミ共通語の点孝重」を20点から磯

　、べこ使・ンた。をの数値は次のとおり。

±　蟷　人

A一一

A

C

7．3

96

茶
ﾀ
渓

9
8
5
3

男
女

40才馬下
3レ》虞0浄

41を以上

4
｛
9
蝋
7
7
S
8
魯

ρ
◎
Q
り
8

鋤

　　大．翼纒　　　10・3　1　良u「業　　　9・4
　　譲　　　振　　　　　　5．⑪　1

　　樫立　 3．7　生來居住蓄　 52

　　mp之ss　　　aO　l離馨輔　　　10・9、
　　茉　吉　　　8・5i灘灘期　　！0・2　　．
　　　　　　　　　　　　　　タ11．カ（τ）と㍉．・う函数を鯖記の年令・区分内では一一定とみなすと、積分方

　　程式は王次方程式となる。

12合誕9本の1次方程式から回数の重みをつけて媛・に三法の正規＊

　　程式を作っ）セ結果は次のようになつ元。
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5ノ｝し◎　　！0～’15

1，03〈｝　2，691

　　　　8，897

15・v20　20t一一25　25t－30　3e－w4e

　7，991　7，556　“849　5，469

25，7？≦｝　　Σ二3，964　　　15，COI　　　19，180

83，88（S　76，792　4・9，61e”　63，019

　　　　71，641　46，618　58，747

　　　　　　　31，，50S　4e，176

　　　　　　　　　　　0vz23．5

40・vso

2，戯9

10」8E　2

36，婆78

32，S62

22，46p”

35，601

25，4e8　1

定：数項

　1，882

　6，42工

20，189

！8，4・68

11，838

15，g61

　9，0r6D

　欝．しかし、この慈立7元1次方程式を解いた結果は不事功で、P（r）の

　　　亭均値として次のような数値になってt駆った。

　　　　5NIO　let一一v｛5　15N2iC｝　2C一”25　25－30　30N40・　4etv50

　　　　　－e，07X　O，160　O，22i　O，02”t　一（］，329　O，2E．．6　一e，100

　14．はじめの予定ではP（τ）の値が負数になるとは思えなかったeま疫

25～30，30～40のところは数値が飛躍しすぎる。

　以上の試みは結局炎敗に怠った。「なぜか」という理由はまだわからな

M。今後の調査がよ9よb分析方法を示してくれるだろう。

（10）結 論

　睾。結論

　われわれは主観的な弱定から1．E：1発して「非共通諮の点数」という指標を

煎え、「共通講化」現象の規辺をいくぶんか明らかにすることができた。到

達しk段階は髄章：て述べつく盛れている。それは一宵でい免ば「共5重落を

話さなければならなレ・場顧がつみ重ねられるこ《とによって『共通語を話す

度合』は高まっていく」と猶う結論であるの

われわれはこごでひとまづ礁業を‘諭したい。

　これから先の解明は

　わ　綿密に計画される調査と

2）　よ蟄進んだ勇析方法と

　　　　　　　　　　　　　　（i23）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昼縛∫



　3）　なによe）も十分な暗聞と人手

とによって．さらに展開塞れるととを蹴幽する。

　2．一新のた饗なかった諸点

　（i）　われめれは土地入の共通語化に並行して外曲薯のヂ方謙虚」な竜

つど分析すべきであった。ことに・丙地から來牽入と南方から癩って匙塑

人との比較鷹なにか得るところがあるように感じられるの

　（ii）　A＋という段階の分析は戴とんどで嚢なかったむ今度の調査技藩

ではA牽とAとをi差別する鷹どの欝信がなかったのにもよるδ

　（鐵）　「非共通語の点i薮」を定義するのに使っ夜20の語は、いろ、ハうな方

法でさらに：勇類すると：とがで細る⑪ヒの分析教進めたら「共議語化」の剃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
定にi新しい手段を：供給Lfeか1）しれない“

’（呈の勇析の重点を集團に驚いたた必、佃人欄人の「共逓語花」を勃定

する手段についてはほとんど蓬歩が見られなかっ疫軸

　＄　旧藩に期待する課題

　（圭）「共通語」とはなにか、についてs盛らにくわしく考兇る必要があ

る。京灘辻区に生れ哺育っ直入の「洪通諮」とv象浜堆遠以外に生れPt育

つ倉入の「共通譜」とは、どのように違V、vどのような関係にあるだろ

うか⑳

　侮）喚通語」として許される範建前どのようであるか。アクセ≧トの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オ
慰いは「共語語」という点では間題にならなV・のではなV、力遍イントネpa一

シヨンはどうであろうか。

　（i淘　「共通語を話す必要に邉まられる場薦」を明確にする必要があるth

　（iv）Vhかなる場面から共通語化が幾むかを明らかにする必要があるe

その疫めには．臼常の嘗語生活をくまなぐ．くわしく記録し、：分析するこ

とが必要であるe満時に、’言語瀦のいかなる部分から共瀬語化が進むi加

も明らかにしなければならなv・。

　　　　　　　　　　　　　　　（114）



　（V）∫共遡翻厨とと亀にf方雪化」の分析も：璽要な項貰である。いか

激る愛顧がf：網羅化∫をびきおごすか。

　《vi＞r共通語を話す残煙」を判定する手段としては、「非共通語の尊墨圭

による方法が酸とん｝”feだびとつの遣である。今度の調査で亀、頼灘係数

がα6凌越し旋の雄f非共麺語の点数」とr島タ｝居建年数」との麗係だけ

にす憲ない6この無難は、毅欝鯉析をおご願うに亀亀つと癒都舎がV・いゆ

疫だし、あるAが共通語を話しているという｝海象は多分に心理的な竜のを

含んでいるから。この方面からの分新：も忘れてはならなV、e

　（磁）斜掛する側のfくぜ！鱒駕灘ま相層的にたえすつきまとう問題で、

艶》る（（8）　図98．　麟99を毒き∫難）o

　曙．むすび

　われわれがやりだしたこめ仕講で法則を兇ξfflすにはぴとつの：方法し参な

㌔n．くりhtsftしくりかえし調査することtSがそれである。

　よく計麟され允調査はfeとえ央敗（否定的）に終ってtiも、なお得るとこ

ろは多～～それはm調査狡術を改善する、経験をつむ、二度と阿じあや覇

噌雑くり返さないtSという9i£かに調査の諮に仮定しkよりどとろ猿反省さ

蛭る勧果を：葛つかbである。

　とのよう瘡調査のく！か厚しを通して、定義をより］r確にし、鋼；定（濁

定）盆よiコ関関にし、要因を明確にすることができるのである。

　そして。Z5して得られた法螺ぽ実際に慮嘱してみるtとによ雛・っそ

う安定感と軍要性と凝議してくるのである⑰

八：丈島の調査では驚だ決定的1こ要因が得られ掴つけではなV・。今回の調

慶では翼理に到瀧で塾そう街道の入口適探し求めだだけであるeわれわれ

鍮饗録こ灘備凌整え糎撃壌誹：練詑つんで。款の機会匙符♪ことにしfu　Vxe
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し V　結果2 5か村の言語はいかに違ヶか

　　　　　　　　　　　（ユ）はしが巻
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嚇

　八丈島の五つの村、すfsthち、大賀懇（0）、三根（M）、樫立ぐK）b中之纏

（N）、末吉、（SΣが、需語的に、すくなくと竜書韻約にかなり窺うことはす

でに知られている（東條操『本彊東部の方雷〔後編）麗東方言∬國語耕攣

講座」魏ぺ）e

　われわれの調査の翼的のぴとつは．「言語の鼻繋による違いを調べる｝と

とであり、調査の課題として設け為ことのひとつは、との「5か村の雷諮

はいかに蓮うか」というごとである。

　ここで、われわ勲は、一一般的に雷語置会の言語酌比較をV・かにすべ毯か、

とV・うことに1ついて、次のようなことを考えた。

　（i）　死語滋会（こごでは、村）相互の、ひとつひとつの秘語組違いに

つbて．どのようなものを｝司一鷺語（同「の言語就会におごなわれてbる

と板設される同一雷語、δeS．n．ussureのlairtgneにあたる）の変異と認め、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　野
いかなるものむことなる雷鳴（lang’ue）の特徴と認めるか

　（ii）　雷藷砒会相互の言語白乞違いの度合はV㌧かにして測るか

　（斑）　嘗語駐会網互の言語強吟；いとしていかなるもの還とりあげるか

　われわれは、八丈島の五つの村の胃諏勺比較によって、上の問題のbく

つかに答えようと努めた。すなわち、上の（めに対しては、翻別的な煙、r・

より∫も休系的、法則的；な違》・を重く見疫。（iめに対しては、ひとつひとつ

の言語酌蓬；いによって得られる、五つの村のグループ的対立（たとえぽ、

0とM　t’　kW　a・と言うが、　K、　N，　Sではbと言うという裏実からb◎獺1

ffNSとv・うグループ的対立が得られち）柵zの比較を試みだ。（iti）vaつ

　　　　　　　　　　　　　　（　116　）



いては、從來のように、費語構造一Eの違いだけではなく、喬語示1二会に懸け

る言語の使われ方（ここでは「共麺語を話す度合」をとりあげる）器よび

雪野州会の域員が陳かの嘗語蹴会に対して亀っている主観的意識をもと夢

あげた。

　窓て、わ：れわれの勧究の計画は次のと器piである心

　本論に入るまえに、ます、八丈島の霞1然と：交化の点から村梱圧の逡回驚

よび麗係を麺；べるeζれが本論の理解のための滲考になると恩われるから

である。自然と文化としてこ乙で蓮べることは次のような亀のである心

　　三三地理的駿況

　　交逓の歌潅

　　行政的麗係

　　塵業の歌況

　な驚、参考として、姓の分布につhて蓮べる。八丈島の穆実と文化につ

いては、ド附録1」の「八丈島の3k化と丈献」を、人ワ動態については「附

鍔i2」を滲照さ」れ允いの

　村相五の諦的違V、として調べるごとは、ます，

　（a）現佐者洲螂互の言語的違い1こついてもっている主獅憶識

である。われわれは．調盗票の調査項ド16に＄s／aて、次のような質問を禺

してV・る殊

　　　　r島のことばほずいぶんかわっているようですが、あなたの村はほかの

　　　村のことばに姥べてど5でしよ’5か。大賀郷のことばは？　三根のこと

　　　ばは？……」

　とれにつV・て得られたかなの多様な答のうちから、主窺朗意識の一般的

傾向を探ろうと，｛呈う。

　こういう主観的意識が客漫的（科学貞勺）な宵藷的違いとは四一99しも一一一致

しなv・～二とは潤うまでもみい。雪、れわれにとって聞題になるtとは、tの

ような主観朗意識が、宥語瀧会¢違△にもとつく菟のか、宵語（構i造）そ

　　　　　　　　　　　　　　　く　117　）
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　　　の亀ののi野晒に竜とつく馬のかvあるいは“言語以外のものにもとつく亀

　　　のか、ということである。

　　　　0ぎに、（b）客観的にb需語誌面相五の追認喬勺遽；いを調べts　va

　甲
　　　　われわれはvそれを調べるのに。「共樋語を話す慶合」という憲のをぴと

　　　つの翼やすにする。鷺語祓会相互の雷語猷逮〉、は恥｛次に謹；べる（c）雷語の

　　特写酌違》・とは必ずしも一致L二ない嶋需語履：会半側の慰いはwその肖然

　　　聴よぴ文花と位置諏麗係にあると考免られるからである⑪一般に自然驚よ

　　　ぴ：交化の蓬：㌧、は言幽藷構慧その亀のの違いとは必ずしも一致“L　rSVAin同L霞

　　．撚器よぴ馴化をもつ際会がことなる鷺語を：も塾．ことなる丈化惹もつ証会

　　が同℃言語粒もつととがあるからである。したがって．：方法論的には．嘗

．　　語就会の違いど言語の構造的蓮いとは一致あるいは華行し激いと仮走して

　　　　　　　　　　　　　　サ　　膨まなければならなV、oしかし、考えてみるにtSこの違V、は懸じ場祈、嗣

　　　じ人騨に二おV、て見られるのであるから塾1これらの違い屈互のあV、だになん

　　　あかの麗係を見出すことがで還るはすである。

　　　つづV・て、

　　　（C）客観的に、◎脊語その亀のの樽造的違い遠調べる働

　　　　われわれは．それを、從來の言語研究のやり方にし旋がって．便宜上、

　　蝉吟、交法、語いの三つの面から明らかにする⑰暑韻と交法は休系豹、法

　　翔的事実であり、語いは個別的事実であるために、智者は鋼の取扱いをう

　　け、相舞に比較される。そのうち、盛さに蓮べ）セように。前脳を軍んする

　　　しとにした。

　　　　　　　　　　　　　（2）暗然と丈4仁

　1・霞凹地瑠一下溌

　八丈島はWf　1日ふ7eつの火出によって二分膨れる。ひとつ蹴、島の南東に

ある三原出（東出）であb・ぴとつは島の北酒にある八丈蹴（酬）で

　　　　　　　　　　　　　　　く118）



th・es・・三原Mは八丈欝士に比べて古v・火山で。　v，　tらしるしく風化して異様

訟姿をしている。（八丈富士は．それに対して、火山の原形を保つ殆美しい

婁をしている。八丈島小島青が島要図叡参照）

　このふ海つの火肉のすそ野が合し丁できブ糾・映の轡也には、大賀多甑三

　　　　　　　　　　　　　　　　サカシタ
凝の2か村がある。との2か村を昏叛Fと呼んでいる。

　これに対して。三原山の南画のすそに、纒立、串之郷．末吉の3か村が・

　　　　　　　　　サカウは
ある。との3か村を．叛上と1乎んでV；5。

　　　　　　　　　　　　　　　　ぼガサカ
　坂下の大賀郷と叛上の樫立とは．大坂と呼ばれる瞼しい蓮によってへだ

てられ．昔はこの2か村の交遜はきわめて園難であったの現在はトンネル

に二って遭絡さ訟バスが通ってv・るe

　　　　　　　　　　　　　　ノおりまウ
　無下の三根と坂上の末吉とは．登龍と呼ばれる、大坂に劣らない瞼しい

叛によってへだてられている。

　また、串之郷と末吉との村境に亀、上のふたつの坂ぼどではないが、か

な夢領しい遜があ夢、切通しがで費るまではここを越たるには相当の開難

髭伴ったことと惣像される。

　このように、坂下と坂上とは轍勢約にはっ邊，り違うが、土質もいちじる

しく対照的である。つま印、坂下はい光ると～二ろ溶岩潔露課し聾遺下竜溶

岩のこ喪かv・粒でで穿ているが、坂上

は完全に風化しているeこのような土

質の齢痴坂職漁の麟　　坂1参6
に大きく影響しているり　　　　　　　　　　　　　　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下　1

糖擁のう城末舐地理 @留＼飯的に鱗ξ殊な位｛醒にあって孤立してい　　，影　　　　’u
　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　　　　　よ・露
る¢

@　　　　　　　K
　以上五つの村の地漫的闘係を図によ

Ptて示すと図1◎7のようである。大賀　　　　　　髄IG？

　　　　　　　　　　　　　　（119）



郷、三根、樫立、中之郷、末吉をそれぞれ　（》，触K翼sで示す。

　急交通¢欺況

島の自然はそのま鵠の交直脚惣こ賦す私

　現在は、大坂のトンネルができて、簾＃0禽K＃鴎§のようにバスが走

⑳て㌔へる。　しカtS　t，号　大孔疋び）　トン　ネノレカs　vif・きたの緯こ　1903－4（場三｝言台36－7　年）

であって、それまで塗登龍をこえるほうが容易であったらしい㊦したがっ
　　　　　　　　　　　ヤ　ぶ　な　　　　　　　　　　　　　　　　あンミナあ　　　　　　　　　　ク　ほ

て、かつては、大賀郷の八重綴港ないし三根の脚湊港から入る内地の物質

的。精祠1酌：交化は、爾替を起点として末吉を経て中之i郷、列立に至っ走がv

現在は、蓮に、坂下の爾村を起点として樫立、中之郷を経て末吉に：終ると

いう歌況である。

曹◎噸一・一N－K @　　卜／
　　　　　M→0→K→N→S　　　　　　　　　　　　　　　1・　∴　　今

　　　　　○→醒二→IFJ　一PtS

　三根ないし大賀癖でバスに乗るひと

はほとんど樫立、中之郷で降夢てしま

って、末：吉まで行くぴとはすくない伽

バスも末吉までHに2往復しかし癒い。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t
紺曲りては棚下坤之耳垂酵櫓囲C・lr…S・・’K・・‘〔な鱗爵避

走爾村との．文化の中継所の役割署ではた

気．てい浸であろうが、現在は零ぴれて

V・て、「孤島の寒付」という感が深、ハ。

　現在、内地との交通は罵61韓の定期

國108

離（黒潮丸、600トン）によって保たれている。京京を17特に1：｝帆すれ1蓑　・

灘朝8時ごろには着く．風向肖σうぐあV・でど～：に入港するかわからなV、

が、八重緩港（0）でなければ紳湊港（纏）であることが多VNe　Lfu一がっ

て、内地からの物資はます義1更下に入り、ついで坂上へ及ぶという歌況のた

　　　　　　　　　　　　　　　tl　i20　．）

　　　　　　　　　　　　f



紡に。壁上は経済的にも城下に依存している。坂ヒのうち来吉ξ犠この点で

郵亭には液はだしい。

　遡行敏帥簿係

　八丈息に鞠する記録の群鶴する最秘から、島はこの五つの村に区分され

ていたらしいウ各棚恥内地の搾尉｛こ比べてかな1，規隣う吠訊N。

　　　　ぜむサト
　大賀郷の大望には．すくなく～＝も江戸時代のはじめから陣燈、彊置かれて

　　　　　　　　　ムカぽザきいた。現在は、婦村の砺璽に八茱支騰（東京都）が～鱒、八丈島享宴みよ

び属嘉の小島と青が島とを統轄して㌔、る。涌村｛こは、支鷹のほかに痕京区

戴勃厨八丈島1懸盤7．八丈島警察讐謝よぴ測候1夢ナがある。大賀纏は昔から．

宥政伽操法の中心地で；欝㍉ると鷺うととができる，〉

　これに紺して、三譲は新興紗でt－9．？つて、趨済爵勺に潟をタードしつつあ

る。5か村のうちではもっとも商業的活動がかっぱつであ紛、築港ぐ榊湊

港）工蔀も進んでいる。

　大賀郷｝三身との麗係は、1ξ琳難菰小さくして、坂下の末吉と1二｝！之郷．艶

立とのあいだにも見られる。

、上の事携は魯島の繕史的1｛餅鍵こよって明らカtzになる。古く鎌含時代に島

へ渡凱全島を統治し熟こ北無氏の代官長戸路七灘右衛門眞激が本拠とし旋

ところは末吉であった・そして、江戸爆！期ごろ奪では、宋吉の長戸路叢

々平郷の菊池、輿由の爾家ゾ幕府の触役人の家柄として島内に大きな旗力

鶴っていfa．ととろが、江列・期以後臨八丈嘉の特塵横八丈3がた

くさん幕府に納められることになり、その出荷を引きうけ疲r影離戸斤」が
　　　　　　　　濠
商業齪利潤駈得て、しだV、に争論を得て糞た＾その「お蒲研」が、三根の

高橋家、寧之郷の笹韓家、山F壌、樫立の服部家であった。幕官でぼ、か

れらの経嘉納勢力を利溺して、かれらを地役入よ1）上の／取締役」の役に

つけな働手村を支配し海～顕れらび）家の姓格がそのま藪5か村の讃能朗性謹昏

をつくゆ、それが今H戎で残うて、βるfi

　　　　　　　　　　　　　　G2工）

　　　●



　な論．代官の記録には、蕎村の報告が次の順に認されている鱈

　　　　　　　　　　　く》→瓢｝ウs→x命K

　曝．“趨藁¢歌混

　i現：在，5か村の主要産業はい粘れも：農業であって、その点大萢な蓬；いは

なv、訂東京都八丈支騰管内概測（1949年4月舶）によやてw各村の藤

業別入口構i域を示すと次のと彫りであるe

　　　　　　　　　　　　　　表1

　i舞　1漁　齎1圭繋舶・鵬無理
　　　　　が　　　　　　ぞき　　　　　　ぬ　　　　　　が　　　　　　　　が　　　　　　サき
OI蹴（62．8）　22C（．一．8）　83（2．1．　　　　’　　　　　　i）1εG聯）、586〈i5．2）、239（鑓），

擁聯護（as．6）　2・9，，（7．g．）　9．　g（2．3）1　3’63〈g．7）！蝦工1・1・）；9エ（2・2＞，

鵜聯8（82．遮）蕎（㈲β？（2．1）済羅ρ緻a2）済7α讐魁

11，4エ2（’7i．8）154（7．s）s7（騒）：54（2．7）183（9．3）179（4．o）

・；蜘鋤輿・）：雛・・播（⑳照・／・⑳

駐牽8鰹㈱8）陣（鱗雛8（鋤1マ85（働1灘（磁）48烹（購

特にめだつことは次のとお妙である。

　叢牽　　　1

聯ε（100津

川9劔（憩0）

　　　　く

齢識

　坂下はtS坂上に比べて、商工藁が多く、農業がすく激い憩大賀郷ぽ三根

に比べて自出．公務が多く、操業がすくない⑫三根は大賀郷に此べてte自

撫、公務がすくなく，、農業が多いが，O商工業ではやや上廻る。坂諏3か村

のうちv串之箔；ば自由．公務驚よぴ商工業に聴V・てもっと薦多くe坂上の

巾心ななしている⑫樫立は竜つぼら農業でk漁業がふるわないのに濁しし、

末吉ぽ漁業がややさかんである。

（騨）姓のs霜　　　　　　毒
　八丈島の五つの村の姓の分布に弱勢のような特色が画塾れるゆ

　　（1）　｝爺じ姓：が同じ村にかな静力・・た縛ミって分布する傾向が見える

　　（恥　村にそれぞれ特有の姓が分帯する

　姓の分布のtのような特色は五つの村の鰍会葺1勺独頓興鷺知るひとつの手

がかPとなる。

　　　　　　　　　　　　　（XZ2）
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　表3は、冗費無給台鰻により全ll瞬警に：つv、セ調べ疫結某：である。そのう

ち特にめだつととは訳のと：襲櫛である6

　＄の1’沖由」は§0％以．蓬二であ9、そのかた蓑P／の慶合は沼三鋒に｛直するe

しか電、「沖旗」はs以外にはあ褻1，あらわれなv哺

　ついで、◎愚よび：醤のヂ菊池jrδ：めだつぐ22．0’v26．0％）。ヂ菊池」は職

ほかの暦では丁．6’｝2．Q％にしか達しなv、　b．

（3）　織かり村に対する窒観的：意．識

　5か村のそれぞれの現佳者：が、じぶんの村eよび漂かの村の言語に対し

てどう、ハう意識を竃っているかについて．調査票の調査項同6“蕎得られ疫

結＝果を資料にして考えてみるハ

　調査項目6は款のよう驚贋簡であるef島のじとははすいぶんかわ・ってい

るようですが、あなたの村はξまかの村のととばに比へてどうでしょうか。

大賀癖のことばは？　三根のことばは？……1

　これに託して得られた答は．かな夢多繊であ．b。その上、複雑であるの

で、嚴密癒分麟：は閣難である。ここでは一般耽傾慮を印象的に蓮べること

とするハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　寮窟、じぶんの詞’の言語につV”iてほめる傾向がV・ちじるしV㌔

　　　　　　　　　　　　　《》　　　　媛　　　　　K　　　　　翼　　　　s

　　　懸める人の織　　　　　工8　　　　1，5　　　　き　　　　6　　　　6
　　　　　　　　　　（器6．δヌ多つ　　（鴛《5％つ　　（35．？％）　　　25．0％）　　（35、2％）

　　　笹えた人の懲　　　　　50　　　　61　　　　14　　　　24　　　　1？

　　　畔引壷：奮の勲　　　　　63　　　　69　　　　21　　　　・懇．　　　　肥

つ畝どの鵬闘いし1のひとがじぶん媚の諦㈱て払舳

けで必る。その厭め方は次のようである◎

　　　、よいことば　0醗KS）、ていねいなことば（0厳1｛）、標準語になり

　　　やすい、・煙準語に似てい涛（0酸NS）・やさしみがある（N）、あつさb．

　　　している（◎）

　　　　　　　　　　　　　　　（　124　）



　　　　Kだけが、「碇綱語になりやすい。標野語に，似ている」と意識していな㌧・こ

　　　とが注目される◎

　餐てvOについては、Kをのぞv、て、紙かの村で蝕比較的蔽めている

瓠とと、0とMとのi額i以｛C＝M）を指摘していることとが注鷺される。

　Mは0に対して：襟準語：に近Vで0／岱）、わか9やすい（PんL）．◎隷双轡61）

　Kは0に対して：そざつ、悪溶ととば（4／；．4）

　覆譲0に対1ノて：標準語に近V■　（e／a蓬）、iきれV・な、やさしいことば（s／2e）、

o麗M（“／2の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

　Sは0に対してなめらか、おだやか、やわらか、てhぬva（diAT）、ギ）一層

（tsfi7）

　つづいて、厳については、0およびKでは悪く轡うほうが多く、幹｝蝶

ぴSでは・鞭しろよく言うほうが多V・・やは鉱◎kMとの；騨三指撒

ているeな論、Kこ、「Mの［O　ll］（例えば［’tOU：E「s，］俵）が耳につく｝と答えて

㌔る者がいる（［OU］はMの質韻の重要な塒微のぴとつ）。

　Kにっ、ハては、αMおよびNでは、罪常に変って、ハる～二とを旧く意識して

いる。Sに厭むしろ一悪口影言う傾向がある。具依的漁答は次のようである。

　　　　ていね、、㍉誌朴（OMN）、昔のことばを｛爽っている（OMN）、激特

　　　のこ，とば（0）、至：然ちが5（0班N）、早“（0謎）、香tpjix（0）もズre

　　　：で・一弁（M）、踊きづらい（Ml’》らるさい、號い、強い、闘きづらい（S）

　次に、Nについては、各村で「Kと似てv・る、　Kよ夢は聞きやすい」と

意識している傾向がめだつ。ただし、Kでは1らんぼう、荒っぽい」のよ

うに悪く言う⑰翼につhてf標準語」に本鈴やすく・0なV・し擁と似沁と

tうがあると答えている被調査脅ぐ◎瓢）のあることは注画すへ逡であろ

う。麗が0なV・しMと似艶ところがあると答えている蕎瞳0で50入の

うち5入、Mで61入中15入ある。

　最後に、Sについては、ほとんど各村とも、rすいぶん変っている」と勤皇

る者とf標準語にな釦やすい」と答える者とがあり，それぞれすく欺くない6

　　　　　　　　　　　　　　　（　125　）　．　，s



Q鷹野　ぎぎにくい、なまけがひどい伊緬）f齢人中縞入」

　　　糠準語が多い冠棄京なれ，が塁い（｛fsro）

Mでは　かわってい翫ききづらい　（i516i）

　　　策：京語に翫い　（Sf，“

Kでは　憂然ち2：5．きぎにくい　（：5ka）

翼では　かわっている、荒い　（9怒）

　　　漿京語に似ている　（三三）

　な：語．各村ども一・般に．鷺需の上で村がだがい駕瀧っていると慧識し℃

いるゆ”

　以上を総合してtS主窺朗意識による5か村の言語の愚いは次のようであ

ると言えよう。◎は「いい～二と1讃としてほめられ噛厳と◎との類似淋捲・

摘される⑪Kはすvしぶん変iっていると考えられてお肇，、醤は、Kに似“z　／a

る然Kぼど鷹変ってい慕いと盛れている。SにつV・て嫁r方b変ってい為．

と意識鋳れるとと亀に。弛方、r糠準藩」にな動やすいと考えられているdV

　以上は。次に強べる震凝的な分析による夢語の叢：いと覧比較されるべ瞥

である噂

　なお．島の民議rv・　．メ笛」に亀村ごとの言語の瀧いか歌われている物、

　　　認繊ka∫itate，

　　　璃。魂¢職mit3ung，　　　　　　　　　・

　　　　　　　ざ
　　　aXt・ket∫i：蜘欝3αSa：d3i：dokoro

　これは樫立で闘V、允亀のであるが、全島に諏いて歌われているようであ

るeただ、i中之郷ではSec　d3i：dokoroをs磁5i二《｝k◎roとしてWる点がi魅

う。

　さて、弾帯で闘い裏解験1こよると．auは樫立におV・て。なにかを：求めら

れて断る構の郎剣にあたる・hj・r・seは三根においてfつまらない」

の意味脅が歯念Si：綾よく分らない。　Sa：d5i：dokor（》瞼。下之郷三乙サイゾ

ウという人が数人亀い允疫めにそう言うとのこと。sed5idCikoroは、ダお癒．

　　　　　　　　　　　　　　　（二揺6）



昂

砒を鷺うところ圭の意味心

　とa？tt謡の：交伺の意味は杢体としてはつ選鐙しなv・が．　k蚤かく各村の

嘗語飢賑い数、騎微約な語によって承し海馬の・だ協る． S

〈14）　共通語を話す度合

　承論轡で趣べたように、外來奢（内地蔽いし小笠原．奮洋から寒た者）

をのぞけば。ヂ共通語を話す度倉」は次の願に低くなる．

　　　　　　　　　　　　心　一“薫　一y焦贋　。一・vX

　その上．醤批く外回瀞の場合をのぞけば、「村ゐ共通諮凌話す慶合μ鵡憾

かなる嬢翻に分けて分折して亀ほぼ一定であるの

　　　　　　　　　　　　　　　　義　3

濃警｝．＿塗憾1墾・　．猟…，

鑛
鑑
輝
騒

｛沁入

66

21

33　’

2｛）

e6．p．・”（4　3一　）

52　〈35＞

43　（29）

64（33う

5b毯。）

3Ll　（2）

4S　〈9）

57　（“r＞

36　〈e）

60　〈O）

　　　　　　　　　　　　　　　茎菱　購

灘＿樫＿や鮒・　堕・・
　⑭　　i　　　　．38人　　　　　s8　（．37i）　　　　．　　　　　42　（3、

　　　…
　羅　i．　　　謎　　　　藪　（2め　　　　　　ヅ　δ9　（6）
　　　1　．
　Ki　　1も　　38（25、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　62ψ）
　樋　　　i　　　　　　　2二L　　　　　　　5？　　（工荏）　　　　　　　　　　　　　墨3　　（0）

　sl　16　“・o（＄8）　　　50（o）
　　　　
1忠識人購蕊衝．顔から、外痴讐、つ議り、霞燈ないし小笠戯、鵬灘から雛した騰慶¢婆いttas爾

　　　　　　　　　　　　　　　（嬢7）
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人蟄 A十十A（ffu÷） B一一C〈C）

32人

5エ

16
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14

63忽（誕）

41　（23）

37　（25）

53　〈18）

50　（33）

「一瓢・臆・「・朧人溜うち・蜘耀岬葛練ん魯搬。

幾　6

馨聖L轡　餌鋤

37　（　3＞

53　（エ2）

63　（　e）

47　（　O）

50　（　O）

醗
巌
洞
s

B＋・C（C）

盟
1
3
5
1
2
4

91．e．．／（54）

92　（84）

60　（40］

83　（67）

s’e　（so）

「外照門・触榔し小鎌、鵬から澱して來鵬．

9　〈O＞

8　（の

4Ci　c2v“）

17　（　O＞

se　〈　o）

雄談7が示すように・頸から縮・嵐をのぞい緒の鶴が鉗

轍卿腱・漏り一瓢α病期すくS・け回す撫礒る「共
遜語を話す度合」は高くなる．

襲　7

璽
S

燕

1旧怨（監黙餓）

　　　　夏％

　　　　g30

　　　　63

純士漣入費，のぞ

いた霧の剥禽

　　24然

　　羽

　　30

　，50

拠こ・非共繍で反鷹駿語の齢（点歎）徽のようである。

　　　　　　　　　　　　　　　　C　128　〉



o 瀬 s

　　　　　　　？，6，ti　IZ8　le．5　10．5　10．2

　したがって、土の意味に：器けるr共通語：を話す度脅弓の順に村を並べれ．

ばも

　　　　　　　　　　　　　　o→s　難＝　駕→翼璽

　盛邊にあげ疫K・一撮値（勘牽A）カ〉ら見惑ギ共通語髭話す度合」による

「射の頽と箆較すると、吹のとお・りであるe

　　　　　　　　　　　　　　o→聾→・鍍　s→蓬《　　　　（K一数値）

　　　　　　　　　　　　　　◎ゆsKN－yM　　　　　（点数）

　◎が、つねに」共懸語を話す度合」について特に高V・こと：が注賃される⑪

垂

　　　　　　　　　　（5）言語の溝濫釣特徴

　　　　　　　　　／a

讐．欝畿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”

＝欝懸こついて各樽がことなる一Jl；！で対懸する型は次の三つである。

　　　玉．　o鰹殖／K翼

　　　2．　OfMfKYS

　　・3．　o葺灘噸sノ簸

kのk．峨

　　　　　　　　　　◎s［e：1／獺［ei］侮N［la垂

のように．対幽する竜のでvその例は次のようである。

　　｛．1）共懸語aiに対鷹する亀の

　　纒1．　共懸護δ畿圭ko（n”）「プ導誤」　OS（ie：ko　麹置deiko　鼠胴d5馳：ko

　　擁a共癒羅瀬漁「來年3es　de：nen　tw　deines翻d5a：neu
　　鰹3・共癒譲歪批嘩「額」　Osil　ai（例外）s～ite：異亙～ite至　KN～itSa：

　　魏・9．共懸語kata　r膚」cf．k蹴ina　OS　ke：聡簾ke：na（三夕i・＞　KN　k3翫：磁

　　翻5．共灘i幻◎：翻r兄剃Okj・：de：tws？kj・：de＝（例外）K翼kj・：醜；．

C　129　）
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例
例
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OS磁¢；麗K朗a：re鍛me：re（例外）険べろ」⊂難謝eユ
蓬≦こ　h∫3：rigut～三　rλり口」　　璽暫　hja：roeka　「蓬蓉；し’つたコ～｝鳶」　〔ha童rtt＝】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほう

KM亀◎：bja：fとWSち」［h◎：ba｛肋翻

憩w9δzoおd5批ma「粗末な」［dzondzaina］

⑪Ske：daarui腋れた」£kai晦rui⊃ef・瀬ke；伽ui
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4
5
6
7
8
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エ
　
エ
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エ
　
ユ
　
ユ
　
ユ
　
ウ
の
　
　

例
例
例
下
闇
例
例
例
例
下
闇

O－ku｝’e：dara　rくらいなら」〔一k　urainara3

0more：ni「亀らいに，」［moraini］

en…xre：「北風」［narai］

ma　dzudzei泊在」Eδ5三δza呈コ

K磁ja：ritasoga「行きますが」［mah’i一一コ

頁d5a：dek◎　「下馴『」　［da三dokoro3

N　tsukjq：jave　f使いなさい」［tsUisca三一］

Nja：da　r聞」〔aida］

王卿（量5i，PUrakurja：　H一一炎i・くら、、」　9一一kurai］

3he：’puk三「爾風」　［hε迄Σbuki］

賛hja：「茨」［hai］

瑚夕F］

、滋

　　1。ONS一一一nai例a’tanai．「あっ灘λ」

　　霧．NS　一kai？例ikokal？「行くか」

　　3．S－9ai例i：tasogai「言いますよ」

　　4。0轟ai’dokoro　r台所」tarai「たらい」聡ra三r北風」滅1椥療「醗風j

hai，わe　「は～‘、って」　taigau「納物」（金毛　jll）～Ok＆i「戯蝦簿護　tet＄1藷も額ζ・手鱒郵4、」

伽emaite「種まいて」　　　　　　　　　　　　．　　　　鍵
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ
　　　　酸heitaitetSgome「くも（漁）j　so綴重「世錯冒lnalnitSiダ毎瞬」

愈～aも～ai「熱㌔、」　dze’tai「寵雪対」　t：aiheua「大変」　量ρa量「・一一Ptfgj　3er＆i「健㌧し＿i

　　　　簸saiku「藩凱コニ墨｝のをする入、大コニ」　〈iZGBdz駄i｝｝a（．・｛夢邸｝と踊一．．＾入〉

　　　　餌舩rai「北観」　kUmagai「ある種類のさつまい亀」　翻磁量「なんだいj

o箆egai「お顯い」urus駄i「汚い」

　　　　　snarai「北風」haib甑i「南風j　dok◎dai「どこだい」　’9aigida～i「大儀

だし」　題（i溢「2台」　もait～鶏a戴a　r大違いだ」　heitaiteegome「く亀軋虫）」

tsukaijai’e「使いなさい」saikzz　r大工」　itaindesuga「痛いんです力饗

　　δ．　K翼okitaina「起きたいな」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L130）

．



蝋　　鑓購笠鼠瞬露一一nk’ki　夢琶　dekonai．「できな二V」　IirantnidaE’o：「矢口らなkiプiろ．う」

7礁．一読i甥n蹴mai　rな．るまい」　　　　　【

　　その態

　　1．　o　kan．ia：「家爵勺」Cltitnai［．　　ko濃」鼠：〔餓「歩ヒの1畿．1」こk◎11ai（至＆二i　　lc3a：（璽爲rui

脚．vtaJ　［ka’tarul．］・脚づa・e肱らいに」助・曲i3蜘：睡◎：1ないだろう」

［nardaro：3　ja顔a：「捌〔コ貞門．30’ks．n．齢．＝「こ　S・i＞い」［o’kaBai］　蹴囎ja：　『

r為るまい」〔蜘m鵜a導’

　　2．　S　｛稔鷺〔塁5a：　「自沸…」　Ld51〔至2ai］　　　　　　　　　　　　　ピ

　　3．冠seiku融工」［saikui

　　4．獺でe：のあらわれる翻：otoge：「あご’」〔etogai〕　k薦爆le：「かすがいヂ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図

態脇婦癩　he：憩e　r卜い（虫）j　Ehai］　．ねre：「たらい」こtar胡nare：「北風」

paarai］　～沁pe：dara　f・む撮三だ」〔～iBpai一一I　dom◎ne＝「ど5亀ない」〔nali］など

，

’

　　（2）共通語aeに対坐する・も‘り

　傍1共通語kaeru「かえる（動物）」

継kja：rtt〈me）s　kaeru（me）（側外）

　　酬2

　例3

emja：，

　側4

　鋼5

　例6
　　例7

　　．鋳8

　縄9

　例10

⑪k曾：瓢、me） 簸ke：ru（meX例外）

愛撫語nae「苗」OS　ne：KN　nja：鍍漁e馬

場蓬語omae「お醜」　◎S⑪憩e：　KN　O窺趣；　；側外Oomae　瀬

ome：　N　ome：

Sjame：飛jamja：r両へ」［」3聡e］

Ok瑚e：職． 注lえる」幽・9鼠卿］

⑪je：ne「八重根」〔jaene］

Owagase：「私さえ」［一sae〕　　　　　　　　　』

Ss◎be：「側へ」こs◎baeコ

＄n＆me：「名寄」藪舩mja：「名箭」［澱ma¢］

騒jakub画「役嚇へ3麟k漁e］

尋

　　［例粥　　　　　　　　　　　　　．

　　1・o　mukja：ni随えに」．£願窺畿蝿

　　2．雌ke：撒嚇司［kaeru〕1〈arsge：ru「港える」こka欝9窮e朗k。．七e：蹴

「繭える」〔：k◎taeru］k。’kube：「台所へ」（k。’1輪a．「台勝je）kase：「かさ（繭う

降るとき．の）へ」〔kasa　e：］　　　　　　　　　、．

　　3．　a駐で現孝フ蓬．もる｛列：　OtOtsts”a｝）ae「頂上’＼」　」翫e鍛㊤「ノ、霊暮U　　3－alllke　「t．．．L｛

へ」kaeru嚇る」Wt　kaesu「タ藩す」Nwe～imae　r上へ」鎌ae臓「帰る」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈　131・）



　　jamae．「Ptへ」

　　　（3）　なお、次のような遡がある

　　　弼1⑪難§kawe：～ike選S　lcawja：～量短「かわいらしい」ただし、，

　　0臨麟：駄eKkawe：～ike繭ゐ。

　　　rw　2翻罐曲・kak・簾at蜘k撫…t細・茎・誼・鰯・蕊噸ジ
　　kal“ux　iあぐらをかく」　ただし、ゆ就St癒謳；，蕊繰k麗もあるb

　　　飼3⑬徽e：S・～ite，蹴ae§gs膿！種盆醗：9・～ige，蹴eig螂隙互脚韻3a三一

．　9（）s眉山「甘える」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　例峻　0懇e：　mu　麟eimU　瓢漏．　jalnUE「歩く」

　　　2の。／西笠／三舞N／錫と対し魅する愁のにはメくのふ疫つが譲辱る0

　　　0［（〉：コ1誠£Gu〕ノKN〔◎冠1～s［a：］のように懸1璽する．亀のと、

　　　◎［e：＝賀腋［二ei］／KN［e：］！＄こi：］のよ弓に．対聯する亀のとがある。いま、前嚢」

　　を2・1、後嚢を2・2とすれば、2・1に獣次のような藷が羅する。　　　　・

　　　（i）共懸語awaに：羅縷する塾．の

　　　蝦1　無理語総w躍a9俵」　⑪『と◎：1’a　鍍toura　憂〈罵乞gera　＄綴：va

　　　藪下　共懸語＆w＆moも～i　rあわ亀ち」　⑪o：環◎亀～量（：）　蕪Qu溝〇七～呈（：）　K蟹

　　oemoも～三（：）　S＆：m◎毛～i（：）

　　　健3．◎燃。：r玉jado「廻り宿」

　　　醗4　Kk◎e「水が当然に灘vてい惹の：をためたところ」　嫉は岡檬の意昧矯

　　kawaを用いている。

　　　趨5｛》k◎：mura「北鱗」翼koゆ“職「北風コ　§ka：　muita「聴風」⑪蝉§

　　にはkawamura（kadze）の形亀ある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　巳

　　．擁6　翼．t～igbwanai「蓮妻．＝〉な梅、」［t～ig騒wanail．

　　　偲7　⑰＄（〉：r窺難a「さわるな」．£Sa鰹arunar／

　　　魍8　0SO：9U　　醒興S◎egU　「しカ》る」　［＄我．W翫9想e欝・麗　W嵐ik5献酬，　蔓《蟹S

　　董d5imeru£しかる3

・　（i1）　次の諸．釧亀（イ）と岡糠の新羅｛を示す’（類似の対獲を含む）

　yjl　oge総：販9・t。亡xpm一　get◎讐Sg・雛・共懸翻甑・「下駄を」
　　　　　　　　　　　　　　　の（共語濫aoに対1：齢する飼はこのほかにはな・かった）

　捌驚　Ornarubo：　薩marubOR　醒N憩鍵鷺b◎e　愚ma．ruba：「死んだ（死ん

だ入）」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　
　例30鍛∫OSO：suru　KN　j’OSOESU・NI＄jOSa：Stllru「手鰹う」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G32）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　苧



s

，

　　　夢彗嘆　0鍛舞0：（doれ0）　K翼致）霜（（蓬on（》）「母1規」

　　　2・2には次のような．語が属する。

　　　（三〉　≠港彊季語ui迄ご女寸置璽・ずる竜の

’　錫k爽猛藷tenugu量「てぬく“い」Ot艦ege：，簾tenegei
　　＄　tenegi：

．gew．　一艶巖㊧9¢：

瑚外コ

サ
　
　
ほ
　
　
ロ
　
　
も
　
　
ノ
　

コ

ー
ウ
鯉
3
4
5
6

．⑪簾鼠翼§huri：蝿麟：吾hurui「ふるい（ふるいでふるう）」

⑪四型蜘醜咽細，・9灘・・蠣諦9・1・・r5ぐ㌧・す」

⑪suid答iba「灘鐸揚．1

⑪峨鎖蔽むξ塞「…に，つv、て」

⑪s頑∫獄Ooδ5aP吸いますよ」

N毛suid（｝「ついで」

　（i重）

　翻1
（稠外）

　纏．2

　擁3
　翻4“

　例5

共癒．黶B’・：に対乱する亀の

婆樋語sezzse：既生」0＄erase：鍍sevaSei　KN　se路賛：懇Serase：

摂謹辞te：ne：「ていねい」　《鏡e：ne：

腋heika「睡下」

簸tei．乾◎「帝藏q

騒艶｛き：～i「1墨．儒」　F

簾詫s三ne圭　瓢潤もe：数栖：　§．も～i：ni：

［例夕1ヨ

1．　駅瓢e：li「巨儒j

l～．　懇塾ei毎｛、「兵阪」

3．　雪膿e：d5ihe：ka「明治離1下」

　（翫う3樋語◎eに対懸する亀の

　鋼1　01coge：ra　瓢ko92iru　　K礫k⑪96：i’tl　§k⑪9至：1’u「窪いj　ef．，共癒

藷kOgoeyu
　例2　’；ii〈’／；蓮．；語kOkoe「ここゾ＼」　⑪1〈◎k曾：　轟篁ko｝CLii　騒贋kok壱：　Skoki；

　例3埋樋．語δ汰oe「どこへ」Odel〈el．鞭doRei　l　doke：＄dol｛i：

　綱4　◎Soke：「そこへ」

　翻5　瓢0わ感：te「知る」　e£　共遽．語Qi＞oeru

〈　1，33　）

畦



1

距

　　　◎v）　その館の亀の　（？＞

　　　Ohe：te：璽hei豚Khd：te：X’he：tti：Shi：t～i：「久しく」

　　上の3．（129ぺ）のOK聾S／瀬は

　　　　　　　　　　　　　　OKNS［o：］／凝C．ou］

のように対慮する竜ので、その例は訳のようである。

　　すべて、共遡語Eo：］に．殉慮するもの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　瓦葺　1　　；匙湛語9ゴ猛0：　「学校」　　0鼠翼Sga，k（》：！聾隻　9ゴkOU

　　　共2・共二三SO：to：「穣鑑」　0慰翼＄SO：毛O：！酸Soutou

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　鯛・3　二二語（o一）ko：kc（：）9つけ｛もの」　0羅翼S　ko：k◎：1瀬koukOtt

　　　纏4　二二語to：kjQ：「東：京」　OK餌S　to：kjo：1戴｛X）ukj◎U

　　　例5共通語。：kago：「大賀郷」◎K翼。：ka9　o：髄oukagou

　　　飼16　共三山d30；bu「丈夫」　OKNS薦。：b”ilffδ50硫》鷺

　　．鋤7共懸語So：dan「相談j　OKr　s　s◎：d繍1難soudara

　　　盛翅8　共…蚤羅bim醸｝o：「貧乏」　．OKNS　binb◎：1瀬bhebou

／，　飼9共警語So：ko「二二」　OK理S　so：ko／瀬souko

　　　翻1◎　共懸語ho就。：「塞i墜」　OK　h◎醜。：1鍍ho就ou

　　　劔11　共通語r◎：SQku「ろ5そく」　（眠翼＄lrO：sokur一一vdo：Soku　f　l璽r◎usokUN

　d◎us◎ku

　　　綱12　共i題語dze：ri「草履」　GKNS彪。：］・三郎d50：灌ノ獺｛盈。疑rレ》d50u藪

　　　麹13　共通藷i加：三ka「遜iいヵ、」　⑪KilW　bo：kek臨～勧：ika1醒もoukek＆戸》むou瓶a

　　以上の翅ほ1－13につ、ハては、調査票の結果を：示すことができる。これに

よって亀、OUが蟹の特徴的代表ヲ｝珍であることは1男らかである9

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表　8

　　r（タ：＄《濫気1

o 鍼 q
L

　　g：

　　｛．u

Oiflの翻禽
　　　　　　i

32．fL　3f）　13　1）0
　1　　　露玉　　　　2　　　　窪

3．0ヌ6　　・藁1．．2％ア　　1．3．3タ6　　　9．1タ∫

lt）

o

Cl　．0・b／

（13農）



唱

姦9
δzo：盛

び

l　o 縦 瓢　　　翼 s

to：量ka

　o：

　ou
　　　　く
その他1
㈹の劉含i

3
　
　
6

9
臼
　
驚

2

／
0
、

0
／

⑪1
麿
0

0一

凡認

1
　
　
0

／
”0

〆

92

　　　　　o：　l
e　　　　　’　　l
　　　　　ou　1
　　　その樒；
　　　　　　　i
　　　盤1の襯禽

　2．交法

。　　　瀬

34入　　16

0　tg－b，

e　　　e
O．O．in／　67，3f．u’

14　14　14
e　or　0
2　　　2　　　ひ
0鉱　　23、8象チ　　　　0ヌ6

K
…
1
3
2
0

エ3．3％

20

0

1

0．o．）t

q
．

14　，

o

o

（1｝．O，．”

　文法上のv、ろいうな特徴にっ、べこ縞鋼の対：立を見るために、との調査の

後牛に蕊となつ疫「：方言調苧蓑．段こ艶げる婁験釣方法（質聞的方法）による

旧婚距よび聴隠驚となった観察的方法1二よる結果をi藍讐凋しfe　c．前音は、巌

密に、被調査脅を、純rl二地ノkに醗っ海。

　な悉㍉獅別訪問による三幅の1晦襲をもi滲酒糟でに：つ｝ナ擁えた。ま穴bこ

の調甕に凄滑る被調斑1脅郵船±地入に限られないことば霧嘩うまでもない。

　さて辱文法上の特徴につIV　iての三二の対立には次の五つの場’合があるゆ

　　k　oMNsf｝g　s
　　2．　OMfNS／K

　　3．　0轟蛋ノKNS

　　唾．　◎瓢〆KN／s

　　義　0獺S／K溝

　　　　　　　　　　　　く　13t5　）



1。ぐ踏蟹S催のよう欺対立を見せる亀のは次のと器舞である。

（1，）　o］鵬翼s。do：皿o，一doumo／K。do：ni「…セナましど1も」

（2）　｛）MNS・dQ懲0／K　dova　f…けど」

（3）　OMNS・競e億一ite　r…から」

（墨）　o瓢箪sIISte／K　oreヂあれ，」

〈1）GMNS畷。二mo，一detimo／K－de：蚕に該当する竜のは．鋼吏ぱ、

r行くけれど馬j

　QMN＄　ikedo：　me，　ikedoumofEg　kkedo：　iii

di
h＋”

・　なお、K．創郷名のある彌入（女、20代、インテリ）に漁緊ては嘘0：擁

　と・d◎；憩0とが畢行してあらわれる。OM：の影響をうけているのであろう⑪

　　　　　　　滋朗虚。：ni　　　　「赤いけれど亀」

　　　　　　　こ蜘e面；III◎　　　「赤いけれど竜l

　　　　　　　okita　ido；m⑪　　　　’t起きたけれど亀」

　　二村に聴ける例を示せば次のと糖鉱門別のあとの薮：字は年令を示す〇

　　　三kedo：mo　e女3◎；S耀5；ikedoum。鍍如7！ikeδ◎：nl　K甥3，50，｛67，

　　r行くけれども」

　　　◎kiユreδo：m）　0女16，53；　轟隻　女147；翼　男64；　S女　2｛）i◎k｛red（tl；癩　戴　男33，

　　67r超きるけれど」

　　　3ka1【edo：簸｝0　　0　女？8；　　聾璽　女婆7；　罫ξ　男5喚，　女？O；　S　女2麺，　3のメa憂《ak鍼◎：惣量

　　K：男33，δ7r赤いけれど｛もj

　　　akakaid・：m・0女53；麗如7，68；akal・a…do・脚聾女蹴融”⑫女78；

　　S：女20，34！akakaid。：鍛i翫（｛舜緯名）女器代防いけれど亀」億輿鼠競撫kakedo＝一

　　moと，ほとんど岡じ）

　　　ik”aid◎：m◎　　0　女3（｝e　53；　　等質女4・7；’　lkaidoumo　　轟璽　塁謬47，　女68；　垂lcaredo：me

　　　　　　　　　　の　　N女70；S女251i肱redo：nl　K男33，67「行ったけれど亀」

　　　kita圭｛雲。：mo　　O　女53；　　澱　女47；　k瀦＆三doumo　　醗　女68；　kigar蔽dc》：匡tao　　至嘩女

　　70∫kitaredo：盃　K男33，67「來たけれど竜」

（　136　）



　捻）　o烈s・｛1◎鵬0／冠・雌（》1ヨに該当する亀の瞭、弼丸ぱ

　多遽谷けれどもd・vよいけれど1も」

　　壌撚閥＄窒｛》；kec3．omo／K　lo茎《磁◎ra

　．嶋・村の劔を示せば次のと：膨り②

　「淑。蜘ポ磯65「行くけれども」

　　歓》：茎ζedOUkO　⑪女73　「蓬いけれど亀」

　　数urit～芝kedomo　S　「苦しいけ隔れど亀j

　　okl亀awedomo　ゆ男65；翼　「点きたけれど亀」

　　waxa　k◎90認◎mo麗女28　fわたくしはこんなだけれど亀』

　　醜慮a壼d㈱　羅　「赤いけ’kvど亀」

　　磁◎：i）ud醐製）jokedOi｝　K男33，67　「丈夫だといいけ憲鮎ど」

紳eWtNs・鯛億蜘に該当す魏の臨餓ば
　1行くから」

　　⑪簾翼S敷‘＞ratelk〈燕◎ite

　．激驚、2．⑤を毒照⑪すなわち．

　　　　　　「行くから」　　　　「行ったから」

　　髪錨響　　量1｛o窃艶　　　　　　　　iko：艶

　　螂　　iko醜e　　一、　lk◎鋤厩繍）諏a：晦（S）

　　鼠　　　　ik（就e　　　　　　　　ik（鶏it9

　惑て、各面に蕊ける例鹸次のど齢Ve

　　重k◎姶糖　ゆ・男65，女1｛ち4書；　猛男28，54968；

　ikoite　駈矯3ろ6｛），6？　「行くから」

　　k賑r《搬艶　疑｝女53；　鱗譲8，54；　＄女⑳，宏；kurojorv　te

　罵33β7　「家るから」

　　離誼曾鶏穏愈　⑪女16；　聾餐女臨8；　S：it201akakq三te

　　　　　　　　　　　　　　　　x

　ぐ櫛

必：k．鉱

　　贈　O女；　酸女28，4α代、60代㌧70代；；　！　女（峯8；

　　　，　（137）

1

触

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S女4る；鑓鱒画薩聴　属働SS，70！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　還女？贈1．caswci’te　K

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K鰯零，δ？　ヂ赤いから」

《）】纏層＄簸難ノK｛｝蹄「あれ」に該巌するもの轍。醇牟勲し凄病、て訳の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s女鷺5！0朧　K鋸33



rあれ」　　　　・～．

　uno　　《｝　男30；　　藝聖女2a代；、　28，48；　　至疇　凝喜25，昏4；　　S　女勝’◎駐。　　監　舞33？お7堕

「あのj

　uja　O男3◎；畿」3　誌面68；　簾男54；女68；　9女241◎erja　凱男33，赦

「あれは」　　　　匙

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　夢
2．⑪麗ノ｝聡斑という町立を見増るものは次のとおりである。

　（5）　《｝藤舶／NS・鋭e／K一三te　「…ρプヒから」

　（｛｝）　○掘噴醗3ノ燭s－9晟tS／難一go3扮　「bっしょに…しよう」

　（7）　G糠滋・7w誠一ラ簾¢一．　w灘e・／翼s　are一，　w籔e儒！K　w滋・，　warer

　　　　　「わ疫くし」

（5）む蚕鴨》雌ρ霊硝量囎i㌻¢に該当するもの臨弼えば・

．「行つ霞かiうj

　OM　l監航韓ノ翼童ko’e就e，　S　lka：nte／K．瓶G響i糖

．各オ『至に凄喉・ナる劔は誘このと＄一夢。

　iko：　te　蝕　女16事δ3；　簾女281藍ko思凱e　翼1婁善窃，騒；　ika：vate　S女2弓，駐解

三ko額毎　麗鷹6？　財テつたから」

　玉ki撒。：艶　愈Sc26；　．賊女28／ik鋤鳶。溢捻　K鋸33，50，6？　ギ行かないから」

　d3G二等総くtl：艶　⑪女錨；δ50：も膿（IQttte　醗女28　「丈褻だ蓑レらjlso顕駄扮δ醐跳難，

sogov，sdioerete　鍍男54，＝女68「そうだから．∫；d5（》：budan．te「丈央だから潔saed一、

2u照。勝艶　K錫33・67「讐寸ナ三から∫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

〈6．）

c行l

　o擁激（＞90・W／！　S圭ko躰玉3／油玉koヨ。聡

な蕊、

　　　・k嚇O病kひ9ara　i　kogDem

　　　s暢。競s◎9爲n　i＄cgben

　　　嬉？親囎翻1｛ugo哲鍵
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0鍼顔秒海ノ解S・ga惣／K　90聯1こ該当す

こう」

解

るものは、幸えばa

rこのよ5に」

f．そのように」

rあのよ5　｝；S



　　・恥蔚d＆瑚一9駐欝da璃一90ei）dara　　　　「・・〈の）ようだ」

三二に：紮げる側は次のと：踊り。

　豊数egtrra　O舗65，女30，4e，45，7三；　M勇2？，4？，女2婁β3／重ko9贈　鍔男痴．

2Sr騒；⑪（金士川）男5◎，女30雌09◎鋤　藪男23，50，67「行こ5」

　（de＝～韮識i）　 Od3ar◎90ra　　　　O　 女；　　　　鐸餐　 写5喚？ノ（do：～ini）　　磁3聡rG9轟罠（ゴ0：）　　　　　鵠　 ：女20

f（いっしょに）まいS）ましようj

　kitahegetsafa？a　o女30　f來たいよ5だ」

．a葦nrsv：9◎ra雛◎：　　kiga　 ～ow鍛。：　　　鍍　 女2⑪　 r会矛ンな沁、よ　 う　な戴力茸するオ議j

　ikoYandaraba　1「置くよらなら」

激廃v戸別調査による結果嫉次のと驚鉱

　　　　　　　　　1・　lgK　・　・計
　　　　｝董紮090n　　　i　　　32　　…霧。　　　　　　s・　　　　3　　　　　｛｝．　　旧93

　　　　　鰍。9。、，i3　エ　1　19　M　38’

　　　　　iksgokrxe　1　O　O　9　2　f）　II

　こ鱒馨って転0蟹が圧倒的にikogoraを示し、幡がiko騨を承

すeKでは、　ikoyoigと盈。汐陶が同じi勢力で行われてbる。もちろん、

ヒの調査の被調査瀞はそれぞれの村の純土地入（その村に生れ、そこに脊

っ海考）ばか動では：なく、それぞれの村の現住青の代表であることは前に

蓮；べたと驚勢であるΦ

　σ）o澱a呈・，wa量一，　are一，　wa駕4踵s　aere－ware・／K　w滋一wure一εわたく

し1に該轟するものは二村に訟いて譲のとお銚

。賊

　撮遭ara　O契130；　醗：女認，48，68　fわたくしだ」

　擁8　の箏i｝3⑪，女16，　53；　鍍女68rわたくしはj

　jk’aidara　　（参　男3夢；　　葺望女28夕68「2つたくしブ三」

　waja　の舞｝30，女16，53「わたくしは」

　・，lireδaxa　O男30，：女53，？8「わたくしだ」　　　　　　　　　　　　　　　　tS

　tcreva　《）　参琶30，　女16，53；　　鞭女28，48，68　「薄つたくし｝こ」

　warerkara　O勇30，女53「わたくしだ」
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炉

　　駈

　轡撚賦　戴女48「わたくしを」
聾s．，

　aredara　§女24　rわたくしだ」

　ame・粥男騒・ri・S女2葺わたくしを」　　　　　　・
　waxa　N鋸25；warja　S「わたくしは」

　wareciara　8「わたくしだj

　Waidak’a　薯33，50，67「わたぐしだ」　　　　　　　　　　　　　　　㌦

　wa「a　窮33・50，67「わたくしは」

　wareu男50「わたくしに」

　脚躍三：　男59「わたくしを」

3講灘灘と輔雛観せ跳磁訳鉱うで脳．’
　（＄）erw一甑・raha／KNS　一raba　F（iiSし）…；ならj

　（9）eWt・ido：　rrio・一rec70：mo／甑s－red・：m◎「…けれどig　」

囁（8）aWt・鋤a－raba／Rews　一rahaに誹綜するものは．弼えば

　（＆）　r（もし）赤v・なら」

　　gltff　akaka：ba，　akak．firaha／KNs　tftl〈e・lgciyaha

　（h）　「行かない激らj

　　o簸鑑i晦・も睡i鴫舳・／亙藍NS癒i蝿舳。

ω面当する搬各轍制・て攻唖鉤．縞働職鞭棚
　は省略する。

⑪醍

ak・k・・ha吸53；鍍女28，・47・r（亀い赤いなら」

akak・d・：ba倣53・聡如7「（亀し）赤いなら」

il“od・ft：　ba　o男65・姻・醗女露8．
奄｢欲なら」

◎臨：b・0嫡鍍顛47r（kし）趣たら」
akalscaraba　O女78・雌如7「（亀し）赤瞭ら」・

ik⑪戯漁0騎職＄8隅し）鍬なら」
　olgitaraba　O男65；簸：女47ヂ（もい逸きたら」

KNS
議嚢sca！｛…認鋤a　K男33，67；

s女20・34臨し）赤いなら」

　　〈　140）



濾｛1舩潔急激　製鵬認，騒「（もし『）瞬くなら」　　　　　　　・

ok重旗急1塩　駈；　報女？o；　s「女盆5ギ（もし、起きたら」　　　　　　　’

戸溺調査の新薬歓款のと撫子。

　　　　　　　　　　《》　　擁　　　K　　　翼　　　s　　計
　　　m一一．．T　，．．t．．．tnv．．L．．　．．　．　．　．”．．．．，rmThanvtht．．．inun．．一．m　．．．H．　t．t，tpt，．h

　　　壼賄《eth：馳、｝　Lt2　24　　｛3・2　　◎　50
　　　　　　　　1
　　　鰍蝋奮鍛段蚕竣1　　5　　3　　4・　12　　3　　26
　　膿　　　　　　　　　　　　　　　　1

ヒれによって臨．《》瓢／K韓sの対立を生る～＝とがで費る。

（y）OM－1面；掘。，一redo；mo鶴翼S一団ed（♪：moに該当するのはte例吏ば

　（の　f赤いけれ・どig　3

　　彫簾愈慮謝。：難ヨ◎，ak滋蹴盛。：mのノK　akskareci｛〉：砥蟹＄ご熱嶽：卸綴（｝：！ll（P

　（垂：ゆ　1画いたいけれど亀」

　　◎簾玉；惣k滋do：IXIo．　i：t’ai肛edo：mao／KNS重；憾a胎d6二11ゆ　　　・

（短に該灘する例は魯村に驚いて次のと驚り。なお》（a）に該漁する擁

　は霧略す燈。

◎簾

　雄盛a熊》；澱。⑪女53；鞭国魂7，68旧いけ劇ど亀」

　瓶磁搬轟；灘ひ⑪女16；　鍍女47「行くのだけれど亀」　　　　　　　　　〆

　量ka乱川蜘の1黍ぐ鎗53；瞳子7　r行ったけれど細

　o旨くi纏δo：mao　《養女X6，53；　轟簸？f趨きたけれど亀」1

　akaknvedo：　mo　o：女78「赤いけれども」

　n◎齢絵翌樋（》：rr1o　⑪男65．　r載せたけましども」

　ok重爆r樋⑪：MO　鍍女68「趨きたけれども」

　識跳館雌。：箆i鼠鋸6？；akakaredo：㎜◎　s女2b，3g「赤いけ；江ど亀」

　δ50；岬山欝eδo：ni　K勢67；d5Q：budare〔le：m◎N勇5畦；．露女2誉，％r丈夫

だけれど羅

　ikare（沁：謡鰻総6？：ikare〈ilo：磁。　N男70；　S女認「行った｛ケれど覗

　ekitaredg：搬。　N男25，5題，女68；　s女監5β魂「届きたけれども」

4．◎瓢ノ鼠NfSという対立巻見せるものは吹のとおりである。

（19）　o瓢一剛K層一∫a；／s－tSe：（代名詞の複数語尾）

　　　　　　　　　　　　　　　（　ltil）

手



一．t　e’（二該当する亀のぽ、鋼えば、

臼わたくし：たちj

　ogg　waira　（，warerft）fKN　waTeraSa：　IS　w｛fixetstSe：

各村における例は麹のとおりe　　　　　　　　　’

《｝雌

　waira　◎女53，？G；　烈女68　rわたくしたちj

　a三ra　G女16；　瀬薫炉「わたくしたち」

　one：ra　⑪男30，女エ6；　蔑女黛8「あなたがた」

　unura　O男30；　仙女28「おまえらj

　ko建鵠　⑪男30　rこれら」

醸
ware璃畿：　K男33，67；　N男ユ1「わたくしたち」

omja：～a：K男33，67；　N男54「あなたがた」

omjan～a：　N男54「あなたがたj

unalg　Sa：　淵叢33・6？；　N塊£5，54，女§8「論まえらj

koreiSa：　叢論盆5「こ芝佑ら」

koreB～a：　N男2馬54「これら」

k・raiSa：xc男25「この入（雪上）た司

daxeraSa：底幅33，67；　N　25，54　f『だれたち」

newren～a：興螂臨まえら」（u・・a・～・・より、いっそ5ののしる轍⇒鷲いる）

wa「e蠣e，女24．rわたくしたもJ

o搬mt～e：　女忽rあなた力零た」

daretstSe：女24「だれたち」

na｝reratSe：　女24「おまえら」

5・0賊S醸醤と陸う対立を見せるものは麹のと象ゆである．

（11）　OMS一欝面／x駕一・de

上に該峯するものは、例えば、

「死んで」

　◎賊Sm鯉“！羅e／鯉maxt“de

　　　　　　　　　　　　　　　（　142）



光だし、sにおいては．爾影が簸ぼi罐じ勢力で好われているらしい。

一bli．’9U，一muに終る藪詞∫こついて…般的に上のような対立が昆られるo

七七に謙ける例は；次のど勢診。

護）醒騒

marunde⑪男鎌瓢女28；S　ft34　r死んでj

　isonde　の女4弓；簾老女隠いで塞

aso煎6，　as騰融鋸女鰍　s「逓んで」

ただし。

　jaSU，de　⑪：女7◎，　8「休んで」

　三so，de§高山0高いでま

一綴eの方が禽勢o

KN
　mat’u，de　K鋸33，も7；　N疑9．20　r死んで」

　ojo，de　K：女盆0；r泳いで」

」・’δe駈謀判3澱「恥て」
ただし、

m・・u・de餐鄭1隆んでj

　aSon　aie　藪（伊郷名）女20「懇iんで」

唄eの：方が町勢。

戸鋼調査による結果は設のとおり。．

　　　　　　　　　i　o　　　瓢　　　K　　　飛

　　lsomGe　1　28　4i　O　．CF
　　igo’　die　（ilse’　ge），　2　3　16．v　！6

郵
窯
・
湾
．

鴨
戴

　KNとOM：とは明らかに対立するが、　Sには爾方の膨が行われていて、

ど：ちらともきめが〕魁ハ。

　δ．語　い

　こ～＝で扱う語いは、鳴竜に、撚②3で蓮べた5麟で灘る。菰の5吻

共通語の西畑に当る各樗の語形ぐ共通語勘よぴ露些泌1｝欝は婁顛ぺ以下に

あげるとfO　9である。

　な蕊、その前に．50藩以外1こし戸別訪閥による調盗に驚いて調べた1し

　　　　　　　　　　　　　　　（　143　〉



　　　　　　　　　　　　　　嫌

がるふ『；歩く」：訟よぴ：ゼ方雷調査」の際にたまた鷺観察し得たヂ禽1って：bU

る」の3語について特に蓮iべれ1ま次のと灘夢である。

「しかる」について轍、各回．譲のように分布しているの

　　　　　　　　　le　璽　戴　，翼　』s　欝

　　　　購a、。徹　1葱　12　魂

　　　　1鰍：験盈　　、　29　　　◎　　　1

　　　ンw蕊嚢蕎田川　1　　鑑　　　5〔｝　　　農

　　　　s量｛覧難戴囎雛i　　萎　　　0　　13

　　　　6望郷膿轡　　；　エ　　i　　G

　　　　7軋藏蝉灘悪　　　：　　墨　　　3　　　　2

　共遽語形鳶のぞけば惣

　　　鰹…va：9蟻

　　　鰐　w認蕊」蹴

　　　駈iδ7；　imeTu

　　　蕪　　〃

　　　＄　　〃

むたがって、

　　　　　　　　oノ麗鑓翼s

のような対立を見ることがで誕る。

　「歩く一網～二ついては、

　　　　　　　　　　　⑪　　　瓢
　　　　　　　　　1．
　　　　㍉⑳蕪｝…露…．’論…’
　　　　　a脚塾駁
　　　　　ale：鵬鎖　　．　　3｛）　　　35
　　　　　　　　　き　　　　　・曲用i　⑪　15

　　　　　弩暴磁磁　l　i　　o
　～　・舞巌腰1　3　3
　　　　　　　　　i

　共心藩形をのぞけば。

　　　歌　¢7恥ax

9　5　52
e　a　ge
e　c　s1
29　14　61
e　c　　　2

2　2　13

瓢　　　賢

君　　三．6

e　　　o

o　　　o

1壌　　器

1　　　盆

s

唾

rv

煤@74
i5　80
0　1，r）

e　3g”

e　　　g

　　瓢6

（1掘）



　　　羅　　e量阻隔’》e；凱“

　　　Kja魏
　　　N　4・r

　　　S　e：mau

Stthがつて　　　　　　tt

　　　　　　　　（1　f　1．Vff　fKN

のような蹴三把見ることができる・

＊に、共逓減の「知っている（知る）」にあ允る語を・

　　o真姻s　で　　ti◎’k舞

　　K　　　で　、“b6i　ru

と欝う講樵・曲馴瀞」と洞様瀟用をし撚はde「u「鵬」

と嗣灘な灘臆する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ob6：nai鄭らない　蚤0，kj3灘っている
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎b6：te　aroWa知っ．ているよ
　　～o搬麓ak5a知らない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0娩：tarara知rっていた　～okeni｛講レ》ているのに

　　～。k。　hi切継っている入

　　～◎ka（r）ak）a郷っているなら

　　～oka，te：ja知って、、・tSると嘗らことだ

惑て罰か一語二形に辣略椥語形舳融う・2α60証の

数字は、被凋査潜の年令が2⑪才代、60才代であることを示す。

　〈’1）夕　立

◎
麗
K
層
s

ju：（1就～量

f30，‘to，so．6g，7ej

　∫u：d就～i，5鴛：t＆も～！

　　r40翠　　1鳳疇。雲

　　　．．鳳．

ju；　datSi’

［ee．30，eej

縦にわか爾．の載。

加’k駄ke，　bu’kak三a鶏e

　費OJ　　　　［δ婦

　　　　×

bu’kake
［31ii＄　50，60j

b駁，k爲ke騰

f50，00，70］

　　　　×

　×

odoSiamebe

　f幽

　×

　×

　×

恥

（麟5）

／

k



㌧
．

．（2）　夕　方

O　×　kuregata　kureje：　kurejai　kure：，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［ee，4U］　．　［ro］　［7e　［so，70］

wt　×　kuregata　kureje，　kurJ’e：　x．　kure：
　　　　　　　　．　，　一　［bio］　［4e］　［ee・］　・　［，cl

K　ju．：9ata，　jo：9ata　kuregata　×　，．　kurej’a　×’
　　　　　［so’i　［3e，6v］　［oo，30］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［蜜），50，尊。］

N　×　．kuregata　×　km’e（：）」’a　x
　　　　　　　　　　　　　　　　　［10，20，5e；6［｝，70」　，　［2e，SO］

s　×　kuregata　kurejer．9ata　×　×，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［so，2v］　［ee3

藍i鮪okure
　　［誤）！

×

x

×

×

（3）　おけ（水を入れる）

　　壼村・ke

（婆）井　戸　　　　　　　　　　　　声

0重do　judo　k鵠wa騰nagare’kawa㈱ku撒　　　×　　　X
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！7e］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［・70］　　　　［40g一，so，60，70］　　　　　　　　　　　　　　四

M　idg．　jiu．bo．　×　×　x　tourago“‘”asva　teta　bougawa
　　　　　　　［70］　　．　［40］’　［一e］　　　［LO］

K　　　x　　　x　koe　×　×　×　×
　　　　　　・　［30，50，00］　一
N　　　x　　judo　x　×　×　　　　’　×　x
　　　　　［し鞭δ0，701

S　　　ido　judo　x　×　×　×　×　　［40］　［3・O，ew］

　　eeしみ雰を覆む厨　鞭．犠をためておく厨　’N　“eeタンク　艇猟勢しみタのわいてた壽っている駅

セ
コ

φ
o
．
雌
K
N
s

水たま夢

m正dzuta恥ari，
　　　　［30，4e，se］

斑i（池u，もa憩ari

　　　　［姻

　　　　　　　　　X

　　　　　　　　．3〈

珈id箔utamari
　［20，30，竈気♪ユ

tamari
［7e］

　　　×

dobu
　［sc］

debu
［30，50，＆r／，j

debu
［se，　oo，7Cj

　　　×

　x

　X

　×

dere
［70］

　×

　×

　×

　x

職k至5◎

　〔朗

　×

（6）　　fatS嚢ミき　勢

ρ　　kamak齪曜
　　［30，40，50躾，60参70ユ

1［asegi，

〔70蝋］

k＆Segirロe　　bポも～藍斑e
［40，50学藁㌔70ユ　　〔4G猟藁㍉50eeee］

　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

，　（146）

x be：katsugi
　．［4e］

ヒ



i

ず

　麗　　ka搬翫kiyi
　　　　　［40，00］

・K　）．〈．

N　kamLtkirimuSi
　　　　　　［60］

　s　　　　x

kase91me
　E30．50，　ew］

×

X

×

ba’tSime
［4⑪曇趣，鱒〕

　　×

　　e

　×

　　×

麺海色のもの　鵜旧訓のもの　鞭菊人の瀬Rにも健ラ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

・×

×

x

×

q．embi：me，　gepbe：me　×
　　騒］

gerabi：me
［L，O，30，eej

［2D，roo］

　　　　　　　×

（7）　う

O　uso
　　　［se，70］

鍍　　　x

K

N

s

艇綴口

そ

　oso
［‘te，so，ew］

　　×

x　oso　　　　［sc］

×　oso
　　　l50，60，70］

×　o＄o
　　　l20，3e，ec］

．lamaSu
［se，70］

jamaSu：
〔40，6的

．iamaSi
［30，00］

　　X

×

horahuki，　hora：huku
　［・te，7e］　［so］

horo：huku
　　［sc］

　　　　×

×

×

kibsune
　［7⑪帽

　　×

　　x

kitsune
［le，zo，se，7e］

　　　×　，

×

×

tereta
［so，se，eel

　　　×

×

）8
（
0

K

N

s

地　面
dr＞imera

脚ユ

　　×

×

×

×

　　斑id53
［40，　5D，　60，　7g］　．

　　鵡id5a
　［40，50，00］

　恥i（董5a，　m重d2；a

　［3e，su　Cecj

頭d5段
［2e，59，ee，70」

　恥：d5a
　［20，ee］

×

×

×

hita
［20］

×

×

×

×

X

d3ihe触
〔30，懸］

（9）　ふるV・（粉をふるthでふるう）

O　　　hur窺｛，　httr更：

　　　　　　［so］　［so，40，scee，70］

簸　　huri：
　　　f40→轍鰍50艦列］

’K　huri：
　　　f30，5｛｝，ee］

　　　　　huri：

　　　　［ge，oo］

S　hurui，　huri：
　　　　　r繊　　「謝
　　曇目のあらいもの（総翻）

搬ugur鷺s重
［5⑪懸曇・，60770］

muguruSi
　［4gee，soee＆j

　　　×．

1ぬuguru～董
fso，ee，70］

磁uguru～三

×

［ge，30eebe・x・de，as］

艇睡属の繍かいもの（粉、ぬか用）

×

nukahuri：　×
　　［50］

　　　x　・　sosor］
　　　　　　　　　　　［2e］

mugihuri：　×
　　［se］

　　　×　　　　　　　×

　　　　　　赫甚曇大きいもの

×

．
貌

、
♂

〉く

）〈

　（oroSi）　d“b’　artdi

曇管騰騰4、さいもの
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跳
腰
×

　
℃
K
ε

｝
の

げ
　
　
　
　
　リ

コ
π
。
醸

．
、
＼
．

．
総
3

y
㎏
脚
×

K
N
S

　ke：na
［go，so，ee，7g］

　kema
　£・圭〔1，59，腹〉］

kja：na
　［a・o，so，6：．ii

　kja：na
150，ac，701

ke：na
co，3D，se］

　　　　’un－w

　　　x

hi，も～0，藪e

　Eso］

　　　．Y．．

　　　×

　　　×

（1／）かかし（属んぼのかかし）

O　　　kaka～1　　　　0（達0～i　　　　　　　唱．　×
　　　［se，4e，r，o，”to　3　130，n．・o，t・o，70］

M　kgekaSi．　gdoSi　tsutsumegaodoK．i
　　　　　　£・墨。，5偽　　　　　　［40，50］　　　　　　　　［面ユ　　　，

K　x　．　odoSi　’　・　×
　　　　　　　　　　　　　　　［30，50，eej

N　　　　　　x　　　　　　　　　odo～三　　　　　　　　　　　　　x

　　　　　　　　　　　　　　［2〔｝，50，6も憩，？oユ

S　kakaSi　odoSi　’　×　　　　　　［20］　［se］

　　輔人葎ξεカ．ラニがシ芝を奮む　騰騰ξ動おNJ“しに硬うなわを雷ラ

　　x

　　×

　　X

　　ts’　c

叡）rΣでyF蒐0～i

〔8も鞭肇

ng

（12）穣

O．　ine　tabu　y，　　　　［3e，7e］　［30，ilb，5e，6e，70de］

聾璽　　　×　　　　　　　　　　　tal）u鞭　　　　　　　　　　　　ne：eewwe

　　　　　　　　　　　　　　　　　［so，ee］　，　［4e，se，6e　j

K．　；（　tabu　・　×　　　　　　　　　　　　　£鈴瞬門川，50聴聴，麟）瞬塘斡斡ユ

N　　　　x　tabu　L・一，t　　　　　　　　　　　　　・［20NNee，50，＊Woout・N一，7B“N“］

S　　　×　　　　　　　　ねbぜ購　　　　　　　　　i〕e：鞭難

　　　　　　　　　　　　　　　　　［20，30，sg］　［20．3g，ee］

　　噛詫》入って柚れるミ讐　艦姫穣力7綴てから　eegetsesの撮ないξきも　V’ac’N’va小藷いEき

．mu．一一

（13月読　ろ

e’　boro　donsabero
　　　［40．5e，ee，”iO］　！・1・D3

瓢　　　boro　　do盈s疹b6rQ：，　domsakubor（》管，　do扮d5aboro献層

　　　　　clej　［ua］　．　［4e］　rca］

K　boro　’　×　　　［30．se，en］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈　148　）

kakou柵
　　　［su］

kakoueenv’N
　［ew］

kako：曇箭猟
［30，〔籾

　　X

　　）く

horo
蓋謝

1

の



5

N　bore　fio2dzaifeeag，　dondzaborove“Fpa
　　　［se］　［5」，L“，’7g］　’　［5D］

S　boro　（dondza）
　　　ぎ2（li　j・．3〔レ　　　　　蕾

　A’いかにも磐た憂いぽろ　搬をひξ“い俵ろ　曇撒擾ろ禦　軸韓轍麟ろ樫

X
X

horo鞭鞭
・gsa，oo，ro］

　　x

（14）太v・i薪

｛》　　　　頚nuS1ユkubi，三】臣U～ikiご

　　　［，lo，［o，6e，70］　［3eJ

搬　　　mus遷kub蓋
　　　　f．o，so，ffej

K　musukttbi
　　　　fje．sO．eeJ

N　mukubi
　　　　［’iej

S　musukubi
　af2e，3（｝，8S］

曇ま窪の穂醇　嶺職欝穆でもある

　　　9Q瓜1
　　£鋤，4⑪、δo，70ユ

　　　90rnl
　i　［sc’e　50，00］

　　　9cz取i騰

　　陶，鵬69］

　　　90磁三
；王。壁曇識⑪，50，60，7⑰1

　　　　×

葦x）級ko

［70］

　x

（15）おきゆう（おきゆうをすえる）

　　廃村3ahi（ただしNに∫ahe［コ0コ．あり）

．（16）　持って回る

　　　二村me’te．kuru

（17）　努まる

　　全村okiru

（1．8）　こくく稲や笈准こく）

O　Sigeku　naderu　　fttO，」iv，5｛｝，ee，70］　fse，　oo，7Dj

M　Sigoku　naderu　　　FiU，sc，anj　f・le　j

K　Sigbku　・　×　　　正3り，50，60j

N　　Sigoku　　　　　　　捻＆δer群繍
　　r20，渕鴨70鱗赫j　　　　　　　　　P鴇j

S　SigDku　．v．，　　　rx），30，eej

　騰蕾の継こき濃につい℃禽う 艇敏漫の齢　槽を駈．ξ藪の騰負・

　　　　　　×

　　　　　　x

　　　　　　x

　　　　jagi’teftftww

　　　　　r蝿

　　　　　　×・

鰍蓼無縫嫉でこく

（19）ずわる

く　149　）



ド
曳

0
頚
K
麟
s

SUW寂r鷺
fso．，40j

suw銭y犠
r婆リユ

　　×

　　×

S即a職
fee’sc］

　　　　iro

fso，40，se，oo，7g］

　　　　iro

　　面，603

　　　　iro

　　［3ij，sc，ee］

　　　　iro

［IO，20，so，6i，7　］

　　　　iro

　　　f30ユ

hidsamatsuke
　　　［MJ

hidzamadzuite
　　　［40」

一　　　　　×

　　　　　×　　　　・

hid”“amatsu’te
　　f30］

itasube
f70」

　　×

　　×

　　×

　　×

（20）

o

K

N

s

　あぐらをかく

aguru，　aguro
if30」　’　［de，70」　’

agurh
r4　，60］

aq，　ura

rsol

　　×

　　x

atsukja：，　atsuke（：），　atsqkai

　　［70］　f30，50J　［70］

atsuke
「40，50ま　　．

a纈kゴa：
　lse，ee］

atsukja：
［20，se，ou，”io］

ats諏e：
［20，3g，ew］

adzukura
　f40」

　一　×・

　　　×

　　　　亀

　　　×

　　　×

igore
［7eJ

　×

×

　×

×

（21）びっくりする

O　bi’kuriSltara　bu’．tso：bete　so：be；tara　tSebeitara　tamaketgL　×
　　　　　f4e，7e］　・．　’　［sel　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f40，7e］　fso］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r30コ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tSp．　bbitSL　tamageEa　tsu’u”sp．　beirowit　　　　　　×　’　bu’tsobei’ta　sobe：rU
　　　　　　　　　　　　　　　［su，ee］　gso，oo］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［ee］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［4e，su’，・eo　j・　［40］

K　x　bu’tSobe：ru　’×　x　×’　×　　　　　　　　　　　　　［30，50，ee］

N　x　bu’tsobe：ru，　＄obe：ru　×　×　×’
　　　　　　　　　　　　　　［20，50j　［20，50」　，

　　　　　　　　　　　　bu，もs（薩）玉eta　　　　　　　　　　，
　　　　　　　　　　　　　　　ree，70］

S　bi’kuriSlta　bu’tsobi：tara　x　x　×　×
　　　　　［2e，ee］　fsoj　・　’

M’

（21）

　Q

躍

　｝£

　N

　s

v．…

手脚：い人

teもsモユ｛至ai

［70］

　　×

　　×

　　．y．

　　×

　　joso：Si，　josowaSi，　］“oso

　［sa，40，so］　r60］　［ro］

　　3’OSO：　Si

〔40，59，（沁ユ

　　jOSO召～量，　jo93：～三

　　［50］　；30，eej

　　jes6RSi，　jo＄a：so　hito

r20，so，oo，70］　［le］

　　josasuru　hito
　　　［ee，su，8C］

　×
．

　　×

suke：
fso’ooj

　×

　　×
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ブ
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E

（22）　　誘惑．、た

。　　　　栃uk窃ret＆

　　　　　［70］

酸　　　　x

K　　　　x

N　　　　x

s　　　　x

（2・3）

o
・獺

K’

s

（その1）’

　　　　×

　　　×

　　　×

ku総bire捷
　　［ee，7g］

　　　×

ke：darui，　darukja
　　［70］　［7e］

ke：d蜘i
．醜，60］

k6：daru三

［2D，sc，SOj

X
×

ge’suyiSita
［sa，‘te，sc，roj

ge’suriSlta
　　ree，soj

　　　　×

　　　　×

×

×

　　〉く

　　又

kowakja
　　陶墨

kewakute
　　［sc］

疲れた　（その2）

　　　　　　　　x

　　　　　　　　X

pidsike’te，　o’pid3ikete

　［3e，oo］　，　［3e，50，ee］

　　　　　　　　×

　　　　　　　　　　×

藁2｛滋葬毒警ひろ島に入って瀦ミた

　　　・×

　　　×

kakutSa：　ru
　　｛30，ew］

　　　×

　　　×

　　　×

　　　x

　　　X

hi’tSiketa
　　［nd］

　　　×

（24）　蹄」　藩．．

　　　全封　mada！ra

（25）年長麿
（）　　　1篇eue鎗◎　hiセ⑪

　　　　　　　f70」．

獺　　　】neUe
　　　　　［sg］

K　　　　　x

N　　　　又

s　　　　　x

　　衝　一・麟八、⑳ぐ響欝膝

×

×

　　　　〉’〈

　　　　・×

もG～iuenQ　鵬O笠0
　　　　［8り］

　加～ijori，　　　加～or三

　　　［7gj　［3e，A．o，sc］

toSori
［40，50，00］

to～or三

［so，50，00］

toSori　’

［so，oo，7ej

毛。～or童

　［3e］

dod3i．e

　f70］

　　×

　　×

dod頭が
　［60］

　　×

×

×

　　　x

ejakats
　［20j

　　×　・

（26）

o

K

N

かわいらしい

kawja：Si：，　kawe：Sikja，

　（ooj　［40，｛O，701

kawe：　Sikja
　I40．50，en］　．

　　　　　　　　礎
kawja：　Sike

r30，so，6Dj

kwja：　Sike，　kaj．a（；）Sike

　rge，so，nj　rlo，ee］

．kawe：raSikja
　　fso　1

（15i）
f

3’oke

［40，7e］

］’oke

・［40］

　　x

　　×

　　・￥

de：dsiso：
　　［5S］

　　×

×

r



s

（27）

o

酸

K

s

kawe：　Sitce　．

　脚，8むユ

’joke

［eo］

x

　　腐　る

　kusarowa
　　f30，・10，50，70］

・　kusaru
　fae，so，6e］

　kusaru
r3e，se，60j

　kusaru
f20，SO，oo，1iOJ

　kusaru
　　（rm“一〇．soj

　　　　x

　　　　x

　　　　s”’

hi：，kiユSEurzユ

　　　［胡

　　　　×

hi’kugarara・

　　　；30j

suerowa
　［se．7e］

　×

　x

　×

　x

　　×

　　×

　　×

tokeiru
i20，5g，ee］

　　x

（28）粗末な

e　somatsu　dzora　otsu：’
　　　　　f70」　［ee，7ej　lce，7ej

’Bg　×　dzora　otsudo：
　　　　　　　　　　〔60］　　　£遥Oレ50］

K　　×　・x　x

x
×
…
．
R
画
脚
誌
　
薇
…
”
鮒

，
翼
も
C
婚
。
蟹
K
N
．
S
掘

X
×

X
×

×
x
x

he繊do㍑
［L・o，50］

heもado
　l3ej

he鶏do：　　x
r30，姦0，50，7劔

　　　×　waruke
　　　　　　　　I透Gj

　　　》く　　　　　X

X
×

x
X

　　　琴　　　x

　　　×　’x’

　　x．〔セ。認聡三n亀
　　　　　　　［朗

　　　　　伽tadja：ma
　　　　　　　贈ユ

。’kaSike　x
［se］

　　　x　　　　　x

瓦
X

　×

deira
［co］

　　ひ亀じゃ

j，tiwakja
［：，C｝．40．f，　O．sc，Ft6］

j’uwakja
　r4e，so，oo　j

　　　　・×

　　　　×

juw且kja：
£鱒・鐙餌

　　　　x

　　　　x

kati：　ru，　katSi：　ru

　C60］　［30，se］

ka七i：職，　kaもe：te

　　［IO】　　　1二20P50．60］

　　　　x

数が：らく　　　”

　　he：鎗：’》heiteiNhi：もi：’｝he：t～i：鍾》hi：も～玉：

D⑬
o

茶わん

t．SawaB　90ki
［30，se］　［3e，4e，so，oo，7e］

×　誌3

kikud鑑翫ra
　　［50］

kikudzarぎ鞭
　　［（沁］　．

　　　（i52）

d30：gi
£老人］

　　×

　　　　　　　ぷ
　　職naも～窃
建蔚，59，6D，70凄

　　　　　x



　’k”　x　go｝｛iig　×　d3／e；gi，　d3p：bi“eeig　；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　rsoj　　　　　　　　　　　　　［鵡　　　　　　　　　　　　　∫棚

　N　　　×　goltice　×　x’　×　　　　　　　　　　　　r2⑪，5⑪，60験？嚢j

s　　×　”r2驚勧　　　×　　　x　．　　澄鷲｝～a

　　　賛籔丁田ん　麟夢いくらか挙ためのもの　騰翰蟻ξわんnt切
｝h．tt．t．＋ttt．，．．r．．．．．．．nVtr．．．．．．．．．．、．．tt．ttt　・　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「．一t．・mu．tww噌一rr．一．一伽．門．．．’．．．．．．“．．　　・　　　．　　　　　tt　　一一m一一一

　（32）．　湊｝カtS（海に二対して）

　O　　oka　×　’　×　　　　f40，50，00，70i

　’］igff．　oka　jaburo　’V．　　　　　励」　　　　　　　陶」

　’K　oka　jaburoee　okudrbigeeteeai
　　　　　f30，eej　f：／），ewj，　；50J
　N　’　一〇．lgq．．．“　jaP．u．　yoeeN，　jgbp．ro　×．
　　　　　［oo，7ひ］　　　　　　　　　　　　　　　　鋤J　　　r2の｝

　＄　　　　×　　　　　　ja：b㎜◎轍憩　　　　　　　　　　x
　　　　　　　　　　　　　　　f2，0，3G，EO］

．一一，＿．綜・．．凝議ρ聖弾出・．韓鈴lil糠嫁の外．c’　｛，内で赫1呼曙｝霜纏勢1章呼．屯を＿＿＿＿～

　（33＞己　ブ乏く＄ん

　e　　’　Si’kari　go：bu　dzonbun　x
　　　　g3e，40，su．er，70］　［70」　［3Q，？o］

　M　Si’kari　×　×　×　　　　　　fse］

　K　　．　Si’kari　×　×　jera
　　　　　f30，00，eoj　［scJ
　N　SYkari　×　×　×　　　　rlo，銀），獣）t5e，貰｝」

　．S　　　　～毫，kar三　　　　　　　　X　　　　　　　　　　　X　　　　　　　　　’　　X

　　　　　［LO，nv，．ee］

一一一一一　一一・一一一一一一一一…一一
　（34）まれに

　O　tama（：）ni
　　　　　「30，40，縦），7｛｝コ

　醗　　　　x

　K　telcitama，　toki’tama
　　　　　　［30，00］　［sc］

　N　　　；（

　S　tama：ni，　tokitama
　　　　　　〔面ユ　　　　［80】
’tsrmwyw一．．．pt

　　×

　　×

tokijama

　卿3

　　×

　　×

he：　te：

　脚｝

｝玉e三te韮

［50］

　＞r．

he：わe：bu】匝

　卿、70ユ

　×

（35）　うらや》桑しv・

（253）



O　u瞬ama～i：，urajama～ikja，鱒a：ma～1二
　　　　　　　脚ユ

M　urja：maSi；
　　　　　　　［50j

K　遺恩脚a～i：
　　　　　［3“，5D．6｛〉］

N　urajamaSilte
　　　　　　　f繭

S　urajamaSike
　　　　　　　I20，7g］

［40，se］ ［7⑪ユ

　　　　　　マ

　囁

　　　　．

　　　×

toSiraSikja

　　［4e］

　　　　×・

toSiraSi：

　　　　×

te’boSigar“

　　　［ooj

　　　　×

　　　　×

　　　　×

　　　　×

　　（36）．　｛．こ　　
芝
⊃

一．．．．　全射蝿5重．．．一．一．．．．．．．、．．

　　（37）

　0　haro：ta’te　suneru
　　　　　r30，A．e，70」　r．3ej

　M　haro：tatete　×
　　　　　　　f4e］

　K　y．　×
　N　　　　×　　　．　×

　s　　　　x　×

　　（38）　　’樺午しV、

　o　osi：
　　　　　［30，40，5（｝，7Ci］

　M　oSi：
　　　　　　［60］

　　K　　　）

　N　oSi；
　　　　　　［oo，70　j

　　S　oSike：
　　　　　　120，30，ee］

・一…一一一

魔
腹を立ててぶすぶす鷺う

　　　　　　　　　　　　　　　　×　jakamaSikja　9udzuru　×
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［se］　r3v，4e，so，7e］

　　　　　　　　　　　　　　　　×　　　　　　　　　×　X　　　　　　　x

　　　　　　　　　　　muSiga　x“a’£e　×　×　id”b’irete

　　　　　　　　　　　　　［so’se’ee］　・　rso，60］

　　　　　　　　　　　muSiga　wa’　te，　×　×　’　’×
　　　　　　　　　　　　　　［ZO，50ユ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　　　　　　　　　muSe　wakaSite
　　　　　　　　　　　　　　　［6e］　’

　　　　　　　　　　　　　　　　×　　　　　　　　×　×　　　　　×

X
X
×
×hukure施．

　　r8⑪ユ

鵜。’t滋n滋

　rTo］

mD’te：nakja
　　r・toj

mo’tta：na’｝〈ja，　mottana（koto）

　　　［M），6⑪ユ．　　．［59ヨ

　　　×

　　　×

a’taragi
1〔し。」

a，tara～三ご

［50ユ

　　×

　　×

　　　×

（39．＞

e

M

K

　うるさい

urusai，　urusakja
［3e，701　［40］

urusai，　urusakja
［6e］・　［se］

urusai，　urusakja，　uru’Sa：

［503　［3e，eel　l　r30，eo］

jakamaSi：，　jakamaSikja
　　F30．70］　［50］

jakamaSi：，　jakamo：Sikja

　　f40，seJ　r4g］　，

　　　　　　　　　x

（　154　）

　　　　　　　　　　　　　ノ

kitanai
　looj

　　×

　　x



　
、
h
ソ

s
…
催
。
醒
K

urusai，　urusakj’a
　［70］　［se］
　　　　　　　　　　＃

　　　　　　×

　くすぐる

kps．　sugtiru

　髄，40，70J

奪usuguru
［40，50，ec］

kusugu’takja，
　　［30，00］

kuSeguru
　　［se］　，

kusugu’teif
　　flej

S　kusuguru
　　　　　　凶」

　　奨くすぐったい

ja｝勲雌kj畠，　jamaka～ikja
　　　llV］　［‘D］，

jakamaSi：，　jakamaSisa
　　［ee・ee］　［3．9．］　．．　．．

mutsuko：Si．　mutsuko：Sikja
　　　脚〕　　　［。o］

mutsuko1　sikute
　　．［4e，se，oo］

mudzukoeSikja
　　　rec］

mutsukoeSi；W
　　　脚3

×

gusuguru
［30，40，70］

　　×

　　×

k圭伽akja　・
・〔60］

　　　X

　　　　メ
　　　　、．．．。．

m．αsug噴＆蚕

　　　f50J

　　　　×

9usugu’be，
　［20，se］

9usuguru
［le，ew，70］

×

×

x

（4D　めん類（うどん、

　　　：全村　共通語に聞じ。

そばなど）

（42）　　きた1な㌔．、　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

O　　　k｛捻nai，　k重，tana孟，　kiもanak3a　bu～ou．　bi～ou，　bi～o：da　　urusai
　　　　　　l’70］　　　　　［30］　　　　　　　［4⑪］　　　　　　［40，70」　　［50］　　　　　［6⑪］　　　　　　　［60」

腋　　　　　　　　　　　×　　　　　　　　　　　　b童～ou　　　　　　　　　　　　　　　×

　　　　　　　　　　　』　　　　　　　［・≦o，50，6⑪］

K　　　　kitanja：　　　　　　　　　　　　　　　　bu～o：dGe　　　　　　　　　　　　　×

　　　　　［50】　　　　　．　　　「3⑪，60ヨ
　　　　　　
N　　　　k至撫nai　　　　　　　　　　　　　　　　　bロ～◎：doe　　　　　　　　　　　urusai

　　　　　［60，70ユ　　　　　　　　［50」　　　　　　　〔fl◎j

S　kitanai　　　　　　　　×．　　　　　urusai
・1． @　　　　　［bOj　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「2⑪，30」

（43）　　まぶし’b．

0　　　　夏竣abu～i（：）kja　　　　　　　megakurand白　　　　　　　×　　　　　　　　　×

　　　　　　【4⑪，50，70j　　　　　　r30］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む

酸．轟ﾐ歪・・噸’k殉・9akti「ared・　x　x

K　　 （詑鍮なし）　　　　　　　　　　　　　　　　　u．．

N　　　鵬abu～｛：　　　　　　　　’　　　　．×　　　　　　　．　　　x

　　　　　［60，70J

S×　　x．t～irat～ira～童te　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．r8⑪」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寧　（155）

ni’kuke
　［oo］

　　×

　　X

　　x

　　×

×
×

」’e．：　tsukute　jamete

　　　［ze］　［loj

　　　×　　　　　×

グ



腎

．（44）　封一充る

．｛｝　　鍛ユae蹴，　　　ame：90su臓，　omJa：90suru
　　　　　　　［30］　　　　　　　　　　　　　　　　　　£・鐙，5｛》，7轟3　　　　　［釦コ

　　　　　am＆，もarerowa
　　　　　　　　［・Oj　・

鍍　　ama’tareru　ame：90suru，　ameigosuru
　　　　　　　［・iO］　　　　　　　　　　　　　　　　　　［・王⑪，eOj　　　　　　〔nV｝

護K．　　　　　　？ぐ　　　　　．amja：9〔｝su

　　　　　　　　　　　　　　　　　［3e，6ω

　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　×　　　　　　　　amJa：90SU

　　　　　　　　　　　　　　　　　疋50，70j

S　　x　　蹴3：9。s聡ru
　　　　　　　　　　　　　　　　　　［．o，・o］

（菊）　（つめで）ぴつかぐ

O　hi’kaku，’h三’kad5童ru　　×
　　　　［30，40蓼70ユ　　．　f40］

x

x

g

SitSa：　wosu
　　［50］

　　　x

x

x

×

wggamarna，　ljts
　　　　［de］

　　　　　L＆’

蘇

K　　’

×

x

×

lya’tSigiru，　katSi’te

r30，護〔｝．黍｛｝｝　　　r7⑪］

ka－k．hp．qS’i’ee　ka’eSagiru

［ao，eej

　　×

　　x

S　×　karamuSiru　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［こ。］

（46）「緑

騨Qka：七～ap，o’ka，　u職a　hoa
　　　　　　［3PJ　　　　　　　　　　　　［”p］　　　　　　　　　　　　　　　　［30，40，70］　lee］

　　　o’kasare，　e’Ka：Ttsam

　　　　“se］　［J・o］

擁　　k＆：も～鼠B，o◎ka　　　u！？瓢3　　×

　　　　E40」　E40］　［40，tw．tic｝］

1〈

s

　　　　［・畷

’　ka’．tSagiru，　ka’tSaku

　　　　　［30，ee］　f50］

　　k．a’tSagir”u，　ka’tSigi’te，

　　　　　　　　　　　　　［萌　　　［io，20，’tie］

　　ka，t～翫ku

　　　齢j

　　ka’eSagiiw
　　　　［．o］

b疑，kat～量，もe，

　　　fio］

b級『k＆d5三ra芝a

　　　f10］

　　　x

X
聖
×

）〈

o’i｛a：

　　［30］

率ふつうの人が優ラ

x

　　　　×　boe’dohol／s
　　　　　　　　　f3〔｝，5⑪，〔治ヨ

　　　uお源蕊　　　h◎旨層鞭

r20，so，ee，70］・x一　［70］

　　　　×　　　　　　×

　ho：，　h，o；do／no’／／

r．30，”te］　plq］

ho：sama
　［6ej

ho：tSa，　ho：do
　［・to，oo］　［co］

　　　　　×

e　〉〈

x

x

kako：ξ5a灘艮

　　Ioo］

　ぴ
a’垂＝gF－Fge

kak◎君，1｛爲kas

r30，so，eclxJel

kakoeceeFN・

　1’io］

　　　　x’

／〈諺

×

x

　つ

apa職e
　〔eOJ

＄“emaの低い人が働樹糟分囑い入th・tWS＊，＄s・de小さい鰍力櫛

．（47）兄

（　156　）



停

0
麗
K
頁
S

　　a臨～鋤、
　｛30，・孟O，5Gコ

　　翻t～an
　　£・主。，bO］

　　舗t～ara
　　£30，帽

　　鶴も～ara

　　［lo，sg］

　　鋤玉：

　　　即，

蚕義遷の．兄

a叢1Sa欝．

脚3

．

　　asei，　aseidone
　　［30，40］［3醐，岬。】’

　　我Sei
　　．［3し韓，醐

　　aSe：，　aSe：dono
［30，50，00］　．［30，001

　　aSi：，　aSi：dio，　aSi：done

［20，’e’｝o，70］　［tio］　［iel

　　a～呈：

　　£石垣．｝窪

ゆ

n犠13烈鼓：

　［jo］

澄a窮na
［eo］

　　×

　　×

　　×

×
X
X
X

：
斑
」
0
溺

～
〔

（48）　評論が來たときの食事．

　　　全翼90t～iSo：

（49．）　ふだんの食聯

e　asq’meSi　．　asake　×　，，，
　　　　　　［iOj　［・IO，60，70］

×
×
X
メ

瓢
K
斑
s

　　訊s駐．k¢　x

r．50，醐

　　asake　　段S段mo難◎

　　£30・、SO渕　醐

　　asake　x
［IO，2．0，50，60，70］

　　as翫ke　　×　　・
　　£IG，70コ

hiru　hコ。：臓，　ju：me～室30：ke，
［70］　［・lti，oo，7e］　［’．c｝］　［．30，ew，7gi

　　　　　hjo：　roe　lp“ke
　　　　　　　脚］　　　　　fl⑪」

・hf臓h30ura　j◎隣e～三jouke
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［・io，au　［tiO］　［40；50，ew］　’［・10，50］

hirtu　hj’o：ra　×　．　jo：ke．
　［jo］　［3，6，　so，　cn］　［30，so，　eg］

　　x　hjo：ra　．×　jo．：k．e
　　　　　　　　　　　　　　　　　llO，20，50．6（｝，7［］　　　　fiO，20，50，00，70］

　量貢搬　hfo：r段　×　」◎：ke
　　［，O］　［，O］　．　［20．10，70］

　　x’

jO：　rnO！10
130，50，001

　　×

　　×

（50）

o

K

s

焼ける

∫欲e澱
f40，701

jakeru
［go，so．60j

　　x

　　×

　　x

　　　論

SaSakute
　　［70］　．

　　　　　　　　　　　　　　ミ野SaSaku
［・10，50，ee］

～農～aketa

［3e，so，en］

SaSakeru，　SaSakube
［lo，oo，70］　［2e，so］

　～a～劉keru

［　o，3e，scl

tSatYaku
　［・，o］

越就～ake宅a
脚，5⑪・｛凱

　　×

　　×

　　4．結

　暑旧識よぴ文法は、語いと性質影よぴ取扱いの点、で次のように違うので、

別別に扱うこととするe　　　　．ig　　　　　・　　　　　　　　恕

　　（．．1）音韻海よぴ丈法は体系的事実であるが、語いは個別的事実である◎

　　　　　t／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　157　）
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x

1

　（2）蚕韻および交法については、その特徴がすべてとり出されてV・る

と君って竜いいが、語V・については、そのごく一部分が、しかも適顧こ（作

爲的に）選ばれているにすぎない。『

　（3）　風韻および：交法につV・ては、積極的事実によってtS語いについて

は、積極的および三極約三品によって5か村の対立が見られて、いる。つま

り瀧智については、たとえば、共通語のAという書韻に対して、X村では

bと竜。とも言わないがaと雷い、Y村ではaともeとも言わないがbと

肯い、Z村でぽaと亀bとも雷わないが。と惑うという事実によって

　　　　　　　　　　　　X［a］　／　Y［h］　f　Z［c］

という対立を見ることができる。これに対し、後者につ、・ては、たとえば、

共通語のAという語いに対して、X村とY村とではaと雷い、　Z村では＆

とは言わないし、同じA．という語、、に対して、塔らに、Y村とZ村とでは

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　塾
a’ ﾆ比うが、X村ではピa’とは鴛わないという事実によって

　　　　　　　　　　　　，XY（a）　！　Z　（　一）

　　　　　　　　　　　　”YZtSa’）／？一く1　（’r）　．

という対立を冤る｝とができる。斜線の左側は臨調均事実でma　V．同じく

：右側は消極的事実である。

音韻につWご得た村の対立は次璽みっつである。

　　　　　　　　　　　　OS／M／KN

　　　　　　　　　　　　OIMfKNIS

　　　　　　　　　　　　OKNS／M

　丈法にウハて轡た村の対立は次の五つである。

　　　　　　　　　　　　eMNSIK

　　　　　　　　　　　　o腋／掴［s／K

　　　　　　，　OMIKNS・
　　　　　　e’　　　　　　　　　　　　　　　＿轡

　　　　　　　　　　　　o蟹／KN／s

　　　　　　　　　　　　　　　（258）



　　　　　　　　　　　orvgs／K．N

上の8種類の村の対立によって．各付が同じ対立項に属する劉数髪調べ

ると、次のと：糞りである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　E
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t

K
r
1
0

竺
5

　以上の回数によって村相五の結

合度を図に示せば図109のように

なる。なお、村をかこむマルは、

その村がほかの4か村に対して独

：立する園数を示す【

　覧た、以上の回数によって、ふ

たつの村がつくるグ・L／・・一・プの序列

をつくり、その等級をきめれば次

のと艶郵である。

第1級

第2級

第3級

N
獺
S
S
N
S
S
K
飛
K

K
O
N
O
O
簾
K
O
瓢
湖

N
…
2
1
6

6
5
4
4
2
2
1
工
1
◎

δ
瓢
K
N

S
　
4
2
2
4
＾

（tlg：b．

　　　　図109　　　　亀

以上によって・KとN・　Oと麓との結合の度合が高く・KとS・0ξ

．とK，MとN，　MとKとの結合の度合が低bと考えることがで選よう。

　　　　　　　　　　　　　（159）



気

奪

　次に、語いについて見れば、ます、50の共通語に二対して出て來授非共遜

表形のそれぞれについて、そう狂うか劇言わないかによって、五つの村達つ’

ねにふたつのグループに分けると、その組合せの場合は次のよ．うである魅

⑪蜘KNS
⑪K藩主s

＊Ni］纒KS

o鯛網K蟄

醗く1⑪NS

MN　‘OKS

醒鐘紛K餌

K翼；mpl　IS

KSIo麗層

層SlO璽K

o蝦KiNS
e：鍍N／Ks

⑪醗slKN

鯵KN！魏s　　，

ok＄灘N

ONS1簾K’

wtKN　iOS

⇔醸KNが

。醒NS瑳（

《．簸く層S1瀬

sul〈NSfO

⑪／酸KR＄

胸⑪K照
Kノ⑪簸粥

N／0瓢KS

釧。．賊K：N

　非乱淫語
　形だけ

　　　！1

　　　3

　　　4

　　　2

　　　1

　　　1

　　　ユ

　　　3

　　　1

　　　2

　　　3

　　　4

　　　6

e　　　3

　　　0

　　　1

　　　2

　　　3

　　　3

　　　1

　　　1

　　　15

　　　12

　　　ユ2

　　　13

　　　6

cf．憂欝（共磁語男多

十非ヌ蕎題語形）

　　18

　　　3

　　　5

　　　3

　　　工

　　　1

　　　2

　　　3

　　　1

　　　2

　　　5

　　　6

　　11

　　　3

　　　1

　　　王

　　　L）

　　　5

　　　4

　　　2

　　　1

　　25

　　11

　　ユ3

　　14

　　　8

／

113

（160）
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以hlC　“って・ふたつの村が罪期憩藷形に麗レ碓極：勺に一致するぐ結

合する）歪軸ま垂心の示すと：蒙りである。こごで、非共遮1！ξ形だけについ

て考えた灘海恥共通語形は、おそらくどの村に馬多少はおこなわれてい

るはすて．、村の対立を見る手がかりとするには適当でないと考えたからで

ある。な驚、同論をi数える際に、一上にあげた対立の最後の五つ嵌のぞい

尭G6（も至騒べ謬照）。

　　　　　　　　　　　　　　　嚢　ll

　　　　　　　　　O囁M　　K　　N　　S　　計

　　　　　　e　3－O　13　！9　13　75
　　　　　　B｛　1　，30　IO　14　11　65　・
　　　　　　王く二　　　　　13　　　　10　　　　　　　　　13　　　　3　　　　39

　　　　　　N　19　14　；3　8　54
　　　　　　S’　，　13　11　3　8　35

欧に、ふ疫㌧の村が溝極的に一致する（結合する）回：数は次のとおりで

ある⑪

　　　　　　　il

　　　　　　延》

　　　　　　譲

　　　　　　1〈

　　　　　　類

　　　　　　s1

0

6

‘i

3

7

簾

。
）

E
）

6

13

蓑

」“

，1

9

2e

20

12

N　　S　　計

　3　7　20
　6　13　34
20　20　5；3

　　　18　47

18　58
　以上によ跨、ふ疫つの村がそれぞれ一致する割合を次のように計算して

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐみる。磁極融＿致には重み　2をかける。その理由は．たと二心年たつ

の村が綱L語を亀っていることばよくよくのことであ勢．それに対して．

証がの村が岡じ語を亀っていないということによって一致するということ

濠、それ糠ど重要なことではないと考えられる。一般にrない」というこ
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とを確ξ壊こ知ることは容易ではなく、そもそも『似ている」ということは、

」阿じ特徴を積極的に示す」とV・うことと考えられるのである⑳

　さて、その計算は、

　　　あ・村嚇村・の三一ぽ鶉一叢雛響謬驕数・・

　　　　　　　　　　　　　　・暖雨翻翻：三器課臨

　　　　Seとえば、　KのNに対する一一致変は、

　　　　　　　　　　　　　　20　　　　　　　　　13　　　　　　　　　　　　　　　一＝1　．0　1i　．　　　　　　　　　　一×2十一一
　　　　　　　　　　　　　　53　　　　　　　　　Y）9

　　　　のように計箕され、寧のKに対する一致度は、

　　　i　．　，g｝．．g＋一ri9，・　＝o．908

　　　のように計算される。これらによって、KN4）一致度は、

　　　　　　　　　1磁吉Q308一α…

　　　　すなわち、李均織によって求めてみ允。

　　　　このようにして、二村の一一致窒を計箪すれば次のようである。

　　　　　　　　　瀬　　K　　N　　＄　l

　　　　　　　　　l．10　O．65　O．72　O．78　iO

　　　　　　　，　O．63　O．63　O．68　1M
　　　　　　　　　　　　　　　　o．g8　OS3　IK

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e．73　1

　　　　以上によ）t、ふ允つの村がつくるグループの序列と薯級とを

　　　　見れば次のとおりである。

　　　　　　　第；1級’　　　0醒　　　　1．10

　　　　　　　　　　　　　　K／X　O．98

　　　　　　　第2級　　　　OS　　　　O．78

　　　　　　　　　　　　　　NS　O．73

　　　　　　　　　　　　　　0N　‘）．72
　　　　　　　参客　3　級　　　　　　｝獲S　　　　　　O．68

　　　　　　　　　　　　　　　（　’i　62　）



t

曳

　　　　　　　　　　　　　　　ptE〈　〈）．G5

　　　　　　　　　　　　　　　顛K　　　　　　｛｝。｛s3

　　　　　　　　　　　　　　　獺潤　　　　　｛｝．63

　　　　　　　　　　　　　　　KS　　　　　（［．鑓

　誉韻と：文法懇まぴ語いとは、性質愚よぴ取扱いの．lt乱で違うので劔瑚に扱

つ海が糊精に驚いて、以上のように烈一蹴．た．’／

　OM．鼠N一・・致度の高いこと、　KS、瀬N、瀬駁の一致度の磯、ピ・：二とが注

罠される。

　ここで、さきに出し「た：藷損、藩法による等級去比較すると、誤（のように

よく～致するb

　　　　　　　　第：L級　　　　第2級　 ・　　　　　　第3級

　．書肺b三法　K貰，OM　i　NS，　OS，　／10駕MS，　KS，　OK，聾姻鍛K

　　語い　　　　OM，　ECN　i　O8，　NS，　O翼ll麗S，　OK，麗駁，瓢翼KS

　次に、各村の独立性を、あるぴとつの村が、地の四つの村と対立する語

V・の数によって測ることとする。との秘露も積極｛勺独立（さきに残した四

つの対立ンと三極的独立とに分けて考える。

　　積極的独立

　　　　Oi一　15
　　　　M／一　ll
　　　　Ki一・一　12
　　　Nノ…一　　　　　　　　　　13　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”

　　　　SY一・一　6
　　　　　　　　　　　　　　　｝　　溝極的独立

　　　nptio・　．．　£

　　　一一IM　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f
　　　一一一fK　3
　　　一・一一iN　’　e

　　　一一iS　3
．各村のぽかの付村に対する独立度を次のような計算によって調べ拠。

　　　　　　　　　　　　　　　　（　163　）



　　　　　　　あ・棚四一醇璽購魏等等墜騰嚇

　　　　　　　　　　　　　　　　潜極的に独血を示す團数
　　　　　　　　　　　　　十　　　　　　　　　　　　　　グルt一一プの対立を濃遍的に示す回数　　　’

　・　　　たとえば、

　　　　　　　　　　　　　　　15　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．
　　　　　　　　　　　　e．．　　　　　　　　　　　　　　　　　×2）十
　　　　　　　　　　　　　　81十　k5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20

　　　　ヒうして、各村の独立慶ぽ次のように表わされる。

　　　　　　　　　　o　e．36

　　　　　　　　　　1g　e33
　　　　　　　　　　K　o．」rr3

　　　　　　一　N　e．41．　，
　　　　　　，　s　o．34
壁

　　　Kがめだって独立度の高いことが注目される。

季

（6）結 論

　以上、5か村の言語的：語よぴ言語的以外の違V・ないし麗係として関らが

にされたことは、吹の事項である。　．　　　　　’

　（．！j今¢）交通と昔の交通

　（2）’ぽかの村に対する主観的意識

　（：D　共通語を話す度合

　（紛　言語の構黒戸特徴による村相五の類似度

　　　　嘗瀞の構澁的特微による村の独立度

　さて、大賀癖：3：今も昔も交逓の起点であって、内地からの精坤的・物質

酌丈化の流入t－1のびとつである。その上．今も昔も行政。斑法の中心地で

ある。ほかの籾’がらは、　「V、い言葉」としてあがめられているe共通語を

話す度合は五つの村のうちもっとも高、・。したがって、大賀郷では．上の

（1）、（2）、（3）が相互に臆係がある。　　　　　　　　．

　　　　　　　　　　　　　　　（二164）



　大賀螂と三根とは、地域的に：も接近し、坂上に対する坂Fの2か赫で為

る。ほかの村からも、大賀郷と三根とは似ていると考えられてV・る。言語

の構造的乙1萄致について亀、爾村はもっとSb類似度が高い。

　三三は。昔の交通の絡点である。簸かの村からはすいぶん変って猛る営

葉だと言われる。共通語を話す度合は．K一薮値から見ると、もっとも低

XtA　e鷺語の構邉的特徴によっても樫立峻亀つとPti独立している。樫立で

は、王の（1）、（2）、（3）、（4，）が相五に：蘭係がある。

　申之郷は、樫立と似ているが、樫立ほど変ってはいないと、ぽかの村では

考えられている。共通語を話す度合は、K－i数穂から見ると、大賀郷と傾

¢程変に蘇・．e謙鯵購蜘や噛綴によると・瞭撹噸似度はプ（賀繊三根

　　　　　　　　　　　　　　　　　／のそれと洞じ程度に：高い。

　末吉が、ほかの村から、変っていると考えられてbるごとは．今の楽題

．において、末吉が絡点であることと考えあわされる◎まだ、ぽかの村から

　1一標準語」になりやすhと亀されていることは、嗣村の「共通語を話す慶

合」がそれほど低くなV・ことと比較される◎

　以上のように、各村における、いくつかの言語的違いと嘗語朗以外の盛塞

bとは寝接な關係をもっていることが明らかである。

　しかし、各村の言語の違いを以上のようにして比較することがは減して

正しいかどうか、発然問題がなV・というわけではなV・。今繍の研究に驚い

ては、その結果はわれわれの堀待；こ遠くないばかりか、ほとんど一致さ究

・したが、他の場合について、との：搬iを検討する必要がある蔦とは言う褻

でも癒い。とこには、ひとつの試みとして提1：1．5しだ次第であるり

　最：後に、わ勲われは、（1）「はしがき2て蓮べたような、一般的に言語

洌二会の言語鮒比較をbかにすべきfl　tS．という問題につbて、ふ旋たつζ考え

黛こととする。

　（i）言語履：会粗互の、ひとつひとつの言藷的i旧いについて、bかなる

　　　　　　　　　　　　　　　（　i65　）



菟のをwa　一一の言語（lamgue）の変異と認め。いかなる匙のをことなる言語

（icmgite）の1隊徴と認めるか。

　われわれは、これに対して。棚別的なものよりも体系的．法翔的な亀の

を重く見ることに：したのであったが、実際には、個別的な誌の（語V、）亀

体i系的、湿i期的な竜の（留韻、：文法）亀結果として紡一であった。

　（紛．言語砒会呼応の需語的蓮；いの慶合はV・かにして測るか。

　われわれは、鵜鋤疎いむξ蓄じるしに棚彬約類似礎、L獅？二幅とを見た

のであるが、村相互に共通する（蓬；わない）部分さ叢う都分との麗係につ

いて亀考えるべきではないかゆすなわち、ある村とある村とは、違う応分

　　　　　　　　　　う　ドが多いか、蓬：わない部分が多いか、と“うヒとを見なけ身窒ばならない。た

議えぱ、内織の任意の一一地点と八丈島の5か村とを比較するならば、八丈

島の5か村棚互の間のほうがs5か村のうちの掛る村と内地の任意の一地

点との開に比べて、喪う部労がすくない、とV・う場合が起りうるのではな

v・か。

　（滋）　言語就虚威万：4）言語白へ違∵、と／．．．て1いかなるものをと）／あげるか。

　われわれは、雨露のlli渉造尻漏辱のほかにいろいろなものをと砂あげたが、

露‘語の簿i㌫罫懇：’ハそのも4〕，についても、箋もっとと1ラあげるべきものがある

のではたV賄eたとえばイントネーションなど。

　動烈，か勲は次の調査喪でにこのような聞題の玲論的考察を十分類つく

！．、冠し∀調．縮瓢よってその理論に関する実験茗試みるようにしなければ

翫らないと考えるのである。

V｛．今．後の調査のために

　：＝こでは、八丈島の言語の誌面的轟li査聚休につV・て反省し、今後の調査

6夜めにいくつかの指針と課題とを提供しようと思う。

　　　　　　　　　　　　　　　（　166　）
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　　　　　　　　　　　（、1）反　　省

　われわれが失敗したことと破号し1たこととをb上の本論’1－VI｛の弓場

の順を追・って蓮べる。

　縫酌；麓酌を完益に著しえ疫か。　ますb飼的をbぴとつは確国勢では

あるにせよ．ふ疫つ立てたのは失敗であった。なにを調査するか、それは

ひとつのこ瀧で撚ったほうがV・いし、はっきりした竜のである勢門：があ

る。｝溺i糠ふ喪ρ立てたkめに・隈られた調査期i奪には、ぴとっさえ十分

零する～二kができなか・つた。「堕罪語を話す度合」を決定する要困だけを調

べるならば．サンブljングの計爾はもっと慣重：に：おこなうことができたで

あろうし、亀ウき多くのサンプルをとることができSeであろう。ぴとつの

劉的に限るこλのできなか吟たのは≦このような調査がはたして実施Lう

るかどうか、計薩脅に確稽の癒1鉢・つたことが大きな原因になってXAる”

網野をはじめるにあたヅ凱壕1薩調べるのか」とV・うことは・明ら

かであるようであって、：事実明らかでないととがある9われわれは、調査

の属的をたてるにあ旋って、その数を最小醗にとどめsしかも、明らかな

憲のに限るま今にし歌ければ欺ら瓶、へX＿　？：を藪：えられ疫。

　八愛：霧蕊懸iんだe　E：；八丈凝3を選んだのはだいたい成功したと雷えよう。

たたし、遠v・島の責めに、現地に細ける準備的調査が困維であっ旋ことは

反省・しなけ壽3ぱならない。　　　　　　・

　難題：課題には答えることができkか。一般に、目的の数はすくなくし

なければならないのに対し・課題の数はなるべく多V蔽う力淋い・課題が

多ければ多い陳と、調沓の｝勺容は豊富にたる。われ魔）れは、そOう：ちv可

能な亀のだけに霧えれ！譜、いのである。今翻の調盗では、設け拠五つの課

題のうち四つに磁ちおう答吏ることができたと思うが、いすれ亀結論を得

る整でには棄らなかったeすべて、ぴとつの試みにす憲ない。

　　　　　　　　　　　　　　（　167　〉

臣



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　de

　　「共晶語を話す度合」髭決定する要因については、そのあ穆かを探るい

ろいろの方法を提示することができだ。5か村の闘魚を資麟として、一般

に鴛語誌会相互の比較をいかにすべきかの試みを示すことができた。八丈

漉の需ゆ雁史についてig・■今後の概究のための飼料を榔暦ることがで

き允。

　方戴：ことなる方法を短かV・期面こふfeつとったこしは。施す失敗と欝

　えよう。島回訪問による調査ぼ｝マ諮調査のf5法としてははじめてのもので

あるが、一癒の域功をおさめたと払えようφももろん．このような：方法で

すべてが解決するわけではない。r共逓減を話す度合1量決定する温湯凌

つききめるのにも、少数個人についての長い期聞にわたる観察亀必要であ

　る。多数の入につbて調べるのにも、＄つとダずナミツクな方法があるで

　あろう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　鬼
　　ギ方丘調査」だけをおこなうならば、◎もっと記入数の調査餐が竜つと畏

　V・期闇滞∫’Eすべきであろう。

　準備および準慌的調査：準備および準備的調斉は成功したか。八丈島に、

　麗する情報の牧集、突献の調査器よび麗係方面への蓮絡なとは蔽ぼうまく

行った。：文献のう7．「一一話一言」などこ三の重要なものを畠発前に箆るよう

　に努力しなかったのは失敷であった。もっと電いけなかったのは、準備的

調査の不足と現地において準備的譲1査をおζなうことができなかったと’と

である。準備的調査の重要なことは、亙H（1）（漁）で蓮べたと昏夢である。

　こ～：にふたたびくりかえそう。　「準備的調：詩註は岡を：電ねれば重ねる蔽ど、

　そして、被調査膏を多く、しかも、V・ろいうにとればとるほど有効である◎

　tの種の調査の域否は準備的調査℃竃まると欝ってもいい。虞調査は仕事

　のし掛げにすぎないと懲言える。準備的調査で結果喚で見遜せるくらいで

　なければ：ならなV・と考える。」

　　調査者のひとりが先に一航海して、現ナ也で準備白勺調査准してくれば、多

　　　　　　　　　　　　　　　（　168　）



ぐの：失敗を避｝るごとができたであろう．たとえげ、八丈島では、支磨、

牽絞以タ露は見るtr一とのでき魁・「煽つら」靖韻の言論囎に入れたこ

となど。

　期疑：期1：1は適当であったか。八丈島が農村であるととを考えて、農家

にとって亀つと亀ひ央な時期を選ぶべきで慈つた。一傭で迷惑がられ、一

；部で調査不：能だった理山は、つゆ明けのジャガイモ堀りに農民が繰洗んど

畑へ繊かけたためであった。しカ・し、つゆ萌け溺臨て罎F硫、氣が悪く、

豫とんどの魚蝋怖面にいたflめへわ・締構｛凧1憾器硫実施

する～二とができたの濾幸（・あった。　　　　一

．紐織：調欝1粋：体め残はやや多すぎるように害われた。もっともこ点り

調査にぽもっと大勢のほうがよく、　「方量調査」にはもつ3ご小勢の標うが

　　　　　　　　　　　　　ドいいようにも思われる。な驚、謡調イ註の油鼠の申心になるひとぐ調薪§には直

接溢出ちない）？庶務・会計の棚摺潟齢要騰・た。

　滋養菓と質問の究法：調査票のうち批会環境1に関する部分にはイ（要ない

’し調i誌面難癒事項がすくなくなV。たとえば轟公職、心髄；9嶽換傷村と

¢折蓼凱・：pK　ft居者tま元了㍗19～隷重複してV・るし・21はもっと整踊1

すべ琴であった。震・5語題は、話の絹回しに用意した斜ナであるが、

i爽際には使わなかった。　ヨー4にっレ・て塾｛卸町であらかじめわかるつも紗

で“feが、実際には、1以外はあらかむめわからなかった。な訟．一体！こ．

漢癒のil・類・曇一次元的でなし・一・郎分が飾り、複：難でありすぎる蔀分が：あるの

たとえば、9r＝撃一山）り1，17，19，21。

　調査票のうち言語に闘する部分1こグ・・て．もイ四仏な厨1がある。さ憩ご

越ぺ九ように、2Tかおらは支磨か学校にしカ・ふか勲て’．．xないので、予期し．

たような非共通語形が現わオτない。39しかる、49歩くは、コンテキストを

用意しておくべきであった。（疫とえば、丁そんなに子忌をしかる；総のよ

うに）σ死んだ人は、とぐに老入に向っては聞きづらかった。塗ドで、

　　　　　　　　　　　　　　（169）



愚

「死んだ犬がbる」というコンテキストで聞いた。麟家多については、、「宋

子のこと翫なんと欝いますか」と質問すると、じぶんの子供ないし兄弟の

末子の鯉濃焔欄査噛すくなく紬っfe．。ンテキス罐臆し

なかったためである㊤δ2出の上にある53霞の上へ行ったのふ三つの区

々を求めるのは無理であった。準備的調査を現fglでしていれば、このよう．

な調査i項日をつくらなかっ疫であろう◎s5下駄逢はくは、　一＆で絡る名翻

の曲穏を知る疫めであったが、これに対しては、bo’kur三という別の形を

答えるものが多かった◎別の、a一に終る名詞．たとえばkasa「かさ（爾

の購にさす）．iなどを濯ぶべきであった。

　ゑ般的に’言って、言語朗特徴は難事については秘す十分野あったが、交

法、議いについては不十分であったe　i方言調査」で部分的に補うことが、

できたが、完で褒とは君えなVo

　冨語の調査にはできるだけ絵を使った。それ｝乱骨藷や文宇を媒介にす

ると、媒介物その亀のを理解できないか竜しれない被調査者に対して宿i勤

であったし、調査に俘うやや慰するとか導くるしい氣分をやわらげるのに

役立ったし、それにあまして、被調査者じしんのしl常の言語をびき幽すの・

に選きめがあった～：思われる。しかし、絵を使っても、こちらがなにを

質減してV・るかわからなV・被調査藩があっko　rこ勲はなんですか？」と

1草頭」をゆびさしたつもりたのに、aSiと答える者がある。’寵た、絵減

ますくて失敗tたこともある。lrあわもち」の絵（あわもちらしく色をぬ

って恥いた♪は、r亀ち」までは引き幽すととができても、　ヂあわもち」

患では協難で黙・（ンた。

　被霧壷：暫の選び方：サンプリングについて反省されることは吹の諸点で

ある。

　（i）八丈島の禦殊匪を考え、南方からの引揚者、すなわち「外地人」を

ひとつの騰にまとめて割当て：る予定で禺かけ：たのであっ允が、島に三瓶

　　　　　　　　　　　　　　　（　17e　）



てから、抽欝技ン術的にやや鋼購と感じたので、この計画はキめてし喪った。

しかし、共襟研師す慶合の点では、確淑こ「土地入」と違っ疫模：撫と示

すこ．とがだんだん秀臨亦’2てきたので、塗し無理をしても繕iノ戎割合をととの

えて穿くとよかった。

　（圭め　聾通語を話す度合の判定不明が．申之郷でいちばん多かった（8

人：調査不能全休の時分）け隠しども、かえって集計のときには、他の牲と

團牧塵の点でつりあいがと躍篇二きた。しかし樫立の回牧不足はどうにも欺

ら1なか∵た。　　　　　　　　　　　　　　1

　（iii）　年令別で3エ才一40才の綿分が図改で琶なかったのは失敗である。

あとO入か7入余計に鰯鵬てると、募れいになったであろう。しかし、築＾t

計には償1牧挙の不潔を考慮に入れなかった。

　（iv）　結果から見て’b追掛サンプルはあ翻り濟羅をしなかった。集計の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」
重点が「共通語を話す度合」の問題に集ゆされ沁からである。

　総合的に溝調てb29Z入とV・う国別は蘭学可能な蝦：大膳であっk。村ご

乏の配分にはなお工夫の余地が見1｝i盛才乙，るが、現喪の島の交通歌態ではこ
　　　　　　f’

れ以上の奄鞍の塘力IIは無雑である。この点ではます域倒したと雷えよう。

　しかし調ミ想的には92’Cのようにすべぎであったゆ

　（i）サンプVング班が先発す：．’；・　e

　侮）各論のサンプリング劇・藝じ悩人たいし班がおζなう。

（i鮭勤塵魏珈帖陣する・．剛調に焔調査だけにすiz

ぱ、あれだけの期開申に500入を調べることは．不｝塗∫能ではなかった。

　（iv）　年令・は15才一6墨才とする。これよ1）以F艶・よぴ以一｝＝の年令謄は

魔会酌漉動を論～二なってい叛いことが多く、縢た、・調握に嶽じられない～＝

とがすく暫く訟いゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　防隅隅査」とその調査轟項：5か村の言語を比較するためには、調盗

項矯を一淀にして諏く必要があっ7aが、それが完垂に謙こなわれなからた。

　　　　　　　　　　　　　　　（”　17」．　〉



　現地で一憲整理をする必要がある。整理することによって新しい課題を

爽面することができるからである。資料の整理を東京ばかりでおこなケと

きには、疑問の飼所、資料不足の個所を補うことができない。、こんどは．

墓箋理のために隠聞を十分とることができなかっ旋。

　被調査蒋の選定は現地側にばかり委せるととは危喩である。調JSt．の肖的

に慮じて、われわれじしんが選定するのを理想とする。

　立法を調査する方法は．質問にするかぎり、共通語の魏訳と1きう形をど

うして亀とらなければならなかっ潅が、ほかにbV・方法はないだろうか？

　溝きにもi遽；べ：たElうに、　「：方雪調査」だけを目的とナるならば，、愁つと

少数のひと力蝿つと長い聞淵踊三して、言譜購逡のすみすみまで蘇蜜酌に調
り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゑ

べるべきであるり

　整理、集欝’、分析：整理に際して、調査項目の多くについて整理をし

なければならなかったのは、計画に撰重を欠く部分があったためと考えら

れる。準備的調査が現地で行われてい疫ならば、調祷項口の離心は亀つと

ナくなくてすんだであろう。

　築計、タ析に際しては、サンプルのすくないことが細か、。・労縮髪幽幽こ

した。

　特鐵：海代表形を決定する手続、’襲爵カードによる集計などは．細かいこ

とながら、われわれの苦心したところである。

調豊壼髄℃蓮瞥：とこでは調査の蓬堂が重要であること、実施一停捉・

報告と一氣に驚こなうべきであるヒとだけを述べて驚く。

』結果紮「共通語齢凝す度合」をいかに表現するか、「共通語を話す渡合」

を決定する要因はなにであるか、につWご駄とOの試みを捷示しだ。サン

プルがすくないため確実なととの書えなV・部分が多いが、今後の調蕎にま

つこととする。

縮果窯：5か村の言語的違いを明らかをこし、一般に、晋語三会）の比

　　　　　　　　　　　　　　（172）

、



をいかにすべきかのひとつの客観的方法を提湿し疫。このほかにもいくつ

かの．擢…があるであろう。われわれはいろいろな心意によって対象の翼実

へ三王らなけ趨，ぱならないと思う。

　　　　　　　　　　く盆）　今後の調査のπめに

　1『共麺語を話す度奔」を団旗する要凶はなにか、をさらに確実につかむた

めには岡しような調褒を；次のような計画の亀とに試b・るべきである。

　　（至）地　点

　もっとふウうの地点（八丈島はナ露点として変Pすぎたところである■

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　壽
　瞬喜の甘語に誇りを感じて、共通諮をうけつけないとこる

　調査者の話す共通語さえ理解できない人の見出せるところ

　（2）　調査項ri

　　融会環境はもっと整理されるであろう

　　居住経歴はもっとくわしく調べるべきである

　　41態態の濃度rtc　1“し甦会的態度を調べるべ選であろう

　　　　　　　　　　　　メ　　言語そのものについては、憂國共通に同一の語で調べることがで鷺れ

ば理想的である。つまり、たとえば、臼常生活にもっと竜必要な讃礎内

ゐ沃厩iの語V・に対して、どの懸盤f露の言語（非共顯諮）で風齢嚇か

を見ることによって測ることはで遭ないであろうか。

　（3タ被調査著

　5（眠人ぐらいにヴ、・て調べるべ選であろう。調査がくりか蔑されるにつ

れて、被調査蔚の数はすく激くてすむであろう。

　（4　．）調騰考

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　主観1勃定を指標にしてf共逓語を話す度合」を測るとする赴bぱ．調

査膏は総縫∵めばつむほど、誹練を受ければ受ける甑ど．そ（ii）技衛は向

上するで擾ろう。調盗の計溢者a：実施者、つまり、面接者（interview’er）

とは泌で．もよくはないか。

　　　　　　　　　　　　　　　（173）

確



　　　このようにして、ギ共逓語を話す度合」を決定する要鶴・が陽らかになれ

　　ば、次に：、

　　　　　　　る
　　　（1）　共通語化の過程

　　　（2）　共通語化の支点

　　について調べるべきであろう。（1）は、共通語化は言語溝造のどのよう

　　な部分からはしまるか、どのような蓮慶で進行するか、につ㍉・・て調べるべ

　　きであるの　（2）は、どのよう癒媒介物によって共鴬語化が進むか、その

　　媒介物はラジオか薪聞か、でなければ、ある会誌の個入（屠語ボス」）激

Wt・V・しグルPtブか、について調べるべきである。

　　　しかし、われわれは、とのようなことを調べるまえに、もっと根本的激

　　問題につ泌て考えて器かなければならないのでは怨・か。つ慶の．

　　　ぐ1）共逓語とはどのようなものであるカ・

　　　（2）共通語としてどの程慶驚よび範囲のものを認めるか

　　　ぐ3）共通語を話す必要に迫られる場面はどのようなものか

　　　というような絵本の問題から考えていかなければ、婁際に調査して亀域

　　粟：はあがら7SbのではなN・、か。

　　　しかし、このような根本問題が完壷に解決しないならば、婁際の調査は

　　不可能であるど言うのは聞飼いである。くりかえしおこなわれる調査によ

　　ってこそ、梅本的な問題を明ちかにすることができる♂

　　　われわれは、i理i論と「実験」とを交互にくりかえし、得られ奪知識をつ

　　憲つ窪と詠みかさねて、めざす昌標に一歩一歩、肉迫していかなければな

　　らない◎

（174）



附録1

　八丈島の言語と文化について

，（　175　）



　　L　八丈島方言の二、三の晋韻現象について

　§喉　妻ましオ～き．

　r本彌贈雛〉方言」　（國｝碧科学講蹴VI）には、八丈島方貫の留韻上の

特質として次の幽つ添あがっている。

　　（1）　ラ行『欝がダぞデ晋となる。
　　　　　　　　　　　　　　　ダ　し　　　　ハ　　　　　　　マロ
　　（2）　ザ行書が多く掬書化してジャ・ジza・ジntとi豫ぞされる。

　　（3）全般甦1に見て〔o），〔oa），〔a〕の宵を村1こよつて用みることが多く、こ

　れは島内の方露区翻を立てるのに軍糧な特質をなすものである。五ケ赫の中、三ミ

’、根、大賀郷の両三は〔0〕を罵るN樫立、中之郷両村は〔0幻参ご用ゐ、忙衷告村に

　於ては〔a）を用ふ。

　　（の村によって藏晋と拗齋との使用伽区別される。

　以，｝二のうち（3｝につ、、｝こと柔b本｝論、真結身さ2・（5）　エ・四韻解二謬誇＼～、｝〔＝蓮

ぺ霞。ぐ㊤は、おそらく次の事実をさすものと思われる。すなわち、樫

立（Kで示すλ中之郷（N）の「縦書」（口蓋喬）がほかの村で喧謝

（非口蓋習）で対慮ずる。実例をひとつふたつあげると次のようであるo

0
簸
K
聾
9

　大　根

　de：ko

　de：琴。

　d：5aゴko

【d5駐：kQ

　de：ko

苗纏え

ne：　je

ne：je

nja；je

nja：je

ne：　」’e

ていねい

とe：ne：

teinei

tSi’mi：，　tC一：ne：

te：n（i

te：ne：

　ヒヒでは．上の（1）、（2）につbてわ；i｝われの調査の結果の概略董報

告する2kとするが、その前に、アクセントにつV“　”CJ簡軍～Cふれてみ允v、紬

　§2：アクセン丞

　八丈鳥方言嚢のアクセントは、峯出輝男氏の報告難にあるように、Fア

クセントなし」（Vx　ibゆる「一型アクセント」）である¢

　　　　　　　　　　　　　　　（　176　）



　われわ勲は、嬬察的：方法によって調査するぼ1かに、戸別調査の調査票に

　　　　　　　　　　はし
糖いては，、沸副と1箸轟との2語についてアクセントを調べブL一。つま鎗

掴喬」の絵を見せてtS「これはなんと雷『V・ますか？」のように聞い旋。

はし

「箸」について翻潟様である。このようにして，、アクセントの区瀦がある

かどうかを調べ氏。

　　　　　　　　　　嚢　13

　　　　　　土擬人の型の区別の有無

　　　　村羅ll哩
型の醸　　　　　　⑪　　蟹　　K　　賢　　s　　計
舞ゆ荷讐

　　　　　　事湖s1｛・21∵1
　　　　　　　　　　　薪
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はし
　この結果は、麦璽．：V）のように．Kの1入をのぞけば垂員、「橋」と「i薯」

とのアクセントの醐llがない。この、　Kの1名（k5才）は、つぎのような

薩歴をもっている。

　・15才、女。父はK菖1身瀞、母は青謝孫三身考。

　。1才～7才　K：に居佳ゼ7才～10掌　蟹に居佳、10才～13才蓑欝岡懸へ

疎開、　13才一豊5才　Kに居往。

　■の入について、11橋lb　l箸1以外の錯語のアクセン1・　1｛調べ尭ところte

つ窪のようであっ髪。

　l足」がシご耳ごミミ

　「ねこ1ネコ　π兜繧フネ

　「牛」ウシ　揃か音（くだ竜の）」カキ

　ギ花が」ハデ秀　5鼻潔一iハナガ

　be「八丈島方賞」と綜、現在八丈島に居住し、翼語形成期（5才ん’13才）め憂

部ないし濠とんど（70％以上）を八丈島で過した蒋の鷺誘艶さすことにする。

　eeec’単由輝樽氏「嚢語島八丈麟暑と黒潮」　il　＝トバ』3，419毒年，5．1－54べ◎

　　　　　　　　　　　　　　（　177　）
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　な論、挙二三嫁Mの数偶をあげて、尾高三味のト’型アクセント」であ

るζとを注意されだがtaわれわれは次のような結果を得・た。つまe）、われ

触が「欄ないし蔭」の絵を示して、ヂこ隷な疑謙、ますかt7」

と允すね允のに対して答丸井アクセントの型を村別に示せば表14のと幽り

’である。ただし、こ：とでとのあげた被調査：膏は純土地人に限られる。

　　　　　　　　　　　　　　　　慶　懲

に玄柵に　∵．壷一，．嘘　　　　1一　ビt．．．rt…
　　　　　　　8　　　　琶牽

・・◇・：ﾐ。。螂噌9。○・糊

2
鴬
一
工
G
⑪
0
6

19
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碍
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以上の表によ鎗、：Mとsとでぼ○○型が多く、｝〈｝．N（｝では○○型が多

くあらわれる。年令瑚にはいちじるしい差は認，めら廓．ないようである。

つぎに、外來智について調べ楚結果膝郵．5の示すと鈴婁である。

　　　　　　　　　　　　　　　　蔑　f5

　　　村　　罰1．o　．賊　　K　　Pt’　　s　　計

　　「夕陳剖・舗隙期の全部ないurx・eんどを八嬬以躯融地樋し瀦
　　「外亀入」二r外來養」中、小笠原講島、南洋方爾から引揚げて廉翫奢

　　∫一内勉人」：「磐來者」串、内地から移彼して來海者

　　　　　　　　　　　　　　　　（178）



　凍臓疑、内獅あの移儲1漁とんど型の剛をして樋の購

してb爾漂方面からの移注漕はほとんど型の賦：瑚をしない。内勉力泌の移

佳潜の型の区鴇の職無はと竜かく、南洋方響からの移住瀞がますぜ一一一型ア

クセント」と認、められるという；慕実は1注Rす・風竈である。つまS？、南海の

島島のかつての艶本語が1”　一型アクセント」であっ允ことを恩わせる。

　；塗考の距めtc、かれらがわれわれとの顧接の際にどの3：うなアクセント

　　　　　　　　　　　　　　　　霧の型を示しなかを衷1厩あげ，る。

　　　　　　　　　　　　　　　銭　16

　　　　　型麟柳一M　・KL・・計
　　　　　　e　e　ge　1　6　，1　2　4　3．　i6

　　　　　　e　o　￥　・a　1　e　3　o　s

　　　　　　不　fi蝿　1222（）7
　数数八丈島属島の小島・青力宝島‘～）アクセント断♪いて牽恥雨島の畿身

奢について調心した結嬢、・卜ψ琉の報譲こ亀影るように、「一．一塑アクセジ

ト』であることを確かあることがで縫た。sで調査しだ轡が島出身脅は畢

蔽的fx「一型アクセント」で重り｝セ。

　§5　いわゆ釜i’ps　4予欝がダ行繋とな釜　環象について

　乙の現；象については次のしと力嬢監目盛れる。

　（1）　この現象は語頭の場合に児ら熱る

　（2）下れわれの賛料によれば、鴨籔によ・ノて慮，喝・，dz一であらわ麟

る場合がある

　（3）　：1：地人にだけあらわれ、警世：考に，はあらわれ癒い’

　（4）　村’別にはいちじるしV．差は：認められない

　（5）　年令・別には差が認められる。・つま跡年令が高く嶽みにつれてd一，

d5一，　tiz・一のあらわれることが多い

　　　　　　　　　　　　　　（　一1，79　）



蔓
．

さて。（エ）について臨以下にあ油島によって明らかである。’

（2）　については、ますtS

　（1）　da一，　de（：）一，　de（：）一，　dai一，　dei・一，　dau一

　　δD．．zabo＝　「舌L暴」．ゆ　女　　73才；C至evaboges　　「レン〆トゲソ」　⑪　女　　？9i・｛こ，　篠e：neR

　　「穣年」⑪sの特徽麟代表形；d◎：“5麺1老人」N女68才，do：soku「ろ

　　　うそく」、この語についてはのちに詳しく建べる；daine］］「來銀」⑪鞭露；

　　薦1珊碧「來年」擁の特微室勺代表形；δeUSoku「ろうそく玉主として簾，

　　〈ii）　蕊ニー，　d3a：・

　　dるi蛎董臓時揮男60代；晦k。・「伽」寓～40代；蜘：・・e・・「獲痢

　　葺《蟹の縛徽蘭代表形

　　（呈重1）　dzu一

　　（lzusu「留謂◎：女5◎代；璽女68；clZUIIira「流入」⑪老婆

　　なお、二文のよ5な醐があるO

　　d5ミ）：宅e　「爾手」　O　＝三ξぐ　δ藍｝牽｛こ　　《警　女　73；　　d50：ho：　「両方」　｛塾　女　5C・f｛こ

　（3）、（4）、（5）について9調査票の25項「來年（∫a量聡の1、33項「ろ

うそく（ro：　soku）」　について調べた語頭子齋は、ます、「ろうそく」につ

㌔・ゑ・け畝桝來辮胞見ると雍17のと紳である。

華…呈露

　3うそく

舷　　　別　　　◎　　　　　　　　　　　　　　　s　　　計

郵冨か1露1跡卜誌も跡1レ…許騨れ

轟会i瓢翻111闘工1織∵擁
　」二地入は153名のうち20名（13．i％）が：d一で反継したのに対し、外來

渚は59名のうち1名（1．7％）がd一で反嬉し光にす窪ないゆしかしbそ

の1名は63才の女で、素立樗で生れ、6オまで樫立で育ち、以後終i襲まで。

父島、亨§島v沖融．硫黄島巻韓佐し允者であるが、三親、夫は八丈島出身

嚢である。し聡がって本人は㌃言語形一期の甑とんE’i　tSおよび．それ以後1

を島外で過しているが、八丈島圃有の言語の影響を全くうけていないとは

　　　　　　　　　　　　　　（18偽



言V、が允V、o調査票のその他の項Fi．につbてみて亀、來年：dai欝13．か免

る・kj・照鵬蕾概・捻・聡などのようtr（　v土地入綱じような反慮を

示している。し允がって、「ろうそく」については、d・は土地入にだけあ

らわれる；霞韻｝豹特徴とみなされる。

　「來年」について。同じく土地人と磐來者の反慮をくらべると表ISのよ

うである。

　　　　　　　　　　　・　　i藻　18

來　鯨

葺潔∴∴∴∴・∴i∴繍蓉

隷念i鞘罫1碧概il￥潭∵1：膨
　OSde：ne副酸dei難e珍阪醤砺鼠：nen

　土地人147名のうち、d一で反慮した膏は、82名（55．8％）で・回数以上で

あるがら外來瀞は59名のうち8名（13．6％）が（1・・で反慮した。しかし、8

名のうち、0，M’の各1名は、内糠からの移住脅で、あとの6名は「ろう

そく」’の場合d・で及慮した外來者と同様、八丈島圃有の言語の影饗を歪：

くうけていないとは雷いが沁い瀞である。

　≠（に、「ろうそく」、「來年」に：つbて村別の差を見ると、表19、表2◎の

示すとおりである。な：獄ζの鳥合は純土∫…也入だけをとりあげ、かつ、調

査票による結果に限られる。

（　181　）
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　rろうそく」ではK，Sにd一で反慈す：5：蕎‘が1名もなく、　r來年」で

獄、d・が0の30％以外はMKN＄とも50％以上あらわれている。

　しかし、われわれが「方雷調：fli　jの際に採集し允とごろによると、虚綾

各村にあらわれ、そのあらわれ方に．、ハちじるしいi差は認められなかった⑪、

　さて、しこで、ずのあらわれ方を、姦｛モ令・。学歴、産業、郡査麿のSliljit　vc

よる「共通語を話ナ度合L非共逓認で反慮し授認の劇合によるジ興遜語を

話す度合1との梱幽のもとにな泓めれば表21－25のと：訟りである。
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　この麗係を図炎にあらわすと

図111のように：なる。

　つまり、上記の三門困のうち、

　　　　　は
もっとも相三度の高いのは年令

珊であることが認められる。す

激わち、年令がふえるにし允が

って罷のあらわれる割合も・’増

癩する。そこでふたたび土地入

k52名について、　d一の反回を

村別、年令別に二分析すると、表

聡の示すと酷りであるの
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　村　　　別　、　⑭　　　鞭

鈴、，∴泌か；・・一・㌔叫

i3T@一一　’
Q0　i

堰@’”6’　”’　o　”irm’

2
1
3f　一一一

粥　一

51　一一・

61　一

7ガー

　計

30　1　8

蟹）．6

50　i　6

60　i　8

了0　1

　　0
　1　35

’ioo

‘so

O
ρ
δ
7
6e±・

・チ

外
JOi

図112　ろ5そく

疏「 ﾃ．一．＼／ヲ

　ノゆ　　　　　　　　ド　ノ

　　　　　ノ　　＼　　．柔／
　　　　どヲ　　　ち　o　　・一ほし「　　　、・一H－i一
　　！　　　　∠　　　　3　　　　a

　：コ｛ト

㎝
’

．
〆」

！

い
ノ

　
　
，
・
’

　
　
　
　
4
～
ノ
ノ
．

　
　
　
　
　
　
　
　
祠
’

一
1
ー
ノ
＼

嚢　26

K
∴
⑪
⑪
。
◎
。
。
。
。

　
レ
…
4
荏
2
3
1
0
1
1
5

　
…
ー
ー
…
．
．

　
ゆ
・
0
⑪
0
2
1
4
3
1
0

冨
旦
　
　
　

一

隅

　
ト
始
1
3
6
6
4
・
リ
⑪
4
5

　
　
「　
r
O
O
O
O
1
1
3
5

年・含男1］．一一～一一一

剛　　定
墨　　1．K9・一・一一一一團

　　轍一，．一一一一一一一一一

わ
合智一塩

計

トゆ

S

レ磁

e13
01　，e．

2　3

e　4
fi．　2

1．1

2　1
5　i7

e　嚢　32

0　◎　3う

。　黛2　2

魯　22　2

e　i・｝一　2

啓　5　6

C　L・7　8

0　13・3　2・O

。妬

蔭

8S

8．3

11．7

騒．5

sg．e

z3．命

「ろうそく」では》各村と亀d一は老年瀞隈どよくあらわれ、しか竜・

　　　　　　　　　　　　　（　185　）



51才想趣才と綴才以上のあいだに相当の開をのあることが認められるe

　「廉年3について、やは転調益票によって年令鋼に虚のあらわれる鰯

合・をみると、表27のようであるe．
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　この場合は30才くらいから上はd一がだんだん増力llするが、13オN20

才、2至才岬3む才では「ろうそく」とことな勤、啓が50％以上をtめて、

31才～卿ダ。4亙才酎5Q才、51才～60才より亀多い。

　ドろうそく」、F來年一」爾奢・に＝些通しブ1二刀は、71才以上ではほとんどd・

で反弛してV7．5　itと、6玉才以上とそれ以下で相当の差の認められることで

四三。

　三諦雛」の際に調べたととろでは、「るうそく」；「騨自以外の語

に壌践・てこの四千の冤られるのは、年令の若V・考ではなく、主に50才以上

の老年潜であっ幾。　　　　　　　　　　E

　「來年．1に襲いて鎚が若い者に比較的多くあらわれ元のは．別の弓隠

（ヂ來年」という語の亀つ語い的性格など）によると考えられるが、これは、

さらに調鷹を要する閥題である。

　　　　　　　　　　　　　　　（　186　）



s

　§4　いあゆ釜rザ行書が多く三智化してジー1・、ジ晶、ジ。お獲轡湛

　　　れ釜」現象について

　面～略が交赫する現象は；爽のように各村に見られる⑪

　（1）語頭の場合

　　鋤i．伽；rit》d3。滋「草履j、これについては後に蓮べる。

　　弼2．dzaru’》砺a澱ぐざる」、・セ繊疋N小学校6年生∫（15e｝rに◎老婆

　　劔歌血α・鱒3嚥隆そっかしい湘末鵜伽熱・斑65才、

　女73才、飛女68才；a50ra，簸女20才代、

　　　　　　　　　　　　　　す　　纏4．　砺oku．　d50乗u（磁e）「牡牛」、（lzoku　s（？）∫d3びkこ1（me）N’

　努5縫才

　（2）　；語rl遷の：嚇合

　　弼1．　tnidz◇～磁d50　f下水」、　mitll：o　K男25才、男67才、翼男25

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　拳
　二む簸】i菱培◎0女30名女48才、女58才。．女73才、瓢女40：才、勇

　52叡K男50才、N男25才、塊54才、女68才、　S女薮0才代

　　粥2．，　n重clzt｛～磁韮d3aヂ地面」瞬彪誠K男67才∫磁（鯵畿0：女50才

　代、男95．才．女73才、M：女40才代、男52才、女68才、蕉男33

　才ド努50才、N男一as才、男蓉墨才、女68才、女70才、　S女25才、

　女35才、男85才

　V磯。調査票¢）調査項擁3幽草膜」の語頭の子音につbて、az一とd，　’

のあら臨勲かた慶検討してみよう。調査可能の調査票216．のうち、：’藁履」

にグ。、ては、2◎9の賢料を得た。

　土漉入と外來考との反慮をくらべると表28のようであ届g

　　華翼　　　　　　　　　　i菱28

翫融毒dz㌦門門㍉1・許d5継
一∫憾ア136ぬ・・晦・i・2・3・・蝿・3・・函海

外策ew　2・・i…　14elL・224・1δ34’7瀞
　　　　　　　　　　　　　（187）



　外來瀞5ア名のうちs三一で反慮し旋瀞が4名（7．0％）ある潔，うち3

名には八丈島方言の影響が認あられる。したがって、d3一は土壇入にあら

われ、外三者にはほとんであらわれ，ないと言えよう。

　第2に、地域別（村別）に樵討してみると表29のようであるゆ

　　　　　　　　　　　　　　　嚢　29

　難履

　　　　　　　　　　　　　1　de一　1　k．一　1　一一　（
　　　村　　　別　　　　《）　　1　簾　　｝　叢　　｝　翼　　・　s
　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　　　　い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　砺一idz一　薦一・　dz－d7r　　　翫一か（歪5一か　　dz－d5・ldz－c15一　i　d2一

　　　　　　　　蓮　　　　　　　　　　　　」，
　　　　　　　　1”’ua＿’；ff’”一71P．…i．’．tt　t一’i

　　　缶の劇警ド矧甥i㌦・身11㍊㌦・身

　これによると、砺｝が五が村ともにあらわれるが、0，M，K，StC対し

て蔚がv・ちじるしく多く、2エ名のうち11名（52驚）で虚数以上を・主通て

bる。

　っ窪に、土地入全稼としてみて、砺一がどのような要困と；籟翻度が高い

か、年令b学歴、調庵瀞の鋼建：による1共通語を話す度合」、非共通語で反

慮した語の割合による供瀧話を話す度合」との認証を調べると、表30『

33のようである。
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　すなわち、d5一のあらわれる

度創ま、非共題講で反回した語

｛bl馨拾によるギ共通語を回す度

合」σ点数」と略称する）と竜つ

とも高い絹志度を示し、以下、

刺定によるギ共遜語を話す度合毒

（「判定」と略称する）、年令、学

歴の願である。

　年令別に見れば、たv・海v・、

年令が多v一・・轡糠どd5一が多くあ

らわれる傾両が認められる。

褒34を見よ。

烹1灘
層

画

館
㈹

　
　
　
　
ノ
ノ
「
／
！

　
　
　
　
㌧
～
し
ρ
　
ノ
～

　
　
　
、
9
～
・
一
，
　
／
｝

　
～
一
～
．
～
．
一
，
　
／
」
…
、

．
、
・
、
｝
　
　
　
　
茎
し
’

鱒
憩
憩
顧
瀞
・
、
紬
傘
撫

％

騒li2草　　履　　罫
　　　　　　　　’f
　　　　　　　　／
　　　　　　　　i
　　　　　　　　s　，・

　　　　　　　　s

媚湘非

㎝

，
別
懇
定
令

鞍鮎
畢
鰯
年

’

／

藁
村
dz一かd5一か

13一一一20i7

　　　　　ミ2璽　hmrmm”t　30　　18

31一一一卓◎　　5

朝一｝一一一　5◎　5

51一　・｛う0　　8
61　一・一・一一一一70　｝　1

　　　　　｝
7トー @｝2

^

　　　〃　　　　　　　表　3爆

　（一ヒ画人）

鼻lio　　醗　　K　　N　・S　！謙
コd2d3d。d51αzd5池d5・伽砺｝d乞d5，

1
窪
2
盆
2
1
3

12

P2

S
6
3
6
⑪

0
ウ
ー
⑪
1
1
喧
■

3
露
5
2
G
O
O

⑪
（
り
1
1
9
“
O

褄
5
1
2
1
0
1

3・2
5ジ3

2　2
112
01・1

il，i

三i・

。1284・1％％
◎　13｛）　　6　　　　16．6
　ミ

1　こ1？　　？　　　　2≦》．2

2i1？　6　　26ユ

1　i13　　4　　　　23．5

⑪i8　3　　露．3
　き

⑪i4　5　　δ5惑

（　．1．9e　）



猛撃島の言語のこ二三の吾韻脚特徴について

　　　（1）　宇墨水の鴬語
　　　（2）　醗打の；’E・kX

　　　（3）竃趨の欝譜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　八丈随の禰陥である4・島⑳字津寧懸船よび勧蒲唱柑・題eくノ、丈島の寵島で妊る晩春ず島、凱i：3か観取露

　灘の、特に欝韻について、：二三の特鎌をあ勝るこミミする9

　　宇津秘重の言誤さ、鳥艀紺、轡轟聖島の露譜ミ、認藩のしかたがいくぶん謹ラ1一驚篤、》㌔紬蕊ε旬轟λ

　奔そ・の漁まにしておく。

　　　　　　　　　　　（1）　宇津木の言語

　§篭．あらまし
　　蹄　ρマ　’ウ　ヅキ　　　～

．小島の宇津木村の言語は・．八丈島本島および属島の8か村のケちで、三

二酌に特に際立ってv・る。つ効・ほカ・の7か村で・噸糾協っレ、・」

　と雷うところをod5aeと君V・、　dlare「だれ」と営うところな謹a鉾と欝う。

　ま允、ぽかの村でsevase：ないしsense孟r先生」と君うとitろ駈setssa｝と

鷺う．さらに訟かの梅9晦iX…し蜘鵬・蜘磨う抗樋
　9ガka穫と嘗う。　　　　　　　　　　　　　　di

　　このような調的驕徴につ曳ハてやや鮮しく報轡することにしよう。

§2．小　　島

　　小島は昔から八丈農の偶島で、八突島本島の7澱キrxの顔の沖合に誤

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トお　9．面積3・16李方キへ周囲8・70キ・の・文字1齢の小聖い轟野誘歪は鳥
　なゆ
　打と宇津木しかなv・。

　§謬．画論鮒

　　宇津木村は1§49年現在入認74（男39、女35）、．御欝薮：鱒の小窓数糎で、

．全人筒ゼ菊池」姓であると言う。ちなみに．八丈島に蕊いてギ菊池」縫は

　⑪とNとによく分奮している。0で26。0％で第王位、翼で鴛瑠簿で第1位

～、すれ竜世帯別の発数調鷹iによる（122ぺを参照）⑰

　　　　　　　　　　　　　　　　（　191）



§ぐ。譲霧豊i鑑

　鼓調鹿齎は塾現在八丈島に在注のつぎのふ允9である⑧

　菊池正：交費：：35”》如才。現在．寧之郷の小…蓼狡長。小憲いときから．内

触をふくむ諾地域を聾縣と移られ1たがtSつねに、宇津木語を濤常会話語寵

する櫛爾魏潔恥っLkに暮されb成入後．宇津本に柱まわれfu　1と亀あ巻

上にtSするどい需語感覚の持主であるからta氏から聞きえ乳字津木譲は横

、当信頼できると愚うe

　菊池ユキ氏：6＄才020年ほど前に大賀郷瓢移住、現在に至る。

　調戯の結綴、書判の難語はます溝一の言語（まan＄ue）と認めてさしつ伽

えなマ・ようである。

§「“．醤灘§離携…懲

　宇津イく譜の：欝韻的特徴として特に注目されるのはtS次のようなものであ

る。’ ｷ較のたあ各級に海ける代表的癒将1細形をあげるごとに：する。大賀

郷。難平。傘立、中之多臥末1書。鳥打、宇津本、青が島をそれぞれ1◎，

蟹，K、賢鐸，　T，U雰Aで示す。

　（1）　◎躍憂姻s璽A［一r－3／U［一1一］，［一〇一］’

　（2）磁TAΣe：｝ノ醸延朝鱒［e玉］／び國

　（3）　◎錐！〇二］／難A［Oii］／KN［oe］／ti［eu］／A［ou］

　鳥打が矯じ小鼠の村であ郵な滋貫ら、宇難木といちOるしく～二となること

が注属きれるゆ

§19｛｝顛覆鱈τA［一1一・王難［一」一］，［一〇一］

　時津叡の1－3一］は彊V鞍擦喬である。以下、比較のカめ1・C・，大賀郷の滲

だけを［　］のなかに示しえβ

　エ）　◎躍駈聾蟹A［一a司／む［一aja｝［一a：］，

　　耀こSa：（さら［：器3）、　hftン》haja（腹）、　kaika：（きよ5から）、　ika：（行った）

　　［⑪。ii｛tsra］、践：a：（いたことガ；ある）［’OP．　are｝rar＆］

　　　　　　　　　　　　　　　　（　3．92　）



㌧
曳

2）　（）獺K殉s礎A〔・era｝f　51／一り」蕊1

　鋤．o　to＝ja（倭）

3），？《）臨亙鎧璽SでA卜1．1r・v．］fUl：。更1」哉】

　　　　　　　リラ
　懸む協巧a（醐）

ゴリ　0廼K飛＄響Al「era］／羅［一eja］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　勧。｝策爾a（しゃ♂／．じ：：）［hera］

・5）　《〉終回群S鐙A卜0同一1！［〔一ご蒙一｝

　鋼oRjta’≧∫誘引（灘｝）

6）　o驚K翼sTA［一口：rt一］fl．∫1－si・1

　糊。豪13：｛」碧く入りなさ㌔・）1．つ」穂lr呈．iar・el

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
7）　◎鞭K猫．s’轟1嘘［一ari・】／乏丁ト瞬一｝

　揮％＄ざ粋擁（さ一”’t｝t‘ゐ）．　o｛’．ir）eij■ee（！、・らっしゃV）IO．　od3離華are3，　hai（鍔．）v

犠囎敵鴛i蹴．’！．撮蛾（ラ》り．ません）こwakar麺籍撮｛a］，　ageijee（あがりな1さい）［0．　a9：，．vE一一

轟r絹，職’も樋幅峯瑠掬量Q凱いた～）焚；つたり）、2kBMei（あんまり）．

書）　《｝鍾翼鰻黛郵A［一躍乱1一】μ∫〔一望一1

　鱒。翻1エ（蘇る〔みそなどを入れ，る〕二）、meuba：（死んだ。）［O．　maru　bara］，1

weUl£ja（悪い）陣。　wavuk．ia：，

磐　e・｝…WtNqwx’A£一こr」rc・一」／∴［一二¢・］，［一aje－3

腕。爾e（だま礒ed　s・」・e（いらべ姻。・）、癖恥（わたくしと）［O・脚恥，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鼠
滋嫡，’he：三」讐e（入S）なさい）、（》蕩通彰e（いらっしゃい）

亙の　　の蟹細目STA［一身re一］A．／／’．［蟻《き・肇

　弼⑪okle語鵠（早き’llも9＃：）

雛）　慰躍懇きilsrWA［一麗31！瓢［一ue］

　費愚kthVe（£カaさをコ　させ）

慧》　む磁藪翼S響A［一1．r◎一］／　’9［一ijo一］

　縄♂ゴO（色）。b三」し9鵡U（拾ってくれ）、　okijo　toki（趨きるとき）£◎．櫨三rO

bO’汲堰n、　o．kijagbts（趨き’よ5）［0・okirggora］Nmijo（見ろ）〔G．　miro］，　O臆9～豆」◎一t．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1．93　）



爆　、

　幻＆（お撫しろい）〔＊．◎㎜o～かok∫a〕　　　　　　　ご　　　　　．『

　13）　．o瓢K翼s∫A［一ero］／コ［一ejo］

　　例。agejo（あげろ）［0．　agero3

14t）　OMKNSTA　［一〇ro］IU　［一〇．jo］　［：o：1？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　t・
　，翻。to：wa（論り一まず）［0・torOWa］，　bo：（ぼろ）・孤U釦＝諏）um膿en（亀らウた

　im）　［O．　tsmuro：ro　monoj

　15）　eMKNsTA　［一uro］／v　［一ujo］　，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　k
　　例。mujo：∫O　monQ（亀らった物）、　kujok3（回るか）

　（16）　な語．「とつく）t（徳剣）を」［◎．to，勧r河を，髪to’kNjo］と嘗うit

　以上に関蓮して、八丈島の坂下2か村には、一r一と燈・とぶ交替する：交

法的翻多があ9．その後者澱｝まれるととを注意したV・。

　　0簾akaka：ba，　akakafaba／藪NSakakEEvaba『赤いなら1灘

　　0！顎il〈imd5a：ba，董kind5aral）a／K製Slkind5araba「行かないならば」

　　OMakak践邊Q：】窪｝o，　akakaredo：m◎i鼠翼Sal〈a！｛areclo；mo　r赤いけオしども』

　　0厳玉：総kaido：mo，　i：takared◎：凱◎1籔NSi：takared◎：mo「鷺いたいけれ

　ど亀」　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　oRS　waira（，w脚rの鷹蟹ware蜘：’s　w捜re醐e：ドわたくしたち」

§7．昏

　厭かの多くの村と阿bように・．共通搭の’i”に対．して㌫の辮懸す為と

とがあるg記録することのでき允のは次の1例。

　例。面kψ：’》do撫■o：（六男）［◎・　relsturo：i

§霧，容易1｛二誓廼携欝」しうる

　§6と§7とにおける、宇津脱語の［一」一］，［一〇一］および置鰐は容易に「織

擢しうる（r6琶ressive）。」つまり、共逓語音になおそうとすれば．かな鎗容

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f
確＝．なおしうるむ

§9．否切れちゃ6ちゃ　　　，　・

　§6な“し§7の特徴をとらえて、ぽかの村の入は、9宇津佃ことば妹

　　　　　　　　　　　　　　　　C194）



塁訟9譲｝激∫1瀧蟄だ」と欝うの宇津木の人じしんはこれ准嚇鍛91麺　煮欝う．

§繋・es禦A齢：］／翼還［も：】ノ雄［磁コ／慧［ei］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　翻。XWiwa（今・撮むεO　k¢w砥雄瞬（ていねい）ゆte：艶：3，　i・・a、、　tu’iCie

　　継e（鋤で書け）Pk餓魯＝コ，　t～蔑：9akuswi（中学生）r．S　t～u：躰kus帆se纈

　　く先生）£⑬＄erase：］S鉾i（i雪ミへ）こG　je：1］，　kinei（きのう）i二のk沁¢巧，　kagei

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　モ　　（影を）欝kage：コ，　ynei（隅を）［o　m6：．］，癩侍を）偽．te；］，“aki蹴一

　　ka．㎏董舞（できなかったといS）ことだ）に0詫e：」鴫，　kO9蛎期Wa（寒いよ）　［11ajb

　　幼9e謬QW的，　kogeite（寒くて）［0．．　k“蜘氏硝　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛

　　幾だし、　吹のよう応謹列タトカ茂ある憩

　　　　　　　　　　　《拳　　　　　　　　　　鰐

　　　舗　　　～圭tai，～ite：　　～ite：

　　　掛いて．　e：de　　　　e：de

　　　穴帳　de：ko　　　　de：ko
　　　　　　　　　ゑテド　ガサ
　　激お．．《）の金土ノ縫という都落にはtSiJ．：gak聡奪i，．　tSZi；　9ft，“lcm．i乏蓄う老婆

1がv・た㊨

§鷹1・　《）s饗｛o：YM［《職1／亙《N£⇔畷ヂj　Ieu．］’～A［（）鴛」

　鞍の綱で蓑記した．胸は、圃．の駕覇綱臆うに工鴛レ認め扇．≧．

るゆ

　　　991jo～穐’1〈eu（轍）、　d3id簾USa蹴蹴～δ3沁篇ut～a・ma（埋1藏さま）、　d”bgubu（丈

　　央）、　わe聡k3鴛u　（勉強）、（leUSekUtvdeutSgku　（ろうそ・く）、　翻資kj顎三ぐ簗京）k

　　herateuni（本当に）、　ausama（おじいさん、王嫌）、　bau（難）、脚u．t～U＝（Vxう

　　ちepaら）jku難興w＆舞u（たぶん貸くだろ5）［0．　ikUPt．◎：騨aj◎：］，　akakedc　u（赤

　　いけれども）£O・　akaked。：］ftsu’de　i“teu（つれていってくれ）．£Q・輪：コ，畑融

　　3◎wa（寒いと，い5じmpないか）EQ．　k◎：もe　jowaコ

翫だし。訣のよ鷲｛麟がある。　’　　　、

・「樹　　ゆ［鰍四三£蝕栂

§篇・eMST回，［s］ノu［tS］，［t・1．

　　　鋼◎deut～eku（ろ5そく）［O・ro：s◎k喝，　t～ugo：ni（そのように）E《》・　sago：滋コ

　量；～ita黛lje（‘善瓠れ）［o・～至惣9董re］，　m嘘tsukubi（薪）〔o・musUkRbi3、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1．95）

許



「
、

§IS．0瓢預鼎董’［・b一］IU｛一β・］

　語中｛こ嗣｛琴摩擦書のあらわ蛍・るととがある徹

　　　　　　　　る　　例Qk部i（かび）〔⑪kal）i］，　llePu’teマ12騨捻Sowa《こねむくてねむくてしょ

　うがない）〔鯵nebu’te　nel）uΨte　9げsur蝦撚a（ねむくてねむくてしょ飾慣ない第

§竃40．fvlKNST［6z幽］／u£（i5一〕

　OMKNSTで亀。’：訟亀に，老入にd5一のあらわれることがある瞭

　　劔。d5澱3（草綾）・薦aru（ざる）、　h鱒3a（ひざ）“

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　塗
　　　　　　　　　　　　く盆）　鳥打の言鋳

§墨．鳥打材
　　　　トづウや
　・1・島の勘耐は漁猟（男63・婦翫重｛購数’s］．でε酪ぐ1編年藩

王欝現：在羨，

§2．破驚登灘

　搬調査膏は八丈島在彊三の次の3名であ：5．

　ぐ：D　浅沼牽氏：男、13才．湘綱中学一年生b．生れてから亙a才（3η）藪

で島漁村に過レ現在劇竃之郷酉蜘でいる・その／l凱7か君長聾」縣ぺ離

恋してい蔽演．爾規亀島打村澱身膏であって，その曽語は鳥打語き認めて

盛しっか吏疫い。

　（2）　浅沼甚之勤」義：男70才．◎在住燈ぐi経墜未詳ナ

　（3）　男4£才：N：在住．生れてから⑳才崇て叩打1；・r，、謙，重から2能を唆鷲

窺京b26才から38才まで小笠原で生活L、以後騰こ韓んでいる鋤翻鵬鳥

打村跳身考である。

　以上3入の二二は、購一の三門（笠axeg’　ue　iと認め酎bるゆ

§ε．瞥　　翻

　ぐTi．》槍翫［明／鍛［ev・i］／lc　N〔ja］／w〔e：］

　1．東京語穂］に対濾｛する鋼。

　　｛聾。］e；ko「大根」（ゆsde：kウ1瀬deik⑪），（le：nep「寒年l　CTi（L｝郵面：nema

　　　　　　　　　　　　　　　　（⑲鯖

　　　　　　　　　　　　　　　　　曳



t

！撚醸・無e嬢1．｝

a東京議岡に：鞭嘱する佛

　綱◎ke：rmwaeギかえる（動物）」（～◎Ske：澱恥e／Kl　kja：rume）ome：…撫講itj

（lg　S　em．鱈K　PS’　omja：）・hame：r濱へ」

3．その他

例・ke・叫争劇艦・・滴・・d・晦て」＠．一騨・磯ジ

（2）⑪A［。：1鰻［呵催N菱（剃／s岡／T［。・i

1．凝£京1語［aw畷にメ鍾1態する劔心

　綱。執》：raヂ俵」（f⑫電◎：r三門・も◎疑ra），　e：9g：ne「あわ」（f紬．⇔：9つmel．厳

。噸me）mo：re　r廻れふ毛＄uko：癒腋わない」、　SO：9U「しかる」（東京諮

総wa鍵に対護すると考えられる。Os（｝：9u／KNSG零39u）

2．東京語1呵に対瞳1呵る例。

　轟轟09ebO：　「下．駄を」　（ic’：｝　S3乞（》；1戴　　無　9et◎e），　de：koho；　1大蟹1の象髭をjs

装◎・t◎bo：ジことばを」、∫o＄o：～三「手薩いに，」（！O　j◎So：sulriZ！x：葱josoe～i）

3．　その6El、ll鑑鎌の減磨1を．示すiyij．

　儲◎rnarUb（》ニヂ死んナご（氏）」（1｛：：／）・maru｝｝0；櫛凱．　martzboU）

　譲の例は（＞Mで短母霧＝fo］、t’で短碍音［t｝］でみらわれるが、やは夢

纈似の対’慮を示す。

　童k〈）9；）nド行とう」（1鞭簸ik．o暮嚇IK掘il｛09欝費1．s・il鱒9aの

（3）◎A團趨〔［ei］／K聾緯：3／5［翔頁駕墨

2．．罪鉱京語：［nijに．対ヒ慮する例爵

　紬e蜘rてぬぐい」（i（“．艶難癖・購t・齢鱈e切

2．翼麺∫；ミ1浴［e＝］に対1態「ζ『る’ftAle

　　　ピ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　te：聡＝「ていねい1（1《》1ヒe：・｝e：1擬繭n¢い．te，・：：い麟e：院蚤ld（運》綿8・：！

：鰯，Sensei，　e七c．）　．　　肝

3。東京語［oe］に対鷹する例e　　　　　　　　　　！

　kege：rowaヂ寒い」（東京語ke9）3rUに対灘する．語と患われる。⑪koge；r（》一

w・麗ko卿・照，・切k・k・・rcこへ」（O　kto｝：？：　，i　leqE　］｛okp．i，　cide；）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（197’〉，



嵐その他

　劔◎he：糖：r久しく」（⑬ke：亡e：，鰻h賦醜轍⇒

磁）子・喬につV、て

X．　r－Nd一

急減でr一と（しとが交替する現象猷、八丈島5か村と一遍謄おる藤

　鋳。ro：SokUrdd◎：Soku「うらそく1面一㈱「來年」

2．　dztvd，s

この聡象も八丈島の5か村と共通であるゆ

　‘臨dzo：ri揮鵡G：纏「草履轟m量薦鳥「地顧ふ（輩聖難id賑，藤（鶏器q。薫蟹9

m鰻瀦〉

　以上（1　1）。（2x（3♪（喚）の著麟対馬について鳥打語は．＃と：se　s

疲く隠嶽の特微粒竜って㌔へ薦～＝と力短主霞さ熱るtS

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e
　　　　　　　　　　　（3）　青が島の言語

§a．驚が島

八丈島罵島のぴとつ青が島臨ノ㌦三二ゆ脇に晦へ鰯7キ噸地醸

にある火山島で．周囲1：1キL9、束：西3．82キロ．南北＆6◎キra　h憂島ぼとん

ど山地である⑪1785年（：天購5年）の噴火に3：鐙当鋳の住民は垂滅し1たと

いうから、二二の住民はそれ以後の移注奢で。ユ0ア世帯，、入口愚25（勇瓢墨，

女21エ）．入geは小島の2倍魯ま夢である（：鰻9年4月1簿褒在海

　今のと菰ろ、東京簿八：丈島賜の定期繍力蝿1回だけ、青が嵩に三瀞港して

v鴇る憩

　この島の素志は．・今；繭調べた限りで轍八丈本島の嘗諮とよく似ているde

§跡被論叢灘

　被調甕＝マ苧は八丈島在強の青が島患身者5名であるの

　　　　　　　　　　　　　　α98う



　　　（1）輿懲ふじえ疑；女、45ty’　9　S在住・30才くらいまで跨が廃で生活し、央愚

　　　　齋が島患声嚢である。憾顔の鷺語が八丈島諏晶の解語とちがっている鴬とを自

　　　　覚している。

　　　（2）　，曲水おたよ氏；喪、8盛才、o在盤。

　　　（3）　三江きわ氏：女tS．囎茅、　S姦佐oa5歳まで驚が蔭善、25才からほとんどSで

　　　　生濡した。両親～も青が島鰍1，、夫はS繊身で30年聞アメリ勇にいた。

　　　（の　勢、4CK“．　s切端“　　　　　　　　　　　ab

m’ @　　　　（5．）　　女、　37，　＄才、　騒譲き簾《、

　　　以上銘の論語臨同一の藷伽・菖ue）と認められる．

　　§3・　es沖つ畿蕊の精微について　　　　・　　　　　　　　　　　．

　　　（1）　◎ST［e：］1Wt極y鼠N〔ja：】ノA［e：｝

　　　L東京語［ai］に対慮する鋼。

　　　　劔。de：nere『來年1（10。　de：nem　iK．　N礁a：neの，～ida：．ni　rしだいに」　a’dtW，

　　　mone：rとんで屯ない」（ne：S・nai）

　　　2。東京語董ae罷に対慮する例。

　　　　例。。me：「お訓（ノ0・・me・鷹翼・醜・），擁曲e・「役揚へ」（1汎鮎呵の，

　　　iame：『出へ」（IS　ja㎜e：）1〈o～iere：SaLge　rこしらえさせ」

　　　3、その他の例爵

　　　　例oe：｛量£r歩㍉、て＝」　（’《）e：（玉《≧9KI町」爲：de）

　　　（2）　（》饗［（》：］／！獲£ou］／XK　N［（露コ／3［a；ユ／A［◎：］

　　　L東京語［awa］に対慮する例㊨

　　　　劔obO：rra『俵」（ノ＊tO：τa離teuraj

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f　　　な：欺…爽のような交替ig見られる。

　　　　劔oome：9awa～O瓢e：90：「求龍のは玉圭maneSavira．vim撮1GgO：「今のは」

　　　2．東京語［＆o］に対慮する例。

　　　　弼。kotob◎：rことばをふ琴USo：1草を」～ibα「しば惣」

　　　3。、その他の例e

　　　以上と類似し距対慮を示す亀のにSO　’on「そのように」瓶どがある。こ

　　の語は《｝厳6煽。劔KNSOtto3tS／s　so3amaでoM：［一〇・］／KN［一〇：’1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈　1．99　）

野



ノS［・a－1ん都［一〇一】どなる。語尾一gon（ブとと究ば（》ik｛》gomガ行とう」ノKN

歳。二σ罰9）亀岡じ対慮を示すと，愚われる。、

　（3　）　．疑》　丁　薮e：］／M　［ei］／x　N　［ξ｝：］／＄　［i：！／A　［e：］

　L東京語［ui］に対回する例。

　　鋼obenege：「てぬぐい」（io　tenege：／簸詫e珊贈i）

　2．璽京灘［oelに対慮する例。

　　脅ぽ◎koke：　「ここ！＞」　（ノO　koke：．／：藍－LN　kok壱：），　koge：te　『塞くて」（戸．）ko一

　｛le：telK餌ko9邑：艶，この語は蜜京語koggerUに対’旛ずる喝のと誠められる。）

　he：ru「ほえる2

　3，東京語［e：玉に対慮する例e

　　鯉。鰍珊：「ていオ融・」（．9◎艶：聡；1簸亀e撫ei）

　（4）　GKNST［o；1／照［ou】／姦［Ol．1］　　　　　　　・　　　　，

　！・東京語【o：］に対審する例。　　　　　　　　　　　　　　一

　　例◎tvukjDu「豪京」（芦耀touk葦ou），　d5id2｝3u’「勉藪」、　tS7）OUchaxx　f　b手i、　hεL融～3u

　　　しよう
　「八升」、k舞ku～3u「颪姓」

　％だし、青が島の［oulは訳のよう：な場嶺’にもあらわれるe

　　jouk臼「夕．販」（ノ0．K　N　S　jo：kel酸j◎ukの，繍零醜澱r捨ってくれ」（β疑

　器揺慧metOU　1聾h云ro，to：，UhirO，七au＞

　な驚、1請に違べた（2）の対慮の場．．合も、［ou］）う澱1三，らわれるこ～ごが泌る。

ブととえば、東京i語：怠。；）a∫ima］ヂ青が島」は（2）によれ，ぱ．　A〔c＞：1樟∫im磯

と；なるはすであるが、［Otl（　a∫ims．］である。ま拠、つ響の対鷹｛楽、これと購

Irlm係に｝観る。

　　　G｝Sogondo：tg　rそれだから」

　　　熱　Soq，　G．n　d◎ute　　　〃

　　　Ks；）9電擁。冠嚢6　〃

　　　製SQgr，endOe，nte　〃

　　　SSoganda：rete　．〃

　　　ASI：K’｝）n｛1．：ute　　　〃

　すたわち、Aでは・＆o：t¢で：なく一慮，纏鷹となる。　しかし．　一‘io：teにか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（20（プ）



弓

寮｛）、織木、機li．ゆ2代は一磁：i：｛／tであっ，。

　（ξ～）子書についても．だいたい八’丈妬め漏話と瞬じ1待鍛鷺もってb

・aるeたとえば、語頭で、［r一｝と〔（1一］3二が交替「曇幽塔。

　　麹。（ねUSok：u「ろ5そく」（～r；）usokの，　dod麟r路地」（NZ’edr）i）

　施だ、只木氏には、1（町［du］のよう叛：喬笛があら蝉、れ鳥

　　鯛。midu　r水ふhudi「ふlr．《＝の花）」

　籔た、［du］はOKのxxahurll　r隠す」に対感ずる膿脳室「隠すゴ

ぐ聰（歎脚鞘ギ騒蜘る」）に亀ああわれるが、ヒの語厭糞郭毒鵬β器覧蓋ど交替す

　　　　　、
る囎

　以上にあけた膏が島の四韻1晦下階はほとん馨．勉のアか種のどこかに堅

郵れ熱亀のであるαすなわち、

　上のG）は、OSTに一r致し、

　　E’　（2）は、OT　　　　〃

　　〃　ギ3）はb（＞T（U死、　〃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
　　tS　←1・）は、　A独等である甑、　Mの〔OLI］，むの趣畷と協∴璽溝：晋

．で欝る点に：勤いて亀類似する。　　　　　　　　　　　　　　　，

　以上によって、轡が島の蒋二韻的特徴が特にOT～：　L一一，・致する二合の多、・

ことが注矯簗：慧れる。

（k
ぐ2）

ぐttり

（幻

《の

　肌八丈島の言語の．二三の文法的

　　　　事實について

代名詞、特にド1称．代忌詞∴つwご

ギヨクカ　ずヤンジヤラレ」という塾潔い方に㌦汽・・て

六密話1寸におけ鳥勧詞の濡用形について

いわゆるr山詞形」につv・て

特殊な活月雲につ、“べこ

　　　　　　　　　　（2く｝1）

垂



x
，

　　　　　　　　　　　　　は　じ　め　に
　　　　　　　　　　　　　　ig

　八丈島給は銀有の言語と考えられる亀のの殴かに共遽語亀かな勢盛んに

聡、ハられて：いる。允と免ば、共逓語の「赤いけれど亀」に対憲する欝い方

（鹸密に言えば「罵赤v、けれど亀』は島のことばでなんと君いますか」どhS・

資問に対する答）をすべてあげるならば、吹のよ弊二実に霧まぎ駿である。

　　嵐藪総振ト「

　　誼ake＆o：b雄激e（監ou＝，慮ak¢do；akake面iδo；，akakedaedo：，　ak滋ke《海継。，

　　ak’akedarec｝o：；　akakedo：mo，　akakedoumo，　akakedemo，　ak’akedem（ra），　akarv

　　ke，doem，　akdwdo：ni；　akakeade；　akakoute；　aka，1［edoetate；　akak£｛a．

　　麟職瞼8－

　　nkakarede，　akakarede；，　alstakaredow；　akakaredo：ni，　akakaxedon．

　　u歎ss壷a量一、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　di

　　醜鼠k訊羅◎：e濾意象漁灘，濾無ka隻伽，　nkakaidemo，　a，imkuido：mo，醜濾滋面瞬・

　　　　　　　　　　，　　磁虚¢網一

　　algalceredo，　nkake2redo：；　akakeredomo，　aka：keredomo，　akaker“7dom．

　　蹴撫薫一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　’慮a呈ke艶面P識聡瓶e驚蕊◎mOs　aka銑：edo，　akaiga，　a：kaide．

　　とのように類癌語の形も盛んに行劔τてV・るのであるから、亀し亀み丈

島勝の現実その匙のを記鍾；することを主眼とする激らば、共懸語の形を亀

噛めて謝耐逡でるろう拭二二愚もに八丈島三二の二二と考えら轟篭、

　亀のについてtSコ三の：交法細事宍をと韓あげて身離するin　cとにする＄

〈x＞　代名詞，特に叢論代；名詞について

§1八震麟蕪の難名講

　八丈島で現在堀いられている代名罰｝盆、地域e年令癒どによって盛裂窪

まな蓮：いを示しているゆ

　いま。八丈島語の代名詞をその使用地域を顧慮しっっ表（2（鶏aOSぺ♪￥e：．

示せば次のようになる⑪

　　　　　　　　　　　　　　　（202＞
亀



s

§急貞灘畳名罰

　鰍の代名詞として湖SPttsのは聡・偽蹴幅蝉である．

　wwrgは◎瓢K難sの，5か村に懸むて増v・られるe’　　　　　、

　蹴は（b簾sの3か村では一般に月iいられるが、Kでは薮とんど妬

いられ，ない蜘罵ではや叢い入には髭1導いられるが、老人には用いbれ激払繊

痢淋ある，，

　W纏Pa鼠はff鍛で用いられるゆ

　t喚がウてvo．瓢に比いてはw躍¢，w滋，鯉6，滋の四つの形が用いら

離，る⑪そ勲，むのうち、uretS滋が姦く溺V・られ．　wcre，　waiはすぐ激V塘ま

）njwame，、磁は馬上の入に対して多く臆

い．at’enw滋は洞i輩以下に蛸いるという愚

三四持っでいる入がすくなくな隔鳩
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K
　Kではw騰，（w⑳を滅いる暢

　猟sで織w鍵餌躍3を燭いるム

　これ晶晶に示せば図鷺2のようである。

§菖。：丈中で¢彫

数廼籍晒

驚のた蒼彫

　　．一が

　　一の

　　・一算

　　一一竃

　o
　　　猷l
　　　iixyeg
　　　W｛ffLj
　　　》》a．挙a
臓簾燈
ぐwδ』）

　　　贔か3
　　　w＆倒

閣11獣

　wε驚，臓点，㍑一画など：が文の巾でどんな形をとるかzaその二三遼菰蛭ぱ

次のようであ箒。Mを例にとるe　　　　　，

　　　　嚢灘鰻
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　轡　　　　　口調　搬色艶，w雌

一一狽

wagm

waga

warenS
引照eエ箭
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　　．　＄◎iδδ糖ka　k◎tsyon3hi籔arar3・「そオ．しだカ』らこ「）したのよ＿1（．ママ）

　　　蕊m騨鋤δ鷺憾蛾ik三nnaerarega．師がふつ允から行か毒：かムた」《マΨ）

　　　＄◎lcomade　k1toもe墾｝ki艶磁e銑壁・1一そこまできたから勲てみたの。1

　　　匙OUdε汰e撫｝syOdare・「こ爵もだけするのだ」

　　　鋸趣w灘琴癩球が悪いのだ』

　　　鋸碑亭wairnkarare・r私力題悪1かったj

　　　Chiitol｛．3　鍵a鞭・1唱少しあった」

　　　ehilt6ka‘axar’aT　）．　f少し濠）ったっけづ

　　　kondakeka　s駈伽’¢・「し海のはこれだけづ

　　　k（》認段keka　Sh託ar鍵e．　r　　　　　j（＝・ママ・）

　以上によるとtSこの現象は否定ないし泌去にi災られないようであるe激．

．轟㌦」（蔵導k駄のよう：な形ecPJki　｝・）9’し港：V、とと、懸よ窪燕（購6…e”（捻〔》…　の．よう

激暫蕎～㌦方の，切V・ら才していないことカ§注隠さホし3e．

　　　　　　　（器）　・大：賀多窪葬村にみける嚢勢言簿．わ活ヌ1躍形につ短iて

．§㌻活」用の塞出とその活財形

　レ．允．賀多穣撃寸で選毘在，1．：’ijViら承してViる重訓電ぼ）三月」の種糞縫譜：そ・の濟ヌ君彫を豪載こ二示

?．ぱ次のように甕とめられる⑪

謙譲饗1謙∴嘉）i轟，｝（　　2勲葦翻r准魍㌃る）…譜，厩），

急
量
3
壌
薮
6
7
8
簸

議漉　　　　　　　　　　藍ka一

一r霞ノ）＿乳銀「Stig　　　　　　　」ik農確

：畿響ド三重鰍玉　　齢

田隈（’》一deγ　　　i乳

轡い興り，電0，胎：．3典　圭ku

価細，鵡⑪：wa　　　　　量k三一

細細語蕊押・1・k・（一）

一無馬一｛嚢⑰：職。柵騨 @　like一

讐い菱駐　　　　　｛翫e

き　コ　　　　　　　　　　　　　　リ

　醤需
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1．　．　1　．．
1レ《ゾ1：騨　i葺」◎レ

｝　　　　　1

孟」。、｝離

JU｝》jU：一　灘」（）1．匪一

　　　　　　1
撰jG（一）

　e働～je一1滋Joe聯

e（づe

ぐ2ぴ7）　．

1玄導。～㍉ア乏ト1

ピnJow・K一

1幻G：G）

i　njo｛wki　okiro

論畿慈捧（＞　1＄a－＝舞

　Oki剛　　　ki一　　　．～茎一

i◎ki・・　　k重刷　　　～i一

｝ok量一　　、　k量一　　　～i一

を　　　　　　　　　　　　　ヨ

く

i＄1鑑1監。s鴫認

　ok量r爵ノ　kuro、→　SO（一）

ok三re・　i．！ture－1融盤望

　　　　　露⑳鯉㎏㍉Se’》～e

炉



de @　一醸櫨！に接続1ノ、一tara験2，3，4に接鍼する。

融　　樗によって喀、噛ora’）一警）an・Vganのように変る。

鵜泳　　K、では、一一tst）eのかわ1）’に一ite二肇あらわ凄．しる。

　　　韮《で謡、一do：moの払わり｝ζ峨0：niウ竃あらわ」1しる。

§豊，ilgttぐ行くメ（z＞活爾

　いま勘ikxx（行く）を劔にとって． どんな～ことばに漣って∀・るか恥　o蓬：：

S3、丈の塾でどんな位避にあるかを示せばぞタ（のと：む夢である。

　　wa四則a磁「もし私が行けばj

　　ikaxredo：nakarara．貯テつたけ愛しど竜いなかった」

　　ik壼：ta＄。囎．1‘餐きますよ」　　　　　　量

　　s（lj3re三k論誌ar盆捻Fl．”．一んなに妊ぎたいなら」

　　量k蚤羅銀k我r行かない」　　　．t

　　di◎ke：三’艶k轍）：．かどこへ行ッてi黙た？j

　　iete　ascowa．「行って＝いるよ至

　　a鞭iku．ド私は貸く」

　　㎜・ε霧ik｛獅Otm：wa．　rあ幽が若くと愚うよj

　　ikwate：3臨ゼ行くとい5ことだ遷

　　untS　h豪無w編Ekuno：w農．「あみ人は狂くでしよ5よ」

　　撚黙：翫繊馨．ドお詠出行くなj

　　wage　ik．owa．「私が行くよj

　　wa鯵量kowbeギ泓二審くからj

　　Uita：ikol．ga．　Bε二一行くか」

　　叙・¢糠do：～撫量ミISogon・「私といっしょに費こう」

　　晦k猷ikgcte：ぜどこへ行くのだ？j

　　w錫翫三k｛｝額）k至「私力．腰「葦くとき」

　　黒鍵翫搬a自認v継滋d◎：m◎癒予けば聞1こあったん塞け1掴どj

　　war2｝盈：綴○澱憶「私ζ鼠旧くを3樋もど｛もj

　　me：m麺魚¢，「寧く答1ナ毒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　製

（曝）いわ嬢蕊〔鷲面形1． ﾟついて

上の§監の表に聡瞭る41の活溺形bつ・k’　．e、一te（伽畷e）に接．；鐡すみ懇．．

きまやや複健である。

上の§R．の表では、つまb、大賀郷腰では、

（　．nyC，8　’］



喚

　　　　　　　　　　　　　　　　拶

　　　　活馬形oki一（2），　ki＜3），　r圭一（4）！接続する～：とば一te・・……〈a）＼

　　　　活用形圭’一（la）ラi，一（15），　njo’・（1c）／接下することば一te…（b）

のようにふたつの型があらわれてbるが、ほかの村では、次のような形脅

あらわれる。

　　　　ojo’de　F泳いでj　K女2◎代。

　　　　ka鯉de「かついでj　N

　　　　jQroko’de「喜んでjs男85才。

これは次のような型と認められる。

　　活翔形ojo’一（1a），　kato’一（1a），　j　orokoラ・（1a）／接饒するeとば一de…（c）

甕たbi次のような形でもあらわれる。

　　　。」◎姶der泳いで」0女70辱

　　　iso認e「急いで」M老女、　N努20代。　　　気

　　　katsuvade「かついでj　s女20才

これは次のような型と認められる。

　　活用形嚇。鎗イ1aみison一（1a），　kats斑ひ（1a）／i醸i霧…するUとはきde…（d＞

以上を褻とめると次のようになる。

（a＞

（h）

（c）

（の

形用奪㌧騨
d

刷

鯛

，

昌

需

，

粥

一B一
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接続することば

　　一tG

　　－te

　　－Ge

　　－de

　骨

OMKNS

OMKNS

KNS

OI　S

例

oki－

iラー

　ロ　ラ
。］o’一

〇jO「a’

（＄）特蘇な港用について

　激お、イnPt「竜てあそぶ」、ハリョ・・「孚う」の活用は精殊であるが，

醤）れわれは直接調べるごとがで選なかったので、調査後、菊池弓丈浅（瓢
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　守
村だけ嫁星趨茂子氏）に依卜して調べた結果は次のと＄9　9である。

　　　　　　　　　　　　　　　C　209　）
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偽
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　kイ　m　－

1．1． s

　　2　碑a，　　　　イPt一　　イPre　　イロアー　　イPt一　　　イラアー

　　・：畿　イ・一・匪・・一イ・一イ・一
　　4　－ite　　　　イロッ　　イPツ　　イmッ　　　イロツ　　　fロツ

　　・謹い勧イ・一芽二之：イ・一　イ・一・　やレー・

“6－na　・一隅2・一　イw一｝・レ
・晦一・一禦｝・一網；｝価

　　8　－d⑰：mo　　イレー　　イレー　1イリヤー　　イリヤー．　’イレー

　　囎・勅一・・…イレーレ・ヤー伊…・・一

　　　　　　　　　　　　　　　　バリStl

陽湖∴…　　e’11K｛、・ls
　　　　　　　　　　　　　　　　じ　　　り　　リ　コヰ　　ほい　　じ　の　　　　

　ゆ @　コ　　ロ　　　ぼ　　　お　　コ　　　 　　ルロ　　　　　　ア　　　　　　　　　　　　　び　　セセ　　　ぽ

膿い動一・一 S款二ll；　lli　・…一一・・一・一・一・

・6蜘　t一・一1ζll蒜；二こ1評・…づ・嚇一i一・一

ゲ峨一一・・ヨ娼葛・バリ・一一・げ一・・アレ…一

．1隣悔言1；＝＝・じ1㍑・　霧雨：：：；判二1凱

　　以上、0村だけについて見ると、以上ふfeつの動詞眩§1の表に：訟ける

1a4ρ瀧！の種類のど纏嘱し肺・エ・ny一一・41のぽかva・s・・feつの種類の

　下用をたてるべきで縢ないかと思う。

　　　　　　　　IV．八丈島の言語の敬語資料　　　　　　“

　．§葉・はしがき

　　八丈島に南けるいちじるしい敬語現象と．敬意をあらわす特殊な語いの

　　　　　　　　　　　　　　　　　（210）　　　　　　　　　　　　　　　　；



存在とは、從來から一部の研究者の注目するところであっ疫。

　八丈島のぴとびとig　．「八丈島にはていねいなことばがたくさんある」と

「いうことを自慢にしている。それは、島に生れ、島に育ったぴとばか勢で

縁なく、内馳（ク＝）から來て住みつい涜ひとだちもひとし之語るところ

である。そし、て鋼にあげられるのが、琶まって、od5　are　rいらっしゃい」

、という語である。

　この八丈島に灘ける敬語について、いま窪で徹底的に調査したものはな

～㌔こんどの調査に驚いても、残念ながら、調査のおもな欝的が別なとと

ろにあったので、特に敬語匙とりあげて調査する余裕がなかっ夜。ここに

、緻現地に賑いて踏こなつ疫後串の防言調査」の際に採集したもののうち

から激語に麗する贅料をぬ～蟄出してならべてみた。したがって、八丈島と

Vう鍾語就会に灘いて徽：語がいかにおごなわれているか、というような機

競的襯察の結果を示すととはで遷癒いる疫だ、敬意をあらわすいくつかの

勧詞とそれにつづく「補助動詞」ないし語尾とにつbて簡箪な設明を加え

るだけである。盛らに鮮し〉・研究は今後の調査にまつこととする。
f

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
§2．敬慧の鐡罰

　（iノ｝　あ蓄竃｝、．し、る

　　arowa「ある、いる」に対して、　ed5axowa「あります、います」などの形が

　ある。

　　juwano　od5躍owa「岩があります」0女？0代。

　　～童’kari　od5aτ0（wa）rたくさんあります」簾老女。

　　hirabi　od5aredo「毎魏いらっしゃいますが」M女40代。

　　aBnim◎Q砺鵠n◎：9a「な1こ・もございませんよ」K勇5◎才代。

　　od7）　3rinnare　te「ありませんで」．（ef・nゴkente　rなくて」）S：女30N5G才。

　　kawja：～iku　o薦ar◎囎rかわいらしくいらっしゃいます」K婁｝25。

　　boitku　ed3aro　koto「大きくていらっしOPるこde　j　M：女40代。

　　～eku　od3aru「知っていらっしゃる］o女50才代。

　護（赫でrいらっしゃV㌔ませんでした」を特にてV・ね1いに：目上にむかって

　　　　　　　　　　　　　　　く221）

’



醤うとき、∫iBd7Jararaを使う。詞じことを言うのに属下にむかっては、

wa∫ircd7arara　蓬ブ廷はwagimgara］ra　を使Pa　　’

　なお、次のよう．な一例が採集されている。

　　joke　koto　owa∫i魚aSitada「よV・ことがごさ～bまし疫よjo女73才。

　（ii）行　　く

　K村（男2Q代）では、ギ（愛）たくしが）行く」嫁次のよう・な敬意の段階

で種：種の形をもってVOる。mja：　1”illlo：SO験力§もっと竜敬意が強く，順訳弱

くなって，．ikowaは徹意が「もっとも鰐の。雪濠について晃れば、　ik－／mja：レ

の対立しかない。×嫁該当形のないご．とを示す。

　　　　mja：rlmo：soga　

　・　・
　　　　mja：ritasoga

　　　　mja：roga：（wの

　　　　ikimoisoga
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t
　　　k’　iki：tasoga

　　　　　ぐx（｝d・bar・wa）

　　　　　O〈　wasowa）

　　　　ikowa

　N柑については記鍮されていないけれど亀D各村に次のような形が1ある。

　　　　’　kaimono　meirowa「直物1こ行きます」女2◎代。

　　　　ipja：rowa，　mja：roga，　mja：rltasoga，　m］’a：rimo：soga，　mja：rijare　Lag3ge・

　　　代。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　斎

　（iii）　行　　け　　　　　　　　’／　　．

　「行く」の場合と局じように、K村（男20代）では、「行け」は次のよ

うな徽意の段階で種種の形を亀っている。磁5翻110：seがもっとも敬意が

強く，順訳弱くなって訟eぽもっとも敬慧が弱い。謙詮について見ればb

ik－／wja・一／was－／se一／・dsar”のような対立が見られる。

　　　　od53蠣職0：Se　　　（偲人酌、老人的）

　　　　od5ガteもa即0：re　（×ite　t批憩0：re）

　　　　　　　　　　　　　　　　　（212）



　　　edr，arijare

　　　od7）are

　　　se
e’

　　　wase
　　　wj’a：　te　tabe

　　　ike

　bちばん徽意の程度の高い動詞として、oδ5ar一は全島に分布する。語尾

激いし「補助動詞」を伴う形は、K村の上の例にある、一・nO：se，一jare，一’te

tame：　reの懸かに、　od5ari：tase　（男小学生）のように一：taseを俘うこ

とがある。OMでは、目下に対するoldeha，　oiderebaに対して、臼上比

対するOd3a紬aという形が行われている。

　seは、　K村だけに用ひられる形らしい。

　waseは各州において．一般に｝雪ヨいられる。一般に、　ikeは観下、　od5ar一

腰目上、wa麗は阿輩に対して鳩V、られる。

脚kα∫細wase　rむごうへ行け」s男30代。

　（iv）行った

　K村で、劉上の他入の行爲について用いる形に∫itaraがある。なお、

∫i融は桁つた」のぽかた、陳たふ「言っ刻の敬語梶ある。

　（v）思った

　N村（女70代）．では、　目上の人の行爲として、S囎繊　を用いる。

s貯a撒に対する、同下の入の行爲を言うのにはjaraを用いる。　jaraは全

島に分布してV、る。

　上の（iv）に蓮べたように、　K：村では∫itaraが用いられる。

　（vi）　く零　れ

　　　　　　　　　　　t
ker・供血語の「（物を）く刺に迩庚る）に対して、　tamo：　re・紬eが

OMKSの各村にある　（Nについては採：婁亀れ）。　tamo：reは目．上

に対して、ねbeは岡輩に対して用いられる。

　　　　　　　　　　　　　　（2エ3）

　　　　　　　　　　　　　鐸



翻

x

　（vii）　くれる（やる）

　目下に対する「（物を）やる」にあたるkerowa（（》｛金土1唄、S）に母

して、moe＄erowa～ma：・serew．aという同輩にk㌔・する言い方がある。疫階tt

し．K村で瞭、　ma：seruは目下に対してのみ膳いる（男25才）e

　（vi恥來　た
　　　　　　　　　さ　すでに（iv）で翫べたように、　K・村では「廉疫」の轍藷としてSitamを・

払いる。

　　　　　　　　　ド転、・

　（ix）來　　も、

　0上金ま：川（女73オ）で怯、

　　　　至上に対して　　　　Od5ate．

　　　　問葦　　〃　・　　wase　’

　　　　取下　　〃　　　　koi，　ko：

のように使いわけられている。　　　1

　（x）食べろ

　K村（男20代）では、「食べろ」は次のような敬意の段階で種種の形を

勅てv・る・珊」a？t・繍…e力穐つとも徽慧が強く・順次弱くなって・

kanleはもっと亀敬意が弱い。語幹について見れば、　kamヲaga“／mja：r一

のように対立する。

　　　mja’te　tam。；re

　　　mj　a’　te　tabe

　　　aga’te　tamo：re

　　　ka，de　ed7）ave

　　　斑ja：1’1］a「e

　　　ntja：re

　　　agari：tas◎ka

　　　a騨I」a「e．

　　　aga「e

　　　　　　　　　　　　　　　（214）



　　　，　kamij．are．

　　　　kame

　agar・は全島、飼上に麗する雷V・方として用V、られる。

　0村（男50代）では、

　　　　無上に対して　　　agar一

　　　　同輩に淘しして　　　　me；re，　mja：re

　　　　穏下に対して　　　kame，　kue

のように使いわけられる。

§5・脇櫓ξ》ポ補勒重1詞．なし、し語尾　　　　　　　　　　、

　（i）　一te　agerut一一aggru

　共懸語のoSiete　ager　I　r敦えてあげる」にose：te瑠甜（M　女・墨0代♪

があ疫る。共通語と嗣じよう．に、敬意の程度は湾iい。　　　　‘

　0村では、

　　　　目上に魁して　　　　一te　agerowa

　　　　同輩　〃　　　一te　m　OeseroWa

　　　　臼下　　　　〃　　　　　　　　一te　kerowa

のように使いわけられる。

　な器、0村（女73才）では、ose：錫ej‘．｝：kano；「敷えてあげようかは

のような形で竜矯v・られる。

　（ii＞　一jare　・　’

　各村に聴Vして憲つとも一般的に用V～られる。一lllO；S¢，一t¢・tamO：罵，艇

tabeより敬意はうすいが貝上に対して竜用いられる。

　　　　難鑑｝陣・一一

　　　　atSuakja　’kakijarogoeB「あぐらをかきましょう」N窮54才

　　　　黛」躍沁聡k禽「なさらない」0：女？3才

　　　　　　　　　　　　　　　　（瓢5）



　（iii）　一te　jatara

　iki：te　　jatara　　f・いらっ　しゃつ7セ」　　0　　男　　65，才　　、　瓢　　女）・7S才

　上の1例．しか採集しえなかっ允が、貝上に対して用V、ると君う。’

　（iv）　一de　me：ru

　aS聡de　me：rowa「遊んでまいります」瓢女4◎代

　（v）　一mo：seN－te　moese

　共国語と平様の意昧で用いられる。一jare，一te　tamO：reに対し、目上に

対しして用“られる最高の敬語であっ允が、現在ではすでに醐入曲、老人的

な亀のになりつつあるようである。

　　壱州：ikimo：SO9蕊（cfg　ikowa）「行きますよj　　K男30野こ

　　　　ikimo：～量：「まいります」N男54

　　　　t◎魏’｛£面智8er・war縫ってあげkすjG女73才

　（vi）　一te　od5aruNde　od5arn

　共通語のf……してVxらっしゃる」の意で、一te　arOWaが爵下ないし同

輩に対して用bられるのに対し、目上に対して恥いる（0）o

　　例：ka玉te　od5aτow＆「轡いていらっしゃる」0女73才

　　　　．rnat～ite　od5arejo　「待っていらっしゃいよ」（cd・・一arijarejo）1鋼〔女

　　　　20才

　つぎに、d脚に対して、い？そう細いねいな言い方としてde　od5aru

とv・う形がある。

　　　　apde　od験ro「なんですか」瓢女20代

　　　　kjo：δjade　od5aro躰　「兄弟ですよ」N女68才

　　　　sagonde　od5ar三：tasuka「そ5でございますか」瓢男2？才

　（vib　一’te　tabe

「…・して下さ同の心魂ke「・妙高乱掘く・Tt・　t・mo…よ

夢隔意煽い・　　”　，　　奪
　　　　to，te　tabe　「坂って下さい」　S

　　　　mja’te　tabe「お食べ下さい」K男20代

　　　　　　　　　　　　　　　　（216）

’



　　　　　ぐv撫）　・te　tamo：re

　　　　　－te　kero，一隅t曲eよ1順上の人に対して駕いる（M）。各村にある。

　　　　　　　　aga’te　tamo：re（cf・agare）「上って下さい」0男δ歌、　K勢30K

　　　　　　　　◎d3a，鉛tame：re「おいで下さい」K勢30段、　N勇22才　tS

　　　　　　　・OSe：te　tamoure「幸えて下さい」簸女4⑪代

　　　　　　　　jo’te　tamo：rijare「論寄り下憲いませ」腋女28才

　　　　　（ix）一：舗賑～一tasu

　　　　　各村に蕊いて一般的に用bられている。　．　　　　　　　　・

　　　　　一te　O（13aru・vde　od5aru溶4艶人の行爲について言われるのに対して恥

　　　　一：taSll．v－tasuはおもに肉分の行爲についてていねいに習う場合に硝いる。

　　　　し苑がって、命令形｝まぽとんどあらわれない。ただし、Kでは他入の行爲

　　　　についても、論えぱa騨ri鉾asoka「召し上顎ますか」のように騨穿ること

　　　　がある。　　＼

　　　　　0村の73才の女によると．・二taSOwaは繕上に対して、一mep．serbwaは

　　　　同輩iに対して用いると言うが、K村では一笠no；so験の鼠壁よ夢蹴上に対し

　　　　て焼いているゼ：taSUにさらに敬意を表わす一ja聡をつけた形も璃いられ

　　　・　る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　sogosde　od3ari：tasuka「そうでございますか」瀬努2？才

　　　　　　　　iki：ta・・9・r行きます」KNS

　　　　　　　　kak圭：捻～ijare　「お＝潜きなさい」　瓢女2◎代

　　　　　　　　ko｛　e：tasuno　「塞いですね」N

　　　　　　　　marul）i；taSoga　　「’ダE｝こますよ」　　K　努　33才、　67才

　　　　　　　　＆9e：£aSowa「あげます」翼女68才

　　　　　　　　mja；ritasoga‘「滲りますよj　K男30才

　　　　　　　　i：ta～innaka　「欝いません」　o男65才

　　　　　（　x　）　一：　’te：　tara

　　　　　M村のみで胴いられる。i㎞la「行っfu　」の敬意ある宵い方として、

　　　　擬胎・衡aが溺いらStる。　iki：taS呈ta（一：taSittaは一：VRsuのr過去」）9b



らっしゃいました」と甑とんど献じ程慶の敬意と鷺われる。

　　　k醜護：te；・tara（cf．　k擁ar＆）

　　　’tmki：be：纐ぼa（cf．　ol［ltaZ・a）

　　　蟹：無：もalra（cf．～itt　ra）

　（’xi＞　一te　wase

　S村で次のような鴛い方がある。

　　　asonde　wase　「遜んで下さい」　S

　　　ka’be　wase　f賢って下さい∫S

　M村では蟹1婁以上の人に使われているそうである。

V．「一話一言Gと八丈島語い

§1．響一一謡一書」

　大田南畝（174・8一エ823）のC一一話一言」（聡26）に八丈常語の語い20ぎ

語（注記のなかに幽て來るものを入れれば210語）が見える（「八丈鳥方

言」の項）心とれはf八丈島硲：通志1から引用された亀のと患われる。こ．

れらの語V、滅、カタカナ書き（ぴらが癒．漢字亀少しまざる）でしそれに．

当時の共瓶文語の意味が轟ててあρ、事項分類鋼と思われる順序にならん

でv、る。し

　「一話一言」藏、1779（安永S）年ごろから18X］（文敷3）年ごろにわ

たって書き集められだものと言い（1ヨ本：文学大辞典、ゼー話一一雷」による）、

八丈酷語の認載されてkる現存の丈献のうち、もっとも古いもののぴとつ’

である。

　いまから約15◎年を：さかのぼる当時の賞語が、現麗どのように使われてい・

るかり　一八丈古語の歴史的変化を知るための資料を得る目的で、．OM

KN＄のSか村からそれぞれ4名重っ選んだ合計20落の被調査考につ脈

て謁査した。

　　　　　　　　　　　　　　　（　2i8　）



§2．講董の芳淺

　敏三審藩の選定幽よぴ調査の実雄は翼村小単校長菊池正丈氏（騨立幽

籍研究所昭漁24年慶縫方言開鷹員）に委嘱した。

　被調査奢は、だいたい吹の條牲の亀とに適窟選んで亀らっfe。その民名

は下に記すと艶鋤であるの

　（1＞　魯轡4配すつe

　（2）　各署、次の年令騰別に1名すつ。7◎代以上；50，60代；30，4併臆

　　　　le，　20・f一〈一．

　（3）　各轡2名は粥、2名は女。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　馨
　調査の期轟は、19齢年12｝揖陶　一　19．5e年！月上旬．

　調査の方法は忌わゆる記入方法によっ疫。つ9：1，、調沓冠を配1｝、被調

査奢肖身に記入して亀らっ疫。記入のしかたは、現窪続りている語には

○、使っていない亀のには×をつけるというや側方である。な遜、特に撫

すことがあれば備考のととろに記入するよう指示しk。

　調査票確は、臼本随筆大湖蜷下、一話一命ギ懇（魏84V一一り発マナ，

葉峨館）の記載による208～瓢0講を印刷した。ただし、印棚の手ちがい

で、次の箆語が調：盛もれとなつ允。し允がって、調i査iしTe語V・嫉2醇～2C）9

語である。

　ワセ　ござれと云窮

　この語は現在も用いられているが、あ鷺りていぬV、な’言い方ではない

（i閲八丈轟の冷語の徽諮i継ミ｝jl参照）。な争、1826（丈化9）年の写本（圓立國

会閣轡館上野支部藏）との陶磁：はカ“！・・のなかに；関す。

　獲て．調斎に協力願っ疫2◎名の被調査者の氏名は次のと訟り。敬稲．は

酪すes

　　　　O一一i　　∋駐芸油オイ夢・　（fx，75才）

　　　　（］〉一．2　彌戴朋書（錯，51㌘）

　　　　◎欄3　堀薇み婁撫　（次，4P掌）

　　　　　　　　　　　　　　（　：．nlg　）　’



σ→

苟
ｵ
嗣
融
嗣
鱈
胴
胴
群
論
隅
脳
詞
凹
濁
胴

晦

菊織　　繋　（翼，lf　t“，

小事山壷一脇　（鵬，97掌）

小噺肉キ弄力　ぐ女，66才）

ピ愈藏…　鐡夫　　（勇筆　43；婁）

講蕊　千代　（女，ユ5宙）

笹呼こ策三三霞冒　　（男，　71字）

笹寧　Lte　iL　（女，60亭）

笹壕く　　1蓬…濫　　ぐ鷹，　3？；｝）

鍛元　明子　（女，16才）

沖山おぺん　（女，71才）

大漁　　≦毬ミー　　（勇，53才）

1工1下　　鈴芒〔　　（女，　40才）

プ辻灘　　一二｝　（一％，　19；壬メ）

瀬！山嬢五臨⊂鳳S綜）

沖寓　磐つ　（獣，49字）

沖山　常光　（璽，32才）

灘蓬；ま至）子　　（女．　20才）

§3．表の町明

　被調査者の三品iに竜とついて、村別および年令・別の使：絹三態趣表わし允

亀のが≡喪36および裏37である。年令溺のi数宇岐は7Ci代以上．一一L）は

se、60、代唱は3◎、40代、一4は1G．20代を表わす。

　表36において．○じるしを付け允ものは形、意昧と亀に「一話一君」の

言己載の蓮りに親在使用している語bである。囎じるしは蓬：つた羅形あるい

は意味で現在使用されている語のあることな示す。文献の欄の数常は「一

話一雷」以外の諸交献の番琴である◎歴史納変化を知る手力勃：拶たするた

めに、同じ形の見える丈献を示し艶のである。：文献の番号は斑項F丈献目

鋒」（β｛寸録2互i・）参∫縦。

表37は、表36と詠じく》杓捌および年令男躍に現在使用しでβる膨をすべ

て承した亀のである。意昧のことなるものは注記し％。な誇b現在は使膀

していないが、了解はしているという語をカッ＝のなかに：恭した。

　表36論よ℃窪爽37は疫ヵSCbに参∫｛展しっっ見「ごV、プ亀だきフ勉㌔へ。　たとえ善裏　蓑

　　　　　　　　　　　　　　　（　220　）



　36で○じるしを付けたものの中には、2・g　S－3のfト、オ」のようにr一

　話一二．iの表書己「ト・ウ」と多少．ことなってはいるが、実際は陶じ形の語
！

　で融ろうと思われる馬の力女いくらかまざっている。これらはσじるしの麿

　に糠付けてあるから、表37を見られ允い。なお、注を付け沁ものは備

　考を飯漁ので、すべて表37の注と箪下する。（260ぺを参照）

　§魂．結　　票

　　（1）現在v形、意昧とも「一一話一雷」のままでどこの村かで使われて

　いる語は、烈｝γのうち163（78．8％）である。それ以外の語は次に示す越語

　（i表3aに驚いて総計0である憲の）である。この44語のうち憩じるしの

　っ㌔、て：ない29語は、「一話一言」と多少違っ元形では使われているもの

　　（○塾醗咤μとつ亀ついていないもの）である。

　　　　　　　　　　　　畦
　　　し允が’ってvNじるしの15語（7．0％）は、とこ150年置うちに使われな

　　くなつ貫こ藷いと謡うことができよう。

　　　　し12）eeゼイ　（23）eト　（26）テコ　（28）チイロゆ　（30）クウロウ　（38）eeセタe　（41）テイ○ソサ9　（穫2）

　　　ト蝿（細詔ノツテ⑳＊・uツチ捌（62）アイラ源ヤナ（65）ノシタ（76）輪弊沁

　　　ξ．δδ．〉トゥニ7　く86）ヲコル　（93）フツケフツ］r　ぐ10①曇グド．ノツ○トッQテイ　　（102）サンー“イ　　（105）ee

　　　）・y・ゲル（119）“ハルGゆタ辮ラ（115）f　trと119）ミシヒトヲモ。（124）鰐イc125）＊

　　　ナ．rb　；・デイ　登27）Pイタメ7　ぐ129）ケドワス　（130）ヌスタv　（142）9ヒ　（144）トンサ　く147）フ♪グミ

　　　C149）テ彊　蘇5エ）ヤギ　（152）シヤウギ　（153）ケン5ン　（155）菊ヵナゥト　（16〔））虫イサン　（170）ケネイ

　　　　　　　　　　　　　ダ　（｝便套管イトツミ　（20｛D曇カワフクロ　（2〔｝3）＊トミサカ“り　（覗204）ヲ》フク　 （205）騰クロヲトコ　・

　　　（2｛略）歴鱒がへ

、　　ぐ2）今1則の被調査者の報告に回するかぎり、「一話一言」の語いは，、

　　N村の被調寝藁にいちばん多く殉られており、0村のそれにいちばんすく

　　ゐく知蜂れている。f村の合計！のところを参照二

　　　　　　　　　　　　　　　　　ω滋）



　ぐ3）　これらの被調査港は、手均して、2◎7語のうち約58語⑫8．eo％）の

語V・を知っていることになる（欄入の総計1167語を人数の⑳婚灘れば58

語となる）。

（4）簾・納と姥入（bO才以上）の綬うが若曙侮嫌濁よ

夢よく楽昌っている。

（鷲り
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認

　　荻37注
1・S－1，3・S－1賞乏人の．・やしいことばの使いカ。

工3・醗一工　ア木イほ大i蒙方（報街の霞憲）o　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

32・0一工，32・N－1，32・N－2，32・N－3’t編滋の輿。　”　　‘

35・s或冗談貞勺に悪鶯を嘗う。

概・酸：蟻姫っ℃いてちkつとした仕事をする：事0

46・瓢或　向うの方に（方陶を指示する特）◎

50囎一1・50・M－2，50・M－3．坐る泓。、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幾50・K－2蹴坐する；嚢0

51・班i－2そうだ0

54・酸一一1．ちょっと人をからかったりして本氣にき謬せてから謝正する縛の飛譜。

δ4・M一・2いいやそうではない。

54・M：一3　癒つと亀0

62・N－3　かわいらしい。

63．e－」，，　63・O－2，　63・M－i，　63．M－2，　63・M－3，　63・K－1，　Ci3．K一一2，　al・K－3，

　6＄。K－4，63・N－4．，63・s－1行け。

66・M一一一3干れいな；繋。・

？4・二一3多い身挑

75・M－3せいの高い塩諮3二び体の大礼い事。

？8・0－2やみ・穣．しい謬。

78。蟹一3　　うるさt，、◎

86。0　一一2，　86・M・一3　　怒る辱早0

86・K－1く塑しがワて何やか聖欝う。　　　　　　　　　　’
86・K：一2　　くやし，th　：eって怒る選享Q　　　　　　　　　　　　　　　　nt

86・S2　あば旧る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

92・S　一2天健をさす◎

工G3・0－2　11　ll壷纂に不苧蔚の点があって、0　一・2の1．03（”235寅で懇査不1藤

」．o’3・M一一1さがす。

ICG・K－2　嘗う0

1工6・s－1　ざるの中に女の人がオヤリ（叢ゆの太い糸）をび禽っ・こ入れるもの。

11S●S一エ　　てu、itav、｝（o

X30・S　一1悪入を蜷入になぞらえて嘗つた。

132・S一工　祀れいになる、諮しゃれの事。

一1・38・m・1・38・M－2桑の維花の耽（雌花はカ…》

141・0－4㌦紫れいな着物。　　　　　　　　　　　　　’　　．
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紺

蝉

141・M－1，14i・M一・2，141．・M－3　よそゆ蓬の着物。

1遮7・M－1，147・蟹一2　女が月経の時血魚め｝こ使った古霜。

15跡K蟻　だれの茶わんを～も嘗う。　　　　w

153・04　大ttい茶わんの凄。

153・遡［一1，工53・駕〔一2　どんぶPの事0

153・1〈一」．大費い茶わん（どんぶ｝））。

167・K－i大角い雄牛。

169贋一3　雄牛。

1？9・K一一1　q躍若の牛を震う。

1？！・s　一2，17！・s　一4なま開二P

189・上卿，三89・厳一・4　ヵ薫虫）の審。

29！・s峨　訟ずみがG翫ずらするのでbきせないためのtS．めことば。

VL　八丈島の文化と文献

　昭鋼三．3年の容、当特灘まi國冤先生の下で幾められていた海村総｛≒濁査‘り一負と

して、わたくしは入髪島を採訪し、詳覧か琢潴在した。それ以後、わたくしには

外地の生活がつづき、、終職後に引揚げてから、！騰前の調査費斜を1惹胤した

「八丈鳥の傳承」と題する旧俗誌がほとんど駝縞に近づいていた。あたかもそ∫り

時、麟立國藷研究厨の調査班にヵ購）り、戦繭ゐ跡のな患；生生しい八丈島へふたたび

渡る宰1箋に弘まれ、鎗1熱澗査の疑岡をききただし、不備を補いsがつ．いくつ

かの懸しい資料を招集することができた。本稿はかかる2図窮調査を土台鑑した

わたくしの入丈島観の一・端である甑内容は2熱から成り、窮1部ではへ丈島文化

の若干の主油焼：る壌象を捕えて外募との関遽性を蓮べ、蟷2部で鳳管錨こ入った

古文献の震粋なる亀のを解題する。（大圏矯鑓島

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嚇

　　　　　第1都　八丈島文化と外界との關連性

　　Cl）斜癒讃島蓬八丈島　（2）嬢組簿霊電　（3）灘磐費　（の媛家　ぐ5）讃紫ぞ（6）寒｝織物　（7）凝入

§’1．再三諸≧と八丈誌

　が夏摺島は、本土¢腰部から黒潮の中へ突き出された網島であし飛fi

のごとく齢延甑譜ら課訟髄づ弛砺つた．練1杜傭地、

（　2CO　）

ズ



　　6－7e◎年三は特にオ載模イヲ｝豆、踏く紅ては江戸から、　H・本文化が断続的にと

　　の島傳V・に南流してV寵が、ここからはいすれの方向へのはけ隣も無く、

　　このいわば一種の袋小路に停滞し累押するのみであっ拠。アジヤ大陸に溝

　　滅したあ※たの大陸文化の門門が一本に保存せられ允ように、臼本イ国土に

　　溝滅ないしは嚢微し允諸種の文化が、と．の列島に近年まで濃撰に間門せら

　　れ、その舞1二は島島粗影響t，つづ特異む展開を窓え示し？．r一一。

　　　伊豆諸島℃滞る丈化の蓼各は、し力魂，北からだけ麺似ていたのではない。

　　本土の南部を洗う裂潮はこの島島の聞を．ゆうきゅうの晋から絶えず束に

　　向って流れていたのであり、それがまたこの島島にとどく：交化の路で黙っ

　　？・t。’北からのゆ弧意図され允必然的鮫通であっ）⑳に対レら齢・

　　らのigの臨多くは意図回れざ多偶然箋腕漂着であったか竜鋼礁V・。紀

　　州熊野から、土佐から、九州から、奄美や沖縄の列島かB，あるいはその

　　南の島島からも西の大陸からも諸種の丈化野糊℃蓮ばれて擁翻1語

　　に流れ蒼い允のこの種の文化就漂藩は、近世以降もかなり叢：がであるが、

　　中担：以謝）書かれざる歴実の｝i鍬には、相対的ぬヒ重を肥し・イ源列島交

　・化の護盤を四域する菌子となったものと想像せられる。

　　　伊豆10島の：文化圏は、構北2区に大州し得：δ。南湖；は八丈場とそのぼ島

　　たる・1・臨齢囑との3島か戯り、北部は大島か醐臓島鰍ぶ噛から

　　域っている。かかる2置の差異凝生ぜしめ国原区1は、前者が距離的に即く

etS @南に隔たり、風毒の脚半が熱幣約台測欝；勺特色を濃厚に帯膿てV、允ととに

　　もよるが、さらに：根本的には八丈島と御暦島との中開に古來戴瀬男とP乎ば

　　冗れ癒無潮め急流があり、それが一一っには南北に通する意図的必然灼交通を

　　妨げて、八丈島の孤立性を大踏らしめたばかりでなく、また一つには黒潮

　　丈化の漂着をこの島によ輪留）心しめソζことによる亀のである心

　　§1・）．霧羅簿記

　　　八丈島文化の糊姓を極あて象徴約に物語るのは孟¢）島ttc・twする三つ

　　　　　　　　　　　　　　　　（　261　）



の始羅汎論の存在である。

　（i）　タナ婆傅説。一一これを書き留めた最：も古いメ（献i3　，特輯交譜の

　　　　　　　いとじま
三者高橋與一の綜奥噺話であろう。八丈実紀雀2に、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まポまつなみ
　　綜潔噺話云、いつれの時にやありし、八丈島に沓潮おこりて、民戸ともに璽漫

　せしがド・難i滞のみ舟の驕にすがりて、大岡満月irlケ洞に助命して、一男予を濱

　生し、後に仏子交会して類葉繁茂すポ

とある。これが八丈島住民の始組とされているのであ夢、タナ婆はロカコ

ミュヨロ（単費長女）とも呼ば身2ている。大賀郷1捌毎原の釈迦堂の境内に

一一ﾁのイシバ（累石塚）があり，、それが懸抱痩女の古壌とされてVAる。末

吉村の芦｝liの坂．1：にも、タナ婆の古墳と呼ばれる9℃の恭あり、石碑㌍建っ

ているe　　　　　　　　　　　「　　　　　　　　　　　　　・

　磁）　女護が島傳：設。…一この傳：読は、馬i琴の弓張月に華麗1、筆致を亀

って書き留められたが、それは勢車工め室想の濃物では寒く、聴そらく黒

潮によって濯ばれてこの島に根を下した女入国紫煙：に、大陸の徐等号説が

聴おいかぶさるととによって生れたものであろう．秦始稟帝が臣の徐冷に

命じで東海に仙丹を求め霧せた，，徐編は熊野に1着き1随從の女500人を八

丈島に、男500入を青が島《：遣：わし允。男女共に住むのは海門の怒りに触

れると病うので2島に分れ住んでいたが、ただ1年に1度南風が吹く臼に

男たちが八丈島へ渡り來て、炎婦め契りを結んだ。そして男子生るれば青

が島へ賢宰・女子生るればこの島に残した・以上が既の傅論の骨子である．

（iii）八＋八江姫鰍ゲー丁こ勲馳を翻て三宅島に瀞給う麟代

主命が、妃の一入八十八江姫を沖ノ島すなわち八丈島に逡わし允ξいう世

論である。八丈実記懇25につぎのごとく罷されてhる。

　　三宅記漕、淋の島に鷺きヨ｛ふ庸の御名は八十八江とそ申ける。其御腹に，王子五

　　入まします。其后かくれさせ玉ひぬれば、嫡弊ご郎の王子、ともに手を執り合

　　、恩ひ死に諮らせ玉ひ、石となりて弟兄の命とご立．玉ふ◎二入は未だ幼少にして

　　かくれさせ玉メ・◎五郎の王子ばかり沖の島に在ます。

　　　　　　　　、

　　　　　　　　　　　　　　　　（2侃）
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　以上3傳設：のうち、八十八江姫傳諏ま棚豆諸島に色濃ハ出雲系祠1；活の末

端であり、北からの逓路を経て來た日本文化に属する。八丈3島の総鎭守

大賀郷大里の姥大明榊賓大聡剃…はこれら2榊を祭っ）セ轡就と竜宵われてv、

る。女護磁器薄読は一種の黒潮：交化の系統に属すお亀のであるが、そこじ

は中國：文化との複含が顯著である。クナ婆傳論紅いたっては、石田英…郷

琉てよると東南太手職の㍊族1：二画く1認められる始紐傳説であ1）、そめクナ

という語にさえも黒潮軟化圏て鵡『絡が認められる亀のである。そしてかか

る驚く・へき母子交会の始筆イ專説は、八丈島を除き日本本土のいす；こから寒、

いまだ知られていない◎八丈島文化｛太、爲季ζ交化圏の緯圏の中に深く突き

幽された一突端であるが、また同時に黒潮文イヒ閥がFi本文仁に投影する・・

末端でも渉っ旋⑰

　八丈島の歴史に灘V・て、榊代から人代への手飼期緊二手現して、数多の奇

蹟を残しブこ琶入は源平朝の名をもって呼ばれているる早朝が大島を逃鯛？、

三宅島を経て八丈島へ架たという薄謝ま、古くかφ島内に廣が夢、島民の

堅い僧念に：まで成慶している。弓張月グ描再くところによると、爲朝は八丈

　　ひがしのしつちオうさぼうにミこ

島諌惚三孝ゆ敏と綴・零ら輔の青端篤渡っ⑳であ繍・・

二つの島に別れ住む男女勘教えさとして、男の島人を分って女の島に移／、

ま疫女の島入を分けて男の島に移したので、その恩沢によって沁めて爾島

に男女ともどもに佐むととカ㍗ごきる歳うになつだというのである。いわば

この女雛tS脚の世から人の糧1こ恵たらし疫膏が爲朝で走る。またこの島は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はつ
総朝の教化によって擁け允地であるから、：女護うs島とV・う旧名を改めて八
ちょう

群島と呼ぶことになつ疑のであるが、後に八丈：島の宇が：あて、られ’ることじ

なつ允と附会盛れている。このように男女の岡せV・ならびに書名の起原：lr

で欝朝℃由；來せt，めているぼどであ1）N八丈島およびその属烏には爲朝に

ちな酪種の鰍瀬め禮富である・かくして北からの弱腰勲・湘・

．らの刻腰素を樹砲んでしまつプご・ちなみに八丈島で鳳爲朝罪業臥

　　　　　　　　　　　　　　　（∬3：）
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叢に小島に渡って自烈したものと信じられており、その叢宝祭っだのが小

島宇津ζ村の正一位八郎大甥神とされて〉・る。その三主は爲韓の二丁忠次

牒の末葉といめれ、この家に馬i琴に八丈島丁子の資料髪提供し霞i武亭三馬

が生れて：㌧、tS、a

§3．漂着潜

’伊豆列語は、酉臼本からのあまたの漂旋鷲にとって、本土の中央部から

長く畑樺丸垂らされ徽功の網でざらブ・＝。帆破れ、かし折れて黒潮の

ままに：流され回る般に．とって）と．の網の目を素通夢すればふ庵允び入の世

に漂ハ蒲く～二とはほとんど絶望に近いものであ聾sこのいすれかの島に取

着けるか否，幅う進死の分れ目であった．殊1こ八丈島ほ南端に位置し、この

網の回報ま八丈：島lc＄一いて最：も端的に現われていブ輪

　八丈島には、島自身の鷲の遭腓し衆記録も数多いが、國地敢らびに國外

の瀦ガ、漂藩tがン例？極めて数繁く、ごと索らは八丈島の歴史を古今にわ允っ

て貫く太V縦糸である。，諸襯の漂着鮎の数な、八丈実記巻3に」：ると、文

明6年（1474・）かし元1台顕三α865）まで約3gσ燭」に、知れた跳の

おおよそユ99そうだという。それは島の不完発癒記録ろ唾得られ治数字で

あろうから、実数はさらに三三る竜のと思われる¢八丈：島年屠漂着之こ部に

は、ギー㍉㌃礎永七寅愈三（1710）三ケ島え漂着頴～合十三融1有之ゼfll∫れもi登夢爵費也」

とあるりま允そ煎から5年後の正徳5年（1715）蓋E月から翌享保元年（貿

エ6）にかけて、八丈1島に漂着しπ船がエ0そうに達することが八丈島β記

から知られるが、それらのうち9そうは5が月以内に集中盛れてお1）、都

合120入の灘儲が八丈島へあがっている，波らは大阪ならびにそれ以西

薩摩に笈ぶ諸國の入入であっためこの5が月囲もるViは宝永7年（1「Vt　10．）

のごときは、八丈二1漂着史上σp異例鷹属するものであろウが．しかしvそれ

かと需って，、如0年近い年代に200そ．うに瀧冠滋であったとなとうて裕

考え褐られな仏Φ
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ぜ



熱

　難破離の漂藩は、ひとり八丈島とは限らす、離島の歴史に漂い悲しみと

喜びと明暗二毬の色彩を払えている。それらのしばしば二大なる分量にさ

え漣する独荷ぶ、困窮の島に輿え柔幸輻は決して小さく評贋旧るべきもの

ではない。しかし、漂蒼の離は、物晶の寓と慶い四二の知識だげをこの孤島

に竜尭らしブごのではなV、。例えば八丈島濤詑瓢よると、疋徳元軍（：｛7H．）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぱうそう12　i・・∫三lr樹に漂記し廻9人乗1の大院臨脚雛：よって．島鶴個品麟行し

鑑年三までに三峰甘、大高郷、宋書記3か村で980入以上の病死者を出／

霞どハう不幸が潜った。

　漂着結には薩南の島島からの愁のもあっ尭。元様11年α¢囎）には奮美

：大島の鑑がrl・i　ul’郷・露語し、同14年瓢は種：子ズ論告が蕾が島に流れ霧って激

P、棄た婁永4・年（ユ755）には奄美大島潤堀切か醤0入璽珍の鍛が大賀郷

八重観へ漂満；したと，とが記録せられているガ

　窓らにわれわれの泣憲を引くのは、大陸からの露虫撫であるむ八丈婁記

聡26によると、明徳3年（1392）れ月ンヒ岡多諺蹴崎浦に明圏の大船麓流れ

寄へ恩人の乗客購っ郁・面面の恵剛鉢で3珠〃葛レ上継した

蔚のうち馬入は絹年餓死した。漂着謹のうち搾は痴情宗講という師弟のイ套｝

があっか。地代嘗奥il！俳賀は宗閑を、大岡郷陽：強磁め大詔寺5猪の・fll三職に

すえた。宗；尉は在職36年：（遜1ヒし、つづ琢て宗有は第6世住耳1驚更つい野．

寒閑外虚言よ1フ驚くれるとと15q喬三、天文m年G6ζのに幽明1婚力漂着1．

1こ窺には宗震とV．う倫が乗っていた。小鮒原北稼既の地点嘗菊池島回㌍、

山善かを大1嗣郷大山が瞭に移し．長樂浄と改遇し∴そか晦llに宗1醜迎え

距。この欝は寛永1項年（1624）に示寂してV・る・とめよう広見膚の異剛韓

3人までがつぎつ竃1寺の｛＝i三二に迎えられたということはb’八丈島宗致染

に高彫を添える馬のであるばかりでなく、この島がいかに特異え鰐逢境に位

置してV、るかを物語る亀のであるe．くだって二二3年（1’75g．）に恵M八直根
セ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぴ

萌清國からの漂流船が着き、乗紐71人がゆか堕の長業寺へ牧容せら轟てい

　　　　　　　　　　　㌻　　（265）　　　　　　　　　　　。．麟



麟

る．破らは難破の船脚を憲ってtilFYを馨り寺へ宥期したばか9でなく、諮

種の記念品を島に残し臨それら宗網畦畔の諸種の遽聖賢長樂寺の理在

地允る中之郷℃措いて、爆繋の霞めにすべて避け失せ允ことは惜しみても

余りあることである。

　この窯膠3年（エ753）の漂着蒋には、海路の帯心比較的開け疫時代であ

P、極めて紀宜℃適した方1策がとられtS翌年にはすべて串島しM下田影野

て長崎へ逡られ1ている。しかし明竈群雀漂管の生き残り300余入の明智に

ついては・かかる処置は一つも傳へ5れてい踏V・。隈翁交語に臨

　　何戴の頃か蕪人流れ來る。其墓競村々にあり、；興肉に入る｛欝は崇りをなし、粒

　　矧凄み煩ふ事晦々なりQ此頗を漂流の南京入高山輝に語りけ糾ま、其藤霊を鑛

　　り淀めてザ今調香：更になし。

と記されてVi　eS　e高山輝は宝Pte　l　3　f；誤（1753）の漂藩考の中心人物である’e

たたりをなした華入海ちは何年の漂着溝であるか不明であるが、宗深宗有

と同船の入人は，おそらくこの島ですべて他界したのではないかと思わ．

る。響き今代に窓かのぼるほど、華入とは限らす、癖地の諸地からの漂着骨

膏の申に馬かかる蓬命をたどら激けれ1ぎならながっ允奢はすくなくなかVL；・

ナのであろうe　　　．　　一

§4．民・家

　八丈島の関野形式には、かなり大きな特徴がある。その圭屋は床下が吹’

きぬけの高床i造りで、屋内には土聞がない。欄取｝）は、小さな家燧では内

ノ問と外ノ聞との2聞からなり、やや大量な菟のは内ノ闘の背後に帳台が1

あ秒、まれには4聞となっている大：型の亀の9Dある。土闇が無く、いわ，へ・

や玄麗などはなく．しだがって妻入りと竜早入りと竜決し難く，右勝夢左

勝手の差別ぎえもその建築影式からは認め得ない6かかる建築様式は、極

　　　　　　　　　ノ
めて書い鷺本建築の穂承であ夢、親在は日本本土のV・すれの地方の民家に

も見撫し難ピ、かつ御幣島以北の伊豆諸嵩にも存在せす，伺一の類型は』悠

　　　　　　　　　　　　　　　（266）　　　，



三三酬島鶴漏し銘のセある・そ描碗の四品は3三三を

取りこみ、四方は本三廻り縁に絹発す廟辱轟分であるが、その部分と各室と

の悶には敷屠がないというll寺異む形式になってbる。八丈島民家の今一っ

の大き三絶は横の論一鵬節∴伊クラ、ツムグラ、アシアゲグ松

露と呼ばれてW島と嚇のii槍は現寝内糠はイ回せす・われわれはや

はり伺系統の建物を奄美列島以南の島島に求めむければ：なら：鮎・。かかる

高：禽が八丈：島に驚、ガξ、V・つ、いか1℃して建てばじめられたか、もはや知る

．｝：し墨六V、。蜘れわれ1・薄：髪だ害か堪ぎ詔認短こ跨いで、この島1が遙かに遠．・

黒潮のかなた釧蕃島と、V、がに深「イ、関調性を窮してN・a　ftかを思うのであ箸。

§F．講　　姦　　　　　　　　　　　　　　　一

　八丈島の名族瓶家の出身を調べてみると、その陳とんどすぺては枳模俳

豆もしくはその近接鍵帯から移一b來ゾご家家である。そ．して小島の雨露菊池

氏が職先を面輔の從臣に油漉せしめ、まナ滋藤寺が遽V・開国を融融の子1：rr

結びつけているごときは別として、幕府縛代に栄えた家家は二つの群匿大

Sljしうる。

　第1群は、足利時代、第15翫紀に：武謂の諸権力の代宮として來島し、その

子孫が島にいついたこ、とに発する家家である⇔この極言列島の先端部は第

15世紀に激V・て一時、祠1奈川、三浦、小田原を根拠とした3勢力の対立抗雪

時代があっブ妬当時榊奈川の奥ll藤鱗の代官として奥山忠茂という者が來

島してViるが、被は明治に：棄るまで代代八丈島の剃1主役であり、かつ、しば

しば地役入を顛ね覧島ゐ行政㊧・1・i心勢力のrつであった大欝邸卿蕨の

三七である。小田原北條家の代官1には繭彼幾入かの長戸路氏の者がいるが、

鯉謝¢豪家として長く栄えπ長戸路’i’〈一の舶はそしまでさかのぼる。岡

じ北條家の代官に菊池弓馬之勒武信という者がいる。破は大賀郷の名族（｝：

して・徳1塒代樋して代驚也御ゆ家柄であった菊池氏爾概⑰る・

　寵役人は徳摺中期まで、ほとんど菊池、奥山爾氏の独占であると営っても
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a
l

過轡でなV．が、七化中葉以降ようやく他姓の者が現われ、文政以後は爾民の

鍵役入の数は著しく減じ、それに代って中之郷の山下氏te三根醤の高橋氏

などの名を多く見昂。しかし．この際今一つ八丈政治史上に注目さるべ豊

za　｝寛政8年（1796）代官三河Ll太忠の巡硯後に、1古來の慣例を破り地役

入の上にさらに取締役と称すttる一役を設け允ことである。そしてそれには、

後に長戸路氏も見えるがこ主と：して山下氏、高橋氏、樫凱村の服部氏がつ

N・ている。ヒれらの家家は八丈島名家の第2群に属するものであIP．徳；II

期の航海に結慣つbて興っデ三家である。幕府は八丈島へ官船2そうを醗

レ噛。翁忌諸島はか豆國代官の管嬬下にあっ允晶晶から、とれら2そうの

官船の乗馬みは二面孚島の者が多く、彼らは後に八丈島に秩み面こ、たe山

下撚酬浪入で下川にいゾ演左衛門畝りむととして襯駐の灘純生

じたのであり、服繊も下田が鼠多Ei；である。爾家は共に御選髄ゆで詰字帯

刀を許されてV・駕高櫨組三河の出象多分徳欄：妊穣村1唯み・賞

般との交渉は簿ハが、江戸通いの私船を膚し、航海を介しナ商業利潤によ
　　　　　　　　　　　　　　　　’
つて栄え山家らしv・e’

　このように八丈島の中’C勢力であっ元家家の大部分は、本來島にとって

のよそものであ1），相模σ｝豆をr13心とし疫東海面面力唱の來訟訴であっ

た，．

§§．舞§織物　　　　　　　　　　　　　　　　　 一

　黄八丈の名で知られ、島で丹隻と呼ばれ実智慮物は．黄、かば、黒の3

色を亀ってそ．ぼく準明なさまざまのしまに織’li“S’られてV・る。その黄色は

明るくして議しさをたたえ、かば色は彊い落藩捲を示し、極変に色濃．・鼠

茶の化し距黒は、黒ながらに親しみを感頚させる。絹1勿聡い（光を溝した

こ¢澁い織物は．使われ、洗われ、年経て色あレ・いよ、　鮮外であったと

言われてV・る。この織物の特色は染ttl法にあっ元。黄染の原料にはヵllヤ’

ス草が、かば色にはマダミの皮、黒色にはしV、の麿む弐庸い溺建二、しか亀数
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十三にわたrっで浸しては乾すという手数をいとわなかっ浸む

　足三期に武胴の諸家が三つどもえとなヒ）て八丈島め占有を争った最大の

巨的は、この絹職物にあっ：たろう。八丈弓丈献の一葵：彩恕る北條五代記瑠

5剛鱈八丈襯麟の馴の一：文もこの聯脈立てに使し疫考のみやげ

ばなしitつづっ規のである。貰絹は徳曙鯖によって引継ひ廠宍ごばか．b

でなく，明治に入って竜地租として上納せしめられ。この物納樋杢《金

納に変っ拠のは明治弦年（’1　S，C9）のことであっ疫。だから八丈織は染織三

三の方ffiSで霊異え・蟻のであった1ずかりでなく篭窺本税二三の1資料としても

興味潔V蝿のである。徳川幕府がこの離島に対して聡殊な麗心をいだV・て

V・撫のは、一つには二三瀕罪の魏として重要：親したととにもよるが、まだ

一つにはこρ二物のゆえであ鉱雷聯脚ばれる三三の窟二二そう力鳴に

配せられだ理爵の最大のもの臨長との土納を無窮に江戸へ蓮ぱbむるとと

であっ回ろう。そしてその鷲ゆえに、八丈島には御船弓勢以下の特権縣㌣級

力噺たに生れ。その船ゆえに島の艇毎回は特殊礎膨三二老ら禰セ。

’特に徳1三期以降M土納の絹以外に、多くの絹うミ江戸の市場をめがけ℃

積み轟されることに激ったΦそれは江戸の大奥准初めとして三代の一一誌力

であった。t ｻれを途り出すととP黒御鱗驚よび回船の笈係育のま旋魅力であ

b．その商業利潤が島の融会経済史に及ぼし疫影響港極めて大き癒もので

あワた。かかる二三ぱまた八丈島の女性疫ちを機織作業に専念せしめ、伊

Ml・’）他の綿弓こ臆って汕野1鋤く姫の魏こ鴫から漕さしめ

る結果を生んだ。賛絹1織る業は八丈島ては極めて重要観せられてV・疫。

七島日記5月欝aの條には、

　　『え貢の機おる家にIXs’しめ間まはして、はき溝めたり

とある。まメぐ二三二年く1749）勲1｛∫詳1曙には、

　　御｛二三場無一霞候。先年流人ア灘丸池被陣付候へ粟・鴬息之儀は郷織物に血臓

　　を忌申三間・其段衝纈申．ヒ・高lji之腰よりおとし鍛◎云々
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　　という一節う弐ある。絹織る業の鷲延しみが、いかに響きかッたか凌：うかがう

　　に足る。

　　　絹織物は八丈島の歴実を貫く最も美いD縦糸の一つである。そしてそれ’

　　は八丈文化の外に殉って流れ出した喉一の物であっ疲。島の歴史には、北

　　および西の通路を経て、島に流れ來た亀のばか夢が多く、島から外に流れ

　　倒し疫ものは絹以外にはなかった。しかし、その絹ちえも、それが外に選び

　　出されるために、それよ夢も蓬：かに多くの政治的、融会的、受イヒ的な諸要

　　素が島に向って流れこんで來ているe

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’、
　　§7．流　　入　。

　　　私は最後に、との島に大き力影響を及ぼした今一一つの外來要素につ、，・て

　　越ぺ聴ければならなV㌔八：丈島の歴史は、三園時代の初頭に流刑地と興る

　　ごとによ凱i著しく特色を櫓し、かっ、複難性を願えた。流配の初めは，認録

　　赫する脚・慶撮1年α606）轄多秀御主偲3入で靭澱そ蜜繭

’　治正野（1871）上野國倉賀野郵ナ蕎姓啓次郎等5名である．tの閥2筋年、

　　1800名以上の流入がtの島へ移されて來た。その詳細は八丈島支懸所藏の

　　流罪入明細帳、年賜村肝の流入在命帳等によって知られる．

　　　慶長より延宝末年（16＄0）まで約75年間，流罪回数は5面．総入数30人

　　に遜早事、内裏の女宵2入を除き総て士分以上の者に属する。第5代將翼

　　の時代以降はようやくi難多な階級の青を含むことになるが．全休として壷

　　分以上の鷲の数が最も多く、おそらく蔓50入に近く、流入総数の約40錫な

　　占めている。轡侶・榊庫・由伏の類は2船名に閉するらしいゆその地獄姓約

　　280入．町人約300人、無宿約320たなど鳶数えるが、V・耀つゆる教養階級に

　　賦する潜力比絞灼多かったととは、八丈流罪史のひとつの特色である。徳
　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　ド　　　　　　じ　　が　

　　11沖期から明治に及ぶまでは、島内5か付どの村に亀sいつig　3e入から60

　　人に及ぶ流人がい差ごとになる。彼等がろうにつながれてい疫わけで叛く、

　　鞭とんと自由に村民と交ってい疫のであるから、村1ζ及ぼした諸種の彬響
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　は大きかった。　　　　　’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　転　　　　　　　　　　　　　　㍉

　　樗村の書役は多く里人であっ走。島肴政の心心たる陣塁の書役に漆えも

幾人かの流人があ疫っている。洗人のうちには幾人かの優れな富大工木匠

が魎説寺の再建にはしばしば塗りようと瀞謁の建築蜘伊野らに

よつで逃ん窄。木びき・曲尺騨も彼らから藪：えられるところが多かρ鶴ぞ

呪の他、石工、屋根ふき、、建共師として：すぐれ疫蓉馬多く、八丈鳥で早めて石

跡切って眉碑を制縛文字を刻み》継寺大家の｛弗：象器；具のすぐれ允亀のも彼

　らによって慧られた。島で初めてぼくりを迭って交易したゐも流人、養蚕、

糟．織、糸車の衛を改良したのも流人覧しょうちゅう、切りぼしなどの製法

購魑の醗入・．有形無形の文化を島に持批み談’雌聞の鄭麺鱒

　え郷里讃は◎けだしもはか夢知れざる竜のがある。さら，にまた、八丈島：交化の

古き姿を書きとめ、後の世の疫めに残してくれな流人の功縫は平めて大選

なものであった。それについては．第2部で詳しく論ずるっ亀りであるる

　徳川幕府の八丈島流罪政策はかなり無謀なものであった。この島は古塁

諸種の天災地変、凶作ききんがひん発してみるe徳川r・1・i期以降臨入昌もすで

じ飽和駅態に達してい疫ことは．安永前後に論ける灘：團の崩百姓の事霧か

　らでも推卑し欝る。その厭態にもかかわらす、幕府獄連年春秋二画す：つ流

入を下りこんで來疫。凶年に願い1潟れば、糧穀Z融通をしてくれるZk

はあっ浸が．それ以外になにひとつとして幕寳は晶に報いることはしてい

なや。八丈島は徳川幕晦のkめに、270年㊧長きにわたv，18bO入以上に

　　　　　いモうるう
下する厄介ノゐ候な、無償で養いつづけて來允とさえ栄えよう。流人のもた

　らし国交化はあり、流人の果し允良き役男はあっ疫。しかし流入の潤めに

韓人蓮が耐え忽ばなければ癒らなかっだ物心爾面の負担は驚それらに比し

て溌十倍か大選なものであっだに相i懲ない。物惜しみせ滋寛容歴氣風の島

であったことは．流人丸ちにとって眞に大き六幸であっだ。

　流入Se　Sには認種の犯罪者が含se　9Zてい允。悪質不良の徒が決してすく
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なく激かウ海町それにもかかわらず270年開、彼らが島人に対してヵ｝1えブ．鐡

悪擢翻肱犯行臨。不思議な甑どすくなかったと断じて」：　b。その原麟と

してv彼らの多ぐが陥って∵読：悲しいあきらめや虚ISSρilk態う購えられる

し、またq滋を励んでtSしゃ絶の早きを待つとbう心境も考えられるのであ

・’ 驕Bしかし魯それらにも博してわ飛くしはb島入免ちの澱那V砲国力を高く

翻費すべ駿霜と思うのである．

　　　　　　　　　　　第2部　八丈島の古文献

　　Pt）八丈島年f細蟹CL？）八突誌1耳：i己鎗に蹟羅③八丈島箏慧吸蕊（◎幽霧炎、浩一一＝・つ避鷲退職導爆

　　馨認誌饗　（の伊豆關附島々襟子大概i欝　（7）　安ぷ六薦軍破指温州脚際目濁論：il：一（9）磯際流川灘

　　⑨八丈島γ渡証（13）轡簗海翻麗土璽琶（11）南方灘結憲（12）七勤日馨（13）八史三筆ia（玉の禦発

　　弓彊刃　〈15）八丈島物語　（16）一話一言一（17）伊麗七島鼠＝ヒ瓢驚　（18）八丈島澄人之鴫　（19）八丈歌

　　伽）一山鰍洗瓶瀞脚・騰⑳やたけ畷騨（22）泓在繍壷口燗鰻
　　（24）八丈鵡隼翼　（師）八丈開田

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”k　’

　八丈島は麗係丈献のか：なy豊富な島であるeその原囚はいくつか考えら

れる。二二tO起原が徳川期以前にさかのぼる砒寺1日家の多くがb明治に至

るまで師家として地位を保ち、よく各種の薦挙を傳え得たごとが数えら劇

なけれげならなVtSe　l次にb徳川一台・誠この島を貢絹Z＞地として、驚た流聡

の地として離婁親し、あるV・は代官をして解題せ’しめ、あるいは諸種の調

査を蓮め鎗乙たえす注意を怠ら勧・つた結燃諸腫の記録が灘れfe
l
t

という事購がある⑳第3に、この島の流入に：は敏養ある階級の者ン1比鮫均

多く、彼らによって諸種：の記録が1つづられたということがあげられ，なけれ

ばならない。この種の記録の存在は、八丈島丈献の一特色であるが、なか

んずく特筆すべきは近藤鰍翁であD．その著八丈縮3蜷」醗じしん

の配魎惹よって＄んぜんたる光彩を放つばかPiでなく．；あま走の澄寵録を

複：写することによって資料を驚喜う》ら防、、だ点においても韓：ノ〈激螢憾をr痔

つ竜のである⑲最：後に指摘したいのは、この島の氣縦風土≦生活揮毫、特

メこ諦が趣胱難鴫晶のであρ謬融そばftSeしむ黎足翻
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巽

種：の二二に富んでV、充という潟事実である。そしてこの事実こそ、あ懐λの

貴重な玄獣を残奮しめ謝最大の原因である⑤

　1．汲二一奪三二

　八丈1寒記魅5断牧。一に八丈島事蹟記と竜題する。建武2年（1　；）35）か

ら三二黛年α嚇）に及濁・、丈二三の二心で卿、天災地変ききん影よ

び忌地との交渉を主命律とする，，八丈島宗輻寺第！／勘一誉落奪心がフむ識弓年

（16購）ご複寒したものの写しでるる。島の穣本資料，として償値厭極めて

高く・近藤翁も「麟吻古言砒外に一城誌」～評して》・る謹駝四会図

書館上素謡奮藏本のゼ八丈島小島青ケ島年r旧記．Ys写本1瑠厭、同素以下諸

種の年表を葉めて魯成ブ～れ疫亀のらしい。

　2．義丈島賢山並．こ難記

　八寒威罷欝序出島。…鵡壌ま万治3年ぐ／㈱o）から元｝灘6年（1703）に及

ぶ記録で、近藤翁は1是叉霧交の正本なれども何人の筆1己と傭るぺからす、

疑らくは帰属」麹1！氏の嬬1己なるべし！と欝っている。後書は宝承6隼（17

｛）9）吻泌寒保：峯奪（17罵）に及鏡記録で、近藤翁は「是3ぐ同書也。古本の

涯本、・・…巳以の二警け大賀郷菊池の二本i蒙の秘藏f．9　P　．1と蓮べているe

と亀に島心入の家じ書き鼻εえられた記録らしく、天災亀山、醒地との海．1：

交遜などを多く訟∴八丈軸慣，撒こつづく島の年代記として貴電な資

料であるハ

　蕊．A愛島山贋霧愛書

　八丈実二三5所敗ぬ慶長～三蔵（160－4）より天明2年（17詑）に及ぶ｝謎録

で、三二以降に詳しk’ze三二の・1”｝三質は高揚2書と類似のあのであるが、回

書と思みれ、かつs特に漂膚に注意を向けている。

イ．園禽交認　　　　　　　　　　。

　遮閣山回、二二三三本1艦、八：丈島支磨二二。恐頭1熔織球こ電文の序1こ

よるとv著嚢は幼塊にして八丈島をいで、鉱年にして島に帰訟、鴎暇のま
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・撃

i讃に衣匿翁と島の古今を談じ、戯郷の旧窮を忘るること魏からんが掩めに

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　や　く
小著を作り、疲翁三二と名づけたという。武俗；こ團して種鋤・の記鎌、

卜驚湯之本ノ唱など債値ちる資料を含んでいるが，本書の特絶はむしろ約

200語の『八丈島譜集』の牧録にある。披は漢学を学ん実ため、：方穫’晋を

漢字で写し、それに仮名をふるというまわ夢くどい方法をとつ禿。例え
　　ホツカ　なウリ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　ア

ば、欲擁法吏、カンナギノアタラヌ占ヲ形容シテウソヲ嚢．出穴、出二穴

アル。1など。それのみ触らす漢字に拠り過ぎて、しばしば輿1ξ理激附会を犯し

　　　　　　　　ピむケ
ている。側えば、「副磨、糸鑓ノコト也。糸ノ乱レヲイト奪、入ヲサケタル

　　　　　　　　ソウメヨリ称スル名ナリ。櫓銘．牡牛ノスルドキヲイフ、致トボムル也◎一thtsかる

欠点をもつにしろ、本書｝ま驚そらく当時の島人虜身にも珍しく感じられた

語いを集めたものと思われ、今臼全く廃語と化している語凌多く含み、珍

重すべき方言藥である。序に享和2年（駕02）6月とあり、二二交二軍そ

のころに成っ疫馬のだろう。

　著者の本名は高橋興一、八丈実記聡17によると、三根村の高橋宗家3世

長兵衛愛栄の4男どして宝暦3年（1753）出生、18オで江戸二二洲奉湊町

に八丈島屋輿市と号して拠服商を営み、妻の縁故によ撃初めて稗堂の奥ま

で八丈織を商って裕鵬と癒つた。妻ま松村と称する旗・｛｛の娘であっ疫。彼

は28才で学に志し富裕に窪かして漢学に間する丈献を多く刊行しだ。八丈

　　　　　　　　　いキじ　
島については、他に1三八噺｝綱『綜蜜但語ゴなどの著：書があPや八丈1婁記

の数数㊧引用文によって便値高い蚤のであることが察せられるが、今は共

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かんど専a逸書である。破はま旋煮來禁忌の地であっ旋三根村騨止由を閉墾して多

くの畑地を作るなど、その一生の活動は多方面にわ海っているが、襲幕三

代八丈島が生んだ学者としても唯一の入である。

　5．寛延x己巳零：既講書

　八丈実記倦5所牧。寛延2年（1749）、代官大猛杢之助から坐せられた約・

35箇條の質問に対して、地役人諦｝ll主、名主など漣名で捻i比疫返書であ・
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る。島の1懇斑叢ぴに生活の諸方面にわたる重譲弱事項瓢癒して、質問撫切．

楚ζ答猛た眈確かつ要駕｛を霧、載会史研究の姫資料で㎏ある，，

　鼠轡謹國附島梅繕峯大窯書　　　　貯

　八丈実紀倦5所牧。繋永3年（177愚）代官江順太妻1～ゾE：衛門か鮮紅に提

串し掩報母港で、八丈鳥闘係ぽ最後の一部を占めるのみであるが、当時の

戸嚢入1：！並携に年貢に関する紀録が特に注1；Rこ｛頁す嶺◎

　ス蜜戴熟禰　被四時換御條躍鶴：叢双書

　代官江JII太郎左衛門のドした筆端簸繰の質9fjに対して、蹴導入以下五入

紐褻で単名で擾尽しプと講書であ鎗、早舞爽の好・資料を多く含む。

s．北條蕊代言己

　故訂愛蘭襲覧第5榔細雪。ヨr購信の薯1糠穂鞠32巷からノ掩源闘係

の丈を蒙めたのが本書である。茂儒の灘は北條第4代氏葺女：に仕え、北條氏

滅亡の後に江戸へ出て風入となつ允竜のであるが、茂信る江戸にあって．

小田原麗係のと乏な多く含む見聞集を残したのであろう。本書趣5／4に

ガ八丈島へ渡瀕の事』の一文を載せてレ㌧るが、初代早雲の代にこの島を見

出し、i～代氏霞の代まで3年に1度下田から渡海して、上上の絹を年貢と

して納めしめたとある。そ幽乙貢取立てのために、刊踏；の眞宵宗の僧侶

で．聖壇の蟻筆であっ疫板纈周黄門：入道が渡海した際に、母野村の住人村

田久兵衛が配下として從っていた汎そのみやげば訟レをつづったのがこ

の一：ezであ唖蝉職びに蜘・籟寺の興瞬筆曜洲を含んで、・そ5・駄み

に氏直の時代臨天正元年（1573）から剛8年にわたるものである・

9．八璽＝置漂濡己

　ま佐蘇融擁｛類縦蜷懲1訴牧。土佐凶織・擁1餐幽妙濾湊に近い久・跨ξ津はくじら

漁の村で、その骨は肥料みして喪買さ増てい距。それ竃：蓬ぶためb延享2

　　　　　　　　　　はしかみ
年（粥5）冬、紀州海士三三1臨村の船瀬轄ノて以下4名を乗せた酷力・溝・1（へ入

漁し允。その求≧6によ1）、久保津の船頭藤互右篇門兄弟がくじらの骨25｛）

　　　　　　　　　　　　　　（2？5）



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さる俵凌積み，紀州方正子2名が同覆して溝水に向つたのが降月26縫。その申

の刻であったというのは塾年暮にせかれて無糖をし涜のであった。足摺輝

を廻るとうから風はげしくな勢、ついに漂費し、7臼後の正月窪鉦iに八丈

島三根鍾に漂養し允。以後3躍19爾まで島にとど崔9、浦賀、江戸を経v

馬鐸に参宮し、紀州謙村ではその勉からの2入に別れ、8月鎗難に藤五膚

衛門兄弟は輝士に帰っている¢その綜瞼と見聞とを、延享3年（エ7荏6）に

蘇務溝駅溝館墨池軍需が墨葺篤したのが本書である。藤五右衛門は一介の船

麟であるが．よく世事蓮逼をわ藪まえた夢っぽな男であったことは行文の

賜から察せられる。本書は聞書ではあるが、八丈島筆認や八丈島流入之噛

などに、比して絡役の頂穂をもちえ旋のは．寵驚一つには池恥誘の功績に帰

せらるべ費である。本書の建値は、ます諸種の見聞の要点を．作爲なしに

そぼくかつ距確に記し允ことにある。i次に．本書が飽の八丈島交献とは全

く無醜係につづられ、かつ無縄係に保存せられたことにあ擁し疫がって

他の諸丈蹴と比較舞照して諸種の癬弐｝を確認するの允よ夢が｝勢るばか勢で

激く、まブご本書独自の妊資料を含んでいる⇔本書の撚った年代はかなり書

風穏本霞：は漂流談として興味あるばか聾でなくづ八丈誌最古の民俗誌の名

に償するものであり・八丈島文酬・に耀・る地惣論い。

・1．侵葦海i島懸土煙

　美濃坂塚本3燧、権藤行信著、筆立國会図書館上野支部厨藏“上呂に八

丈島．小躍、青ケ島、中聡に大島、三宅島．嚢島、紳漆島、獅群島、利島

について、各島の起源、滑革、自然、入文などの歌況を記す。下懇は産物・

之部で、木、草漁、鳥、海草などの図を記し、論明を加えている。藤豆諸

島の古き帥誌として高く評慶されるが、授物を図永したしと亀特色であ

る⇔爾立撃会図書館上野支郵藏躯『沖の小島記患も類書であるが、と．とで

は魯島の記遽；は群雀に垂とめ、膝下両聡鹸薩i物を記し、園厭々多く詳細で

あ｛、原書のより正確な写本と思われる。1繍海島瓜土認』は偉村氏灘書解題

　　　　　　　　　　　　　　（276）
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にも記され、それに：よると6・a・一本であ夢、麹i3以下が図面の蔀で、それぞ

れ諸木の図．諸系草芝の図、藥贔：草木の図、魚鳥海藻の図を揚げてあると

bうe嗣讃によると佐藤行儒は奥農司の官吏であ1）、天明元年（1　781）宵

規翻幽門秀道をして、樫豆諸島粒癒討¢tr・しめだ瞬の記録である。八丈1懇

係k）語い約紛が列記惑幽している。

等1・爾方海部憲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　写本3強v寛政3年（1791）豆州秋山章の編集。創豆海趨志とも．樫菰

海島記ともいうe八丈実記燧11燐敏：。，L倦は凡嚢好、申倦は大島、網島、上

津島ご利島．三宅島．三倉島lF種｝は八丈島、小島、青ケ島、小笠原十島　　　’

について記した総括約ま建誌であるが。八丈島に1謝する語調・蕉最込詳しV”e

近藤翁は本書な「八丈の記の大磯とすべし、然れども八丈年代認をすとし

亀のせす、寺認の儒変を嘉応鯛ま評してV・る。思うに本書は海島風土記

髪心礎とし、伊豆にいて鱒られた諸種の暦書を魏えて記帳せられたもので

あろうの本書をさらに：補修Lkのが『伊互七島志』牟豆絞活宇本3岱2欄・

明治鍛奪（190エ）刊であ夢k編集齎萩原正夫は秋山章の孫である。

哩2．七島欝記

　美濃版版本3懸、素立園会瑠書欝上野支部所縁．寛政8年（1796）代官

三河1太忠の八丈渡海は、八丈の政治生活に大きな変化を竜たらした点で

注rlさるべ聡慧のである彊、棄疫その狂程う9從蒋慮齋によっ鷺コ距確詳細に

記録された点において駅筆ぢれてよbe日記は4月14・日江【鉄砲灘を院帆

してからエ2月4臼帰着する庚でのすぐれ左紀行であ軌七島N記とはいえ、

実質はむしろ八：丈鷺記である。本書の特色の一一つは、坐論ぷ22葉の図絵加

ら域：る～二とであり、轟蒔の風俗を知るに便懸解るが、これも慮齋の筆に放

る写生である。文政甲巾年（鴛24）鵬蕨醗㌃ll興の序文があll、刊蕎が魯官

渡海より約30年蓬れているtとが察嬬さ1れる。供豆1三i言己、伊豆島H記、「八

丈島詑など異名の写本がある。國書解題には鷹痴は小F．is’：’氏、江戸の市入とあ
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ゐ。藍本民俗研究会編民俗掘…織・1総桜底灘こ、uの七翻轄己と並べて巡轟

曜抄が牧め臼れてあり・原本継島巡礪ζ越泣國会図書蹴1野支部藏

本であるというが、現廉は逸書と訟つたものか1纈賑し欝癒かった。七島鑓

記とは全く同珂で程を記し飛も9であるが讃己壽峯内容に潜干の鳶縫；を示し

ているばかりで癒く、丈：休に導いて直島鷲記；敦．代官名こそ認さな“が駿

編己の捧裁を取凱褒章もす娚τている。多分その筆撫嬉藩であ凱版

本にははばかるところがあって私入の紀行のごとく志したのであろう⑳

羅《解織叢記

　牟薮版写本1瑠、三三鴎会図書館上野支蟹藏廓。煮掻軒古蒲辰記み三河

t＝i太忠は八丈島を巡親した翌寛政9年（1797）、備前艶湯郡天誠村に滞盆し

たe七十二翁1㌃松軒彊70余霧側近に聡している翻に、三河Vlから得た八丈

島の話をつづった聞書で、島の蟻溝、航路、氣候、燃俗などを記し、平語約

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はたホミううた
30を書きと：めている。馬琴が弓張Elに用いた：嬢綴1戯を載せていることなど

翼俗資料として償値あるものを含むが、再遊難記の著書の繋として稀簿な

感を冤かれなV・のはvかかる聞書だるためであろうfi

懲．椿説弓擬月

　馬琴は文化2年（1805）菰本書の稿を起し、文化8年（1811＞に初版を

刊行したとV・う。八丈島関係のこξは「後篇倦単一・第十六回飛鳥を謄て
　　にようこのし　　　　　　　　　　　　　　　　　　にまニ

爲朝女　國に渡る。霊夢に因て長女和語を熱く◎第十七河勇嬬刀を振て由

魏死す．猫濃紅鉱婦繰る．餅胴鰯の蹴贈鍛腿く。

忠重鐸せち轟て十の指を失ふ。」などに描競れている0本震は戯作ではある

が馬琴の八丈3島に議する理解は、女護島面癖、磯織、不潭：小屋．怪異．

疲剃！馨に超してか数り深h竜のであっだととは明らかである。租こぽ諸種の

八丈島隔係の濠献を湛秘し、癒かんすく伊夏｝穆島風土言容から多くのものを

得てlvxるりまオこ小島出身の式；事三馬から、また三馬を介して、資料の牧集に

努力したのであり、その手は八丈島に寅て伸ばされた。八丈実記瑠9によ

　　　　　　　　　　　　　　　（L，78）



るとh小島八Q：ll大明紳の｝1｝ll庄菊池斌幾の長男茂兵衛が江野猿こ出で、浅草：

薦原町で鐙主とな登、板木職をしていたのが後の三馬であ妖「批脅江戸戯

作驚＝曲亭馬琴に四竃れ爲笹下噛曹瑚の八丈島にての行簸を州県」とある。ま

た同：書判26によると、三馬の依掻に慰じて、隷下寺15世林：；翼∫霊爵という常

に三階志門門を好ん裳ご僑潔、流入にして講談1乙秀でた谷秀弘、並がに藝藩

中の山韓栄藏らと矛憎してte返書を早ったとあ葡9先貸叢晋は寛政7年

（1795）よ鯵耗職盆3年訂必化14年（18！7）の入娠であるが、釜秀弘i食耀罪

人明細帳によると、「聖時無宿、軍書読渡憩r夜し候」とみ鉱丈化7年（18

0）の門飾泌。し瘤ってその諄階が、下版刊徹で鷹琴㊧ともに
1

届いたか否かは疑問である。

穣．八震護物語

　奪本1倦、筆潔年代共に不明、國立國会図書館上野支轡識転詑遽；予叛

で特異性無く、誤記竜多い。群肝約80を載せてV・るが、これも他書からの

拾V・集あらt、く、特色が叛V㌔

でs．一器一言

　娼魅から域る大田南畝の随筆、安永から：文政に及ぶ鶴の見聞を鶏す。そ

の巻26に、八丈liz俗避志から皆野した牽勺210の八丈島方雷力噺1載されてい

るが、原典の著考6｛轍共イ鰯弘「『一i議一・雷．駿八丈島語い」を滲照）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　’17．俘豆七霧硬土細：驚

　2…巻。飛騨大才郡｝鷺月；郷一色村三島正英のi著。大薫7年（1918）からt）．

年（1920）に講り沁鎗飛騨史談℃蓮載さ飢．潅e高響町の上本圧：甚四徳霞網が

下姓騒動に薄狐し同罪で新島に流されたのは安永3年（1774）であっだ費

年久しくして齢80に淫し病に苦しむのを薄え聞き、笑子三島正莫は鋸こ督を

護って野島に渡撫孝養につとあた。！さ綴は寛敵10年目1798）｛ill碧し差ので

正英ぱな逡がら凌葬勢、喪℃服し、寛政12年（18GO）彊零したが、本書の

成っfeのはその翌年（1801）である。乾忽こ大島、利鳳藏島調倦｝曙・

　　　　　　　　　　　　　　（27分、



津島、三宅島、他門鳥、八丈二島、青ケ島、無藤島の順序で，それぞれの

土地、風俗，景情、物産、史蹟、滋寺などを記している⑪藏島の記遽が最

驕虚誕凱八丈島麗日は船頭水主からの聞書に属し．八丈3島の語い

約8嚇鮒・記されている。一名を豆州風土記というe

18．八震導流八之咄

　写本亙強、國立三会図書館上野支蟹藏．壌張簿の江戸水挽驚藩邸に仕え

：響憂歎方手掛！1nF選評が・八丈島に競罪となったの嬢明藤5難く1768）・し

ゃ菟は享和3年（1903）、璽丈化元年（18曝）に江戸へ帰っている。樹籍兵右

衛門が彼から礫謄をつづっfeの恭騰である・島の灘雛慣：などを黄條

書とし・島編蝋記調いる冠鶴3難年の灘性活の騰物として納

容が乏しい。　　　　　　　　　　　’

糖．八丈憲

儲織版写本罐｝．大原正短著、’國掌薗会図書館上野支驚藏叡．塁糖は元

飛騨郡代大原難五郎の長子、父親溝寛政2年（1「tgO）八丈島澱罪となつ疫

時は2才であったっ享和2年（1802）、14才で願い倒でて八丈島に渡勢、父

と共に串之郷で10年の歳帰を過ごし、：交化8年（1811）旧離塊へもどって

bるe．その簡の見聞を録したのが本書である。大原氏はつ夢が麦捷で、し

ばしば夜づ勢に闘壬1ているが、そのftめに氣象風位名、動穂物に関する記

蓮；に優れた星、のがあるが、訣疫冠婚葬祭について亀興味ある記鋒を残して

いるe

2．響宅易豹鵡八端農謹ケ鍵溺強大秘鑑

　写本エ巷。流入たちが江戸て遽島の判決を受けてから、これら三か島に住

み1着くまでの往路の情況、船の構造、各島の実情な、か叛鋸購密に寵強し

ている点に本書の特色がある。筆癖は不明であるが、やや教養ある八丈島

流入の一人らしい。流刑年代亀不明。允だし当時八丈島5か村の流入頸の

名前もお」：び御齢預夢の名誼などから考えれば、天深2年（1831）から弘化

　　　　　　　　　　　　　　（　2go　）



透年（1847）の聞に：嶺婁、幕府最後の縫代の蓮島窮溝の灘簸～：みなし欝掻。

八丈轟語約30を記している。

21．やたけの癒：彊i：馨：

　確：紐解版季1瑠。序文にヂ弘化置のとし、つちの允の仲奪．鶴窓廊入越」

乏ある。著春綾八丈実記に1よる～＝豆州菅沢郡鷺）入とあ孫が、詳細は不明で

ある。慕宋の流入であるttとだけは確かであろう。鮫は交筆の海し癒みの

あった入らしくb禽己の見聞に弛書の議！載遂滲照してこの一書艶《〉づっ旋

のであるが、本書の最大の綴値は島旧約80を記する以外に、恋交形式と央

婦講談形式と二つの丈章によ？て語法を示していることであろうe本書に

は別種の版本があ勢、それには島の少女の初潮に際する初い拠醜に謙け

る訪閲贈誉の歌景を記した、興野舞縫方習会話体が掲げられてあるらし

く、八丈箋；記その弛数種：の書物に引用せられているが1・まだ管覧には入ら

難い。

22．流人荘命鰻

　八丈島支廉に村勢年代別の菟のが勢子卸せξうれているが、妻鼓年ff’ti　〈1’＄

騒一1859）天保年醐（183｛）一一一一1・8－4－3＞のるのが比轍ゐ獄く勲ってい鵜

；～3。流罪凡墾台帳

　美濃…版写本5撒．八丈鳥支廃滑津。慶長鮭鱒（熱◎6）掌喜銀笛窯主從1　：S

入に初ま拶明治4隼（1871）1こ及ぶ280余年簡、蒸800名以上に附する八丈

島流入につ／e　t’A姓名、身分、拠身醜、灘勝明、し顯薄月など．驚干

の蔀分には罪名を：附・記し穴貴重な資料であるe

露4．汽丈島奪表

繊縮野晒八丈島支騨臓。：文久元年G861）辛爾多獅纏準名誌と

あるの　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

器λ丈貿記

　葵濃版算本3e懇。近藤富藏畿薦編著。本書は八丈島欝縣交醗のうち縫高

　　　　　　　　　　　　　　（　281　）



の｛資簸聖有するものである。拠だに量朗に他の艶麗係：交献の総蔚！に匹敏す

るばか夢で響く“内容曲元値において亀bかかる比較が許されるeゆえに

ホ書の由來、内容ばかりで旧く、著蒋に麗して亀少しく群細に設溺して灘

琶たいと思う姫

　著者は重藏守重の野営である。町彫百磐の不誠意を怒って七鯵切臓：し

た件でtS文政9年（IS2・　6）に盟撃て遽増置しつけられtS璽10年（1827）島

に驚きi9三野村に叡当てられた㊤破は字喜多秀家の第2子小平次の子孫な

るオィヅをめと9ta　3子をあげ発。明治13年（1SSO）しゃ冤されて、一慶

呼野へ渡つfali“．15年（188わ再び島に帰鈴住み、明治20、年（1S97）6簿

に83才の蕩齢を亀ってu多彩な一生の幕を聴うし允◎

　鍍はぼうよう沁ろ風格の竃大平であった◎しかし生平器胴な一門を蒜つ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　跨ん
入であっ疫懸しく．｛弗鞍を灘み、置賜を周回、佛議を叢り．絵を描出、石

垣を築き．経師野冊の陣門藪でして生濡数支えた。詩．和歌、俳諮にも回

しなみを示し．後には島民の敦育にも熱心であり．明治大正期に流躍した

島の有志たちに臨翁の学恩態化を受けfeSSが多V・。爾は酬三門の殺入

を悔 ・o、深く彿濫に帰依し、身にわくしらみを殺す～二とすらせす、ために

翁の立ち麟にあまたのしらみが残され庚という類の話は、その大力ta大

食v無慾．灘とと．：ilitに罪する常職はすれのあまたの逸活と共に語吻嬉えら

れている。翁は多方爾の活動をしなが’S　．なによかも筆を取ってあ驚たの

詑録を残し、その量はつV㌧にε9燈に錘iした。その約牛分が東京膳1こ買い上げ

られて、ここに録する八丈実記36倦となったのであるが、その経国｝ま次の

ごと豊ものであった。

東京麿の韻が渡鳥し覧近藤翁の八丈察記1韓｝めて接しfeの脚部亙

年（1978）　（明言鷺　13発三？）のことであるが、その時の翁の感激がいかに大

選かったかということは．回書聡7の次の一斗がよく証明してみる，、

　　ew一一魏朧＋一年、八丈嘉之渡海あ廓壽涼府警灘曙の官員あらせらる環箪務
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　獅へ召ざるSに．よ凱何il震にやと灘る鑓に隔量はからんや、八丈島戸長高儒総澱．

　の吹ぷ1こて、八丈懸薩懲一頃驚瞬滲せよとあるによ郵、野梅技け蹴に、窟貝

　方よむ～翫讐して献ぜよとの翻に．て紙難な賜郵ぬ。隠なる；浅、と．きなるン外な。安敦

　ご年より星霜二十跨年、むなしく捻ごk亀のうかりしが、残念の三雲は交明のひ

　かりに．曜て：臥鵜佑の嬢しざ◎流囚の1翠るべき身を竜忘れて、七十：奮余歳老もふと

　はいいながら・・恐鉢もかへ｛見ず華深参て、附す7“1こ明治の八丈紳灘あるため、

　灘｝中学絞の丁目で識記して、謹んで上川Q

と．灘時の喜び鶴らしている。安政慧年（麟5）は彼の來露量8絹であり

それから凝霜飛騨は明治11年（！8ア9）にあたるぶ、「その鶴むなし．〈捨てて

嚢葺刻というのは。八丈実記淋安致2年（1855）までにぼ下書き上げられ℃

V・旋こと惹意回するのであろうe

　竈允同書を書上げて献納したる臨の喜びが燧3に託慈れているe

　　書鑛して袴預；よ勢献納、i報賞金こゴ十・ヒ円を賜りぬ。既膿凍京蕊鰯にいでたりと

　澱ふGまことに，囚灘氏の身にしてtU書籍上蓬iおNせつ｝ナらる＄へ身の面解なるi乙

　褒美衛搾る嬉さは、ことはにのべがたし。（絶壁）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　七十七翁　臨奮守眞

　七十七翁とあるから、明濃14年（188玲のことである。しかるに策：京晦

の処理がすんだのは、遙かに蓮れて明治2◎年（Z887）のtとであった羅実

は．次の一：交によって明らかで掛る◎

　　甦き’に銀綜書記官の餅豆穂言紫嘉．を巡漉するや、此書を獲て饗し醐る◎鷹て潔；申

　電島の趨：実に係る9eの厚司1．聡む羅んで之を貿閉し、電府の架藏とす。三余四十冊

　獣他維著の抄撮なれば、共駿に保存すべき旨地役入に口論して賀し戻さる。共書

　たる未定の弓取に．して、言回暦乱離、頗る餓3ヨに，蕩むの憾少からずと雛、要する｝こ

　其入久しく島塘に霊て箪録する死なれ1製、擢記する三一の虚構なし。以てイtlk　M島

　憲を回するの翔に，供するiじ足妻の。乃ち其來腿翫稔菅｝こ聴す如此。

　　　　翻濡・ご十年十月二＝十七N　　　　　　　　　東京蔚文書課言莚簸係

　これは東京蔚藏奪の魅頭｛τ擢げられメヒ由釣書である。そして続いてh臓

から八丈島灘図入菊池作ψ（蕪にあてだ同年10月20日附け支離の寡しが揚げ

ちれてあるe

　　其島鴛麟艮封近藤憲鷺生篠1二擁縄纂せし八丈実記六捨ノレ鰐の内、全く八丈の実轟

　　　　　　　　　　　　　　　　（　L783　〉’



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝こ係る分二拾九羅、今股代傾五拾四にて府臆へ買上げ絹銭嫉に付て樵も虐代嬢茂．

　逡i村候i也、二二孫近藤近藏へ下付、諮書を徽し廻燈膚之慶、此殿及照会盤趨，、纏

　て残」7四措柵及1返付候也。

　すなわ亀ち東京晒竹の処理が絡っ滝のは、翁が死んだ直後であるゆ否、翁

の他界を知って、取急ぎ欝置を終えた匙のと洛え考えられる。誌し翁の生

前にこの蘂：がなされてV：たら、孤島老残の翁をミノてい力漁こ滋i喜せしめ残コこ

　　　　　　　　　　　　　ら
とであろうPtわれらは宮府の手ぬるおを嘆かすにはいられなV・¢

　しかし、とにかく、翁の筆稿の約孚分が東京1｝釜¢藏寧とな鞍．蘇脊の方

潅iガ講ぜら飢た～ことは．眞に幸であった。府は買上げの部：分癒灘き理して：、一

慮の体裁を論えたのである。懇1の序丈には、

　　薩恐慌次鐙維して一続慧iこ便ならず、故に博i賠1蝶賂ご以て鵬｛鍵ひtS藪厭合し藪：轄凝；

　て、通計三十六雀iとする。

と蓮べているが。その曜｝次は次めごとき亀のである。

　　鋸一誉　　1ヨ簸

　　藩二鍵　記略

　　第三・巻　惣欝

　　第照巻　八丈勘四脚

　　第侃．塗　八丈島隼鋭記、八裏園み鷺記、尋闘講轡、継受島々火概．詩

　’第六讐　羅稔覇、五爵；慈評、八吹薄き一儲

　　蛸七・…婁　瀞澄鰹、駄交、潮汐．、八象ツ∫言、宏永窺二巾1孫・‘ζ大鵬爵

　　第八巻　欝ケ轟

　　第ブL懸　小島

　　第十懸　八丈島鍔藩，小島日｝拳ケ鋳

　　笛・．1一欝　二方灘合憲

　　鷲一トここ巻　小笠原島

　　策・卜三警　鳥島、小透．猿、琉瀦

　　第十繭巻　島人砂蟹

　　鑓十五．管　聞驚厳系泓賠

　　第十穴，牽七、牽八、十九、ゴ磐奮　穀革人物

　　舞舗オ』．一、†葦晶澱、膏油、廿配巻　捲r第舗挽

　　篤骨流懸　齢戦

　　．驚廿六盤　佛腿

　　第1f’七、骨八目　融滋

　　第繧ナ九懸　羅∫池氏系賑

　　驚ii｝巻　鑑革人滋

　　　　　　　　　　　　　　　　　（28の

．



　　第漕一惣　愁翻

　　鑑塒＝二、継説讐　土薇

　　第八駕、醗五欝　賞罰

　　蹴｝牽プぐ．搬　eWt、鷲占諸入静歌、八駿實蟹

　本書はかく多方瀬にわたる大部の書であP，、貴重な資料を歎多く含み．

いかなる方面にせよ、1鷲八丈島に恕する研究である限ゆ、艶ってもって見

るべ繕であ9・：旙資料として1蜷3に約賢慮の1蕊澱簿ら・9’L・天

地　捌訊億支体・衣服・飲食・家融器肱酬勿・舗の1。部分

に分けて列襲されてあ凱名き2にも重複i己1戴駆れている。身分による雷葉

の使い分けの例が若干示盛れていること、動詞に亀注意凌向けているとと

などが特危でpm　9　vそれ以外にも雑巻に方嘗資料が激見せられ毎本書は八

丈島方嘗研究にとって竜最：も璽要な資料の一つであるe

　現ri…の八丈島：支鷹の藏本は、東京都磨斯藏の原典の写しである。別に数

纈1の壕本が作ら瓢“その’一一iptは稗田嫡男先生の書聚駐にあり、わたくしの碧

し塞巷級はそれによっている。東京府から八丈島へ返途された40冊は徴

逸して鍵盤不明であ娘、近藏という入亀國亀へ串て、近藤の家系は島1こ絶

亙て：し擦った。

　富藏翁は配流以館に江戸で鼠戸∴交しんだ入ではない。鷹島以後に敏揖

激える麟雌あっfcわけではない。蒔・には下谷廣徳寺の釈義勉のごとき流僑

の、彼を励憲す者はあったとしても、彼にあっては寒く孤総独月の学閥で

あった。翁憾嬉戯の稿が縫の欝に会う春が來ようなどとは、夢惣だにして：

いなかったで灘ろう。ただなにかにつかれたごとく書きつづけ喪のであ

るゆ明治16年（1883）に翁豊作っ疫一首の和歌舷ある。　f竜ふいはじか＆

じと思ぴ嵐亀へど憲、またあやなく亀しめす水塑あ翁の・d境D一一端をよく

：添してbるeかかる敏養、かかる環魔、あまっさえ翁の小事に：こだわらぬ

牲格は、能交の1撫こ驚のすから現われているい晩檸談芦の聞聞見1｛llせろこ

とによって費めらるバきではな㍉抽多くの流人たちは島1こおいて糞だ慮挽

　　　　　　　　　　　　　　（　285　）



の欺態で腱邊っ幾のであり・ある者は島入を怒り・ある：激鞭み境そし

て驚た被うの暑選残した交章にぼしばしば島人に対するあなど夢の念が：に

　　　　　　　　ら　電っている。八丈実記の全雀を：葺亘主じて、かかる溝極約な曙い心理の陰えい

は詠きさか愁認められす．翁；よ島の入に：な塑きっている窃翁こそはこの経

生の八突雲電を、もって、島の恩磐に最もよく報い疫流入であったが、また

それ以上に．後の世のためにも最も大きな溝産を残してくれ旋流人であっ

たr，翁に対するしゃ発の來ることの蓬過ぎたのは、後i鮭の疲めに鷹、かえ

って幸で惑えあったと言わなけ勲ぱならな∀・。

ビ2ε黙、

、
毒



膨

臣

認

資料

鞍

附録2
k

伊

～
～



欝

童、統計的資料

　以．閲1τにあげる続計的養料嬉ミ、A：戸別調査による結果から得た種種の寳

料　とeR：役場の資料によって作った人Ut動態表　とである。

　　　　　　　　　　　　　　鍵　　次

辱（IJ｝獅子瓢よって得られた至ゴ遡聾

　　！．景yプルの職＝業濁構威（ii3δ♪

　　2．

　　蕊．

　　1a．

　　5．

　　6．
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ラザオの響畷1麗（表4勢

予幽こ．撲肇語なしゃべらせ抄いか（喪蔓〉

億封人と会話する難1ゆ饗’譲（表益野

鍛で鍵う翼語（表乏3二〉

内耀痴れ．の人の島のことば壱ぞ｝健甑藻臓G難の

共叢語に対する妬心（貰嚇）

内勉との行き懲（責46）　・

島島との行き來（表4？二》

学：歴と職業との閣係（叢48）

経歴と夢解iとの騒係（表罫’

年令と学歴との関係俵5◎）

加

（2＞濯つの村の人隣籔態菰（1紮場の資1紬こ．1二るも○）

　臥大賀蠣；すの晩照動態（表δ」》

2．㌃三野材の　　e

盆．樫立餐磯　　e

4，中之簿村の　騨

5．豪宕絃の　　〃

＆溌入門（嚢εの

？・灘蝦；s（繋57）

8ゼ総奮醗態（表58）

（豪52）

（婁53）

（表無）

（表弓5）

鼠、亮内の盤勲こ対づごる流入・流下（i爵一

難．内惣こ対する流入・流｝」藁（妻60）

Ix．東京｝｛ご対する流入・灘郵（表6三）　　　　イ

12．蛮額なのぞく馳方に鋤する漆プ、・流毘（表6勢
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認，総藻（表63）

　　　　　（k＞ 三論によって得られ疫資料

　　　　　　　　　　丁零＄　職業男唾講成

　　　　　大薇織　　　ミ楓　　　樫立　　　中之撚
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勢

（£〉）　五つの村の人口動態表（役揚の資料による適の）

　五つの村の1嘱9年ぐ昭和き墨年）に鉛ける入P．｝動態を、人の交流という点

から村梱万影よび掛る村と内地との闘係をうかがうぴとつの資料として掲

げる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　b

　そのN的のために婚姻や離婚件数などをi縮硯して、聴もに流繊・漉入か

ら生する人欝の変化を、流轟先e流入先に賦鍵して示した。な蕊、賛料の

麗係で、島内のある骨が蔽かのある村とどのような交流をしているかにつ

いて分析することのできなかったのぽ残念である。

　資i料は／94・9年の各月封；i親霞の役場の報膏書類である。な器、資料の

入手聴よび整理は、國：立閣語研i究所昭榔24年度地方調査員菊池正：交筑（申

之簿村小学校長，の揖援助によったと．とを特に記す⑪

　　　　　！

（　ne3　）
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驚．　文　献　E，1　鍛

　われめれは、調奔の準備の段階に1龍いて、八丈島懸字の種餓の．嚢献凌ゴ薬

めたゆその目的は．八丈島に流する雁史類ゼ文化的事騎を醤謬、八丸島の

麗；謬に済する餅究の欺態を確かめ、八丈島の言語：1：膚善1：匙的概究の海めの資

斜を探し、器らに調騰票をつくるための癌1浄姦料を柴めるひ電鍵一εみつ匪㌔

　ます・．∫電熱τ1｛部の方嘗」（愚慮；餅学講i座v1りに紹ギピ諭・ている文献、穿

　　　　　　　　サ瞬を手力勅溺♪としnその地、維誌．論文影よぴ鋼入汐’t；il・報凱参考にして、

で嚢るかぎ銚多くの文献に目を麺すよ「）に心がけた。それ5㍉ノ跨ちの．ノ（部

分（s、茎立國会図書蟹玉弾：1；支糠からイ繹曝した亀、のである6その弛、裏駅九

三、特定の梱入から欝鷺したものも轟る。年弱、現地で筆塚Lブ：．：k二戸が三

つある（丈轟轟暑董1，24，25）。

　以下、魏種の交献ぽ八丈島麗係の文献をすべて蓋したものではない。し

帆、撚かく調）れわれが謬糎ゆ準備の段階に激いて問魑とし驚丈献で

尽るρ

　われ蜘むのと停あけた文献は、廣く八丈島文化賞ハう舞建点からは、かた

圭1足皆）重い亀のがある。～二の点は、この報告書のヂ八丈島の文化と文献」

て禰、、へた払oi：．il・しによってb特に明言蘇以前の文献について｛｛喪娠霞すべてを

鋸もているのではないかと患われる。，

　以下の：交献は、明治以前の二三の丈献をのぞいて、だいたい年代瀬に並

・w’ 煤A番暑をつけた。明治以前の文献で年代のわからなV・ものは．便蹴上、

驚i治以後の丈献のすぐ賄に置いた。皆は語い集に採録し旋ことを承すe

鶏欝（f鐵鰹｛ξ）欝　　名

　　1　（1）　　　　　　　八丈島年代言己

　　2（9）　　be八璽＝島漂湯言言己　　・
　　3　　（10》　　　　　　《te）海島風圭言己

　　　　　　　　　　　　　　　（303　〉
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（1跡
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α亀

（19）

（三勢

（踊）

（15）

（2S）

et’

ﾉ鷲晦島風駈認

門沖の小島記

艇僧豆七鳥志
te

､豆七島日記（七島爲詑）　　　　　　　　，

艇　巡島M記抄（帰島爲記）

　八丈島記
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t
ee

ｪ丈農筆墨

瞬八丈島語集（R鐸：総変副，il敵）

ee
ｪ丈島流人之咄

…八iむ惹

w八丈誌

　八丈裁衣織

赫　八丈島方翼（「一謡一・轡1翫牧）

艇　八丈実説

ee
?丈島物語（F本多庭井鱗騨話」断牧）

if八丈の鐙覚草

藤八丈照島撮記騰酷謝抄
　　入丈島奪歯舌奪

　Notes　oS　a’Visit　to　ffachijo　in　1878．　・一bialeeg．

es入丈島方需（保科孝巴戦の調蚕）

鱗昔韻攻調書

car：∫語販調書

　八丈島方言（島教費会発行）

ma入丈ケ嶋

赫　八丈島ず鹸購（勧版）

釣八丈島仙簿誌（再版）

tW八丈濫方雷上（閏村栄太藩氏の報簿）

de八丈農方言の研究僅月誼三賃の研鋤

穂　八丈暮方言一中之郷：簿方雷集一一

　八丈濫方欝（松本茂雄氏の報轡）

　八丈島方零と入丈簾（一霧シ躍メ勘

麺八丈島に於ける村別方言異同に闘する二殺の報糞

　燃草島方言集（菊池治可氏の編集）

轡濾農篤俗誌　研豆諸馬篇

　双剛東部の方言（國語科学講座所牧）

　　　　　　　　（3畷）
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曜

　入丈島物語　蟄纂癬（盤原田八郎蒋）
ce

ﾉ豆七島八丈嵩動物方面

　「八丈島方雷の系統

　入丈之現勢　玄鍍i

　八丈島環ツ摂村方欝集
te

?瞭の棄京1葎八丈島誌

　謬藷島八丈島払黒潮
a」’

?豆諸島の書韻’アクセントとζうどころ

　入丈島方嘗の研鯉（北條忠雄氏の研究）

1．八丈島磐代記

　建武2年（1335）から承慮2年（1653）に及ぶ八丈島の竜つとも古い記

録。特に看語に回する養料とL二て見るべきものiよない。國立國会図書館上

野支部にある。欝L、くは、「八丈島のY〈化と：交献i（1．）鷺劃ll｛。

2．A丈虞漂流言語

延享2年ぐ粥5）から翌3年（1746）に秀）たる・土｛「£の一軍告夢爽の漂櫨誌

語いはほとんど見当らなV、。國立國会三三館上野支部にある（土｛菊或1群警

類提倦78）。恥しくはf八丈島の交野と丈献」（9）駐参照。

謬．海野饗土記

　天明2年（1782）⑰約80語の語いが見える。との語いは、ド伊豆海島風

土記」のそれと同じ。國立國会図書館上野支郵にある。詳しくは∫八丈轟

の文化と：文献」（10）を謬照。

塵．債叢海驚覆土記

　天騨i調（178：t－1788）。階海島風蛮記」を参照。

5．沸⑳小震記

　「本州東部の方言」（國語科甥撃塵畷）によれば次のようである。r美

濃版写本3雛rl鴨慕春命名の由を荻続裏に自書せりb」語いは、「K．海轟風

土記」のそれと同じ．。

＄．憧翼七島忘

　　　　　　　　　　　　　　（305）　s



為

　明治譲年（1go1）刊。「爾方海島志」（寛政3年．17瓢）を締修したものe

特に帯解に閣孫ある詑載瞳ない。園立撃会図書館上野支都にある癖「八丈

島の文化と突献」（獄）を謬照。　　　　　　　　　　　　、

ア．盤蔓七島縫記

　昭和婆年1α929）刊。文政年欝1（1824）の版本を隊1硲資斜警書躯編ゴ

として⑱鵬蹴捌ととも即行・赫艦と納糊じ・特曙語に・

醐係ある記載は児られないが｛ところどころ文f葦＝ξに糾いが見られるの醐立

癩会図書館上野支榔にある。「八丈島の文化と：文献」α2）を滲照の

9．巡藷欝記抄

　7．鞍参照。源本は寛政8年（1796）著．酬轍7年（182の磯行。ザ七早藤

記」と《容はほぼ籾じ0詳しくはf八丈島の：交化と丈献」（捻）を参照り昭

和4年（憩29）「民俗資料叢書第4編」として刊行“原本の所寝場斯は不

明¢

3．A丈農功

年乳離漕不艦耕類本上下2鷺合本。内容は七島1欄嗣一で泌

が、本書魅末の記載は七島日記にはな㌔㌔後に養え疫竜のと思われる。園

立一会園書館上野支部にあるe

稔A丈菖上記
寛雛菊（1797）ごろの島の暦齢注す。認、牽臓）議國蠣会図離

上野支部にある。「八丈島の文化と交献」（13）を参照。

1茎．《丈島語葉i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　ヂ醗警語頚轍。鞠2年（18鋤とv、う序がある．絢200の語L．Pt’

ある。露：を漢字で壕：し、それに仮名をふるとV・う方法をとっている。八丈

島支騰にある。写しは国立属町回究線こもある。詳しくは「八丈島の寒化

と丈敵」（4）を参照。

12．《皮農流人之咄

　　　　　　　　　　　　　　　（　3fi6　）
’



　：交響年醗（茎8幌一一至817）。島の風俗瞥慣をあげるとと亀に、少歎の諮いも

見える◎　國立爾会図書館上野支郵にあるゆ　（「本疹剥甥異國話」のうち

に賃＆A震護物語1とと憲に牧める）。詳しくはヂ八丈島の文化と：文献」

d8）を掛臨

15．八丈志

　文化裳年G8畳目ころ。語い63語e．園立園会図書舘上野支部にある。「八

：丈島の’交化ど文献｝（19）を姦照Pt　　　　　　　　　　　’

34．八蒙誌

　r本々東部の方言」（早計税挙講座VII）によれば、ギ：交野8年【1雛1］

大原ti三短著美濃販写本4甑内閣交庫藏島語63語手写載」。まだ見ると

とがで選る1、ハ。轟蔀，義丈志」と陶じ内容かと思われる。

徳．《謬喩緊菰灘

　「本蛸裏麟の方欝」（嗣語科攣講i座V夏りによれば、「丈化8年［18斑

駿忍車高著　美濃販算本　表編共42枚　函閣文庫藏　土語8望藷掲載］。　藻

叢“見るteがで選ないや、

劇毒実島黄鷺　　　　　　　　’

　大田南畝著r一話一轡」∫り麹鉱ボ八丈島方愚俗懸盤繋」として引いてあ

る。語b約2綿羊⑫環礁、「一話一粒撚次のように活字となrって建ている“

　　集威館灘テ5嚇塞『一講一欝」

　　ぎ薪汽家調戯巾「燭爵旧劇集」の「一誕一饗し」

　　ギ随塞大威」附鍛「一話一欝」

　　嵐駕麟報耕豆七農図会

　しの語V糠．比較駒まとまった、古い八丈島語として注隠される。この

語いが現在の八丈島にどの程婆残っているかを、と．の報告書の別の箇漸

くヂー話一雷ゴ、と八丈島諮い）で調べてみだ。

17．A喪貿詑

　∫八丈島の文化と丈献」（25）に選わあて騨しく論じられている6天地。
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縛

時刻。入倫。支偉・衣服・飲食・家居⑬器材・動物疇語の憩忌門に分け

て300余の詠、が記録されている』原本ld；rt鯨都廉にある謁：し綜げ、丈

：支臆、柳田國男灰；などのとごろにある。

蓬8．A丈濡物｝蚕

　年代不明。語い約80語。「本多利’IJ撰晶晶」のうちに、「12・A丈鐙流入之

咄」とと亀に牧まる。國立面会図書館上野支部にあるeゼ八丈島の文化と

：交信3（15）を謬言。

1＄．八拠痙霊草　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　語b約80。國立二会図書館上野支部にある。「八丈島の丈化在燃〆21）

を参照。

2e．八丈四島欝記「海島志」抄

　原本はまだ見ることができない。抄本（大田栄太郎幾昭和駕年欝婆ll

筆写）は国立匡：語研究所にある。筆者年代不明。語い約40語や

2竃．八丈護全話璽：駕

　筆者、年代不明。八丈島と属島の肉筆採色の絵毬！遜。書語に獄麗嬢な

い。國立國会図書館上野支部にある。

22．融点so変Visi・t宅。　Hachijo至臓18ア8・一「湘厘鑛．

　1S78年．　F．　V．　D二ckens＆E．　SE　tOw雨氏論交1。ド騰本アジ魂・協会会報3

第編舗職：。1877年10月27臼から1878年6縁22騒豊で奪舐が調査v整理し

たものである。八丈島の言語の特殊性を馬本州東部。古い雷諮の遺存と環

在の京都方胃との共通牲に亀とめ、その観点から八丈島の言語の晶晶、：文

溝、語いを論じている。はじめに「八丈の嫌覚草」研牧の女子域年の親の

行事に漏する島入の会訴を、英訳を附して載せ、Uの会話に含翻1．ている言

語から語b葉を作成し、対漏する日本語の共通語訳を附し、江戸語．N本

古代訊京都方言などに醐連を求めている◎その後で、形容詞の語尾変化、、

動詞の否定形．勒動詞の否定形、聡殊な二e三の助動詞の変化数論診てい
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るeそのぽか、下野の変化に簡軍にふれ、語いとt．ては、昔の証本語で三

門八丈島に行われている語37、昔の臼本：語と蓬；っている語5、八丈島にだ

け児られる語鐡をあげている。最後に、鷺本語源塁への噌示とL、て、八丈

島の鷺語と申国語（支那語）との共通性を指摘している。

　現在から見ると置字には種種問題もあるが、これだけの実地調査が1878

年に考：鋪）9xfei　tとは驚くべ逡ことであるの

25。八丈島露’露

　明漉33年（聡00ゐ保科孝＿玩論文。鷺語学雅誌第1魅第2，3，4，7ラエ0．

号斯載。掲載ぺ65。維尊に八丈島の文化を蓮；べている◎本論は声欝論、軍

語論、交物論の3部に分れてb　5e箪語論は代名詞、名詞、動詞、勤動詞、

敬認接続認感鰍認テ昌ヲハに分れ・本論のうSでもっとigくわしく

論しられている◎：文章論もふたつに分れ、第1は中栂花痩の小説臼1匡み濫」

◎898）の第玉．第掌，第8のエ籔を八丈島隅蒋語で訳してtw　9．第2は、

同誌のrs碑i驚と暫ぱなし、朝夕の回答な紹介L，、共通語による釈を附titt

てVx　；5　e声審も丈法も表記は假名で、誘か村の違いにはふれていない．し

かし、八丈島の鷺講の麟究乏しては画期的な言禽文であることに｝ま四型亀変

りなv・Φ

24．守門簸筑馨

　明骨盤年（1909）。牛紙版精叡。表紙ともに44枚。八丈島数育会編。い

ま源本は八丈支廃にあるが、写しは国立国語研究所」にtiもある。

　r欝韻取調書」の成落窮情については．束：條操氏著「方雷と方門門」（初

版16隻べ以下）に欝しい。

　八丈島で蹴．控佐木翼一、佐佐木溜書、大沢葺藏（代表青）、f左佐木干

瓢灘i二野奥由薩一の辮随が調査員として報告潜を作域し、当特の八

丈島敏育学会憂吉川二階氏を通レご提男さ｝れた。最初：u階下調査二丁ス

ル論明」としてヂ本調査ハ本島在來ノ書、即チ教育ナキモノノ発音ヲ標準

　　　　　　　　　　　　　　（　3，09　）



Fセリ」とあり、＄らにヂ本島ノ如キ小区域内二於テ“”1　・　wジ発心ヲ報徳

スル一面トシテ塊i勢二閣係スルモノト思考ス」と論虚構．れている点から塾

調査方針を推測することができる。蓑記織假名書蓬であるが．村の溺が記

されているととは注目＄れるΦ記宿馬かな野面確と思われる⑪巌蒔の調査

としては特鍛こ値する轟來で、今疑の研究碧にとって亀参彰になるところ

がすくなくない。

袋5。鐸票1：販軍書　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　・

　晶出2年αgo9）e　4嘘斑順延札漏壷ともに豆鴨敦：＾八丈酷評画会編、素

本は八丈支臆にあるが、写しは国立藺語鋳究願にもある。ギ職語取調書」

の歳出事情につV・て瞭、東條油壷C方言レと芳面心」（初版錨璽ぺ以下〉懸参

照してぼしVSe　f欝語取調」の調査瀞竜醸4鱈韻獄触書」と鱒一である。

最初にヂロ語法取調」に麗する論明として．副本調聾ハ本島雀來ノr5語

渋、即チ寧獄教育ナキvaノノロ講ヲ詳知トセリ」とvととわってある＾表

記は假名書きウ村の違、／、は特に記していない扇三無謹；はかな職｛確で蕾蕎謬ミ

取調書」とと馬に、今属の研究奢に菟参考になる乃

鱒．八震島裳書

　明治4k年ぐ1911）。島敏育会駆詰1＄一より6魅までに所演の島教育会発

行◎まだ見ることができない。

27．八丈ケ鳩

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お　　　大正3年（玉．914）。薄恕一㍉葺木秀虎焦著。記文館漿鶴菊俘裁。尼7臨ぺ。
匡

洋つづり。概女郎勺に、八丈島の歴典、産業、滋会、民謡．流人を紹介し疫

亀ので、r’ №ﾌ丈攣」（3エペ）の項：に、語V・約7◎．短点数例が．八丈譜のう

たとと鞍こ假催糖で記されて、へ凱これらの語いは特溺の；麟璽の亀とに

林系爵勺に蒙めたというよう癒竜のではなく、八丈鳥の文学の記載のなかに

たまたま島のことばを用い浸というにすぎな㌔㌔

28．　八丈島｛典郷葺志

　　　　　　　　　　　　　　　（3iO）



　大愚◎年α92D・大脇弊害楳：大祖3年（192駄ノMi：二郎がこれを穂

M．大賀i郷討大脇商店から癸行δ四六斜216ぺ。

　八丈島の位置・昭然・馳理⑳風俗・島政③激育・爆弾⑳薩藁・寺年盛曇

勝彫・流入癒どにρいて記し・終末の附鎌⑳〈）に・離…・鱒疑に思

する統計費料をかかげ海。言語については、風脚のところに．女子域年の

観の際の選入のあ跡さづ（75ペー77ぺ），k一よび語い135な葉めてあ，る（82

ペー一93ぺ）。お愁に名詞．鋤詞、形容詞凌語い酌癒立場から、癒んの基準臨

なくならべてあるq媛名書きで、村の違いに：濠ふれてい激い。語い婆のあ

とに・翻甜∫の嘗諦による覇解織壌碧羅の慮答凱5偲叡をつけ｝こ紹

介している⇔筆膏大脇氏は大賀郷村の入◎剃に特色のある記述麟ないが、
　　わぽ
明溝以後の丈献モしては藩実な陳うであ夢．大き黙誤はないように見え

る0

29．《丈罵内郷誌

　昭和3年（1928），、大薩繁吉蕎。渡翅渡補“黙朝会発行。1乏しi六～i弩｝憩雛べ。

大正13年（1924）盗行の初版を改訂した竜ので、内容は同一のところが多

いが、記載項1議ま、八丈島の歴実・鳥撃er風俗・夢野・属島嘩流人録のよ

うに層理されている。附録に、ヂ流罪入島銭け駕記」、「金右衛門澱鷹鰭ふ
　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　モ

「八丈島一周選し芸～ぺ」髪載せ．統計的資料はのぞかれてV藩め初版の資

料既慎値はV、ちじるt．〈減じ、読物風のS，oのになつ幾φ　　　　　　　　　・

3馨．八喪万尋野上

　昭和3年（IE2g．〉。田糎柴太｝聡氏論文。1擁1語國文の耕究，」第2り号斯載ep

8ぺ。序丈に、八丈島の貫語の從來の研究をま箆鷺し、些5器の交献をあげ

てv・る。訟お、序文には、納翁交譲」」興趣1交調書ふ「欝墨取調書」から

調査すべき語を：拾い、実地に調べ；たとある。上纒で嘗麟法蜀をのべ、聾唖で

支法嫁系、八丈島の母語の系統を蓮べるつもPlであったらしいがゼ1謹は

発表盛れてV・ない。語は蝦名書きであるが．k村鋼の弔いを明ら伽にし、欝

　　　　　　・　　　　　　　　（3エ1つ



瀬法灘にもとづいて論じてある。内容は、語いと苔三部とに分れ．三曹に

は五十習順：c配列された名詞36欝．講詞欝語がのっている“．．後瀞の喬：韻部

は喬韻法恥窮に村の建いを示しながら蓮べてある。垂体としてよくまとま

っているが、・欝韻法期、堀例、材別の詑入、と亀に、「書下取調書．1とi酸ぼ

綱一・と思われるので、こ～二では詳しく紹鳶・t撫嘱

駁．八丈島方鷺の秘究

　菱聡鵜5年α930）。乗予辱・、望月誼三矯の研貌。　東京帝國大学國交学科卒

業論受．400挙づめ原稿続272枚弓前篇と後篇とにわしh｛S・い戯・るe前篇は

八丈島の滑革（駁枚）、八丈島方鷲甥載文献（8盤枚）ta椿説弓張跨と八丈晶

方言（22枚）にわかれて蓼凱後篇｝改賛i彊ぐ3枚）譜法（46枚）・譜v・（79

枚）1とわかれている。「八丈島方嘗湧載女献」としては、u：fi・豆海島風土記」

など14種の三献についての紹介ならびに批禦が試みられているe諮i識弓

張月と八丈島方霧’！は、「学説弓説月一1に見えている八丈島の鷺籍をと）ts）’

つかっ海ものである。r音韻」はわすか3枚にす警す、筆奢みすからの言

葉ど艶さ，未発戯である。「；灘1ミ」獣、嶺詞．代名詞、動詞、形容詞、勒動

詞、勤詞、接続詞、副詞、態嘆詞にわたって．その大捧を。i要をつかん

で記龍してある。語v・は1“犬：女」「馳理」「人倫Jr肢沐及び病名」「住宅」

「歓食一’服飾」「生業葺入事jr年巾宥事」などにわ涜り、ヂ天ふr太

陽きなど7羅語について、八丈鳥懸霧の語いをあげてある。この論文は、

もっぱら濤籍を扱ったものとして、渠界攣一氏の陰3．八突趨方欝ふr羅．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　x
蟹韻顯：蕊書」、隠S，灘認藪羅麗：」につぐものであるゆ　以前の三つの論：交

に比べて、いっそう醜野が廣いこと、村の違；いをはっ選り説しているとと

が注ド1される。われわれ亀、この論文鷺参考にすることがすくなぐ激かっ

旋凸

＄2．A丈島露雲　’申之i郷肇ザ欝集

　購三年（醐1＞。丸尾ウ揚著・右宵誌第1輯。國学院大学力言研究会

　　　　　　　　　　　　　　　（3！2）

1



発行。船難捌菊判30ぺ。著者勇叢昭和5年α930）乳8。9ノ叡八丈島中之

郷’こ懸いて、簾條銀鉱の「方言探裟手帖」によって1凄，実に採録しプヒ亀のe

無調肇者は大沢数美筑　慶（25才）。大沢寛氏　農（23才）ta大沢誠氏　蚕

（⑳才）、大沢癩｝q麟氏　農（25才）、輻ii£懸一部琉　慶（23才）b大沢丈太

郎氏　漁縫窟り．大沢佐太郎氏　農（50才）、大沢とみ疵　農（49才）v

大沢六強震衛門氏　農ぐ13才）、油⊥1聴きう茂　農（50才）、その他◎この

よう1こk無調羅宇は年令酌にかフセよ9）のないように注意されているが、記

叢愈は年令獅に餐わ勲て叉ビ・ない昏編集の方法は、東條氏の「方言採集手帖」

に從・．．）ている．箪語1婆には．約800語が集められ、つぎに6α測の短文があ

“がっている難曽韻法則t活堀変化につ醜てはふれていない。最後に、「：力

言盛典3が二、」『紹介され輌こいる。この研究は。ぴとつの村を対象に一した

ζと．被調査青を華数とっていることが浅隣黙れるが．語いだけに限られ

ている《、

55．《突島方欝

　昭季1樽年ぐ至931）。松Gg茂雄氏パ東京都八丈島水薩鍔琶繋所に～費・るよし

蜜だ譲ることがで選なv・e

54．《．丈島秀鷺とA疲飾（一名ショメ節ノ

　昭騨質夢ぐ／偽わ［初1反】奪略和9隼（1934）［増訂］。吉田貫三著。：大賀綿

仙郷堂発孝㌔仮とご小型・くンフし・’・・）sト。16ぺ。最初IZZ　．凡鋤1として、共通

語による短文ア纏に藩閥する島固有の雷語を、常体．敬鉢：．最敬体の3種

に分けてあげ、本文はr方言」と「語法書簿」との2部に分も、f方欝」の方ぼ

五十音瀬に総の語いをならべ、「語法篇」では島固有の鷺語による短交をち

讐通語の謙駈つけて、12栩示しているeいすれ亀村の別を示していない9

ま元、儂あら蟄難語にも特色がない。最後に、シ。”メ筋をはbめいろいろ

の翠講を紹類してV・翫な肱シ・メ｛罫准紹介したパンフレットに臨菊

池簸照郎氏ぐ大賀郷）の「八丈節」（大IE　12年［1923｝、著者編集鹸発行）
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ゴ

　がある。

　35．八丈灘こ触ける尉溺臨幸異同1こ曝す釜置竃ぞ報告

　　昭和8年（1933）。4頑縫揖氏論文。閥学院難誌第3鍵套第2号湧載，蝿

　載エ3ぺ。はじめに、島の鷺語現象の特色について尊べている。す激めち、

　塗島を第一鼠一一大賀郷、三ッ薄綿；第二区t・一一樫立、審理i郷陪第三区

、．　　一来書村の3区に分け、a曽のそれぞれの変化を述べているがb本論では

　管韻や文法の穣異にはまったくふれていないゆ』もっぱら民硲学爵勺な立場か

　ら・風龍称呼・地形麹1乳動癒物方欝、入隅称呼。往居称呼・賑飾称呼・

　勝手道呉総称などの語いな、村勢に蓑を亀って示してある磁風勢称呼の違；

　いの論纂がややく駅。い。K俗挙的に騎殊な語いをいくつか禽む飲外に欝

　藷の研究～1冒してはそれほど大選な意義はな、～揮矯著「乳海撫澱俗講1

　漸牧の論受憲．ぼ薪鎖嫉一の体裁の藩｝のである面

　灘、《丈轟華華簗

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　｝￥獅8年（1933）。菊桐也漉匹∫編。編葎のも～：にあるよし　舟踏鑓ること

　1がでk＝なVe

　37．海艶態俊誌蟹釜講砂胆

　　昭和§年（エ934）e本μ薩11階，，一誠綬吟行療洋：と13槻六舗惣》べ、特に

　八丈島にふれ疫ところは多く響く、暴く伽豆：護島の服飾。斑家、風｛綜祭祀

　鞍脚継蓼的立場から蓮ぺで。・・る。　そのぽかに、　別簡の臨筆として「七島

　流入邉想Jr八丈島方欝抄∬欝藏島採訪記」の3篇を載せてWる，ゼ八丈

　旛旙抄」（矯蔓ペー182“e）は、國学院雑誌笏39釜第2号漸載の箸群論交

　（35）と照日欄一である。な制b「椿競弓張厭r樫豆飯藻島廻土記拠見える

　訊蹴紹介したρ．助動詞の活躍を記事；してある簸か、華麗有の言謙によ

　る二、三の会話の例をあげている点は、前掲論文にはなかっ疫点である“

　助裂詞∂活粥は参考にな砂うる点もある。村1弼の叢；いにはふれてい激レ・心

　総譲鯛薫蔀の露醤
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　昭和9年（19．3，4）。三主レ・、棄蘇繰：：lii氏共著。國語藩瀞学講座Xi’K］c　・．八丈

島については、後篇　麗東方鷺　第2章　籾豆講島方言　のなかをこ講漣き

れてV、る◎これは、安博秀文氏の報告を主要な材料として、東回操氏に．ヒ

って叢とめられた1ものである脅r葎簾：諸島方鷺」系㌻鐙ぺぐ鑓ペー駈べ）の

うも大：二分が八：丈島の暫語についての記蓮であるk．，轡韻につV、ては簿零ら

にv轡によって直下（大賀郷。三根、宋書）洗拗齋（樫立、串之螺）洗が

使＼へ分けられることを指摘してい≒｝ガ変法につit・て敏。羅詞7’］添翔に特色

のあるととを渡目し、鐙詞の種類は活用形の種類から嘗って転写難認めら

れると譲；べてv、る。寵蓮；はe簡軍ではあるがh礎塵のすべての二二に比一・く

ていちじるしく逡んでいる⑪八丈島の三二の門下としては現覆魯つともす

ぐれた亀ののびとつであ夢恥わ勲・われ亀調甕にあたってた応ず灘：考とし

掩Φ数幽。この弓丈：に見える八丈島の燦献書跨亀、われわれの調騰の準備

にあだって大いに役立っ疫。

蕊．八震農物憎憎1輯

　二二9年（lg3（pt）。金源三八躍藩、安捧野郎編。発行門下晦⑳菊肇導パン

フレット。八丈島の三三◎丈化には買ったく衡係fjSA．わすかに源爲鞠の

番：事を蓮ぺてあるがte「八丈島物語」の書名のゆえん嫁明6か日な黙倉全
　忘しゆ5　　　　　　　　　　　　　　　＼
5韓のうち第1輯の厳かは見ることができな渇㌔もちろん、ザ電多堺町轟

國講」所牧の「八丈島物語」とはなんの鵜係竜ない。

蜜．彊豆七畢A実禽洗物門門

　昭和9年（1934）ウ綴出塗惑太部編。審瓢i鳴灘研究！聾溌考弘菊讐遵三飯とじ

淑ぺ。八丈島に住ん域・羅む物のな戴を島圃有の議で示｝。総の．分類

は動物学の分類法によっている。採集港れた動物名は非常に多く，、ごく特

殊な馬のまでを含んでいて興味泌る芳樽’墾であるが、島の入で惑え知ら激

・いものが多いと思われる。採集は大賀郷、三綴醤で行われ沁勇蝶｝の漣：いは

示惑れて、ハ7XVto
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4重．《丈綴帰z＞票i銃

　昭和U年（1936）。橘正一著「方署学概論」四六判津とじ磁ぺ（エ48ペ

ー164ぺ）漸数。丸尾芳男罵2．A丈鍵方言」、本由桂川「蕊．八丈島に

楚け制覇溺露雷異瞬に摩す拳螺、獄丁報告」を主な材料と1ハf．八丈贔毒方言

俗軍曹」ζメ調南畝ヂー話一言」糟糠）を滲考としながら，臼本の各地の

半語と比較して、八丈島の言語の系銃につ溶て喚べだ。すなわち、八丈島

醐有の営語のう：ちtSイサナ（東南風）bナライ（北風）など72藷の語いを

と鎗あげMそれらの語が鷺苔のどのような地域に鋭いられているかを調べ

た。その結果として、地方としては東北地方が、縣としては岩手縣と静聴

縣とが、魯らと竜近いという～＝とになつ距e開東地方について見ると｝衡

東ゐ海岸部の寒季とは共遜牲が多いが、東灘や麟繍の方鷺とは似て闘以

つか訟竜のである」という結果になっている。そとで、八：丈島方書鷹9黒潮

方量」とも名づくべ邊恵のであるが．黒潮の流勲．る溺東．東i礎の海岸とと

竜にf黒潮忍事区」遇≧設けることは適巌と考えられない。結局、r八丈畠方

言」は孤：立し癒ものと奪う外はない．と結論な賦している。＄らにf八丈

島方雷」は即事趣室町宇戸の僻事⑪粗々地方の方霧を貯えたものであろう

が、俘豆．梱護．八丈島はそれぞれここ数再年のうちに大変イヒをとげ允浸．

臼めに、霜異牲の方が多くなつ沁のだと蘇丞べてV・る。方言の系統粒論す轟襲

に、語；V・だけにたよることはどうであろうか。盛らに、その語いの吏ら勝

方は＊つと巌密に恥こなわなければならなV・のではないか。しかし、系統

論のびとつの試みとしては意義がある◎　な驚、との論文は、r國語激闘」

（昭和期年亙爆）に発表し允ものを、のち「方鷺学概言紅1に牧め海もので

ある。

4窯．《丈之堀勢　上巻

　昭和鷺年（鞠3①。濁弁末：吉編。八丈島：交化協会（大賀郷｛の発行。菊

制搬雲ぺesλ丈島の簡畢な概括書の島の薩業、経済については晦時の統計
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凸

的1資料が多くかかげられ、聡宋に大賀綿けの畜産、公共施設の謄礎e黄八

：丈についてや璽詳しい解説がある。言語についてはわす力漁こ慧ぺ、短頚隣

あいさつ文4例の猷か、語い54藷が集められている。語いの多く1濾毒詞、

鷲翻・獅貸あるρ臨聡同じぴとつの語についてこ：・三の灘ヲ院併

抄していて、1必法についての参考に：な夢うるが、あまゆに馬伽三がすく：ない。

著曹は三儀村の人“ド蜷iは決だ兇ることカ§で選ない。

43．A：丈愛護1ツ震方言集　（；隼｝）縄跳歌講

　昭和1ユ年（2gu6）一宮本祭太蹴藷㌔i・俗趣廉枇発行。趣1珠護警聯盟篇。

A5判12ぺ。野曝が昭和6年（1921）7，8月、三根村に：滞在し、r服飾の

調厩と服／勿の採勲にもっぱら当ってい旋際に・書魁め瞬級・劉勤専

制のである。方眼探集が撲的ではむいので、語V㌔は、主に特殊な尉谷語い

であって、その数200余にのぼる。蝦名書きであるが、謹ε確に認蓮され、

論躍）要領をえている。最後に附録として、無類藷に改徐盛れ窪い愈のシ

y，メ鱗を6例紹介し、注釈をつけている燈

麟．趨隙無蛮1東黒八交：鍵誌

　昭和12年（1927）。永久4呆溝著ゆ南1ヨ本新聞鮭聚行．菊斬玉野ぺり八丈

島の蛾誌b彫塗、黄八丈、流人、簿設、’藩臣、風瞥、民謡、賢島、出身名

士などについて翼端して、。、る．丁昔の一過溺饗しながら良心ピド鵬編集隔れ

てお鉱八丈島の馬糞旧俗を調べるのに適遜な参考書であるe黄八丈の

八丈島菱蟹における意義、流人の文化就役割セ移民など簿しくヤ風餐につ

いてもあま夢主観をV・れることなく忠実に記録されて雇る＾　r八丈島変概

要」のなかの八丈島愛年無は便利である。墨跡についてはあ鷺矯くわしく

ふれてV・なV肋（掲載農ぺ）。なるべく背の八丈島語を紹介するよう努めて

いる。「八丈島黒塗草」から栩の女子威年の薦の樽入の会話薮か引例、現

在では理解しえない短文毛繕を引用し、訊をつけ、そのあとに．糊駿のあ

る識・、あいさつの雷葉、動植物名、音韻鱒1肱どに分類レながら振糠
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｛

どの語い麹集め鷲いる。

45．癖毛轟爽赤墨と黒潮・

　昭灘燃種α鱗D噂李」μξ輝男玩論丈。ヂ：トパ」第3馨第4号（5蓋ペー

騒ぺ）、閣藷文化研究所発蕎。系統不際の八丈島の言語の研究はv島の歴更

と環境、とくに暴論による漂読の歴史を考慮にいれなげればな轟ない点を

強調L、アタセンy｛・こつ、べCは。実地調査を行った結果からつぎのような、

事婁を認めてい添農（1）八丈島の需語は、まったくの一型アクセン｝でv

あいまV、アクセントの宇検かげすらPtxVrsのその点でb他の擬豆畑島と区霧

霧れ輸　慧巽灘がその境界線と港こっている。　（2）　尾葭∫氣味の一型である　（三根

村の改訳例をあげている）㊨（3）属島の小酷、青が島、鳥島ig　一型アタセ

ン著・で働る。て4）小笠原講島の父島勘緑鵬も、同誌の畠身春・によればtO一

型アクセン準であるe八丈島の欝語のアクセン｝についてはじめてふれ浸　　fit

点で潅i鷲すべ毫亀のである。

轟6．・滋強講掛¢覆韻アクセン熱とこ魯どころ

　昭孝藤年（1943）。金降一…葎彦確論交。防嘗研究」第8輯掲載19ぺ（戴

ペー一赫聞：経論もに、大島、薪島本村．層i津島、三宅島、箏宅島伊豆村¢》

皆無とアクセン瞳あっが、、、八丈島のそれにもふれている（4ぺ）。八丈

島の：細評とアクセントとは、昭灘5年御40）1◎月、青出師範で八丈島幽

身の生徒4嶺く主根村窪名、樫立村窯名）について観察し友もので、葉：條

繰驚のヂ癒約方叉手鞍」（暑韻蒲）にある語例について襯察しだ発音を嘉

名；書費で表記し撫亀のであるtS．

群、sXPt：農方欝ひ磯

　昭和慧3年（1斑8）。北條忠雄畿論文。「謡本の霧畠葉」第2年盛亙．2号ゆ

85瓢観載捻ぺeこの論文は「八丈島方雷」を「上代性の遣存」という

罐点から観察し浸亀のである。東嫁操氏，保科孝一氏らの研究を亀とにし

て、万盤東歌防入歌などを「八丈轟方雷」と比較している。
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亙1工語い集

　　§1．縫い集について

　　　ことにあげ距約4700の語いは驚八丈島に幽する魯種の文献に記載窓れで

　　いる八丈島の語いであ夢やわれわれの調賓の準備の段階に激いて、それぞ

　　轟の丈献ご雄かドにbた鞍漉懲…理L、五＋書面こ並べ疫馬のであ

　　るの

　　　との報告書のヂ女献：月録ゴ（附録2，∫りの贋に蓮べた『ざ（献のミ7ちで．わし

　　れ動感が薩：擾に疑ることがで選拠、欝iとんどすべての糠油にわ旋rって集め

　　た亀ので勘るぐ騎項r粟献9－1録互附録2，∬｝謬照＞e　これ凸の丈献のう

　　ちで．ギ鴛識丈璽灘．i跨よぴ濾幽趣醗蕩離己『海農証抄」は原本が見

　　られ事。國立閣語：研究漸磯（大田栄次油物…1蘇藏）の写本によってカ・・ドを

　　とつ誘ごが，、tの零本にはかなt，の誤算のあるらしい～＝とを潅暗し融ければ

　　数らない。

　　　しの語い集は．それぞれの語いについでvその形b意妹：聴よぴ村による

　　使い分けを示し．、かつ、それぞれの交献に点けるtSそれらの記載の異慰を

　　明らかにして聴八丈島の欝L藷：の歴爽納概究ならびに今後の調査のための幾

　　料eして綾いうる3：うにとの意閣の亀とに作恥しだ竜のであ箒。

　　§変．繕な集を見葛上“1：漁慧

　　　（1）　語V・はその形（字面）によって五十玉顔に並べてあるΦ耀則とし

　　て礁欝の掌」はr清誉の字〕のすぐ次に、「つ．t：る書の字」（ッ）はツと

　　圃じと見なし秘ドはねる膏の字．1（ン）はヲのeti（に並べ疫eな齢re　f長暑の

　　宇」（岬）のあるなしは配列順序に麗しては魏醜した②

　　　〈2＞鱗溺数宇によって示し疫のは文献の番暑である。別項「丈献隈録」

　　に鵡して勲る番号を参照。



／

　（3）　菟出し語はすべてカタカナ書き≧したnひらがな書きのものは文

醐号のあとに（のと注記し、． ｿ掌あるいは特別の表記を糠・・ζいるig

のは（　）の中にその形凌示した。．

　（の’嗣じ形で、ほとんど陶じ意味の藷いがコつ以」二の文献に載ってい

ると費は、代表的な意味をあげ、それぞれの交献による違、r・は女献番琴・の

あとの1　｝の中に詑した。

（5）村による衡、分けのあ跳の臨文献璽藩のあとの糧1・・〉の中．

に、《）（大賀郷）、’M（三根），．K（樫立）、蒐（中之郷）、　s（末：吉）．　ew

（宇漆木）。T（鳥打）、　A（青が島）の略字によって示し允。

　⑯）漢字で記載されている語bで。鯛読の不可能な亀のは、一括して

最：後にあげた。

’

（　32（」　）



　　　　　　　　　　　　　　　　　　1アヵゼォタヵム　Pt　40＜0，M＞

。竜大変孟大変ダ」，，移欝赤工襯∵llM・

アイ　中よil　一Fへ（の挨拶）12（ひ）　ア1アカチャッチャ　駒鳥　4G＜0＞

e一・dアー膏やLチ・。r一　rアア縞麗iアカb’vキソ・姫の三階40〈勢
　　　　　ぞジ　　　　　　　セ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　モ

　　ダ」％　　　　　　　けカバアか・奴。，rvf＞，アカわ｛・し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝
アイケイ・rイ｛こ繍37　．1　＜o・M＞・カサゴ＜o・M＞・ア＝v〈勢

諺£ご直馬継に1。鼠チジ＿鴫、。
ア’イタパ　 あした箋と（r）箏薄　19（ひ）　　　　　　　〈Olfl－X一の他〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あくびアイチヤ　むかしの女の名　17　　　　アカビ　欠伸　24〈K＞27，3G＜K＞，31（ア

アイヅ　櫨／。　25　　　　　　　　　　　　カビ）＜K＞，　44

アイノ・9・　・・パ四花31（アイノキシバ）レカ・フキダケアカや拶4。〈o，M＞

アウ　上立候人への挨拶　12（ひ）

アゥェー　青い2婆〈0．M．　K。　N．　S＞

アオ　アヲムロアジ　40〈全〉

アオガシマペッツォ　やん言　31

アオサ・ギ　アヲサギ．40＜0，M＞

アオトビ　トビウヲ．の一種　40

アオ’ヒフキダγ　アヲヤガラ　40〈O，M＞

アオボソシ．　＝シアキ・トンボ　40＜0＞

アオミズザメ　ァヲザメ　40〈ll・1〉

アオムロ　ァヲムロアジ　4⑪くゑ〉

アカ　振31
　　　　　　　　　ノアガ　凄分　25湿7吾が　こ三れ］

アカイノ　．肇：の名　δ

アカイノキ　li！瞬厭々＝アリ、木｛ゴi＝播ニ

　　　　　　　　サ
　　似デ和也、鵬人槌笥ノ類二二ル　5

アカウ愛　形かざこ｛こ．似て色事なrg　8

　　（あか魚）

アカエ・一・　アカェと　40〈全〉

アカガメ　アカウミガメ　40〈全〉

アヵジ．キ＿　　さっ蜜いも　　32＜N＞

アオゼチビキの謡言く全〉，ブダヒ〈M＞40iアカミノキ

アカズモリ　アカズモリsアカペラ4◎＜0＞｝

　　　　　　　　　　　　　　　　（3X）

アカブリ　オキブリ　40

アカベ・・シ　賭色小形の蟻　4C〈0＞

アカペツツオ赤蜻蛉31（アカベッツオ）

i勉ヘビ郷。轡
　　　　　　　　　　40＜M＞　　　　　ヒメダヒげカマス
’　　　　　　モジコク　5

iアカムツチビ物噸4e＜M＞

アカムロ　オタカムロ＜M＞，アカムヅ

；　＜：窒＞40

アカメ　南京鐡　31（アカメ）

アカメシ　小豆飯　31（アカメシ）

アカメダマ　ペニメバル、ヨロヒダ七

　　40＜M＞

アカメメズ　ミミズの一一一■種　40

アカボソ（シ）　アカトンボ類　40〈Oか

　　M・7．〉

アカヤシ　ヒラゴイワシ　40〈0＞

アカヨ　アカメバル　40〈O，M？〉

アカヨー　アヵハタ〈O，瓢〉，カサゴ〈i），

　　】M［〉，アコウ〈壼〉，バラメヌケ　40

アガリヤツタカ　「今晩ハ」（食：堺ヲスマ

　　シタカノ意）　25



　　アキタ　（懸蟄）　艶5（飽キ・タ）

　　アキタラバ　（假定）25（鉋キ菜ラバ）

　　アキナミ　厄漢、駄　31

　　アte　v一　赤い　24＜0，K，　N＞

　　アキソレダロ・一　　（推．Ma”1’）　　25（飽キ．）レダP

　　　　一）

　　アキソド　商家3i
　　　　　アク
　　アク　次　24〈0，M，K，N，　S＞

　　アグ　顎　3工〈S＞

　　アケ陣　赤い　24〈M，s＞

　　アケガタ　騰31

　　アケシバ　冬溝（木ノ名）　5

　　アケロヒ　翌日　3エ（アケロヒ），32〈K＞
ロ　　　　　　　　　ア　ク

　　ア＝　次汁30

　　アコウゾリ　赤弗、融　31＜M＞

　　アコウバメ　赤牛、牝3エ〈簸〉

　　ア＝ビ　欠伸　24＜O，瓢，N，　S＞，30，31

　　　　＜U＞

　　アー一一＝ゴメ　粟　31＜S＞

　　γサ　朝　31（アサ）

　　アサケ　朝飯な云　伊i勢願下富と云も昔

　　　　は三三と云　かれいを…齢する断なり

　　　　11（ひ、朝穿）、17（ひ）ε朝銅、．朝飯］

　　　　31（アサケ）［醐食〕，32（ひ）朝爾、

　　　　朝食コ〈翼〉，姐（ひ）L朝繭、rl勇食コ

　　アサヂ　　玉観食　　13

　　アサチイ　：旧館　32＜N＞

　　アサチヤガシ　午前聞食　31（アサチャ

　　　　　　　　　　　　　ガシ、アサチャガシ）E午嗣ナ時頃間
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　食、午蔀十藩附く頂〉玉32（アサチヤ

　　　　ガシ：ン＜N＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　アサッテ　明後口31，32（アサツテ）〈N＞

　　アサナギ　朝凪　31

　　アサネ　曙礁31，35＜簸，S＞

　　アサヒル　四つ時比の蜜　12

アサビル　午潮十時頂18£1i弗ILIヅ時蜜ユ，

　　31〈敢〉，32（アザビル（コ㌧v））＜N＞

アサモノ　覇諏：18（朝物）

ナシ足31（アシ）

アーシ　ソグ』ワソダ戸コトガズル，・一シ

　　「ソンナ・トガナルモ劫jl｝5　’

　アシケコトタリ　わるぴ1二と，だ．ヒ∫七再’藪

　　なり　11（ひ、悪事蓉）、

アシケコト轟　わるいこと　解（ひ）

アP・シケマアP　ア…シケマアrv一／．人シク

　　オヂャリーテヤーダ「ドドモマアシ

　　パラクデシタ125
アシr’一　兄　32（アシ　ぐドノ））く】冨〉，35

　　〈s＞

　アシeドノ　兄　37〈N，＄〉

アシタ　醸草、八丈蝿ノ蝿多ク櫨テ朝タ

　　　ノ簸二三ツ　37（アシタ叉アイタ）

アシ潔グサ　八丈島人の常食にする草、

　　凡そ下下の食に麦三合許りな煮た㌧

　　　ξ）かし、あした草な・した瓦力、入れう

　　　しそ叉はゑんはいむ入れて食う、之

　　をざうすいと瞬ら　8（あした草）

アシタバ　入丈草という施野生の多年生

　　三物N撰豆諸島1こ於ける救荒食物と

　　　して貴璽な～もの　3？（あした妻廷）

アシド　足駄23〈0，M＞，35
ヌ

げシドァ足駄23くK・甑32C’アシle
；

　　γ）β5（アシドァ）〈K，N＞i
アシナカ足回草履31（アシナカ），32．

　　〈N＞

アシナカ　海老の・一・・Pt　31，4｛｝（アシナカ

1　（エビ））［ウチワエビコ〈全〉

アシナカエビ　セミェビ　40〈全〉

アジ　マアジ　40＜0，M＞、

　　　　　　　　　　　アジ　蜘蘇の災　32（アジ）＜N＞

r　322　）
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売

ブシアF一一テシテアロワ　死琴アr・・シtW”1アダユシダラ　どil）しやう　17（ひ）

　　テシテアpaワ　r死ノートシテイル」

　　25

　　　　　　　　ハアジエ・鰐…32（アジエ）＜N＞

アシ遡アテシテアロワ死ヌ轟シ認アテ

　　劃tL三流「死ノ画トシテ患｛と」

　　％

アス　LX　F9　31

アスク　場厨を指す藷　25

アスツデ
　　　　　　イヌコキ
アスナラウ　仙伯　一一・e．羅漢｛蟹　5

アスナ皿一　あすならふ

　　一）

ア．スノエLイヨウ　妙婁穐　31＜M＞

アスノェrvヨー　萌晩31＜0＞
アスノユノし　　｝男｝発　　31〈0，K＞

アスノ　ヨッベ　　明匪免　　31

アスビヤル　「オ遊ビニナル」　％

アスプ　懸iぶ　24＜O，M，K，N，S＞

ア・セrv　兄　31（アセP）＜M，　K　7烈「，　S＞

アーセ　裕衣　31＜S＞
　　　　　　　　　　　　ツ〃セイ塑
アセイ

ヨ

：アヂ蜘蛛の藁誕く瓢〉

アチre暑い　以〈0，酸，　K，　N，　S）

、アヂ舳残蜘蛛・湯浅る3夏
iアヂクリ惣蛛の災31＜K＞

　　　　兄　6（ひ）、11（ひ、悪v姓）£兄の

　　臓称して云ふことば魎コ・121瓢…

　　16，z7（ひ）｛二四、又入を敬ふて竜阿兄、

　　と霧ふ］s18（ひ）N　30（ひ）、3工（誰ア

　　セイ）£夫玉44（ひ）

アセイトノ　他入の男華な蘇して云　1

　　（ひ、安盛殿）

ブセイドノ　兄　28（ひ）35〈硬〉β？＜K＞　u

アセー　ドノ　　兄　　31［簸三、　夫、　亥蠣κ］、　351

　　〈O＞，　3Pt〈O．　iM＞

フ．一セードメ　　．5己　　35＜A・i＞

アセへ　兄　19（ひ）

アソマデ　遊んで　27

rダケチナ　あやしきうきめ｝乙おふな・＝爵1

　　11（ひ、仇怪矢B那）

・　（323）

　　　　　　　　　　　　　　アッヵヒあぐらかく審ユ6
　　　　　　　　　　　　　｝ア・淋。ラあかはら3・

　　　　　　　　　　　　　iアッカリ　あかぎれ　32（君ツカ吟くN＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　アツキ　あづき　31（アツキ・）

莚塗〆して3　24＜0，M，　K，　N，　S＞．　ア・ゾキ　 あづき　31（アヅキう

　　　　　　　　　　　　　｝アツキメシ小豆飯31
　　　　　　　　　　　　　セ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゴへ

　　　　　　　31（アスナロほアツ“r一踵31（アツケー）、32（アツケ

　　　　　　　　　　　　　　　　一）＜N＞

　　　　　　　　　　　　　1ブツケイ　蹟　28（ひ）、騒

　　　　　　　　　　　　　財ツ＝・・〉シ赤島31（アヅ；hの

　　　　　　　　　　　　　：アッサイシバ紫騰花曇5
　　　　　　　　　　　　　；　　　　　γ
　　　　　　　　　　　　　11Tツタ鰐ツダ紅鱒」（懸去）寧5

　　　　　　　　　　　　　1アツチ嚇懸・む指す語、方向を指す藷25
　　　　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿即
　　　　　　　　　　　　　’アツチ蹴シバ　紫陽花31（アツチ鴛シ

　　　　　　　　　　　　　｝　　・ミ）　轡

　　　　　　　　　　　　　iア。～呼パ紫陽花e翫盤紙とし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　て使」籍ざれる）28（アツチヨーシバ）・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　32（アツチヨrVHシバ×N＞
　　　　　　　　　　　　　ξ
　　　　　　　　　　　　　、アツツイシバ　紫陽花　31
　　　　　　　　　　　　　ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ
　　　　　　　　　　　　　i・アツデ　偲故（独立詞酌）　32（アツデ）
　　　　　　　　　　　　　を
　　　　　　　　　　　　　±　．〈N＞

　　　　　　　　　　　　　　アツデモ　　承ソトー二．7戸ツ．デモシザ層シre
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　め　ヘロゆ　のへい　へ　ゆりへ　　　　　ヘロロコ

　　　　　　　　　　　　　｝・・デ一州剛禰・

　　　　　　　　　　　　　　　　デゴザイマス」　25

　　　　　　　　　　　　　；アッデカ　いかtr　IS（ひ）s　231二鑓での’1
　　　　　　　　　　　　　｝〈。諭

　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　＿
　　　　　　　　　　　　　iアット　上　31（アツト）〈S＞
　　　　　　　　　　　　　…
　　　　　　　　　　　　　1アッハ　i五三　10じ二上12（ひ）［女のふ

　　　　　　　　　　　　　　　　た勤印、13，1三六女の慕〕

　　　　　　　　　　　　　　アッパ　流女　6（ひ）、17（ひ）〔幼女の惣

f

x



1

　　名コ，28CV，），　31［nva］，（ア。あ£嬰．鴛耐スナノし麗のい机・る嬬

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　薫なり　！1（ひ、量乎爲レ云）
　　冤玉（アッパ（メ）■子供・特｝こ女干：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アニヨゥ　な1こよ；r）　19（ひ）
　　の称コ、32〔五男］〈N＞、35［老ノGこ多1

　　いコ＜N＞旧く1，f，N＞灘　　　鴛・力斥にか取ぴ）

・・パメ切斑，M，N＞β7（・・㌃㌘モなに澱ふもd’　z））32（ア

　　・の（O，M〉　　　…ニンカ楽蕊〉
ア。ブ、ソいか1碗19　　　…アニソ煙”F渉す猛27
アツー、，、集める24〈0，M，K，N，S＞！ネ髄31（ア7ち・アネ）・32［醐〈N＞

　　2・　　　　　　、ア＊s　一一嫌32（筏2驚艶35
アツ曹叫煎る32（ア・、ρレi7・・？’・イ繁1恥・安疲伊）〔己れよ

　　のくN＞　　　　　’　聯蛮嚇婦ざして称すご≧ば］・
プテ。づ謎32〈N一〉　　　　　　　　　　・　　　1轟・　1？（ひ）

アトツ縁欝35〈K＞　　　；アネイド・姉6（ひ）こ輿州・1？（ひ）

アトデ後議ll　32＜N＞　　　｝〔嫁の蠣］・28（V｛）・44（ひ）

琳・職・・β5〈畷K，・・｝・ネ圷嚇敬…37（…ド

：1驚響鞄。く。，M■。ネニ触手油購の轍

一r＋ゴアナゴ40＜αM＞　　i〈o郎K粉
・・ガ鍵・7（ひ）　　：アネへ姻9⑳　。
ア越網手25　　一　 ；ア・？・一ドノ嫁の嬬溝紙弓19・

ア。擶儲詞（碗称）拗に飾てi（の，
　　歎ふ　23（ひ）、44（ひ）［い鼠え］　　iアノヲトコノウ声一テヤラバトテモキカ

ア。かい耽28（ひ）、軟ひ）　i・娩浮ヤナ粋やあ朔癩
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とて
アニサソ　亮　44（ひ）　　　　　　　　1　　と來たら連竜聞かれたものちやない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノアr．　＝：イデソカアニスルヤ　なぜぞふす・　　27（あっ講のウ　“X　・一テヤラバトテキ

　　・のだ・踊・調ゆ・恥潟・鄭　れなモ浮ヤナ卿ヤ）
　　爲二其何一婦）　　　　　　　　　iアパtrt．癖攣31　　　　‘

アニセイデワレニ脅アイワザルヤ　なぜ1アビ諮盆画う・32εいちご］＜N＞

　　我に其のことをいわっしゃらぬと云1アフギ凱なかゑ帆とこふし多し、

　　誠融11（ひ、爲。罰予識柑　tl，　しほ1こて煮て食とす8（ひ）、13

　　彼。云呼）　　　　　　i　民地でlkl・　1ブシとい嶺払・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　…
アニツキニカ　なに以よ｝）てかと云単葉1　　う　貝の撫きもの］
　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　vアリビ
　　なり　11（ひ、貴誌乎）　　　　　　iアブキ　と〔二ぶし　郷頁名（小弟）r／、16rlN

ア・一一S・姉、騨3・＜S＞，35＜S＞，i飽～婚礪と。ぶ。の劇、3◎こ飽］、

　　37　　　　　　　；　3王（・げ等），32鵬］〈N＞、4◎〈0諏〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　（324）



f

アブメ虻3エ，頓ウシアブα磁のアブ1　シクアリータズ「猿シクアリマ．刈，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
　　と区勝）］＜o＞　　　　i　黄イ・クアリータス「黄イv・．！rアリ
　　　　に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
アブラムシ　灘il懸　31　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マス」，オッカナクアリr・ダスii恐シ

．．ア方レメジ切魏4G〈Mドi〃アリマ小・・クコ談ゴ　・
アマ潮二6（の・．1？（ひ）・　・19（ぴ）・31｝砂アリマ刈瀞デアリ越・・階

　　［蓑床下⊃，32（ひ）〈N）　　　　　　　　デアリマス」，ヤデアリr一一ダスrイヤ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に　　　　　　　　　　　
アマスガド　銀河　31＜S＞　　　　　　　　　デアリマス」バ董カデアリーダス「僅
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　り．アマド　爾戸　31（アマド）　　　　　　1　　カデアリマス」，樂デアリーダス「樂
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふぬ　ドい　　ヨヘサ　　　　　　　　　　　　　　ヘ

アマノゴア　銀河　32（アマノゴア）　　　　　デアリマ溢」，紙誌デ翫：ダス「縞

アマノヒト　鼠　40〈金〉　　　　　　　　　麗デアリマス」，　四角デアリータス
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りお　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 りゆ　　　　　
アマバシ　はしご　6（ひ），17（ひ）・19　　　「四角デアリマ．7s　！l，氣ノ毒デアリー

　　（ひ〉・・噺家の髄多綿ひ三瓶際感懐鴨・柵・
T　“ntミメチ’”　’“ネ補力40〈 h｝デア・一・が・けデ・・マ7，」
アマヤスゴワ銀河31（アマヤスゴワ）｝　「ソノ・…一一デアリマス」，ウグワンデ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いロゆら

　　くK＞　　　　　　　アリ．X…，rアソナデ躍。驚」rア
ア・サメジナ（帳じ蕊もの）・・碧　・・謡・・マ小・グ・状皿
　　スズメぬ？〈o＞40　（1　魂灯ドソナデアリマ．・．・．1’ri・7
アミ f熱）撫32（アミヤrvi　　　尼…　　　1　　ヨ・・デアリマス　　　i　　　　一薗一一」25

ア・仔紺諒三物混つた胸：アリメ蟻35〈K＞
　　無、牛3踊＞　　　　1ア1）　’・t紛25
アメガタか・グモ4e〈o＞　　　アリゾi一　tiゴイヤーシナイ25
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アアメザi一飴31（アメザ下一）　　アルダ・一（封麗：）取帥ば・一）

アメニヘイシタル　あめしっくIFi　rhほどiアレ’ココソアレ「コ＝二居pj，「ココ

　　ぬれたと云＝．璽　11（ひ，雨鎚瀞）　　　　　二属レ」　25

アラ自分25　　　　　　　アレ嶽分，物を指す語25
アラギトアオケ　白山3工〈N＞　　　　ア．レン．シャー・物を．指す語25　．「

アラシ　風，凧むあげるに，．好いflltf’の殴　 iアP　ソグワン窪トガアμモンドァート

・31〈：〈〉　　　　　　　　大変ダラrゾソナコト刺ア霊モソ
　　　　　　　　　アYラバ　 （．衆乏定）　25（．癒｝ラバ）　　　　　　　　　　づ一ラブ〈至逡ダ」（未來）　25

アララバ（　　　　　　　　　　アO口）25（居ララバ）　・v一（・長來）25（睡一）

アリ　蟻　31（アリ（メ）），3駅0＞．　　　　アワタナライ　艮の風　17（ひ）

アリー評点好リー瓢隣ク灘ヌ．，アワ好・繭31，35＜N＞
　　．アスふ悪クア芝。τ声ス「悪ク兀｝厨1アヰラシキャア．あいそもないと詩論2

　　、刈演クη＝幻隣クアリマ刈，アンヶノヘイ思ひよら照罫18（アソ

　　酸ク2ユー多砿議ク躍マス」，凝　 ケの一つ、

ぐ32δ）



アソゲノペイ

　　11（ひ，按戯之倍）

アンコ　　女マ）「Fし　30

アソ＝ウ　アンコウ　40
　　　　　　　　　　　　　　　のゆアンシー　（何しに）簿故32（アソシPt）i

　　＜N＞

γソジタ　（掘去）　2δ（案ジタ）

アソジバ（假定）25（案シバ）

アソジルタ皿一

　　ロー）

アソセイ　ハヤク　19（ひ）

アンダ　何んだ　24＜0，M，　K，球，　S＞

アソタソモカソ鋸ソモ　どうも手におへ、

　　ませぬ　18
　　　　　　　　　　　　アンチヤソ　兄　32（アンチヤン）〈N＞，

　　3δ（．アこ／チャン）〈M，K二〉

アンド　姉　32，35＜K，S＞，3？，44

アンギァー

　　ダィ」25

アンドフ　ばかになって口なあいてつら

　　れ，る形容な郵　笠（ひ，｛鞍1藻）

アンユヨウテモ

　　18

アンネ　嫌　認（ひ），31（ひ）くM〉，44

アソノゲサご1｝二

ばからしひと雪ことなりiイx．ノアマ

（騨）2・礫・ルダレ・テ・チ・モフレ・カ・

労アY’　le・づアレ噸巨ゲ”　’e

撚こも云へぬといぶ瑠iイコポ

　　　　　　　なんの故に．左：慰liこ仰せ

　　あるそそふ矯はないと訟護藥な郵1イシガリ

　　11（ひ，貴之解予二趨一）

アンマリ　あんまりと云11（鹸）

ア・弼ヤィ＝ζ蕊隠ヤィデ姻脚旨・シゴツ。

　　一・一「アラマア綺麗ナ！F」25

　　　　　　　　イ

イイ、飯　17（ひ），19〈こひ）

イイ・　C一一一nfり　瞬天　31〈K二〉

イウダ欝一　（雛量）　25（云ウダロー）

　　　　　　　　　　　　　　　　　（　326　）

　　　　　　ヲミ床襲　曰く蟹〉　　　　・

iイエリ襟31
1　　　　　　　　　　　　　　　　　，

iイxンドーv　えんど一　雛

｝似・）・…カ〈斜構雛敷
；

　　4e
iイがいか31
旨キゴケ寡婦3！
…

iイキャシソナカ　「イキャrvシナイ」　瓢

　　　　　　　　　　　　　怪敷婁にあ

i　　ふて大にまよひし疇悪口と云　11

ヒ（ひ，何規鹸勧
イクポ　　え．くをま　　31＜瓢，K，　N＞

イクマ八丈島其他二野ス根水抽ノ賄

itiシ酵・一思シテ糖ス灘
i　未詳5（ひ）隙の名］、　6（ひ）

i　　　　　　　　e。，．
トイケ　タ蒋永1’u：　31（イケ）

｝イゲ　湯氣24＜0，賊，K，N，　S＞，30

｝
　　　　　：i詮叢芋　　2嘆ア〈0，嫉，K，　N，　S＞，

｝　30
｝

　イケソナカ　．イケヤーvシナイ　25

　イゴク　動く　24＜O，厳，K，N，S＞，30

i　　　えくぼ31＜0＞
§

iイ：ゴ脚　癖31，3沸くN＞　’
｝
　イゴ鴇一　撫：31

　イシかご　マンジュウガニ類　4c）〈◎〉
墓

　　　　　　クモソマソジ晶ウガニジアソ
…
i　　ジュウガユ　40＜M＞

旨シが鷲ソ、ノカ・r・＝“4・＜M＞

、　　　　　鶴鶉37ぐS・〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i右・ヤ・ヤ討ち舛とい艇贈18
iイスホゥッキ土ホゥッキ薗雛ト見エヲμ

1　小シ5
旨ズ，鰍池31（イ晒）．
iイセコウ，　（湖）｛劇縦＝ハ村々’懸ヒ・慰

　　　ヒニ漣中アリテ伊勢参窯ノ代・蓼酒盛



イソゴキ（メ）　イソヒヨドリ　40＜N＞

イソゴッコ　書惣篠35＜S＞，40〔イソヒ…ヨ

　　ドリ3〈（㌧］臨K＞、

イソザル

　　ζ響；シキ綴也．）　5，40こウニの一・種コ

　　＜0＞

イソツツル　焦各40〈0＞

イソネズミ　キ・ttマクラ　40＜0＞

イソノオ　輩勺；糸31＜0＞

．イソマゲ穏　イソマグτコ　40

イソマメ

　　粒丸シ　5

イソヤズ樽1｝　イソヤドカリ　40

イタドサ’ ｷいば31（イダドリ）

イタリ　魅びF二行洗の家を・指して云，＄、

　　16，蹴廻重，宿のことコ〈K＞

イタリ＝　ll媛羅ぎに，泥1る～もの31（イダリ

　　s一）

イタリヤヂ

　　職ヤカb£＝レヲ伊勢講松フ．17イチヂク鮨礫31（イチ甲の

　　（ず醗鋤　　　　　囁イ隠秘元凡臨ひ臼の郎ある
イセ窪イlj　参宮　31（イセマイリ：）　　　　　16［元臼の．騨（露月観ことば）］30

イソ　釣　3エ（イソ）　　　　　　　　　　イチビ　木芙蓉也　5

イソカゴ締31　　　　巨チソチ繍31（仔ソV一）

震濡濡響鴇淵擁1麟鳴鑑識
　　種？臼ソギソチヤクに灘）4Gi　…ff合のこと12←一升）

綴鷹幽蜘i・焔丈一鋪・＝r
　　ノ～　　　　　淑女（融）25働ダ）（云・タ）

賂（酬ミトモ＝aラカヂニ旨ツチや俗蹴ゴ賦馳，婁ヲ鼓。

澱登二盤ろ豆鞠自信テ涯テミヒ

　　　　　　簸奇欝（繁f）　31（イ／9リヤド）i

イチ＝h？綾瀦論といへ賦合五i

　　勺の由　㌶（一合）

イチタイ≧グ糾／；莫身騨一代の召仕な云，

　　又蝉’富とも欝すべし　11（ひ，Wh代卑
　　ケン
　　倦）

　　　　　　　　　　　　　　　　（327）

｝イツタラ　吉泌ト∫ツ窟ラ鷲ノ墳ワチヅ

i・モキ・ナ・「細臨パ・噸
i　　ノ、チツトモb｝ttナイネ」　25

i　　　　　　　　　　　　　，
1　　ハ油タル叉此実ヲ以テ小鳥ヲ飼寓．ヂ

ly5』
イツトキマチロ　　しばし．　17（ひ：）

　　　　　ユヅリ
イヅノキ　季朱ナリ　5

イツプキ　一雨疋　24くO，］M，1〈，N，　S＞

！イデミ　まて　17（ひ）

　　　　　どれみせうと云寧　16

iイ’Tデン　とれといふ事　16

イ　ト　　糸　　工◎口少］，　31（イ　ト）

iイトウ・縞3・　　　．
；

iイトキリ効パ犬歯3エ（赴キVx
l　カバ）
…
iイ1一　＝！着旧17（ひ）・　31（ひ）

iイトヒキ：醐漁火工撮ルヲバ糸弓｝堵1

　　ルトイフ　11（ひ，糸引■正月経永の
蚤

　　嬬人む形容の詞〕，16〔女経永の婁（距

　　月白ことば）］17，30［月翻

；イトStリ　イトtaリダヒ　通0〈M＞

tイナサ　三編風　鷲〈N＞，説〈K＞β2，3・5

　　＜O添駕N，S＞，37＜0，M，S＞

1



蝦

イナサコチ　書風　17（ひ）　　　　　　1イリムコ　λ夫　31
イがマ雷3、（イナヅマ）　　iイ，。＿君ガv、．，，”。ソドv一．。ト．

イヌメ　犬　32，　35，37，40〈全〉　　　　　　　ヨーイリャーユ先方モヒドク困ッテ

ィネE・叢論。鵡賦s「ζ翼；婁；膿震漏
イネツミ　煩ふ事（正月説ことば）．16　i　　ツテシマヅタヅデサ」25

　　　　　　　　　　　　　　　　　｛イーr■ラ　　kJ）i）　．31（イネラ）　〔赤百合〕，32　　イノレダw＿　　．（撰韮…畳セ）　　25（身舌ルダロpa）

　　＜N＞　　　　　　イ。・殉彊弩塾纏リ」25
イノーサメ　禁止縄　31　　　　　　　　　イpe　喪服　3ξ＜0，K’，　N，　S＞

イビ指　11，24＜O，M，K，N，　S＞，30，’｛イロィロ　色々　37
　　　　　　　　　　　　　　　　　；
　　31

イヒダマ　主旨環　31

イビワ　婁旨環　31（イビワ）

イブex・Tl胃臓31

イプリ　 ：鵡重　32〈N＞

イへA位牌31
イマ　茶の闘（蟹閥）　31（イマ）

イマキ：女揮　35〈K＞

イミアケ　忌開　31（イミアケ）

イムシメ　すいっちょ　31

イモ　里芋31

「イモパムシ　芋」懸　31

．イヤー　　　吉田トイヤーコノ頃ワチツトモ

　　キソナカ「告困トイヘパコノ頃ハチ

　　ツトモ來ナイネ」　25

イヤーサツ　挨拶　溺1韓設アイ
　　　（　　　　　　　　　　　　 胴階醐

　32（イヤーサツ）〈N＞

　　　　　　　　　　イヨ　　魚（うを）　　32（イヨ）

　　　　　　　　ハもイヨr一　疎i：黄　32（イヨー）＜N＞

綴。灘ら轟、

イラカネ　 娯歪濡　15（イラカ＝」’；）

イララバ　（｛畏定）25（射」ララバ）

イリ　入江　32＜N＞

イリナベひどljなべ19（ひ）

iイM　F一’（未來）25謝ロー）

：イロウ・　．／k｝こからかふ事　ユ6

　　　　　　　　ゴ
　イロオキル　忌中叉は忌串に，着：る膿　3（）

イ・・フ．
iいちるな17（ひ）i

｛イロリ　三朝の櫨のことなり　11（關櫨

i　裏）
　

けロヲキル忌たる開ごみなはなさず藩
1　鈍す　古租の朔なり　1！（滞異縮）

1イワラバ　（費昊宛）　25（云ワラバ）

iイ。ヂル鰍31（イ：〆ヂん）

　イソ｝ご一　煙1窪入，男子二つもの　31＜K＞

｝イソナ　兄　3｝（イソナ）［母，腔称コ〈S＞，

｝　33（イソナ）〈s＞’
｛
　イソネ　姉　ユξ（ひ），28（ひ），31（ひ）〈擬，

｝s＞，　31（　めイソネ）旧くs，，　32（㌃’。

1蹴貿欝s》37（ひ）

1・・ネー姉鋤
iイソネへ姉19（ひ）

　　　　　　　　ウ

ウァー　　粟　　31〈K二，N＞

．ウイツ　イ慮・人　24〔あいつ］〈0・M・K・

　　N，S＞，　v”s

ウイデ娘ノ子始テ月役ニナルヲウイ携

（328）

f



一

“
．

　　トイ㌧蔑類井二語意ノ回雪り鑓舞i　　［指示代御揃（遽称），馳趣導ついて
　　　　　　　　　　　　　　　　　…
　　トシテ霜＿東（鍛米三升五合ナリ）或｝　　云う］，24［あそこ］25〈C｝，M，K，N，

　　米i麦粟ノ類ヲハタゴニテー盃（ご合㌔．　’S＞　．　　　　　　　　．

　　飴）叉臓磯物。効。地！ウグ・f・・．鶯3晒帽x（・））〈s＞，

　　競元ニチハ縄ノ餅ヲ描又濁酒ヲ蓬　　　40〈垂〉

　　ル也　17（ウイ繊）　　　　　　　　　ウグイスノコ　趨1喰　40〈駁〉

堕ウ手カゼ南風　シタカゼと共｝こ月5ふ　　ウゲイスメ　鶯　40〈K，N，　S＞

　　31＜K＞　　　　　　　　　　　　　ウケイラ．場厨を指す語　懸

vhエタ　　（Ji＆／一）　　25（櫨エタ）　　　　　　　　　　　　ウク，ユス　　鶯　　2窪く○，轟｛，　K，きξ〉，3C〈0，

ウ瓢タラバ　（驚鑑）　25（紙工μラバ）　｝　　厳，K，N＞，31（ウゲユの〈○，赫，K＞

’sウx伸ニャ　 買ウェーニャ　「買1エナイ」　　　　40ぐ金＞

　　25　　　　　　　　　　　　　　　　ウゲユスメ　難；憩〈K，N，　S＞

’“X　e一へ一一いや（感鋤詞）23　　　ウクラ場所勧1す藷25

ウニル随分ウマク八仙ル「髄分・ンマウグワソダアソちアノ翼一ナ25
　　。食工。」25　　　㌧。欝3・
ウニ蕊ノしグ1－rt＿　　（fi1：ぎぎ寿）　　25　（柄登工．ノレダP　 ｝　ウサギヌ　　兎　　32＜N＞3一　5・3？

　　＿）　　　　　　　　　汐サパウバザメ49〈o・擁〉

諺讃磁鷺誌脇rl躍嚇四一
ウガアアニ先なさして云鱒：弼　・　シク・不食モノナリ護（帆ヴイタ）

姉ア・批う莇・9（ひ）　　ウ躍ミ氏馨31（ウ朔ミ）
効イウミウ（紛40＜N＞　　　ウシセリ灘（脚名）！三1
ウガタ方向を擶藷25，11（ひ，イi方）・　’？シノコ死購31（t・・…　・／）〈o，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N＞　　〔あなたと忍事］
　　　　　　　　　　　　　　　　　iウシベーサシハイ4瞭）〉
やカタコガダ　あなブこ：こなた　5
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウシミツドキ刃満：嵐ウシミツ痔）
ウガタ：ガ4　アナ壁＝ナダ　6（ひ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜K＞　　　　，
ウが曳ロガダ　あなたこ轟ゴこ　・三
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウシメ　牛　5〈翼〉，40〈全〉

や加エ甥テハミSf　一1・トウ河勤1ウ塑潮31（拶7），蚊ウ桑。）

　　行鰍と焦るな云題方へ盆け1く恥
　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　ぱ溢か危いと尉面：V4　　ウシ。ツキ賠言者31
1やガラス　ゴヰサギ〈O，M，N＞，ササゴ1ウツ饗モキ　幽晦草　δ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヱじツル
　　ヰ＜M＞4G　　　　　汐シエーf’L　■N　也t“（駈ベス）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エウギ”一、ス　　灘羅　　31＜K，N＞　　　　　　　　　　　　i　ウス　　｝ヨ　　31（ウス）

ヵギス　ァヵウニ？　40＜0＞　　　　　　ウスナル．被鶴1と催事　16
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幣
ウク　場夙を指す語　18〈0，駁〉，23（ひ）1ウズワ　スマ　郵くO＞

　　　　　　　　　　　　　　　　（329）



i

1

ウズワ聾ツゥ　スマ　・鱒く賊〉　　　　　　　の堺な勢　11（ひ，艮藩㌶｛）

ウソヲジ到どふだか17（ひ）　　　ウフ’7．ナ魁紳31（ウプスナ）
ウチ｛・　一一蘇霧鍛く0，M，K，N，＄〉，　ウペズラ　あけびS2〈N＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7クピ
　　31く筑鴇恥β昆く恥，44　　　　ウヘツラ木品5

やチノーr　渥i闇聲〈s＞　　　　ウマ愚鴇称（青），敬称，素論（古）3聾

ウヂ・ワ｝・ミ　センマイハギ？　4c〈ウ〉　　ウマクサ　灘　17（馬タサ）

沸7チワ｝ごミ　 ウチノ、フクt　40＜＜）〉　　　　‘、ウマズ　 ）1「∫乗ご　31

ウヅク　ミノか賑140〈瓢＞　　　　i’〉マメ篤32〈恥謁5＜N＞，3？〈N＞，輪

ウッチ． 齔~な歯す語，方向む指す語　　　〈全〉

　　蟹Lあっち誉〈O，駿，K，N，S＞，25，　1ウマメハギ　・ンマツ．ラハギ’鱒く醗〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　：
　　30瞳駐地溜　　　　　　　　　　｝ウマや牛巌17

・帰一好到噂酬32i・・イ嫌…〈S＞
　　　ハ　　がと
　　（耀チヤキノウチチー）〈恥『　iウミウシアメフジシ4｛K懸〉
・・ツ：・’一一一聯・3K凝訪i・・ガ噸総のヤ・カ・灘・・

ウッッx－4　　一ぜ鞭f鍵　　31＜鱗＞　　　　　　　　　i　　　〈0＞

ウデ　蕊　謙．　　　　　　　　　　　　　　ウミジンノ置　ウメボシイソギンチ聖タ

ウ　ド　弓　　　vノ　ミ　、〉（藷熱1）　　4b〈N＞　　　　　　　　　　　　　　　　？　　　40〈◎〉

ウナ糧罫額　　　　　　　ウミ．・．ズfoソムリウミスズメ4Q〈G．
ウナギ　やナギ〈全＞　46　　　　　　　　　　M，N＞

ウナシ　禦壌の室趣　30　　　　　　　ウミヂンボ　イソギンチャケの一麺　轟

ウナジ　養tろの人弓ちと云医舞く｝こも　　　〈0＞

　　凝勧献じと云懸意な9／1（ひ）ウミトリウミウ（鳥）輪くN＞

ウナツダ　δな9〈　懸（ウナダクトモ　ウミマツ　エダツノサソゴ？4蝋◎，瓢〉

　　発畢をス：X（》謹M，K，N，　S＞　　　　　　ウムマ　露ま　潔麗「1（古）　31

ウナ：・ウ　縮3騰十才の女　16，18　　　　ウメーヂ　なまこ　31〈0，照〉

ウチル　難削回〔鵬3，1艶，18　　　　　ウメエヂ　アメフラシ　19〈Q＞

ウヌ　梢手％　　　　　　　　　　 ウヤツ　あやつL？4〈（〉，M，K，N，S＞3｛｝

．ウ琳ガイソツや二　茎方佼の器メ縫でと云　ウ予　入江31（ウラ）〈K，聾，S＞

　　擁二静～レ　心しる1翼叢なi）　11（ひ，、ウラ　裏手　31

　　迂奴飾釦、．犠賠　　　　　　　　　ウラ：べ麟iの囎なあつかる役な云鷲

ウノい1　塵ミ帆鳥）40〈0，厳，選，N＞　　（ひ・卜部）β1（ウラペ）［卜師（旱∫刀

ウ・（メ）喧ウ（鳥）LIC〈M＞　　かうベ1月1硯藥の粥蝋横に入t’・．

ウノヒト　簸人25　　　　　　　　　　て年の書凶なトする式あ甦6（ト部〉

ウハホチギ　無残疑董こ．上を覆お著動むほうと1ウラメ　欝｝親　31（ウラメ）

　　　　　　　　　　　　　でな　　誠薩こ峰　かっきの魏く下む総す上蕪　ウリ　膏瓜　31
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ウリムシ　ウ｝｝ハムシ　40＜0＞　　　　　　）S，’／ec．｛捜ぺずる獲31

ウルサイ　きたなぎ築：16　　　　　　エーガダナ　蚕な養う＃・蓋’tr載せる棚3藍

ウレ　あれ24＜0，蟹，K，N，S＞，25（物：・・キリ　鶴領（稀なり，疑あわ）40〈N＞

　　な撫す藷），艇β⑪　　　　　　　　…諏ヅ　入江31＜◎，M＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　き
ウレ　他ノ、黛5　　　　　　　　　　　　xJサ　納の餌：31

ウレ　あき　23〈0，鍼〉　　　　　　　エPtゾew　アヲペラ，ササノ．ハペラ，セト

脇シ・鷲テ蜘回し瀦、　iぺ。，ス。パ赫トウ，ス。バ赫ト
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ξ
　　縦ゆレシクテ死テ）　　　　　　　i　　ウのPt種，ニシキペラ　4の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ　　　　　　　　　　　　　　
ウレソシヤー　物凌・指す藷　25　　　　｝エツゾ　錦絵　32（エツゾ）〈N＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ピウ1＃ウ…ごシ　；麟　31＜鮫＞　　　　　　iエッタ　屠児　31（エッ署）＜K＞

ウ1』7Fドシ　晶出　31Ct），　p・一一ドシ）〈0，｝mッチューフンドァシ　越ゆ　31

　　K・N＞　　　　。iエ・（・）イセエ・類鞭〉

卯Pレ 諠刀ET’7　”　一レ「ココ＝dejl　・．ビ・瀧3脚ε・：噸翻〕

　　ヂn繋二瞬レ」　25　　　　　　　　　　　　　　　　　　iエビラ　盆の遊びに揖が｝欝る短がい撃蜜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れ　

ウワキモノ好鴨繍31
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1エペス　悪比簿　24＜0，鍍ノK，N，S＞3（｝ウワテジホ　汐の灘iれの一・名　ユ3

“・・上・・（萄　　　i・ル・ナ喰・留。「・ナ喰無」

ウソ　簿下二紺シテ「ハイ」「ヘイ」ノ代り」　　盆δ

　　。擬彫25　　　1・一…L・即・一・・「買・・膿・」・・

蛎砺礎よき（。の、8　iエ・ガ・翻35〈K＞
ウン；ごン灘註31　　　　　iエソガワ此間鍔3！（エソかめ，3三くs＞

・ンンボーメ　牛詑（ウソボーメ（艶））　xンキ・L　rv　メジナの類4〈1＜0＞

　　〈N》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エソコ“一　　華猿倶ll　35〈丞疫〉

ウンマ聾鐵ひ）βz鰻浮L愚〉＜N＞，35x　tz’　t・・lr　e一買ウ嘉ソニヤ」際黒ナ弓

　　　　（ひ）　〈0，IK，Ng　S＞，37（ひ）　’　　25

　　＜◎，・K，・N，　S＞政ひ），　　1エンノ鋤135＜o・N＞　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ・ソハイ　1染喰醤瀬ヲ製浩使｝ijスルハ窟　　　　　　　　x．　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　潜ノミニシテ漁例魚ヲ肉醤トシテ貯
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぬンパイ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．へ羅キ之ヲ塩醗ト称シテ上ガ〈ヲ醤融
八一　霞麟轟唆⑪〈金〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ代矯トシ耽澱ヲ糠喉ノ代矯ト．ス
エー　蒜イ　％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6（エソ2、イ，鰭孟蔭琶）
エイ　 エイ（謹）（匪至力．孟ナ）　25　　　　　　　　。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　畷一エイ謬一　今夜　3王〈s＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　ぺ
萬禰ウ鱗3K醗＞　　　iオー懲25蘭こ註（鯨語二膏一イ」

エづ蚕論評31　　　i　rヘイ」冒フペキ齢二醐つ〕，
エーガザシ　繭薫．，椎の木にさす，繭な作　　　321諾の場f翰
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まアセ　三衣　3三く0，），1，K：，N＞

オイ　肩下二紺ンテ「ハイ∫ヘイJノ代り

　　轟使用ス，呼かけ25　　　’

オーイ　寸一イ（遠）（呼かけ）　25

オイオイ　ロ夢力、iナ　25

オイ篇．：；・　；呼かけ　25

オイテ　1願風　31（牙イテ）＜粥，K＞

すイミキテ　鬼．．醇　3窪くN＞

オイラソ　ごいつまいも　32〈N＞

オウ　菓　31〈躍〉

；1・ウ　は，ぱい　44（：ひ）

オーウ　はい　37

㌧1一ウゴメ　梨　3工く羨1＞

一1一ウサマ　曾羅父　3まく醗〉

すオ　はい　28（ひ）

雌一オギ珊一一　ウチパフゲ　40〈瀬〉

寸一すヂーナマ　甕鶉薩父　31（オーオヂ

　　ーサマ）ぐK＞

愛オヂleノ　瓢父　28（ひ）
　　　　　　タンぶも
感‘オチ7チ蒲公英5（大チフチ）

オォトウ　アカペラ〈薙〉，ササノハペラ争

オキ　沖31
オキ・ガリ　ダイワニ／ガーlr’ミ　4i二；〈鞭，M＞

オギダ　（泌去）　25（纏キリ　　　　　・

オキタラバ　（悲心）　25（謹キダラバ）

オキ【茎ごミ　 マノ、ギ　 4⑪＜M＞

オキづ一エビ　 セミエビ　 40〈，！1’t〉

オキノフモト沖，宋吉の一Xil：　’て瀞の太

　　陽の欝る方を云ふ　3！〈S＞

オキフグイシ・ガギフゲ・tc〈凝〉

諸一キリ　　・轡・ノ（　　31（；尋一キ・り）〈ミ》〉

オクノマ　蝋（墨の閥）3ユ（オ・ηマ）「

オ”ピニナル　嗣それたがた：ち≒云　11

　　（ひ，作レ於」二二微の　　　　　　　窮

オクリ・一一　簾儀　31＜0＞

オケ　　ニ桶　　3エ（躍一ケ），35〈K二〉

オコジユガヒデ　オコゼ，ヤマ．ノカミ

　　婆0〈0，厳〉　　　　　　　．

オゴセ　ミシマオコゼ　40〈0，滅〉

オゴセ　奥サマ．6（ひ）

オコワ　張飯　31

オP一サギ　アヲサギ4G〈0，厳〉

　　スッパオオトウ（載はその一輝），二・オサナゴ　乳兇　35＜K，S＞

　　シキペラ，ベラの類　40　　　　　　オーサマ　組父　31［iR父，曾職レ悩り刃，

オオトシ　大晦｝ヨ「家内本：膳ユテ節ヲ説i　　32〈N＞

　　フ事園地ト同シタ・莫昧ノスクナ：オザレきおか加欝漿な｛）git．，・：　．i　FI

　　碧ミ隣家ヲモ呼野」15　｝ゆ11（ひ，被。購の

腕・砂サヲト留肩5欣・貝オーシ唖31　　’
　　草）　　　　　　iオジ撒父32〈．N＞
・・9一　・S’・リ麟30　　　　瀦ジイサソウミ…　40〈M＞

オオ辞閾下ム・アジ（君ム・の威1オーシケ瓢32＜N＞β5＜0＞

　　長せるもの）　40

オ沁ガリ　1；．襲鷹ガニ　鵜く0＞

：e　一ガシマユ日　島協「舟　31

孝一カメ　狼　24＜0，殖，K，N，　S＞

オカヤ｝ごカリ　オカヤドカリ　40

1かジケ顯35＜K＞
陸一ジト・敵32〈N）

メ…チ鍛畏の裏鷹脚下竹

　　　　31　．　；
　　オシミヤーヤツタカ「争鍵ワ」（｛1感ヲ
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　　　　ヒ

。織認識＞　i
オジー｝・　藻炊，米だ1・う幅でffl夢たるもの

　　　　　ゲ　　31（：オジヤニ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
オジヤヅテタそ一1ヌヤルト　＝ケーオジi
　　　　　　　　　　　　　　　　　

ユ

　　びツ．元漁♂∴サ℃砿ヒ「ココエ蕊i

　　デアソバセ」25　　　　　　　｝

オシヤブ蓼　腕レやぶiJ（ge’i’）　31

　　　　　　　　　　　　　　オジヤミ欝王3取ジ・ミ驚N㍉柚・・
　　　　　　　　｝ごグワンデ．オヅヤリ・・一1諸響ジャー～．．Pt，：髪ス

　　　　　　　　　　　　・．．t／．・s阜論瀟　　　　　　w　 i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　慧r齢ナデ・｝e／y一デゴザイ㌧1宇賑一

　　泌」・ウグ．ザ／デオジ．慧愛知益・、　＜N＞

　　r乃ナデ・ア・ひ宵帽マ脳iオ弾
　　ガ・．ゾデ訟ジャリー奴「コソナ渚ソ

　　デ・コ増一デ・ザイ懸」・ソグ・身ゾ艦

　　ソデオジャ弓一曲ス「ソソナデ，ソ・
　　　　㌧　　　．　　　　　　　　　　　　糟捗闇．

　　・蝕デゴ帽マス露磁デオジ誌タ。ク
　　ヤリ伊躍ス」「鯨ノ毒デ＝ゴザイマス」，
　　　　　　禰　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鱒榔雪鵬

　　贋タオジヤリ」轟総ド廣クゴザイマ

　　溢」・善隔日二二｝しり一門ゑ｝善ケ説

　　イマス．」，悪クオジヤリ・一’タス「悪タ

　　　ゴザイマス」　25．
　　鵬　曳．“　抑．t　田　　　　．．t．脚職「ρ．悼隔

オジヤリヤレ　1ケーオジー1・リヤレ「＝

　　　コエオ．イデナー穿イ＿1　26

iオジヤル．．力　今lll銃（：途．．、1二訪問の場台：1翼さ）

　　25
オシtn一サマ　｛曾侶　31（オシsu一一…3・マ）

ノ1、Ltt　　3i〔と二う　し、，総．称－．1〈《＞

　　　　A1MI，　K，　S＞，32（惑一シ’ヨコ　メ）〈N＞

白粉　『四韻韓設置イ　32

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ギ’ソユゴヒ　4G〈憂tt‘膚〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　麗璽讐（＝護｝）　　32＜N＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　墜最　　24く0，M，　K，　N，　S），　婁奪tl　32

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［虚護’1〈N＞，44

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　醜女（漸）　3王．

　　　　　　　　　　　　　　　　　オヂ伯叔父35〈簸〉

灘デ葱。歎認窓蓋1漁王妻デ撹隅一ヂ蔽，舗父31
イマス」・騎麗ブ発譲メ田㌦客益．1” 巣Iヂウバ伯父又狛愚（脇門庵弍云ふ）

麗㌔感イ心心脳デ訟黙り一’．エ9（ひ）　　’

訟ヂ幽なヅ耐5燦潜二えかヂ肝胆3・〈。萬享く，N）
痛点L煮。礫デゴ帽蝋」謹デ；A一　一f一キサマ諮31＜K＞

オジ烈一罪薩．育帽マス」・iかチサマ世父31〈s＞
ヤデぱ。鑑飢リ急ダ孔ゼイヤデゴザイlri一　一tヂサマ鰍父31

　　　　　　　　　　　　　　　　　
蕊辞外塑熱瓢路幽オチサ・鰍父35働
グ坐」瀞デオジヤリ漏窯るiオヂヤツテ來て（上）17（ひ）
薩な弩蕊粥・・ク秘i。ヂ。，ヤシンナ。入。。シ。，。．

溜急ド小サ”ゴザ・・ス↓梱　・ナ…

力妙謹：ヤ帰府恐・〃誕：i・ヂ・・ヤ・鋲ザ・魁ド・
イマ紬黄イロ”オジや恥．鷺1　・　・i・■・デ進温血ゴ25

脚継：数．嚇シクオジi・掘・…一糖…ツ・一
濃弓ス鯨シ妬帽マ結酬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オヂ：セリや胃方が附置シ．クオヂセ腿

クオジヤリータス「勲クゴザイマスji　　ワ1一コチラエオイデナサル方ガヨ
ー一　　　　　　　

槽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 …　　　　　　　　　　　　　　　　　　期　　　　　　鰹肥　　　　　　　　　　重

　　　　　　　　　　　　　　（333）



　　ロシュゥゴザイマ油一．25　縫トウチヤソ父35＜K＞
　　　　　一’Cl」’as“’　　　　　　　　　　　　　　　　；　　　　　　　　　　　　　　　　　　（
オヂャ　リ　：／ヂャ　ラソノーヂャ　　先蓬垂言舌シ　｝オ　トギヤー　　塵嚢　　32（す　トギヤー）〈N＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ　　ヤツダ嶺ハ駿シテヤツテモ三甑蓋魁」オトef“　一一顎31

Eソヂ・・ソ・m・F；一iゴ燵・雄・i…ヤ・・獄・・

　　晶ワオ探シ晶ナリマシテモ御座イマ｝愛一トシ　大晦iヨ　31（才一i嫁7）
　　　　　　　　　　　　　嚇　　　　　　　　　　　1

　　セソデシ夢語』二」25　　　　オドシ鳴争，案！∫．｝子31β2〈鼓〉

オヂャソノrv’　；アソげヨロシ獄☆二，滑ツチヤソ父35＜N＞

・か白図げオ卸・・一眠浸、｝．　＝t。ヤほと熱す3・〈S＞

・　　　　イマシtS・一・i25

　　オツ　　津猛蓬ミt－　3⑪

　　オツィ　・サ・ン「f　｛蕪t父　　31

　　オツfO　一　母　3δ＜M，　K＞

　　オツカチヤン　母　35＜N＞

　　オッカニ鳶，一　　31

　　オッカネー　31

　　オッ　曽サマ　　　」彗　　31，32〈至耳〉

オト　トシ’　一鳳昨年　　31（オβトトシ）

l

iオトナ大人31

卜・・燃3蹴
｛オドロア親朶31〈N＞

｝艀が君ガザ・4。働
｛かか；f’　￥’・・

オナガマス　チビje　a＞一禰　麺〈醤〉

オ。キ．テ藤織らびi講劫胃・け帰郷24．．O（オTYシく爵’ン1ナシ））

　　の雌夏瀬糠云ふ31＜s＞　　；　〈o麗，K・魏s＞

オ・ケ囎塩甜嬬・・ふ3絵ツ． ｯゴゾ瀞31
　　陽　　　　、　：7・S一　‘＝べ・ゾ擬1？（の

卵好なしのことだまっていうと頻オノ瓢！・ソデオヂャ・イ息霞ll
　　言葉なり　蕪（ひ，爲レ嘔）　　　　i　　河デずザイマセウ．125

胸チ・ビ葡・31①灘＞　1，一，アツ嚇ヂ裡オ仁砿獄
オッチヤン伯叔父3謬桝〉β7　　i　ヂ屑．一f・’・．．・1ご．がノーや摯や胡ヤ

　　　　　　　　　　　　　　　　　1　一一一
浄ツトー　父聴（蕩〉，37　　　　　；　1・・　一7一湾｝噂rなナンデゴザイマス

ザコアヲブぬくの，加ダヒ。ガ；　烹叔揺り・就繋転ナ糎シ～ご

　　ダ・40　　　　　「　 1カ」・25

オ知爽額3旧しげ・・）　　　　オた・・…6ツ滋孟ワレモ瓦び一シニ

†テダマ簿呼玉（薪）31　　　、　　ミヤ…1ナ．毛・1吋メーダソガiア

ォテマ　ニヒ聞く0，M，　K＞，納屋〈N＞　35　．　　ノ1私モγノ噸駆凶所持参しi努’fト春＝ジ

オテル贈る24〈O・　M・　K・　N・　S＞iマ副25．’
オテソバ　おてんば（薪）　31　　　　　オノ＝“・＝　勇　3L3211男児』〈N＞

オード　魍父　31（オード）　　　　　　：オノコゴノコ　男ノ｛：31’

オトアネェ　覚弟6（ひ）　　　　　　　オノ讐ゴメ　牡牛　32〈N＞

　　　　　　　　　　　　　　　　（33重）．



オバ輪叙騒35〈赫〉

オハグμ　鉄漿く古）3豊

オーパーサマ　四駅母

　　マ）＜K＞

オバタ　嶺，瞭　31〈瓢，s）

オパフll　鶴鵜　⑳〈0》

オバフリメ　下智4C＜0＞
コ嚢，’、墾　　　載縫　　　3エ

オビシメ　メジナの類　4σ＜M＞

オフ　あいと云｝こ岡じ　難（ひ，糠）

オフセ三階31（オフセ）

オ7ヂ羅父エ7（ひ），19（ひ）

オツリ　葬式30

オーペー・シ　鰹（黒色ブぐ形iの購）

オペッカ　お旧辞潜31

オベツ＝桶30
オベール覚える

．オペソヂニ

　　射そしりて云誕雍な1？

　　三二矢1し）

オペソチヤ　心ヲ譲iス1箏　6（ひ）

31（オーバ戸サ

40〈O＞i

　　雛くO，M，K，N，　S＞

わき豪へなく恵のをゆう人

　　　　　　11（ひ，於＝

オボユ　灌湯31（オポユ）

蝿瞬マイ　　騨1手　　25

オーマ入　桝，lrチi・五合入Jl

　　マベ）

オミ　澱様　三8，25ε繕手3

蝿盟ミキ・　藩【li酒　 3王（オミキ）

縛常ミクジ‘　おみくじと三tt

オーミズ洪水．32＜N＞

31　（zi’　一一

エ1（御腿）

　　　　　　＝毒8ミ・》一ラ（縷護曼）　25

iオメ一幅管（徽藷）2焔1，s＞，既相
し

隣壁舵31（廟
iオーや母醗36＜0＞，37
iオヤク籍31
1オヤ＝　：観類31〔親予（才ヤコ）と孕撚

i　たる書の区瑚あ1瑞31〈・N＞，35暇
i　戚］一〈○瀬，K瓦s＞β襯戚な意
…

1　益する語コ

｝オヤ；緒キ驚1照ヤコサ

1オヤシ神シネメホ趣〆，・噸死重a予

　　死ねか）　40〈N＞

オヤナシゴ　孤兇　3駕職姥騰〈N＞

オラ　蜜分25

オーラ　懲分　2・5

オリ　石垣　（オリ、〈弧K，N＞，s一り∂

　　3132〈恥
｝オ…石垣3Ko，u＞

1オミヤー　夫　31

オミヤナ　お雨は　留

．オミヤーラ

1オリママ礪，樋噺綴（オリマ

オミトコゲ．．・　＝マツパラオゲヤリヤマツi

　　　　　　　　　　　　ぬし
　　ノツユドウメナダドウ　主と溺れて

　松原ゆけば，松の露やら涙やら　27

オミv　・一　撚葡　24〈0，K，N＞，25［繕

　＄1，　2？＜0，K，N＞，25（オミヤe一、オ

　　メー）

　　饗）

iオレ　物を指す瓢窟分　懸

iオレ：／シャー物な指す語25

iオソナゴ女児31⊂如β叙恥

iオソナゴノコ　女ヂ駁

オソナゴノシエツク　雛祭　鍼（オンナ
さ　　　　　　　ノヘや

隻　　ゴノシエツク）＜N＞

‘オソナゴメ　牝牛（少）3£〈翼〉

オソル　射わる　累く0，鎌，駐涛ぎ，＄＞

i　　　　カ
カ　アンカウマケモノワ＝ケーカi’憩毒

（　335　）



ウマぐモノワナイカ．1，ドケPカオモ

シレー…・＝レーイコード二二煽噂モ
　　　　　　　　　　　　【a’躍
シ”ゲトコロエイ＝一一　一1，ダレカアロ

　　　　　　　　　　　　輔
労ド誰塵イノしカ．L罫レーゑイダダキ

カイホウシヨ・一・　（繊）　2碁（イ計抱シN・

　　e）　，
1カイホウスルダロ．P　イ摂泡シタラバ　2謬

iカウエT一ラシr・・　かはいらしい　24く照，
こ

　　テヤーモノデオヂやUガ｝ドレ2イi

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タダキタイモノデスrl・マアドーゑ7　i

　　一カモノニナリソーデオジヤロワ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　愚、・。。＿カモ，。ナ，ソ爵

デ㌻卜・盈一報
　　　　　　　　　　　しる
　　マ蘇ンノア一顧ヂマダコナイゑ」，

　之デBケユi一之1デイイ主」　25

力　鍛　聾（ひ），31（び）　　　　　　　　唱

か…’や　アニ欝カクワーvカ　トリマゼ1

　　層ツ擁：ニハナリタスノーワr・Ptl

　　カカカい｝マぜタラソノ位ニハナリ1

　　マなウi25

カー　議解37

ガ　窟讐だ浮言欝罫カデェードココノ方」蔦…

　　；

　　摩繊処二醗簸薪閣ガアル」，コレガ、

鋤輯イ概処嶺蜘閣が和

　　s＞

カウダロー　（推量）　25（質ウダロー）．

カウナ　ツマラニヤre一モノt一“買ウナi舳ツ

　　マラナイモノヲ盈盗125（買ウナ〉

脅ウヤーラシイ　かはいらしい　24〈0，

　　K，　N＞

iカウmク　か・わらけ（玉｝週無毛）　17（ひ》

ヵエシ　満潮　35＜N＞

カオ顔31
’1　de　ti3　ffft　44（y））

カカー　母　35，37〈S＞　　　．

力卑ア醤16，18

カカアサマ　名付け親（女）　13

　　　　　　　　　　　　の猶猶シ　　案1．LI｛r－　　31（カカシ）

｝カガッテ　屈んで　24〈O，M，K，N，　S》．

iカカッテアロワ　死汽空滋ッテァ鷺

　　ド死二i慧空ツテゴ．怨・」25

　　ヱづ串瞳．ヴイイ」，繭ワフロ細頚ワ

　　ソ〃ワーscワルクワエヤーヂ爾パフ

　　ルプゴ　鵜ワソソナニワル〃ワナイ」

　　25

カイ　i蹴鞠

カイカイ　翻会　2喚，30

カイシ．・…1二纈ジ塚の撮る瞬季入る時…の潮含

　　ひ　31　（カイシ）

ガイ粛　詫（tT．れ力餐躍聾三手と喪発くに期ゆ　」末：1

　　黙をそ［．＿る鷺巽　 1玉（ひ，　麹・夢），1

　　30昧麹
カイホウンタ　（…愚i差）　2暮（介抱シタ）

カカネイ　桑の花　30

iカガミ年玉二醜フトリヤリノ餅ハセ

t・ぺ樋・ク蜘・噸・ft・…
i　17（鏡）
ミ　　　　　　　　　　　ロ
iヵキ　塩　31（カキ），35〈0，K，　S≧
ミ

iカキ柿31（カキ）

ガキ娘31
iカキジ琳油虫31（カキジヤネ）・49・

　　　［クモンゴキブリ，チヤバネゴキプ
…

、　　　リヨ〈0，嫉〉

｛　カクトビ　 トビウヲの一繭種　駅｝
｝

カクレヅマ構婦31

（　33G　）



カクレデージ欝喫31　　　　　　、カジ感轡32＜N＞　　’　．

辮三郷臨め　　　1カシカ（ミ）　 ア『ヲフ・ _セ：〈（）〉ヅ概Φ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　…
ヵゲキN　　　チビキ．一．　“一＿一1t嚢　　40＜0＞　　　　　　1　i　　　　簸〉　　蔓◎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
カケジ掛軸3／　　　　　　iカシ釈魚名6
　　　　　　　　　　　　　　　　　　，i
諏ヶンチ鞭e一　隷δ＜S＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　i爵効ミ魚八鶴蜘蜘鵬
　　　　　　　　　　　　　　　　　　：　　窯寸異形ナリ　並並シ　6（ひ）爵需一　糠　敬称罫対紘　綴く駁〉

カvaア　母敬称弓始慰11　　　　1カシゐミゾラ　麟璽、31＜K＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝
画＝ウ　母　欝αト）t麺（ひ）　　　　　｛カジキ　マカジキ7メカジキ　堤0＜（＞＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ爵コウ　小ぎれ　緯（ひあ32ぐ蒲）〈無〉　　　カシ窪テ：・・tWモ　出芋　31＜S＞

力黙ウサ響　燈　薮ぴ）：1奥ざ齋コ3欝（ひ）　カシヤゲ　髪の毛　1＄

　　　　　　　　　　　　　　　　　　…
熱難の：蛎瀧痴朝・s・5（の滴シ竹勘嵐訟11（ひ，釜灘

　　〈（》〉β？（ひ）1趨勢t・・サズ1

カコーサマ　梵憂　3．1

ぬゴツ　蹴椀の懸　17（ひ）〔臓椀講ふ：］s

　　ユ9（ひ）

　　　　　　　　　　　　　　直薄ゴナ　隣懲
　　　　ヰも
爵掌ア　製　1？（ひ）

力認フ　灘・（．ji’：）　i？（ひ）

　　　　　　　ハザずンボグ
脅プアヂ　驚，輪回緯ナル可シ　樹皮墜

　　蘇芳；燥舘テ折纏セサルヲ以テ　島鴎

　　館＊テ総簸．ノ緻トス　5（ひ）L木取力

　　撰クシナヒテ叛偲セス　華人．縮縫．ノ

　　轍トスル故旧嶺二囑勲コβ黛（ひ）

爵認響ル　残金　9圭．

カraム　交合　6（ひ），17£飽く〕＜N・＞t．1gi

　　（ひ）β量　　　　・

爵サ　爾傘　竹一罫鱗i3ユ（カサ）

hナ　梅覆　3三（カや）

諏ザグネ

　　めの唱の　綴

麟愛ゴ　カサゴ　墨〈）〈灘〉

鳶ザナギ無騰＄1＜S＞

かザナミ　厄浪　冬の渡　綴

カジ　武鑛：＄王（諏ジ）、

防騰橡，主として鱗血防ぐた1カタケソ

1　人）
：カスゲP・　雛2＄〈◇，M＞

　脅スッ玄　忘るご翼　馬5［回し・た濯1；〕，i8［1．

i　　　　略し六ニコ，37こ熊穿てる～二とコ

繍スル勘むなすかと激なり．続ミる
i。とに心鱗めたがい。澱、、乱丁

　　　ら，ヘノ　11（ひ，爲レ禍），16＝忘れた：礁！1ミ

　カスルナ　覚えて居よと恋塾事　欝

カ入江、31
iヵ人証燐；3三（尊霊）

ξ
カセギメ　 蟷馨駕　31，35，37＜0，K＞

1カダ　戴㌧大，二二升位の～もの，ご：つ壱r並べ

　　て寸義に入れて回る，姑，暴3に賑巳る，，

i郵総て煽るf。・1）・・

｝カタ雇㈲猟
1カタクチプツチ　ブツチの一種　4｛｝

§
　　　　　ナケ，堪飛　31＜S＞

カタ認　i欝才の子　？（ひ）

1力粛シ　ヨイ鍔　IC（ひ）
「

｝カタチチ　土塊31（カタチチ）
ミ

…カPtツパシ　片端　24〈O，　M，　｝〈，　N，　＄．〉

｝。，。ムリ耕35＜K，N＞
’
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カタル　交合　19，6　　　　　　　　　　カト意ドリ　オ禾ミゾナギiごり　繋ぐ還〉

油レ撚る32〈N＞　　！カド〃ナノレカ賦い榊）
カヂ ?灘５（カヂ（イ1シ馴：ニブ讐㌦藩（脳

カヂ沿ヲ。鮪（鋸沙）5　　…がか・醜面謝：の
カチ遡ウ　ベラの類　4G〈厳〉　　　　　’カナウト　かなてこの樫：欝

力。一かつお31〈o，M，s＞　　；カナ・h“・翻32評どか猟め，35，

㍗ツウ凶マ＜M＞，カツラ＜全＞40　　　37〈N＞

カツウザメ　カツヲザメ　婆O〈嫉〉　　　カナシミ　病氣30

カ11f　“ドリ　オポミダナギドリ’ぐ套＞　40　カナズツ　金槌3．1．（カナズツ）

カヅカイ　母敬愈，対称31〈醗〉　　カナダ　トラウツボ　」．・1〔魚名（彫盈～如

鱗漁礁荻）・・＜N＞’ o・）コ際卵粉
ヵッギ　潜水宍，鍔女共｝こ．云ふ31　　iカナツツ　金槌2・三く○，藪、駁，N，S＞，
￥ミツタ　　（溝、去）　　25　　　　　・　　　　　　　　　　1　　　30

ヵッチゴー　カッヲ　40＜M＞　　　　　！カナド　擁1！iの石岩くだ1ナしぎて二｝二とな

かソテ翻3“r〈K＞　　　　i　りたる体なり19（ひ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぼ
ガツテ　…がてら　23　　　　　　　1カナトカツラ　忍冬ノルイ　5

。。テ。。ワマ。（＿逸渤。テ。：・ナヤ・…　鰹双・・一ヤ・・

　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　　　　一
　　ロワ「・今起キカカッテ孔ル」　2δ

カッテヤ”（ヤミ）　纐病　31

カツホト1～　海懸葛の類5

カツボブシ　鰹擁　欝（ひ）

カツヨフグ　カナフグ　40＜0＞

カツラノネ　蕩．｛艮　5

カツヲザメ　寒心…　5

　　　　　　　　　　　　　Aカテイ・・ラ

　　〈N＞

カテウ魚ノ名5
カテ”一ル　飢ゑる　32（カテ■一一　7v）＜N＞

カト・・一　カツラ

　　K，　i’“a，S＞

カド　門　17，31（ひ）

カトウ　松魚の禦　16，雛くM＞

力トが詮メカツヲザメ40〈M〉

カトウフグ　カナフグ　4｛．）〈挙〉

ひもじい　32［カテイーラ」

　31〈K＝，N＞，32，40，く0，

1　ツリ）
iガナ？L・どなる32〈恥
i

帥ニカニ葉軍総称峨1カ＝一（メ））

均三ヤー家内2・9〈o讃讃〉，鵠の，
i’　K，　N＞，　，t　．t

’カネ　鉄漿（iケ）　綴（ヵ上り

：カネー　四温　24〈鍍，3＞，鍵β．1．｛二妻，名

．　　を呼ぶを普遽と一s“Jl

　カネイ　桑の花のL，S9　驚（力予イ）i
’

．カネエ　ts　桑の花　3夏力’i’　f’v一）

　カネブソムシ　黄金：鑓蓑　雛

1カネモチ・プゲソ財灘＆靴（躰肝

　　ブゲソ）

．・・一力・…一一31（・ア？

、Z？ノカラ　唐読む3∫（カノカジ）

、カノキ　桑33．（カノキ）

1カノミ薬の突31（カノミ），鎗（々ノ

C338）



　　ミ）〈N〉　　　　　　　　；カマドノセキ三朝（つ猿ふちのそばと歎

カハナグ　ウナギ◎：壌　5　　　　　　　i　　：醜　3、」．（ひ，鑓席）

カハムラ肇の風13　　　　　　．　）b“？ド・叉タ　カマドバ潔3！（櫨壌・）

カビア　e一桑の醗31　’　　　カミ髪（新）31
カヒムシ　すもふなどに　むぞうさに．ま　カミキリ　かみきり　雛

　　ける加講論励11（ひ，皆無tk・・）吻ミ糎華鰍31
　　　　　　　　　　　　　カビャー　　＜牙．）の1渓　32（カビヤr・一）＜N＞・カミサマノォツカイ　カマキ・リ類　4C

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ξ
カビヤア　桑輩　4・2（ひ）　　　　　　　1　　＜0＞

カブツ　掩くN＞，ダイダイ，アヘタチバ　カミソリ　剃刀　別（カミソ署）

　　ナ毎　　　　　iカ・ナ・欝3．1．
がナ駒購1い働モ・蜘〈歪〉｛1カ・一ジ・麹3蝋〉
・ブナ・脚1（・ブナ￥）・・岬・；カミミャー煎卵（・ミミ・荊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈0＞　　35i　37〈雌〉

カ。．ヤ。、鶴3聯ブ身・・）｛拡喰17（ひ）

　　〈N、　　　　　据ムグ・げんごろう31〈S・

歌ζ灘ldei：1戦艦礁ζ∴
ガメ敷32＜瓢35＜N＞・3？＜N＞・40　iかムラ評酬瞳，北よ晒へ廻り，

　　〔噸翻・。諭　　　｝西へ・わ・きらぬ爾効・魏

カブメ鴎35く恥，37く恥　　　i　審ふ31
　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　＿
カブラ蕪3王　　　　　カメ麟31（カメ）・35〈o・K＞
四丁麟35〈・o・・s＞　　Pt　sアカ““ミ眉40く触
力料トノー饗，三鵬の蕉隣・各象のが戸・」襲31（がノの
　　嘘：寮の嚢のみな特にトノをP1寸けて呼！カメハソパニ三舟あb’一一・一種は∫竃べら

　　ぶ3・　　　　　i9げサ漁の鱗一種餓胆3
カ㌣　寵　亡く○〉　・　　　　　　　　iカメムシ　くさがめ　3」．

カr、・。．・］垂趣ミ31，40［　I」マキリ翻く。＞力心亀24鳴職織漁瓜・・末尾二

㌦イ鳶…一ウ・イー1．・：塾簿織　；

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ズ］31カマツカ　チソバエソ，アカェソ．オキェ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　’一　ur．一
　　ソ　40　　　　　　　　　　　　　iカモ．：　鴨居（緩）　3工（カモX）

ヵマツテカマツテ　にほふ　1？（ひ）　　1カモ（メ）　法類　むく全〉

，輝櫨3．1，32＜N＞，35〈O　，　M，N一カモ、鴨sr，、f．S＞β網，K，　S＞

　　s；〉β鰭翻くK，s＞　　　　嘱ヤムめ，　tt，・・。・・．tijli’14・）〈｝｛）
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／

ブノ．ち．1メ「 @富i繁　　31〈瓢〉

カソヤス

　　13

力導．壕ダ1’：・一

　　一・）

秀りw一　（帆綱．）　跳（措1津1：．ヨ・一）

カレ哩ツパ　精．松鰭　35＜0＞

カレマツンバ　精搭轟轟35〈s＞

ヵL”L．倍りる27

か．1　一一 @マズ翫（ワルカPt－in）ヂマズ

　鋤」（朱來）25

か壇魚名5

カ日e姻駒鳥蝋鍼＞　　　iカv｝1泳池・井凡水溜蕊し元亀共1こ
カヤモめ1雪撫・1◎＜0，瓢，N＞　　i　がアと云ふ31
加一布凝鑓→　、　　易ワ灘鐸31（カ．の
カ．ラ爵ジ（メ）．颪青40〈K，鑓〉　　　｝カワゴ　E／．　さつまい～も　3露くN＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
カ17ケーリ @ガ．ソ￥孤ヒ軟ftv＞　1ジ蹴ナダ麟端でいう　5なぎ¢噸澱

カヲxひ）かう轟31　　　　トに住んでいる臨川ナダと溺鰺．
’」1　1）　puT．．マハサ無花果ノ小キ聖右轟　i　Cilナめ

鱒ス赫竣ソ蹄力4⑪＜o＞鴇。一ギ炉痔朝〉，加。。，、ギ
嫉スメ轟轟⑰弛（メ）），4。＜聚＞」　〈恥，一酌　ギ？＜O＞勲

　　嚇　　　　　　　　
．，

@iWh　・fフグμ猫の螺，常々ζ歌ネツr・メk

酵ダ網嚢く糠　　．“　　　｝　いふ艦麗禰と靴の礁，蹴獅
　　　　　　　　　　　　　　　　　1
カi．7ur　ng一キ　1菊花　5　　　　　　　　1カワム学　二二1ヒ麟　糠，3？，く蓑ン
　　　　　　　ウ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ガ9繹Ltal〈○，晒K・瓦s＞乳30β1；が～ムラナプぐ転・う風斑ひ），35晒

　　　　　　　　　　　　　　　　　しか｝キ冠｝繊3／・軌カン㌘ン”ギコ邦．　北風コ＜K＞β7晒北籔li

　　〈○遭b　　　　　　　　　　　　i脅ツr＝一イ　かわ㍉・〕1：匹し．．・菱二云　」浬（貸∫疲ド．｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　く　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド

想鯉＝・　”“tダ・，遜続た櫨1畑ラ’1回覧駅質・ラバ）

鶏撫灘㌫心修i∵麟譜∴

強；1∴秘臓ゐ＿ド1窪1窯：解糖麟

　　K・S＞・32β5＜魏瑳7＜N＞　　　iカン帽騨臨盧書二発齋λ賦0，

ζ噂麓んじ磯摯即今力、・一億山頭癌ジリ

（撫鋤齢（f勘，“Lダ副カンシャ薩鷹薯3．1．（カゾ覧づ〈K＞

i　紙K讃，s＞，30
…

カンジ鱒パ（推鋤2J）憾ジ潔リパ）

ζ

1涛ンジ・・雪陰17（ひ）

iカソジ・凶便瞬28，3◎圃伽？〕・31

i　　（涛ンシ“習一Gつ）［溜『．所ぐ；義ご優所），小
ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i　俊贋隷作らず3，3呂，35〈○，粥，K，N・，
…

　　＄〉，44

カン．．シrgシバ難鴇花甥（ひ），3」．（カン

　　　　ゆ　　ジ駆シバ）
｝．

yソ弛＿ムシゼシチー＝ガ，浮4，1く嚇

（3蟻⑪）
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　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　ド

鷲掌《細鱒ジルダ離二灘論罪穀騨
・・ゼ党嚇蝕…砥執キダ・サ袖嚇・・
　　院）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝キタラノ｛　　（假定）　　25

　　　　　　　　　　　　　　　　　　く
ガソぜウ　大丈夫と営ことなlj，：文は岩iキツネ　癬世辞1奢31
　　　　　　　　　　　　イ憾レでツ　　　i
　　錘とも轡べし　11（ひ，鍛．松）　　｝キツ木　ハガッヲ　40＜0，M＞

：動ソダジ　いかにも　11（ひ，感蓼）瞬讃キツネツキ　オ戯麩二階回　31に殿講庸ふ綴

　　朝のぞ弓だと曇鳶難なり，粟詐理不・　　＜N＞
　　三年蠣ず灘w（の1キ・ネ・el．9　3！　〈N＞，　35，　37

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　（
カソscシ鳶ll宮翫（カン突㌻）．　　iギッパドァ　立派な32（ギツパrア）
一is．、、，，・ビャウナダゴ纏ツボ轄めi　＜N＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ；9」ンベー　r，e・　aj　Tr　vウツ購40〈憂〉　’iキ1・　Vf　・’rツ〉．あほ弓iこなったと婚

脅ンメ　ねこ，呼び声31　　　　．　11（ひ・被レ徒二期阿戯⇒

V3ンー・e一ざつ蜜いも雛〈0，M＞，32＜0，｝キニー昨｝…i　32＜N＞

　　臨翼〉，3δ〈（〉，瓢K＞，37〈0，砥K＞iキニ凱・・ノttツペ昨夜31

fUンモノ攣ゲ寧漿紺31（’？」・yeノーVlキ＝…一　咋雛31＜M＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　＿＿
　　“E「）　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　；キネ　　Vr・　3王（キネ）

勲ンル惜財，24くO，M，　1〈＞　　iキネー昨1ヨ3エ〈O，靱罵U＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　属四脚19（の

　　　　　　　　キ　　　　　 ’？・x．シ＿急須31

　　　　　　　　　　　　　　　　　　、キずク1＝　鶏1．強入（廃．ltr）　女』拶2♪爆いた
キイレ・一一　．凝　25　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　＿

㌻霧灘∵・・㍉携る賜瓢π？一キー
梅・蹴・2・＜S・。　1ヅe’　au＜’ぐ樫。
秩・・鰍・磁騨」＜，N，s＞iギミ；もろe　t・．：糟ミ）L納鎚鰻

キサソシbl－　imカノハダヒ　・鱒くM＞

キジノ”ミ；ζり　聾毒オ遷ン　4G＜N＞

キジメメズ　ミミズの・・種　40

ギシヤク　磁：報　2d＜0，鍍，K3N，　S＞

ヤ・シ．．㍗ジ　ア粛一マノラミσ卿　憩〈｛』）〉

キシや争　．離ノ名　5．

キーノメイ鷺　黄色鼻色に，｛脚ダペて…
　　コイお
　　色～二付ける，クveイVl，　t．・・1？イ1．㍉

　　ムラサキイロなどの如1．　31

牽契　來潔　艶ε（劇タ）

キミガ1む｝や一キ　．藁瀞．31（キミガヲ求

　　　・一キニ）

1キミナゴ　キミナゴ　罫く鍛〉
　

iキミJS．▽シ　キミナず　4｛｝＜鯖．漫，＄）

キメーノ磐戸ル　雑（t　：，．ざわる）　31

：キメヒノミヘテ　はらの立撰　隅

　キーz一　心臓　・2．1．

穿キヤ　一・！レデ．tツギヤi．一gレデゴ’fノダ．1，

l　i，｛　t」　’x舛キヤ「目が緩カダ．i，ソレ

　　　ガヨtfナヅキ・ヤiソレがPtクナイノ
　　　　　　　一

ぐ3駐）

隅



　　デス」25

キヤアボウメ　とかげ　44（ひ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　’
キヤウダィ　弟妹（すべて吾より下なる

　　屯の）　19（ひ）

キ？SIツ　踏台，脚立二3」．

キヤツトリメ　鶏　31〈0，瓢〉
　　　　　　　セキ　　　　　　
キャーナ　膚3勾3黎（キヤーナ’診（N＞

キヤーパアメ蜥蜴31〈K＞β5β？

キャrvパP・”メ　とかげ　31＜K，N＞

キーヤハソ　脚絆　31．（キヤハソ）

　　　　　　　　　　　　　戸㌧
キ・ヤドビヤメ　とカ、げ

　　メ）＜N＞

キヤーe“　suウ　とかげ　23（ひ）

キ・ヤreuノレ　　鑑季ノレ　　2婆く0，王く，N＞

　　　　　　　　　　キ・ヤーノレメ　　曵髭　　32（キ・雪r一ノレメ）〈N＞，

　　35，37

ギユークヅ　言出屈　偲（究属）

キ珊一カダビラ
　　　＿∂
　　タビラ）’

キ珊　一一ダイ　　弟姜蒔ξ　31，35，37〈販〉

キ響一ダイヅラ

　　る乾のx総称　31

キme　一ヂャー　　弟妹　　35，暴7〈1（〉

キ・町　一ヂー　　 弟皇表　　35，37，〈0，S＞

ギ四トソメ　鼠　40〈o＞

義L鷺　ネソ　　去年　　3工（Wgネソ）

キ』su一一。ヨ　メ　　蛍訴訟　　35〈N＞，37

キリ

　　　　　一哺

、キルフ　いそぎあわてるな云　舐（ひ，摺
，

　　留癖）

』キルソデ　いそい懸　工7くひ）

キリパソ魏｛3餅リパン）・35＜o・レサ・プ縷32＜N＞

　　　ソレツキリ「のみ」灘翻そタツrk　1

　　ユマ舛ヤーツテキソナ掴翻臨
　　熟議イマダ鵡嬬ッテキマセソ．1，始；

　　繍11㍗認デ和ワ働絡諮
　　ナリデイル」，コレッキリ「oみ、」　25

キリ　　．霧　　3i〈0，馬1＞

　　糠，K，　N，　S＞

　　　　　　　　　　　　　　　　（342＞

　　　　　　　　　　；キレ・霜（薪）・9．1．

　　　　　　　　　　　キーra　キ・モノーキ・r　「染警物ヲニ鰹ヨj　25

　　　　　　　　　　　　　　　　　艦一了
　　　　　　　　　　　キワダ　キハダ40＜0，M＞

　　　　　　　　　　　キンギM　イットゥダヒ　4（）く0）l

　　　　　　　　　　iキンギロウnt戸　ぜヅトウダヒ類，イツ

　　　　　　　　　　1・硬，…ダ・蜘
　　　　　　　　　　iキソ癌メ靭ギ。（移心40
　　　　　　　　　　　く
　　　32（キ・ヤービヤiキンケイ　；肱名　墨。〈○♪

　　　　　　　　　　iキンタマ　野晒3工（キニ〆タマ）

　　　　　　　　　　；ヤソチャーf”“v酬憾娠N＞

　　　　　　　　　　1ギン・メダイ　　キ：「ン・メダヒ　魂0＜O＞
　　　　　　　　　　；
　　　　　　　　　　1ギソヤシ　カタクチ40〈0＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ケ

緻跡31（キ＿カ“f　“f　’・　一一ルカllへる24＜瓢s＞

　　　　　　　　　　　クウヤール煎へる24〈0，1鴇N＞

　　　　　　　　　　　クウルウ　六事　4，6，20，3？

　　　　　　　　　　　クウロウ　九勇　．1．0，」．Gこ雪女の；慧撃工1｛）
兄弟ノ姉妹の麗三二あ
　　　　　　　　　　　　　（ひ）E六五］

　　　　　　　　　　　クウロフ六女：1．7（ひ）
　　　　　　　　　　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（
　　　　　　　　　　1クオアムラ　711i；iヒ風　 32（タオアムラ）

　　　　　　　　　　；　〈N＞

　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　〆へ
　　　　　　　　　　iクオワ　蝿　32（シオワ）＜N＞

　　　　　　　　　　iクガクンチ露陽の騨拶（九ケ九H）
　　　　　　　　　　…　　　　　　　　　　　クケ　Pl　3i

　　　　　　　　　　　クサイ　魚名　5
　　　　　　　　　　　　　　　　ぶツこエテ
　　　　　　　　　　　クサダミ　女貞：ナルカ　5

　　　　　　　　　　　クサナカ　草叢　鍛〈濁〉

　　　　　　　　　　四1ち’tlで評議獄ヲ四三：慣莫

　　　　　　　　　　i　ees有の人影

　　　　　　　　　　1クジナ　鯨　《0〈：粂〉



クシヤガ！．｝

　　　　クジミ
　　（ひ）［噴　鴫　餐〕

クシ・ヤガ｝｝　鼠邪　＝父瀧行琴難、邪　3◎

クシラ．クサ　魚鯉：ぎ£　5

クス　匹1女　峨砿認　£三…女］，　：．・9，15，工7

　　（ひ），藷．8〔鷹女］，19，20，28，30，3工

　　［厳女コ，鐡國男］＜N＞，35〔四女，老入

　　に撫・い］＜蟹，N＞，37〈蟹，N＞，4嘆

ク．ス　縫．3」．〈翼〉，32

クズ　四女　」．o

クスイ　下喰1の長なるものの呼唱　2　’
　　　　　ラ　づ　　　 ぐ　す　い　 う　　　ふ　ど

クスイリ　程子叉．久欝以里三～ζ憲ユヒ，：取前

　　にて末子を’出松，末松などと．しやく

　　する回し　エエ

クスウバ　｝環回縁の伯母　3．9

ク、スガリ　ヒライソガユ　40

クズクズムシ　六女　」．◎

クストンビ．メ　鳶　4ダ1く0ノ

クスペ黒予鋭（〃スベ）

クスボル　燃ル　24〈0，照，K，N，S＞

クズムシ　ヨ孟・女　」．o

クスリイビ　無名指　3：てクスリイビ）1

　　［☆3

クゼーモ　灘ハラヒバ　4りく鍛〉

クゼーモ1憩　　カハラヒバ、40ぐM＞

はやり鼠な引く婁を云illクックワーシメ
．XPvウチ＾　　　　　　　　　i

クソガユ　ヒライソdS’　＝＝　虚0〈奇〉

クソダヒ　　聡ロダヒ　　40

クソラ　女の翌£人め　12

タvJ　r一レew　箆　31〈N＞

クチビ1＝　罵　3．1．

クチブト　ムvの一嫡種　40

クチ謝ウ　九窮　九郎　44（ひ）

クヂニクサ　どくだみ　31

タツカワシ　　蝉鐸　　工6，17，30、

・クッキリ’くアーシ　喰い喰ナく蛮義　3工

　　　　　　　　　　蝿31〈s＞

　　クツケシラ　不築な人　5

　　クツ＝1ウシ蝦3」．〈瓢〉

　　クツコt・・シ湿田雛くU＞

　　クツコーシメ　ツ〃ツクボウシ　捜（1〈O，

1躍〉
　　クツコワシメ　蝉　32，　35〈N＞ン3？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ざヘ
　　クツチャ　擁　3達．〈M，N＞，32（クツチヤ）

　　　　．＜N＞

　iクツチヤウ　九男　」マ（ひ）

　し。ツ。臨3・〈o漏s＞

　　クッテウ　九男　」．9（ひ）

　　ゲテイ　寧主　6（ひ），9
　ミ
　iクテウ　ブし勇．6

　…

i三熱麟6備3
　1？■二江戸13㈱）
　暑
　　7？ニガへ死去の堺（正月縄ことば）」．6

　　　　（騒ガへ）

　　クニメソジ謝　擬白（七，賠国自でなく内

　1　地より渡回せるものを区別してかく

　i　　云うことあi））　4◎＜0＞

　　クネ　防風林　嬉ミのまわ壷｝こするもの

　　　　　　の　！　　　　3＝L（クネ），32＜N＞，35［壇コ＜鐸i＞

　　クネ　垣　3δ〈厳〉

　　クビ　襟31

　　〃ビキリノくヅタ　クビキリパツタ　壊O
　l
　・　　〈0＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　iクビシメ　趨死麿　31（クビシメ）
　iクビツリ一死嚢31

i・べ…　ゴ鴫野「今嫌妊・
に空」

　iクボ　凶麗．末古村は山が憩こ廻り湾入

　　　　している。　31　＜S＞
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魁

1

クボナ　二二の審　工6，工？（ひ），盆4，30

礎ポナメ　蜘蛛　3工（クポナ（メ））［蜘綜P

　　串3β5＜K＞β7

クマデ　貧糞手　35＜0，K，N，　S＞

クマノミ　プダヒの類　5£魚名］，齢

かモ　蜘蛛，：大　雛

ケちキ／］ナミ　冠浪　…蕊月の静かな濃

　　3i

クモメ　クモ類総称　蒔く0＞

〃ヨP・　供養　雛（ケ…｝一）

クラ　画風3k

ケラウ　九窮5

左ラゲ　カツヲノエボシ．蔓。〈全〉

〃ヴ　霧の如きもの（そ・の中吹く風は坤i

　　の賢）」．3

弼欝24〈◎鵡K・凡s＞・3◎〈K湘
　　3．t＜K＞

Ptり　徳科　！銀ひ），／6，　S7（ひ），　Z8（ひ），

　　3！（クリ）

ク13ff一狂ひ　24＜0，麓，　K，　N，　S＞，30

x／tダ拶一　（推燈）　25

り｝ヌキ　、慶　3」。

めしS人物転回ケテ鯉ツタr入物
　　ゲルミヤッテシマツ列2D「

クレte一　黒イ　24ぐ0，璽，K，N，S＞

クレエ・一　藤れ方2蟹ひ），3碇夕方コ〈駈〉

クレ・ヤ　タ方　：S2＜N＞，覗

”E・ヤー　三方　3f，＜0＞

〃レ’Aア　タ笑ヂ・91．〈N＞

・’　）”・． Kヘペ物観∵つ自註るに綿ゆ：1．k

　　ぐぎ’練復旧）

クw　マグpa　齢くO，K，　N，　S＞

ダ1：Pt　九財　30こ七回：雀，3：L，32〈N＞，35　i

　　鵬軸。凹く酸，N＞，37＜副

　　　　　　　　　　　　　　　　k．　　弐く〉

　　　　　　　　　　　　　　　　（　344　）

｝　ク”ウ　　ソ』男　　4・2《｝（ノし養匿〉

ノ機ウシ黒牛3エ（知ウの
｝クロゥゾク　黒牛　3演酸〉

ミ
iPtp　：一　トビ午ヒ駅勢

｝如オトコ櫓1工働主）購嫁の表色

ヒの形容隷こ環2台臨朗照野瀧の
i　睾　　甦醸の稠
ダ

ークpaナダ　クμウツボ　鋤く籔＞

iク　paハゼ　クロハゼ4蟹0，麗〉

｛如一瓢蹴伽罫），蝋カラ

iスバト絢
i　ク留バトメ　カラ訊バ1・　藪続麓〉
　　　「
i〃Pプ　クロアシアハウドIJ．49）・〈（），醒〉
…

’クロヘビ簸勲く奄＞

iク拶マがロ　マグlv　捌く○，lc，醤，　s＞
ロ

1クPtメ　職親

　ク瞬メアヂ　ツル：蒙の餐　轟

　クPtrヲトコ　轟雰この欝《頚厩罵照；｛鶴欝

i　　bいふ　聡月醜ことば）3・6

　クPヲトロ　鷺　4，（㍉3？

1タワー　私ノカデ〃ワー　曜就葺申シソ

iぴ。ト列。・一P，．一二鼠坊ヂ

　　　雛ソ御醜ヲ中シ上ゲナケレパナラナ

i　イノ＝」2δ

雄叫甑モ趣・暁訂
i　ゲル」25

iグV’溢鱈ゲ船齢一耳欄
…　ノヲオタレ」25
き　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　詳　タワーeブネ　湧き承　古i醒　夢規みず

　　3i
　クワソ　ほや桶の蔓なわ．蔦（審齢

；

　　　　　　　　　ケ

iヶ一列・チツトワ馳モγF’Tトトヂ



　　・曾ワーレ蜘ヂ・｛柔ヤ＝

　　yモー少ンマでカロ　・一モノナラトテ

　　尋かエ窟モノヂ・beナ．イ」（来來）　tt5

鍬一．　・今・懸　3i，　ee〈N＞

耽｛ガ塵　蝋　28（ひ）

四脚で榊ドリ　モズ　藪｝〈（），簸〉

ザジキ　癒三厩ギヲイソ　三2（下；盤）

加イtf　．｛　今躍　6（ひ）

かイ凝ルクツテ　援鋤　鴛（ひ）

衡イど　今饅　1、2，28

かイビぐ　t今一；i　～曇，5誇？

　　　　　　ひ　ゑが暫ぐヒヤウ　4「’；su，li－r一　．17　（ひ）

1趣ぐビVウ　糞癒艇ノ認i麟　：｛（；

，tr　・fヅシ鍵r｝攣ナい轟：し屡。けい壽＝q

　　よてひ）

㌘む・　少し菟　3参　　マ

㍗ケシ2窯　少し癒致せぬ、ξ二云欝藥な夢

　　謡（ひ評忍事畷の

．樹ケ識｛　轍層　3謬〈x＞

㌘ガドノ　ねずみ　3歪〈○，3＞

ゲジゲざメ　オ永ゲ．ジ　4導〈0＞

かジメ　風口ゲジ　・憩くぐ）〉

ザ療　駒下駄　33．〈ゲ擬）〈｝．｛〉

射ダイ．含ノ

　　　　　　　　　　　　　岬セガモ～

動チ．．ず：ノケ・

　　蕊（彊急激丁〉

ヤチソ求ウ　総出麿（薪）瓢

鋤ツアナ　瓢門　猟くK＞

加繋ケシシ　・襖の．／、　昏

「な狸ケソジ甥e・t

　　　A　　　　　A

蜘ナ義3エ①・撮・N・s＞i

lをだ竜田　3i（ケダモノ）

ふしぎ1うζつたと云に規ゆ

　　　　　　　　耗隔足飛　3工〈0＞，

　　（ケツケンジーti・一）購“足跳1〈N＞

贈獣シシラ　イ瑛；な入　3？

be’　geバ　麟台，函踏台　31（ゲッバ）

動デ・Pt．reノ怠惰帝32（ケ舟モ／）

　　　　〈N＞

　　ケデーヤミ　惰け饗　3エ

　　ゲト　下駄　L）・3，3「）〈0，簾〉

　　ゲトァ　下駄23＜K，N＞，樋（ゲトγ），驚

　　ケピウハソウ　草ノ嶺　毒くかドウ魏蕊）

　　ケドf・一汽　下水の流　3e

　　ケド・一ズ　｝Fフ｝く　3重

　　…ケドノモ…　…けれど唱　縦ひ）

　　t一ドワス　下フ1くの擁なセ、ふ　欝（ケドワ

　1　　ゆ
　　ケーナ　カダ　3．1＜｝鍔）＜｛，3＞
　…

　iケーナゲi一　麟上蓼販為　ケーナは饗
　｝

　　　　31

　　tr　＄イダ　療牛の罫　葡，3¢今覆　3工

　　　　く短〉　　　　　　　　　　　・

　　ケーノパン　争筏　鍛く翼〉

　　ケr．ノユル　・今覆　・9f．O・一ノ・一丁7・ル）〈◎，

　：　　K：，N＞
i々・e・一　ul今謎くK＞，今夜《めSt

　i・ケビシ燗ガb　・rブカ叩γヅウy＝40

｛　〈澱〉

　｛
　1ウーーヒlrs’一メ　とカ、げ　説（＝ケ”ビ獅・一
　l
　i　　（メ））＜0，M》S＞，「）t／〈◎〉，譲馬魏（ケ

　…
　　　　…ビ騨一（メ））［ヲ勲ダ！・悔ゲコ〈o，

lM＞
　lly’　・一ツシ躁・9・t〈0＞

　；ヶフダイ　妹　欝（ひ）
　i
　！ケフダイブラノ　懸弟た』熱の　甜（ひ）
　㌧フヒけふ蹴ことなil鷺（今購1）

　！　　　　　　　　＿
　iケブ9　陰毒　舞（ケブリ）
　ヨ
32：ヶゾリ　煙132＜N＞

　　ケヘイタウ　いかるτるこ乱　瓢

　　ケヘイソウいかふ4（いかる・’f…；），5

　　ヶーラメ　とび｛ミぜ　3X＜S＞

　　ケ｝7ウ　たわ霊．1・れ。｝こよ1．．．．．鳶灘｝醗1瓠溺ゆ

（　345，　〉

乱



　1工（ひ，比良）　　　　　1

ケーリダLr目角リニ．ナル」25

ゲ7L．やると涛誠なり王1（ひ，被vsel）

　　工右〔くれる朝

　　　ゆヘ
ヶ叫購霧嘆く齢〉・27
ケロジヤナシ　，i羅：れやすまいが　1≧？

ケ帥ロメ　とびは一ぜ　31〈0，鍛〉

ヶ一・メオニギンボ駅M＞・ai〔キ？・”

　　ポほくり》　　　　　、

，　プソイイモノ蝦25
1コキー二，n　tr　一・．L，竹イ三r＝　＝へ

，　　コイ」：こ5

iコ　　’ドケPtイ：，「1ごコStdクカ」．25
　

｝コー手一華雛
、ゴー　腕ゴー一r醗搾」（心志）L）δ

kア斑3。ω＞
i＝．ア井携3！
ll＝アゴァ。げんごろう3躍〉，37

ケ陣ローメ　オニギンボ　4◎〈瓢〉，2i［ギ

　　ソボ等　　　　　　　　　　四　、

ケンケソ二足飛3工〈腋〉

ケンケントビ．1・｝’一足飛3i＜S＞

ケン＝　　理宣嘩　　23〈e，M〉，35

ゲソコー四丁
ケン・コァ　嘘嘩　23＜K，N＞，35

ゲンザク　野付カナイト云醸　6（ひ）

ケンサlj　態1附もないといふこと　5

ゲンザiJP　｛嫉附竜ない　4〔似附もなひとi

　　いふ燕：コβ7

ゲンヂソバ　すみれ3エ

ケソトソ　弓がひ茶観の趨：16

　　　　　　　　　　　　　　　　　　に．ケソ｝ごン　酵　2s　3i（ケソ｝；：／）〔翌鹸藝｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ
　　八茶髄ニ

ゲンビ岬距かまきり　32＜N＞，35，37

ゲンベt一　三三　翫〈N，S＞

ゲンベイ　蟻鎌諺35＜N＞，37

1ゴアサツテ　明々々々餐三］．1　翫（ゴア華

i　ツテ）
段アム。魔風．腰北31〈・K＞
…

　atアメ　小雨32＜冨＞

1コイツ　譲乎，イ巴へ　25

　コイビ　ノ」・蒙肯　31、

，コウ　身のせ甲なかに贅るものむ　頭1こ・い

1　ただくものに直ゆ嚢底
く

1ロウコク　璽i簿，霞・舞二発欝ス　24〈O，
1

鷺ルナ管→場クト，ハヤ藤ニナロア

隔7鴬；裂急』攣1亥ll

ρ＝感ジマス」，鷺ノ垣根．ノアタリー

壕押脚二鎧：震聾1
　　　　　　　　　　　　淵

　　蟹，K，R，　s＞

コウサビレ　ヒラアジ　〈（｝〈最〉

コウジキ　安き物ないふよし　1．2（周濾：

コウゾ．ク　皇膨ξ，昌昌二発菅ス　24（叢：

　　麟）＜0，M・｝島N・S＞

＝ウニチ　九N，◎・餐（正騨にとば）

　　16携7L（正月）九1ヨハコウニチi・テ繍

　　ヲ椿ノ漁ニテ揚充二腐刀

コウミヤ　蟹…1鐙を・前iここしらへ｝謹名な騒

　　鼠（子∫：i㍉家）β艦1灌断3

：＝ウミ舜r一　 葬嚢峯嚢　 31．（コウミヤー）

コカウニ　跡壼さして」爵湛：i6

ゴガゴソ．チ　端午の寓　：i・Cぐ圧ケ至溝D》

　　32〔端午節鹸〕＜N＞

ゴガサツテ　囲々々後H　32＜N＞　　　・

＝ガシ　麦香煎（拶D3Z

コガタ　こな；lt二と云審　X！（ひ，此方），2塩

（　zz6　）



凸 苧

　　［方向を指す語］

　　　　　　　　　　　　　　　こがたな
コガタナドアreトココニプロワ　小：7」な

　　　　　　　　　　　ニがムな
　　ら此翫にある　27（小刀ゼアートコ、

　　＝ゴ　ニフP惚　1フ）

コガネエビ　イセエビの一種　40

コewガリメ　げんごろう　3エ

コギ　椀　6（ひ）

ゴキ茶椀
　　工7［費乏歳；一b：L9・28ガ30・3：t（ゴキ）　「飯茶

　　椀1，3魂面諭］，4⑪i．素謡］〈N＞

コギミ　きび　32＜蕉．♪

コクセ駆クラク　いかにもくるしんでゐ

　　た腹ぞに矯ゆ　雄（ひ，期機刻蓮り

雛ゲワンダ窪ソナ，コノヨーナ％

ゴケ　寡婦　猟

ゴケイリ　後誕

　　3駅鍵，s＞

ゴケイレ　‘受拳ξ　3蔭く0，1〈〉

ゴゲ伊タソヂャ　オサムー（寒イコトヲ

　　コゲ戸ノレトイフ）　25

ロpaケソ　鳩t仙花　35，37〈M，　K＞

ココ　．簸名　5

ココ　楊庚を指す語　25

＝reコre　　詠出愚　3L，，，　35，　37〈N＞

コーコーサマ　伯愚　丸くS＞

＝コセガツキ1久し．い噂導＆二　」2，工8こ久し

　　い事3

コゴヘテシテ塞さたへがたき懸：16

　　（・：ベヘテ死テ）　　　　　・

コゴへ驚塞き寧欝
コゴ（メ）　ヤスリヒうドラガヒ　40＜0＞

驚一ゴメ　シマゲソゴラウ，ヒメゲソコ瞬

　　ラウ　4C＜0＞

ココラ　黄憂拶董を才責づ一藷　25

コ＿ゴミ♪メ　ヤ，スリヒ耐2ラガヒ　40〈蟹〉

」、工（ひ，餉器）5椀の欲：なり　1］，　1コシ

　　　　　　　　　　i

3．1（ゴケイリ）β2〈N＞Jlコシヒボ

　ココエル　寒　．1．7（ひ）

　コゴヨフ　こちらへ　」．7（ひ）　　　th

　コーゴソメ　あめんぼ　雛

　コ“ザ　　三二麦董　　33．

トシ少シ輪・（ひ〉・甑濁子〉

　　　〔すこしと云濤環なり：，鴛，16〔すく

　　　；なこき離看：：】，コ、7，18，37

　　　　1∫魂腹　・9．1．　　　　　　　　　　、

　コシ　腰　33．

　マPシ　アソゴロー＝一シ「今．頃來ノこ・モノ

　　一13　ll　25（’：　e－i“　　　．

コシヵケ精子3．1．（コシカゲ〈O，M，

　　　K＞

　コジキ　乞食　無きP；，1雛（コジキ）

　ゴシキエyS　ゴシキエ．ビ　畦G〈擬〉

　　　　　訂要田：　35〈0＞

。シマーレ宵獣醗鱒・6

　コジヤシキ　離家　3葱

　コジュートウ　　舅嬬　31

　コシmカケ　椅子31＜N＞
　コショろ一　　塗勺宗賀　　17（ひ・）

　ゴージロ　コレーゴ帥ジロ「之ヲ御灘」

　　25
　コ∫スル　交野の：事　欝（ひ）

　ゴセ　御薪燈，おかみなどということ

　　9，鷲（ひ）［女ぼう〕，17（ひ■簗ヨ

　ゴゼ　入の女房を云，夫の眈帯殉覗ナま
　　　　　　　　　　　　マまタン　ヨジ
　　　もるゆえに云　1！（ひ，護iゾiii：）s　12

1　　［女房，（地役入の）女1窺，・1・8験拷1，

’ゴぜ　ごぜと云　：t王（丁目う

　＝ソ　　ジミ：誌謁六三ダ　「夫三盛ブ〈変ダ」　25

　ゴゾウ　子供（悪口に）　．1．7（ひ）

ゴタウク　不溜　辞（ひ）＜0＞

　コチ　東南風，惑風なり　3エ

　コヂウト　徳あり又さ心あ弓　古き壷：1こ

（　3‘17　）



肺

　　長ず巻入を云　舐（ひ，古間人）
　　　　　ザンぶポ
…“フチ慕公英の類5（小チフチ）

ゴチラ…愛ヂやPtワノ・一　コチラワ大1轡．

　響カデオヂヤロワノP「＝ナタワ：大

　　轡自画勲デブザイマスネ」25

ゴツ本箱ゴツ買ワラr本箱トモ買ツタ」、．

　　薫ゴツヤル「盆サラヤルふ璽籍ゴツ1
　　　　　　　　　　　　　　　一饗騨i
　　イS■ダヅテオキ・・タソPr電箱訟i
　　・／’ダダイナオキマシsu一・」締寳ザル｝

　　ゴツム羅馬r舗ヲザルゴトそラウ」i

　・　25

諏ザカビ　小使　澗蜀綴織をこi発書す．24’

　　（小使）＜◎，瓢，K，N，S＞　　　　　、

散ツク罫コvx　台厨　3◎　　・
　　　　　　　　　A　．．　i
xxツクパ　台駅　3瑛tツ〃パニ｝〈N＞

＝一7ケ・ソ＝ケジャ　ほと～、ぎす　3詫（7｛

　　・ヶゾ妙蝕）〈o・恥　　　l
rtツケソ＝ケジ塗レ　ほとxぎす　：lk　i

　　＜K＞

コツヶシコ緊ヅ駆ウ　ほとし弾ず　，9．1、

　　＜蟹．S＞

訟ッヶソロケジntメ，猟鳥　40〈◎，鍼〉

鞭ツXtメ

　　〈奎〉

二sツ＝！メ

　　latら二1

ハチジヤウ＝？2コ（島）　憩

・＝ツチ　方晦Snt指す藷　場厨な・指す藷

2轟

、asPぷ一ド》　アヲパヅク　4ミこく◎，贈〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

、ロテ帥　こ適し　牡　3工（：テー・）

…m・・一テN　牡牛　36，　37＜N＞

iコテイ　牲牛　28（ひ）

一nt・チ罷職ヂャiiヤvホウガーStロシク†1

　　ヂロサ

　　し．「｝ござい画せら◇2？（＝ッチ”；4’

　　ヂャリや払方が宜しくオヂ拶ワ）

窪，チセ

　　いて云う

曙sブ　琵；霧　器く○，蟹〉

　　　　　　　　　　　　　｛

鋤き繍購あか
Pゴネ1去る，轟分てい｛：糊呼い

　　　　　　　　　　　　　iゴネィヲi」ソヂ事を分こいひ7ttTl．“・F：い

　　　　　　　　　　　　　i　　　　♂》唄＿鵜　　
t）

　　　　　　　　　　　　　iπ：・・ノキ確32（N＞

　　　　　　　　　　　　　　繋ノサマ　カヒ‘”t（＝幼目）　欝如｝♪
　vヴ．F　　　　い　　　　　　　　謎3　　kろ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　桐＿t

　此方へ平話季でなさる方が裳＝ノツキ今月3エ（コノツ紛　 ．Ψ

　　　　　　　　　　　　　ltaハ鶯ノ車回ノア処1一寒テナ訟：．ゾ
　　　　　　　　　　　　　iイー・・ドカデE．rケモ。ダラ礪・

指撒名詞儲称）方向につi　圭畷ノア矧謙テナクゐワ大轡・

　　23（ひ）　　　i．勘宕醤・ダ」25
　　　　　　　　　　　　　；＝メニ／パ．1　－b｛！ドイ婆ザギ　鱒熱ぎ〉

　　　　　　　　　　　　（3綿）

コテーメ　髄牛（少）　32＜N＞

コト・一　アアヤドブコトprアrイヤダ
　．iiE＿lr　一S　；｝’；　：トニ寒ケ識・ha一ゼ・卸ソト

　　晶寒イー＝ト玉閣瞬コ1・戸／一ギ困ノし

　　コトネrw｝　2，5
　　　　　　耐
一”トウ｝・四丁ノ入（．（ひ），3？

＝トウド　篤実な人　4，露○β7

諏トフト　掌徳才謙餐　3◎

一＝ドモ　・予鉄　31＜瓢，K，N＞

＝トーヤ　1ヤ醗ガiト凱！τコ／頃ツテヅ

　　トモキγナカ「吉田㌦イ講バ認／畷

　　頃ワチットモ家ナイネ」、1？＄

＝le11、耳たぶ　離〈o＞

繋ナ　強iの3轟　3．〔～　　　　　　　・

コナサマ　璽　3乱32（1コナ（サマ））〈醤〉，

　　35（認ナ（サ’マ））〈密〉

コーナシ’f　、誕生　31

　　　　　　　　　　　　げへ
：ニヤーsc「． �ﾌ闘　鎗（uニヤーダ）

　　〈N＞

　　　　　　　り：rエ1；，　．塁　3工（コ鵡ノ）〈（｝〉，＝！2〈（）〉



　　　ゴヒ　聾舞　1η　　　　　　　　　　．

　　　コビル　九ツ購　18

　　　＝ブ　昆布　24〈0，M，K，N，＄〉

　　　コブシ撃3エ
　　　コプ穿x伶　　｝・ビ．r一ヒt勤怠瓢ヒ　⑳

　　　　〈憂〉

　　　認戸ヅリメ

　　　　　リ》　郵〈を〉

　　　課一・べ　波罵　戯

　　　でヘイ　御弊　瓢

　　　ゴボpm　こぼ一　31

　　　コポトケ　瞳　凝（瓢ボトケ∫

　　　累ポンシ　イト；・ソボ類　4（｝〈o＞

　　　旗マ　独樂　雛（セマ〉

　　　コマイザ7ゲ　草ノ名　5

　　　コ㌣ガ　鶏霞総　4・，5£縫具の〈二ま錨ヒ〕β卸

　　　　　に萩難

　　　コマガテ襲其の鍬縦慧忘が手）

　　　コマデ　熊ミF・35＜S＞

　　　認㌣ド》　駒鳥　4C＜鍛，N＞

　　　コ㌔》テ潔　　トラウヅボ＜o＞，ゴ哩ウツボ

　　　　　〈（》，赫》　40

　　　＝マヒ縁　誠購鮒鴨：黙　3i（：’nt饗ヒノし）

　　　　　〈（：瓠鑓〉

　　　ゴマツが　　トラソゲ　・藍。〈酸〉

　　　ゴマメ　　野ヲ7ダ　・etj｝〈瀬〉

　　　　　　　　　　　　こぶ
　　　コ耀IuコトtWノー一　腿ることネー　2？

　　　　　こぼ
　　　　　（磯拝芝トーノー）

　　　ゴミ　薪　6（ひ），1？（ひ）［柴〕，19（ひ），滋

　　　　　（ゴミ）［薪，．小ざき翻〈o溜：，u，＞

　　　　　32（ひ）〈麟〉

　　　コムラ　聯雛

肝　　　コーム：7　薩北騨　35，37〈瓢〉

　　　コρムラナレPt　東北暴，　35，37〈0＞

　　　7メ　小牛　30

二一（wwキクガシラs3ウ’t－iコモリ

1一”メゴーシ．T．ソ　米轡煎　説くN＞

1・メ・一考ソ物論at（・∬一セ
1’　x　：f・　〉〈　O，　K＞
1
1
・

　2メッキ・バッタ　　キ・チキ・チパツ窟　　40

1　＜o＞　　　　　　　　．
1：・1メビツ　米醸（籔）　雛（コメビツ）

　　　　　下なの：幼なるものの呼縫最　慧βユ

1　（驚モ防［子守3
i

　＝一！・yI］　祭舘夜　零1～〈層〉

縁ユミ繕2農①謀要撫潟〉，30
i・ラ（呼線）2・r．

1ゴラウ　五男　禽5

　ゴラゴラ　早く　28，3（♪，籏くト｝〉

　ヅラス　懲らす　鋤く07麺旧く，銭，S＞

1’L“｛V構働・律鋪運粥。・
1　　1鴇K，碧，＄〉，薩

1ゴ9一＝P・ドノ　ねずみ　32ぐK，N＞

i蝋管・溜ぼ叢認ス・づサ。ユ
1　－1・…紅膨焦瓢ス・マセソ鋼菖

庄＝レ　物犠r撫す藷　25

　コレンシャー・　物な指す譜　回

漕四瑚3聯（都に鋤・轟7

｝鱒鋸　　　　　　　　6（ひ），瓢ぐ婦予元膿顧ひ

　　［一一鱒超鵬二塁｝ご郎，三…勇三…鄭，賜男

　　匹繍奮，五男五郎，莫下之に順ず］，35

　　£老人に多いコ，ユ2（五三）ε簿の子の事

　　beいふ，｛擁し灘とはいほず毅｝といふ

　　也コ，謀議7（ひ）携3（ひ），£斑封書），

　　28（ひ），37，44（ひ）

ゴPtウジ　竃冤伯父¢豫＝欝

＝ロガル　再挙1磯譲二i発馬ス　24（韓が

　　る）＜0，蟹，K，N，　S＞

i　醤ギメコホ岬三編蜘＞
ln“　pe一ジpu　Xt　v’　一”　a“Pt　一一ジ騨陀ヲ織

　　籔ユ2r）

（3建恥

．
ギ



コソドーべ一シ　黒き穴蟻　翫

コソヤ　今夜（古くは云はず）　31

　　　　　　　　サ

凬AP・一　沢　騒　　　　　　　　　　　’

サイカツタ　草ノ名　37

サイズツ　才餐豊　3．1．〈0，M，　S＞
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澱∵　　瞬1：諺鐸？，髭臨い24
コソチノb　一簿九卜i，餅を油揚とlkし　　　〈G3確，驚聾，　S＞

　　艦齢窮す卵ソチ順）　｝醤。膏弥＿臆魅、；い顕
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サザ黄e一一　メジナ，簸大なる屯のa5⑪匁｝

　　蚊ほ三農一5（｝O匁40唾＞　　　1
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　　層ma．．，巴．尾”　　　　　　　　　　　　”mM」丙Wt　　　　　　　　　　　一■d－Pt一“■
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七日　5，28（ひ），44［七男，

十男，十郎　藪（ひ）

　　　　　　　　　　七男6（十ってう）

　　　　　　　　　　ヒ磐欝（ひ）

　　　　　　　　　　十・男　」9（ひ）　　　、

　　　　　　　　　　　七男10

　　　　　　　　　　　轟入　　24〈0，題，K倉9，　S＞

　　　　　　　　　　　：；貧子　紐くN＞

　　　　　　　　　　経｝発　念4〈◎，瓢，K，N，s＞

長丈許こ．シツバト心灘（古）3・3（シ・パリ

縦就i一）＜臓＞
　　　　iシツバ婆ボー　心擬難23＜◎，M＞
　　　　iシツーミ．駕　　女1…糞　　3コL，3．？（ひ・）［：va，3．gr：耽

　　　　㌧。ll㌃］三門、燗＞

　　　　iシツボウ　身の廻り立振なること　街5，

　　　　　　　37

　　　　　シテー額24＜藪，S＞，31

　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　・シテァー額3κシテアつくK・N＞
　　　　　シテーモノ　　翌違衣　　31

　　　　；シテヤー　額　24＜0，K，N＞，31〈◎〉βり

　　　ぐ354）



シト　義　24＜0，M，　K，N，S＞　　　　　シ響ユジ　島貞食　3玉，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ごハとジーゼ　伯叔父（少）　／／，｝2＜N＞　　　　　シミャp・ゴ面子　駿（シ。へ・　．一ゴ）〈N＞

ジ欝トイ　牛の掛声　行くi癖　3！〈籔〉　　ジミ潔一　瀞鉛　蟹く（忍擁，K，N，S＞、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エシト：・t仲春花瞼i三隅輿ル水2・uei　7f立沖一家ソシ・ヤイ灘曳）ri一ミヤソシヤ

　　延テ惚面凱余　3？　　　　　　　　　　一ソダリソ1ごマr一丁蝋・ン・シ聖一一（纏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　ゆ　ユ　　　　

シトダマ人魂3コ（潟・ダ：熟　　　　数）’アけ汁｛臨写）ワレンシヤ
　　　　　しつぼ
シドデモ　丸秘で慮　謄　　　　　　　　　一・ワアダンデ雪一ffクオ・メセ欝V「私

シトミ　騒3．1．（シドも　　　　　　　　臨忽1ぐ一デモ孫一＝塵ザイマ補「私

シートメ　白鳩3駅0，簾〉　　　　　　孟認2』ドーダモ冨一＝’tザイマ綴「私

シナ砂3X（シ窪くK＞　　　　　ナド1「　pmデ懲量…ヅイマ隆jr私謙

シナモト　男の闘ないふ9（ひ）　　　　　蓋烹ヂーヂモ置戸ゴザイマ入∫私慮：

ジナラシ勉形3ユ（ジナ蕾シ）　「　　　畜葱盈＿ドー．〆モ冒一：t．ザィマスふソ

シナラバ（假定）2絶蔭ナラバ）　　　　　録一η再！1：￥潔霊∴シrrケモノー

シ＝wス　繕しい　18（ひ）　　　　　　　「夫ソ予｛円盆壽鋼ッ廼イ］1・艶ノ㌣」叡

シニャー　爲ない24〈0，K，　N＞　　　　　シヤrv（綾数）漏

シ：scダロー　（推灘1）25（死xダτ謎一・）　　シヤノ「ノカ陶∴　ζ：とは：多ざ禦」・9

．Sネ・・　爲ない　24＜M，S＞　　　　　　・i．　一1“　’i’イ　ざ桑壼見る　鷲ぐひ）

ジネン海自然蒋31（ジネ。ジマ）　シ・・肋ミ磁に祭る葡寧2｛｝

シノ。．（未’來）獄死／一）　　　　シ．ヤずがミ畿殿5蔑痴憩・3箱据腰i

シ炉仰灘運旗。一ア吟く鼠〉・仙川噂ぐ蜘・つかつ鰯鯵
シバ劫ヒ＋＝rg　．・塩江購論テ擁　点て縄順流と融一1・」（ひ・

　　趣、事納メ骨八鍵ヲ芝向ヒトテ爺撃矯　　肖淡鋤

　　，？ぐ芝晦ヒ）　　　　　　　　　シヤアトメ　憾r　t－iecユ6　　　炉

ジバン　嬬欝3／（ジパワ）　　　　　シヤアエナシ心なきと瞬ふ菓馬5・6

シヅ　瀬中の毒焔なね　8（ひ）　　　　　　　（憲や駕ゑなし），37

ジ・一ゾ’ 燻O蔵　　32＜N＞　　　　　　　　　　　　　　　　ジヤイ　モク・　：轡曜（　　23＜0，M＞

シホウ’藁ノ名　5　　　　　　　　　　，ジヤウ　智勇　6（ひ■次二期，憩（ひ），葺

シマアジ　ヒラアジ　麹〈全〉　　　　　　　　　（ひ）〔二男〕，澱（ひ）

シマウV　欝鳳　別　　　　　　　　　シヤウギ訴人鐙：碗の事ユ6』

シマー∫一病多　6　　　　　　　　　　　ジヤウギ　飯椀ユ7（ひ）

ジvツリ　壇鱗祭　3」（ジーマツリ）　　　　ジャウナ・ギ　トラウツボ　40〈lv？〉

シマナダ　ウツボ〈◎〉，シ獄ウツボ〈瓶〉．ジャガイモ馬鈴薯31，3ε〈砺凱，N’＞

　　40　　　　　　　　　　　　　　　ジャが衣ラ　罵鈴薯　33．，35〈K，s＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シΨハ　ウラジpeノ：iト　5（シマ藥）　　　シヤre一ク　大工　32（シヤrVLク）＜N＞

シ輝六ラ　葦ノ名　5　　　　　　　　シヤクシ　’杓子’3X＜◎，嫉，N，U＞

（35り



ト

シヤ・；／ト㌧｝　しゃくと参　3三

シif　；fフ謝嬬3i＜砥K＞

ジャタvn　檀　無く0，藻，　K，　N，　S＞，30．

　　（欄劉

シャケ　鎌三　5L，熱『欝（鰹雲．違ノ継　L　｛zaルユ

　　へ既名ア．ルカ）コ濁（鮭），24，　30，　44

シヤrf　シャコ類1翻も　フふコビシヤrE・

　　舶

シヤゴ「 cコ　ハチジヤウXtッコ（、麟）の量雛

　　4⑪〈◎，瓢〉

シヤジキ　：淺敷24（0，瓢，　kC，聾，　S＞，30

ジ→，シキ・　座敷　 24〈0，蟹，K，　N，　S＞，3⑪

　　　　　　　　3馬3婁（ジヤシキ，暫三韓設，ザ行）

　　〈N〉，35＜0，鍛，K＞　　　　　　　t・

・一Eyヤシヤケル　火でやける　工7（ひ），28；

　　［燵ける　熱いユ

ンヤツガ　灘朶　3エ

シャック｝｝　し・やつく1／1　3」〈K＞

ジャツ．ダ　イキンジャツぶr行カナカッ．

　　盛．，三・ア・スビソジャツd’．r遊バナゑ凱

　　帽26’
　　　　　　　　　　　　　　　　　（ジャツ（ザッ）コク　こった煮

　　　　ホ　　ッ（ザツ）コク＜N＞

シ．ヤッチ　楚非ともにと諾遷鐸　4，」瓦（ひ，

　　三智）〔道理をのけてむゆに～もと・云言

　　　　　　　　　シヤヅ　チ

掻（ジヤiシヤソメ

　　シ？ツ艶
　　ε是非共にコ

　　　　　　　　　　　　　　　　シヤツツラ　輪㍗らしい　28，32（シ・ヤツツi

　　ラ）＜N＞，4縫ぐ鷺い：奴）　　’

シヤツツラ＼願　駆

ゴヤ・t一ドコpe　三跡　35＜K＞　．　馳

シャツ　トリムシ　　シャクトリ類（i動鍵叢）

　．49＜0＞

・鞠…（ひ・耕鄭」8（ひ・二一ゲソ

雰ニト云］，欝（ひ）［ぜひぜひコ37（ひ）｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　シャートメ　　キ・ジパト　＜蜜｝N＞

　　　　　　　　ド　ゴ　　　　　　　　　　ハ
　ジヤトリアビ　苺ノルイ5ッ（ザッー：t餅）

　　〈誼〉

　シや掌　1灘　17（ひ）

　ジャノメカラ湾サ　好心傘：　3」（ジヤノ

　　　メカラカサ）
　　　　　　　　ニ恥きゆノキ
　シヤttl・＝Ltメ　襲膏木　5

　ジャブリー　｛露香者　雛　　　　　　 ・

　シヤアi］窟こおしゃぶり　31Cシヤプリ認）

　S．rヤームク　　材フ1〈　　24〈◎，K，聾〉，30〈O

　　　K，N＞
　　　モ　　　　　　　　　　　ハ
　シヤル　退く　　　　　　　　32（シヤル）＜N＞

　ヅヤル　簾　3駅0＞

　シャレ．　の｛ナと云ふ：塵：　1．6，37［そこをの

　　　けつ

　シヤエイナシ　おのれ，のなすべき哀左

　　　　　　　　　　　　　　　　　　イレゆ
　　　とり失ふものを云ふ　 ユ1（ひ，1概一儲重

　　　サなル
　　　衡＿）

　ジャ　ソケン　　矛・∫攣（麟）　　3」

　シヤソコズラ　痘痕衝　3！

　シヤンミ　しらみ　31

　　　　　　籏t　　盆8（ひ），3匿，3？（シャン　メ）

　　　＜N＞，．tlO（シャンメ）〔シラメi願総：称コ

　　　〈0，駕【あ44

　シヤンメ（ミ）　虫t32＜N＞

　　　　　　　明言3k

　ジュ．ス　　留餐ド　23〈0，M＞

　　　　　　　　　　　　　　　　・シューセソ　彼う華花，根　　31（シューセ

　　　ン）

　　　　　　　　　　　　　シーX・・一デ塩辛32（シユーデ）＜N＞

1シュそクザメ　　シュモクザメ　40ぐ憂〉
I

lジュリ　地震　31　　　　　　　　　’

1ジPt　iT・・一　十旧臣〈翼〉・35〔老廼kに多

　　　いコ〈翼〉，　37〈賊，翼〉

　シSt　塩　2姦〈o，賊，K，N，　s＞β｛），4墨
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’x

」

シヨ　畑　／8（ひ），19　　　　　　　｝　　ざる離ふ　麟（ひ，無識），

v’　su　潮　3Z〈0，簸〉　　　　　　　　シヨクナケ　郷らぬ17（ひ）

油私励磁沼テヤイ私ワ菓子シ妙ナヒしらぬ蹴裕
　　が噸イ」25　　　　1・．グネ難林海岸離噌醐ぐ

㌦謬郷麟刎く
シ・㌦盗ゴ・列（意恋）2鰹　ぬ］・・2e
ショー　（未開）25（爲9一）　　　　　1シヨケ　タi舞る　工7（ひ）β？

ジ…，．，捕籔ひ）β謡昆く恥，35〔老㌧皇ゲ勤露20

　　姻塾・］〈M，　N＞β7嚇N＞｛身訪ダ知ったと瑠鋤・・瑛し
漁アト麟3／（　　　t・一・■　　　　　1　　　　　　　シツタリv’　1・・アト）＜K，N＞1　よけだ？爆撃庁））

漁繋・キジバト凝R．yト・）1彊ゴカバチ鰍。鵡蕪，s＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ　　£彪彊沸くN＞，40＜N＞　　　　　　　　　iシヨサイ　魚艦　5

シ。ア昭．イヘシ・η40〈o，M＞iシ。一ジ臨・3k
　　　　　　　　　　　　　　一閃　　　　1　　　　　　　　　　　　　（
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　32（ジes一シ）＜N＞シ籾イウリ　膏商へ　損（シmイウリ）　｝ジヨーシ　漁師

シ。イ捌粥鏑人該，Ω朗ウi細呼ヤe一一　PUあめんぼ3嬬〉

　　リジー）＜N＞　　　　．iシ・s，　Taゲル轄韓・／6

シ妙負ふ綴《ウ〉〈N＞　　1シーシ・一・あめんぼ；SKK，　tN，

シーtiウ　騨男　5（ひ）“6（ひ），　jo，36，」．7　i　　S＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　（ひ），職二黙駁ひ），聡．駁ひ）■一一・チキ潮繍3J

　　44〔隣勢，四四　　　　　　　 iシ蕊一チユ一三漿酎3！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ジ助規螂ti4（ひ）　　ヅ騨似il獣劇沼2（ジーdツケメ）
ジ抑妙蝋・．や・滞ニモ発蕃スiシ・・s　・7　”纐霜3」〈α鋤

　　24（承諾）＜0，M，　K，N，　S＞　　　　　1シsuツケ　馬i二魚（ilg）　3工

・・ウジ醐鞠問・6　酒ツケジ蠣3鼠只〉
シヨウヂ四翻の伯父エ9（ひ）　iシ野画一：麟誠塑ツチュー）
ジ。好散（ニニ番目の伯父）瑛のi〈恥

．7－Stウブ余計の事ss　　　l油ツ眉鞭鶉い23
勤畷ク涛効ウ，鯛4晩＞iシ石蝋32（桑・テ）＜N＞
　　　　　　　　　　　　シwガ誤ッ　溝灘　32（ショガニッ）＜N＞　シStテッ　蘇籠　24＜0，麓＞f3t3〈◎，熟ぎ〉，

シーdガヒル　．ISi“3i　32＜N＞　　　　　　　　　瓢

　　　　　　　　　　　　　　ジmreギ　茶｛碗類の総称　31（ジ訂Ptギ）｝シ遡Ptト（メ）　内鳩　諜く（》，M，　S＞，40

シ・クダイガソギエヒ40〈0＞　　、　iキシ・｛ト〕〈0誕〉　　　　　’

シ・・クチン料理魅31　　　　　1ジn一ドノ息・孔名む云ふkの多し
シ≡…クナイ　知らぬと云雷’葉なり槻知ら1　　3」

　　　　　　　　　　　　　　　　　（357）
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シ輝闇クチフェフキダヒ穰憩

シ鑓ナ窯沁． 猿ｵ；：｛31（シ靭ナヌ等）

シ窺．ハト　キジ．バト　蔓《）〈羅，置く〉

　　　　　　　　　　　ゴ　ヘ
シ簿一フ　皆野　7，蹴（シ・s一ヅ）＜N＞

シzaf・ア　余計　3⑪

シsuボブV　小繭　31＜K＞
　　　　　　　　　　ハジsu”・”》　料騰　3既が刃一v）〈層〉

ジ諮一1）　：蝋羅　23＜◎，M＞，2駁く八一，

　　　醐購・鋼錦・癖之纐ず
’　　凝（鍔子元膿前），k2（ご：震区）［男子の麟

1　をいふ線し鶴とはいはず勢といふ

：　也］・32［次樋の灘：「，20（次鄭）£歌慶瞭

・ジe　pmウ　宋女　32　　　　　　　　　ぎ

iシwウリ　慕瓜3玉

iシ皿サギ　白薩鷺頚　菊く：全＞

iシ管サツマ　さつまいも　32＜N＞

　　狐N，s＞

ジ融一サニソ　醤理人　23〈0，醒〉

シ認一リメ　イヘシロアリ　齢く腿〉

ジ瀞一嬢ヤ　料理騒　31

ジ駕停lv　一嘗　3工〈0＞

ジ蹴一覧．ヤ　纏理墜　綴

シsuンベン　援（薪）　33

シラシ「fア》　潭朗　31〈0，K，翼〉
　　　　　やむタヴ
シラ馨ケ　虚器ノルイカ　き

シラブ　逆名　（海瓢；訊モアルカ）　δ，楼｛）

　　［アハウドリ薄〈Or躍〉

シリ　女瞼　6（ひ），　9．　if女の前勘云華蔦録1，

　　エ？（ひ）・19（ひ）昨御β｛

シ攣ゲ賦

　　撒）

シルシギ鶴（稀｝蟹り）蝋○〉

シレー一　自イ　3ぐ〉，　2Ll，く。，M，亙〈，　N，　s＞

シレニヤー　マワリハ灘爵ダカシレ海上・
　　　　　　　　　　　　　　囁，“ヤ　　伽鯉　鋤早」　凸内．⑩

　　P・Fマい，ハ義箏カカシラソ」　25
　　‘㈱　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　脳　　配㌔“

シレンニヤー　昧ハドーダカ‘．♂レンユヤ、

　　一「9．sミハ〉’　e・：inジテンJ　z’5・

ジ1”　演　3嵐簸〉，35＜KN＞

シμウ

　　顯鄭鷲男俄瓢薬下之1こ」腰ず

　　子元歌蘭），　i2（幾｝郭）ε莫｝の予の事を

　　いふ，但し灘とほいはず坊といふ撫弓

ジ舜ウ　…罵太1器，鷺磨次薦，『1男三ii碧翰

みしぎ鈴こと嚇爵　li（ひ，緯：S・ンノ’u

一場太｝駆ご勇ご鄭三三歩＝｝烹銘購男

　　　　　　　　　　　1，3（勇

　シロ．ハト　キジバト　40＜K，蟹＞

1ジPブチ　購乾32〈翼＞

1ジ買プチ璽霧ξ31．
ミ

｛・・シソナ・玲シナ縫
1ジヰサ㌣　流入御にた，た元は老へにて臨
i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」
　　若き菰て志　箆（じみ灘）
亭

　ジンキ　やきもち　17（ひ）

シソキチメ　ばった31〈K＞

　シ〆ゲtu　握α騨　」6，」8
…

　ジンジnv　老人　35＜N＞

　シゾジソパナ　藍　35〈0＞

　ジソジ、ゾノ｛ナ　　董　　37〈0＞　　・

　シンゾ＿leり　ヵハラヒパ　40＜K＞
舜

　　　　　女陰　蕊（ひ，厩聾）［後門のこ

　　　、ヒを云なわコ，30，3夏肛1訂1組くM，K＞，

　　32〈N＞，

　ジソバシP・　黛に．対して畿譲酌1，二云ふ

　　30　　　．

iシンアヂ、革ノKδ

　　　　　　　　　ス　鮨

i夙　暗礁　35＜0＞

iスイカ　野晒　3j

iスィゲン水源3ユ

i’7．　sスイメ　虫喰49〈《）〉

　でイフン　病の重き螺　1s
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督

’　スエツ＝　来予「3tt〈瓢〉　　　　、　　　　　ワソドァ・・一・コトースナ「ソソナ謹ト

　　スガキ翻1？（ひ）騰砿どし29　・煮翌コ25’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　『　（ひ），3｛｝，31（スガキ）46（ひ），　　　　スナ　砂　蕊（スナ）（0，羅，N・S＞

　ズキイ身　敷板2奴0，瓢，K，翼，S＞’・スナゴー　弓懸　3駅S＞

　牌モ・敷物2螂く0一億，N，・S＞送ナジ砂魁砂地鴫るのζ鼠聡欝擁

　　スSt敷く，布く餓・・とク，1蕾イフあ　戸ケ洪だ播3K厳〉・

　　　Lt4＜◎，厳，K，慕，＄＞　　　　　　　iスナヂ　砂浜　30〈◎〉　　‘．

・・．・一・脚鵬　　iスナ・弓・浜・購
　　スel’　1・　一一シ蹴子31　，　iスナ肩徽35〈O＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノスケ轟ヤr・　少イ　24〈（》，Ke蟹〉
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　　　　　　　　　　　　　　ハぴスノ　魂ミン　　｛籍胸験　　3k＜N＞，　32ぐ牧ツ瑠ミソ）
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ステゴンボゾボン　　7ヲパヅ”

スト　．汽トソ歴一審ガピ欝イピ瀞・ゴトピ
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ソサ　一．．．内璽‘　3fi．
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デPtドr」　台断　35＜0＞．
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　　減耗・け一「揃疎・・鞍力1　一’’”　Pt’i：　as　3固く。・s＞
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　rr一ヤィ足熱イ混リナ海苔ジ、ニラ醗；3王〈o＞

雨垂戚》ゴ慰鞠↓1翼禦翻鷺翻、
　ヒ月潟丁無恥ダ，庸シ謡ゴ許1　　　，．
　　シむふ封％詩論陽ジ隠ふヅi　　　　翼　．

　ツチヤラ．珊誓＝∫捨テブ冠」・勉強シ，　　　　　　　　　　　＿
　盆ゴ擁・ナ．弓ボ詠孟篇1効’鞠17（　bX）・　28“・ひW（猟づ痢

　rソ（キな瓢」，．璽誌ゴ上鞍」，：　44（ひ）　一

　　志下ゴ遡話ふ蜘野川iヌキ1馨＝24〈o，撚・N・＄〉・3’

　r謝シナイ」25　　　　　iヌキパ…ll’1二3エ←
二。認証舳tg．・」．＜K＞　　i妙寧描く』2照）・M・・1〈・N・s＞

ニヤ，野鄙簸32（訟？：，い，メ）1ヌクテー暖イ25

　　　　　　　　　　　　　　　輩
　＜N＞，⑳〈憂〉

ニヤ・・Hトリメ　鶏　3！＜K，N，　S＞

ニヤソ　河なといふ趣こ4，5，37

ニヤン「シ．St

＝　xx，ズ！賦3．1

二＝L一バイ　梅雨磯く0，K＞

一B
?，r

1ヌシ　絹手　25
さ

1ヌシ、V．メ　鳶40（S＞
…

｝ヌスタマ盗賊5，16L盗人の礁：」

薦導糠鼻ソ・急）く醐双ダでぬすみを秘心榔搬云駈

　　　アユ饗シテアロ「侮ヲ、シティマスi

　　悉」，ア壽・メrl疏イウカ」25

ユロゥブ　女の弾込　」2（ひ）

s＝H：　疑動5，6（ひ），1？（ひ）！工8728

　　　　　　　　　　（ひ），3◎，32（二ft・＝），35［老人に．姦1

　　し急37，44（ひ）

二ttコ　一・女　4，20
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　　　　　　　　　　　　　ヰ　　121女］，三3E女子］，19（ひ、〔娘］，3！
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　　6くひ，によこあっ：i；　）
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　　ε條ヲ孟仲季と云11敏子鱗嚢）一ヌソミメ蚤37
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　　ちず31
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｛
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＄・　P一　無い　24〈M，s＞

ネ・・一　一fli　3（賊，　s＞，泓〈1雁，　s＞

審アーダ　笛油田　3）＜N＞

串ウシナライ　東北風　32＜N＞

ネー　ra　輿献酬，｝・a：1櫃，焦K；同一称乎な

　　帯r｝31
ネギ’ K　3K冬ギ、

ネ認　ねご　蕊

ネXtケ　小なること　～蔑1子コliう

ネ紳シesダ　蕾代；聡　翫くS＞

ネシラネ　むかしの女の各　」7（ひ）

ネズミ　 オユ旨デみ　 P，1．（、ネスごミ「）＜0，N，　S＞

　　（ネズミ）（1（〉

ネズミa］：メ　　ネズミザメ　 40〈金〉

ネズミフグ　キ突マクラ　40＜M＞

皐7ごミメ　 獄　 40〈：金〉

車ズメ　ねずみ　3諏（．ネズメ）＜K，N＞

ネーダ　　蕾・代穀：薯　　31〈瓢〉

ネCtリオウ　面一　＄コ〈簸〉

ネヂカネ　女の六人め　舵（称ぢ金）

　　　　　　　　　　　　ネーテヤソ　締　詑（ニトーチヤソ）〈翼〉
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ノア聯バ醐鍋期鵡K・N｝ノーv’遼㌫！る陳藻塩・穐鵡
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ノ・一ガ　隅隅夢ソ認ニアンノみか「ドー；

　　ダソ糖ユアル〆蕊一ガ！，1巨財「ズ

　　　　　　　　お　　　　　　　ヰ
　f來：ルダ潤一，．來饗P，衆欝一ま，爲、

　　ノ僻ガ．『爲・1威隅一．：爲ヨ・一’　」，．llメ1

　　ノ｛ガr止メル風鐸一ふ延罵ノーガi

　　r延ψレ盛」臨三時ビ認償」，オッカツー：

　　爵yノー婿恐i”加瀞妙トカ！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り
　　　　　　　　　　　　　　　　　を　　ρガザ大キイダ鴛伊」，善カンノーガ：

一
　　　　・…一　　　　　　　　　　　　　｛

ンノeガギ墜カダ貸一・あボ陣カンノ；ノソダ〃レ

　キ　　　　　　　　や

　架ヨー」，鴛ノーvr爲7セダロ．一，欝

　　ヨー」，党メノr・ワド止メルダロー轟
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　難ゼノニワr延ビルダ濫，延ビ蕊

　姦ま・オッ爵ナ脅ン四一ワビ恐シ勲黒

　．mj・X〃トカゾノ・・ワr暖力血一驚．

　　一S？　r一瓢ン∠∴ユザ大キイ．蕉認：．　！・…叢

　　カンノーワ精勤伽」，ワル畑．遭

　盛r悪イ鑑」as
　　　　　醇齪　31（ノソダクレ）

ノソノ　伯父　31〈K＞，粥（ひ、［從兄1

・ri聾力幽幽遷，鑓ル＊ソノ陣ガr悪イ1ノソノソサマ　（鞄う月　32＜N＞

　　磁・ヨ器
ノギシ欝　芒軋み．ス漸騰カヤ）ノコト　　　　　　　　　　　　　　　　5
　　　も　（翼蚤ギ・シ叢、

ノ黛　単蹄
ノコ・ギ1｝　鋸　3耗ノXtギリ）

ノコギ夢ザメ　ノ慧ギ博・ザ魑　40〈豪〉

ノ認ギリシバ　草ノ餐　6

ノ…シ　融　3雲く聾〉

ノシぶ　玄義玉無醜　罵

ノ｛ジヤ　　　大抵コグワソダソノ’一ジヤ
　　　　　　　　　　　　　　　i
rマデザ拶．｝・ロソナデシコr・一　」，コレi

デ輩識ソノe　・f　n」「コレデイイデシ

調穐

ハ　コー＝ノ方ハ静：カデ蒲一f』コ繋ノ方戴
　　　　　　”■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　襯

L薄毒デ甜撫、聯，

バアス雨ノフラ蕊イキソナ加イrr

　　ス爾ガフッタライカナイ叡罫アス醗．

ダ　ガフレ謡イカナイヨメ，「モツトドγ

　　　ピソフレバイイニ」　2昏

　　　　　　ww
バ　イ白母，ナカPバ，テゴP一バ讐；雛、

　　（誰・ζ）

■’：　一一　老婆，醐　翫
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パー　：おや（盛動詞）23　　　　　　1

ハア　母　工岱，17（ひ）E母（．下）］，18

パア　訟母　28（ひ、

パアメ　牝牛　編〈K＞，37

ノ、 Cトビ　　トビウヲの一種　40＜壼＞

t、イノキー雇蜜贈、夢ノキ’levl！、ソノブ季こ5

ハイブキ西南繊，31

ハ！∫ザゲチ．．．lt　tp欝　；SD「〈0＞

ハ：Lブキ　酒藻i臨騰欝張繋，3工くK＞’

　　　　　　　　　　　’岬
バカ．塞＄窪い嚇こ縄（”ゐゲ　｝

劫駿雛 @’　　　・｝
バカ A議難諾’カシ蜀う〔：幕｛

　　　スミし
瓢箪チ藍ナ弓　年　　　　　　　：

バーカチ　蕪　舗く餐忍37＜聾，S＞

メガチ白簸3民貿ガチ、

パrvガチ　蕪　35〈s＞

ハガツu・一　ハガツヲ、　駒〈o，照〉
　　　　　　　　ノ舛
パカド耀　　　　　　“

　　ド9　囎〈ぐ1凝＞　　　　　　1

ハガマ釜1執ハが澤）〈◎，K，｛．1＞

ハギ　脛　鴛（ひ）E選ユ3」

ハギ　溺子（官製）　瓢（ハギ〉＜0，K，U＞

ハギー　覆1子（薫製）3」〈短〉，32〈N＞

ハギイ　遡華ハ｛窪ヲ》喝・ラノ撫．婁ク窪シラ

　　ヘル・x　V’ヲハギイ｝・イフテモti手i
　　　　　　　　　　　　　　　　　旨
　　論テーツ甥華ヲ大勢露登テヅ身・也

　　叉芝ブチトイフ騨アη算

ハギー潔　三子纏．3擁く（），擁，K，u＞β3

　〈翼〉

ハキダ露　三四囁　3三

バグ　露豊3三

アハウb’　z）・クV’「アシアハウiハシゴ樋，外で用みる

バSx　鱗：｛：健脚バタトオアリ．之ヲ病ム

　　ハ女華二多クシテ脚蔀薄癒シ空嘗二倍

　　スルニ董ル　此病小羅工殊二多シ窃

バクサ革：ノ客　5（薬クサ、

ノ｛ク享コ　　｛中買　　32〈N＞

ハゲ潔　購　魏（ひ㍉稔

　ハゲ戸雫ツキ　　叢豊遜落根　　3露

パケムシ　しやくと）r　31

ハ：ツベ擁　3」〈O，簸〉

ハ：一tベラ　獄こべ3馬32Eおほばこ〕〈N＞

．．ハサツデ　譲ソデ24（O，M，K，N，S＞

ハーサマ　・懸，敬称，：対称31a

バサマ　瓢騒　1”i9ひ），28（ひ），瓢（バサ

　　ゴ）β2（ひ×N＞旧く（ひ｝

ハヅ端　2毅端、こ濁喬ノミニ発爵幻

　　〈o，M，　K，N，　s＞，30，44

バシ　末子35〈0＞

ハシ挙揚櫨ノ類也37

1パシクトウ　野原などの旧き所　4

バジクドー　駅家遠き野原　30．

　　　　　　　　　　　31

ハシツカ　癒疹　3ユ

ハシノキ　紫荊　5・’

バシや導け磯盤となき鱗権芸ぬ

　　（ひ，場宿1藍う

バシsuウイカ　アヲリイカ　4りく：盗〉

　　　　　　　　　　　　　ハシvaリオビ　二三32◇・シ欝リオビ㍗

　　＜N＞，3旺鮫紐〕

ハシnリヒボ　腰紐35＜S＞

ハシラ控31
ハシリツコー　丁田　a（ハシリ，r＝e｝

ハ、ジリドウ　野原騨の貰き訴む…5

バズニ　ソグワーニアスバズニガマソシ
　　　　　　　　　　甲＿一
　　工「ソンナニ遊パ勇イ乞勉強ヲ矛

　　シ」25．

ハズメテ　飴めて　2d〈0誌傷K，鷲，3＞

C　3S5　）

轟



？‘　x“ソソグワソアスパズソガマソシml・｛ツ畑野惑皿盛ア嘱ツ捌
　　「ソソナニ遊バナイヂ鏡張ヲオシ」25　1　「ノミ」25

・・ゼーゼ4G＜・・M＞　　　iノ’ツ島国子（艘）鍵〉
ハダ　皮囎　3政ハ愛）　　　　　　　　iハツギイタ　翅子抜　翫くS＞

・・タれ懲㈲，蘭31　i・…フ紳くたの演磯但恥・
・・タゴ属ご合…外学19（ひ）［＝合i　乾）

　　玉梓入ljのます］，31（一撃ゴ）

ノ、タモノ　｛幾　3コ（ノ、タモノ、

ハPt’　etビ　下帯　コ7（ひ），32〔揮コ

ハチ（メ）　ばち　31

バチ　メバチ　4むく0，簸〉

ハチ・：r　1tウシマ

！ハツセ　魚名（懸紙）　o
l

’パツタ　ばった　翫
1

パツダメ

ノ、ツチヤウ

　　一説）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　！
　　　　　　　　八丈でぽ丹後織という｛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　う
　　むかし：丹後の國の縞な手抄としにじi

　　めたのであろうか染織は黒黄とび；

　　三色に限る　8（八丈縞）

ハチジョウメナラヘアシ幅下臼（一字剣．

読不1能）ホフズアタマノマルクナシフド1

海里エソヲセオイモ・セズクスハイシニモ【
　　　　　　　　　　　　　　　　　　t
ナリヤセマイヒモナキユマキノオチモセ1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　き
ズソノクセシケタノオオキサハミモチノi

・ハラニコトナラス　アツタアツタト

イナカライヤチ潜胡。リツケル　i

　1ハツアフ

　1ハツアモシヤラヌ

　・ハツテ9ウ
ィレ・…

蛸の江戸ぶしとつち晃んに17i・’ツノナ効

（入丈めならへふしぎか日ほふず天

窓の丸くなし　ふどう火ゑんを背負

亀せずくすは石に屯講やせまい・ノ’ツフイタ
　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
紐なきゆ縮の逃せず期くせヒ’ツフシタ

　　しけたの大きさは身持のにらに之と

　　ならす　詞あったあったと　地いエ

　　ながらいやな男をふり・付る’）

ハチメ　アブ類（ウシアブを除く），今チ

　　類総称　　40＜0＞　　　　　　　　　　　　　　　　｝

一晶聴繍・・｝畑
ハヂ女_潮干さし罐引ハトメ

　　　　　パツ／x類総称　鱒く0，醗〉

　　　　　　八男，八郎（八丈の語源の

　　　　　　6（ハツチヤウ，入ちやう），

　　2G（八ちやう、〔入勇〕

ハダチ響一　入勇　3董β2〈N＞，35虹老左
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　　（乙ト）メ28／44

ハツテウ　八勇の蜜　116
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　　　　　　簸iころん距みる　a8
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ハト　鳩31
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　ハナ　岬　雛（ハナ）　　　　　　　　　バラ7　中輩1にてぽ一家む潰すな破素：戸
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　ハナガリメ融40＜K＞　　　　バラフグ売ハリフが一te〈：紛
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…ジ・蝋・・　　　㌧・・撒・7（ひ）1孕鰯ユ卿い
　・’ナ好花瓶3ユ（ハナ好）　　　　tT　S），32＜N＞β5＜0，M，N，　S＞，37，
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　ババヅロシ　さつまい竜　32〈N＞　　　；ノ・リダシ台断　識く0＞

　ハヒジ朽ヤスキ弱木δ　　　i・・リモノ懸勿31〈o徽く〉
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　　　島）IJI野二晦塗シ＝仙川餌ミノモノアリ　　　カセルホトトギス　27（看ミニナIVラ
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　　K，N＞

ハンハ　瀧三三の名，回縁草二γヲ攣ト

　　記スハ＝亀ナルカ　5

ハソメ　は穿の1｝，罵．疑鋭1テコ鍵罵トシ3乙

　　さtS、魚ヲ釣ル餌トス’はlthのIJハ秋

癒讐餐纒議禦吹
　　倒ひ、

ノ・γ．・謹飯醸撫　　　　　　　・

ハソボン　販澱　3i＜U＞

パソマ　羅母2朕ひ），3k（パンぞ謝欝醸

臼駄古）〕，蝋の

　　　　　　　　　　　　　パソリrs－v　魚総32（パソリu一）＜N＞

tCアシメ　ア9類総称　40＜0，K＞

ヒT1’り（メ）　虫喰　4c〈K＞
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ビアゼ些四魔鵜〈瓦s＞

ヒっ・一メ　ハイ類総称　鵜く聾〉

ヒ・t’　〈．x・7｝稗　32＜N＞

ヒイットヒ　一鴫擬　捻

ヒイテ．イ　久し寮・つた　17く．ひ・、

ゼイヤメ　鵯　40＜K＞

ヒイル　蝶の3ifi：／｛㍉3ξ）

ヒイルメ　蝶　朧

ヒイル　煙草勲　3i

ヒプゴシ　　：鐸ご風　　31，35＜0，醗，K，冠，　S＞

ヒガシカぜ漸増31，　32〈N＞

ヒガシナライ

　　．確鱗くu＞，35，37〈簾〉

ヒガシナラエ　・一　策二比風　37〈鍍＞

1『骨シナレーカゼ康北風　33＜S＞

ヒガンバナ　餐瞬花　3i

ヒダ　霧く　24＜◎，賊，K，〕騎，S＞

ビ〃　魚認　3．豊　　　・

　ヒゲ　陰毛　工（きβ工

’ヒケ鋤草・叡ヲ匝，紹）石
…i、．＝餅3エ（。笥

　ヒザカブロ　膝　瓢く鍛♪

、　ヒサシ　　戻三．　31

，欝丁∴既崇謬四脚夢

：　鉱（ひ，激）

　ヒシ　五．の＝爵こここ鵜・：｝寺ナ織と｛職象にゆび

｝　　と．ぱしくとあ舞　彊（ひ露飛指、

、ヒジ　跨　3！

＝ヒシダヒ　 ベxヒシダヒ　患）＜0＞
ミ

1ヒジy＝　霧ミ　31，32〈N＞
1。爵駿，9f．〈◎，K，恥

不二1し邸‘3ユ〔窟二押明コ〈簾〉，iヒチ

iヒジャマツタ　蹴　24〈◎，題，K，N，　s＞

1　　　　　　　　　　　　　　　噛
iヒジャマヅクひざまつく賦0湾1，
l　　l〈，N，　s＞

｝・ジ妙マックひざまつく：）ag＜o，瓢

l　K，N，s＞
…
｝ヒシ・・　i’：潮脚β5＜0＞

｝ヒソク　繋舷蜀　瓢
…

拝ソ噂干潮35畷〉
亀

　ヒタ　（滋去）　駕（」．依、

　　　　　　　　いセヨ　ヒ穿　養　3疑ヒダ）〈Kノ

　ヒr一’rs　〈メ、　夢蒼牛　麗くS＞

　ヒ潔ラバ　（．twt　一、　25〈．干Ct・ラバ）

　ヒダ婆　左．3．1

　ヒダリマキ・　凹溜ノハダヒご〉鑛　叩く賊〉
ピ

　　　七　24＜O，殖涯《1，翼，S＞，3｛｝

i
　ヒewチヅi，　た．讃さか　30
§

｛・チ断北町3取笥一・〈N・・

1。チ㌦欺傭。，N，＄〉，、。

｛。。畝ルみへ齢欝蒲
｝
iビ平カソ議宮遷3漁マ〈ひ）じド人］
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ゼツ鄭・ア　下肥．下女　4，5

ビツ々▽ン　＾F鑓下女　8〈v・），2c（ビッ

　　剤ワン、

ビツコ　殿雛

trツコトス　引落す　　24〈（》，M，K，頁，

　　s＞
ヒ　ッ　ゾ讐　サ　　一｝．二潮　　35＜N＞

ヒツチカアーメーテ　引止めて　27

ヒッチN一　七男　3511老入に｛多レ、3＜腋，

　　N＞，37＜麗，N＞

とツツ　身のさ蜜よくこびたるむ云　こ

　　しらへすぎたることな賛　瓢（竃．ん

　　匹勘
ヒ）Pツァケ　引裂　24〈0，瓢，K，賢，＄〉

ヒツテウ　七男の画：．16

ヒツパシ　三囲　31〈K，N，　S＞．

ヒツパシゴ　1’＄ミ弩二　35＜K，S＞，37

ビツボー　貧乏露3＜0，M＞，24，27

ヒヅリs／　v’賎1さ召使30

ヒダリソソ　いやしき召縫な云　舐（ひ，

　　日通理喜）
　　　　　　　　　　　　　　ハbe一ティ【・　久しく　　32（ヒーナイー）　i

．。テ胆モ。ひ猷ゆ隔心；
　　・・一モノ）GN＞

　　　　　　　　　，　　
「

ヒテ 倹E2tf．〈。’　M，　K’　N，S　〉，　il

ヒト〃イザメ　ウバザメ　40＜C，M＞

ヒトコpa　…・時：　30

ヒトサシービ　人差指　3！

ヒトツ
　　　　　　　　　　無口梅凱．附い

　　発ヲ願イ穿イモノデ…。」25（一ツ、

ヒトツナライ　北の風　17（一ツならい）
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ヒトモーり

　　M＞、興5

定ヒK・9ナベ　い．lj鍋　／7《．！メくどb窄め

　ヒ；シ　三野斗　 2婆〈O穿瓢夕K，N，S＞，

1　　30，　31
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　　〈0，M＞
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｛
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…
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　　　　　　　　　　ハヤツパリ　・や1武夢　32（ヤツパザ）〈翼＞

iV　．一テ　ィタラ入が響ケゾr・テヤーテ馬
　　　　　　　　　　　　　燃　　　　　　　　　　繍

　　鹿ニシ罰ニモ永ドノアロモソダラ

Tイクラ人ガイイ㌧乱2盗～㌃テ馬鹿iヤマシジユドガラ

ニスルニモホドノアッタモノダーKイ

イトイツタツテ，　ト．イイッダッテ，

ト・回雪ノ語遣）、イ〃ジヒマワアP

ゾーテヤーテソグvreニャイクミヤ
　　urmmwtorcu
」9イクラヒマガアルトイッテをソ
　　　　　　　　　　maan　　幽

　　＿ワイ　クマ．イ　t　25

ヤドカリ　ヤドカリ類総称　40

ヤ　〕、rvタフttサ　　タ立雨　　32＜N＞

　
1
1

iヤマシダ燈

iヤマジバン仕・嚇．35〈K〉

iヤマカツテ草ノーX5
i驚灘撚。，、．、　）〉〈　O＞

ヤマギ　仕事驚　3ユ，32〈N＞，35〈0，K，

　　N，　S＞

ヤマクボナ　ニ女鄭蜘蛛　3i

ヤマゴツコ　チジャ如ツ吸島）40

　　〈N＞

　　　　　　　　　ほ1雀　40＜N＞
i・ヤマシソ　螺‘ノ引くi．ltチ・シャトイτンモノ

　　カ）　　5q王1シソ）〈遊［，　N＞

　　　　　　　婁野牛　3」．［かた一二．／dL」s　b　］t

I，　；3“r，　3Ft〈　o，　s　〉
　
l
t

｝ヤマシホ汐の蕨れの一名！3

iヤマシ蜀l！韮畑，井々物む｛幅畑31

｛〈ヤ。鋤

〈　405　）
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ヤマスゲ　草ノ客　5

ヤマ詑ごハコ　鶴輿（草ノ名、　5

ヤマダシ　洪水　32［老］＜N＞

ヤマダマメ　そらまめ　懇．

ヤマチサ　草ノ．名　5（山チサ）

ヤマテヨロヲチ汐の閉れの一一一一名　」3

ヤマドリ　ミゾゴヰ　40〈N＞

1・マネコ　　1ま41哉　　40〈全〉

ヤマノテッペソ　1王i頂　35＜N，S＞

ヤマノトソツベ山順35〈M＞

ヤマハイ　プ、二木アリ花ハ憂醐実ハ秋ナル

　　5

ヤマハイノキ

　　フ“

　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　　ズ　6（やま1凱レ・の木、

ヤマンパ山の軽3エ

ヤミ　病　31（ヤミ1｝

　　　　　　　　やま　　の　ぼ
やミヤtr？　ブツ．4　　1！1・＼登つ敦二　24〈0，

　　K，N＞，27

ヤム碗範ナル」25（病ム）

ヤメーτくフツ腐

ヤメヤル　オ止ニナル　25

ヤ’tル　い’i／Jむ　」．7（ひ）

ヤモメ　寡嬢　脱

ヤーヤー

　　オや懲イタ＿1　25

ヤユフシマ　目方1」9（ひ）

ヤーtiフシマ　ダ暮　，．7（ひ）

ヤL）ケソ　　ヤリイカ

ヤル

　　　夏｝ヨ花ヲ醜キ秋季実ヲ結・

往．々大本アレ｝モ鳥民其締ヲ知ラiヤンゴ　私生兇　6（ヤソ子㍉30（ヤソ子）

　　　　　　　　　　　　　　t

　　暑ウ御座イマショー一」25

ヤレヤレヤレヤレ残念ダノア・・fヤレ

1　ヤレ残念ダ」25
iヤ・＝二脇多・“’F一・・サボづ

1　　と云ふ）31　　　　　　、

1ヤワ　f同ク『こ　16，30

iヤワヅニ梱シクリが未黙の萎にカ・が

iつ塒多・鰍・な・ので・・の・

iうに云う滋赫けた矢の舩嘲て
i　　いるのでヤワツを翫つたのであろう
F．　・ylV．pf」）　i」iJ）iA－c・　g’flthvN一一，M｝emve）

，　　刀（ひ，止）

　　　　　　Ilgへ実った：24〈腋，　S＞｝ヤソテ

　　　　　　　　　　　　　　　　｛
　　　　　　　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　．ユ
　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ
　　　　　　　　　　　　　　　　iユア・鎌24＜・，・1　・f，　K，　N，　S＞

　　　ヤーヤービツ”リシタ【註＝竺iユイド　井戸，湧水むも含む　議
　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　ユウケ　耐食　19（．ひ）

　　　　　　　　　　　　　　伊　　ユウゲ　ゆふめしの事なり　筑　（ひ夕

　　　　　　　　　　　　　’　　　飴）
　　　　　　　　4e（o，・M，　N，s＞iユv、e，夕脚8働）

ア勘買イヤ・・力阿ヲオ貿イ盗1＝カソ湯灌3．1
やワデ・’…’］」」パ細ワドノキモ．

?テ三毛渤訊るとき1このみに・X一．s。
ノ＿キ・ヤルカ「・今欝ワドノオメシヲ　　　31　　　　　　　　　　　　．

　　　一」セ慧ニナサイ蕊ゐカ」，ソグワソ幾枚1ユド　井戸　24＜0，M，　K，　N，　S＞，3◎，詑

　　　　　　　　　　　　　　　　　そキゴ2k，トアツグオヂャルノreヂャ，　　＜N＞，35＜0，M，　N，　S＞

r・け機櫛君嚇…ヂュナオ・，’・一ユバウヅヲユけ擢
　　　　　　　　噛＿幽遮L一一脚鱒階剛噛」岬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　　　　　　　　　　　　　　　丸406）

　　3工（ヤソコHt），32（ヤソ子），35（ヤソ干「》

　　〈O，蟹，K：，S＞，37（ヤン子）

ヤソ’S　夫の名な回しがたく鰍れたる子・

　　　　　　　　　　　　　　　ムツサ　　む云　父なしごと満也　ユ〕（ひ，夜麟

　　シ
　　手、，惚［父なき苧］　　　　　』

ヤソ＝ゴメ　　重ムξヒ兇　　15，37〈M＞

　　　　病13
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ユハイ　位牌　臨く0＞

ユヒャrema位牌　24＜0，K，　N＞

ユフケタ飯！7〈ひ）

ユフケドキ　ケ：．馨　17（ゆふけ鶴二）

ユへrv一位牌24＜M，　S＞

ユマキ　女のゆ～もじの寓なり　11（ひ（幽

　　ζ窪∋）），」，6〔女のご霧の謎簿〕，31（ユマキ・’）

　　［厚要鑛き3ン35〔女擁3〈0，M，　N，　S＞

ユヤヌシm　藥圏　31〈O，M〉

ユリ　　ナ毒震　　3工（コしり1），32＜N＞

ユ・一’リェー　ぎ移夷　31

ユリ　｝kY17r’：’3．1

ユル　夜　26〈《），M，　K，　N，　S＞，3◎，31

ユルォソクマデ　終複，寝旧く褻で　31

二ニルドノ　　募1　　4〔》〈M＞　　　　　　　　　／

ユルドリ　1穀（（少〉老）　32＜N＞

ユルノシ｝・　ねずみ　31〈ユルノシト）

　　〈襲〉

ユワ　岩　24〈《㍉瓢，K，N，S＞

’ユワイ　1醗　％＜◎，M，　K，　N，　S＞

ユワシ鱈縫〈0，蘇，U＞

ユヰド奨薩，穂莚ならざる屯の3エ

ユンドー一　印籠　31〈s＞

エソF’・一一煙草入，勇子のもの31〈0，

　　M，　N＞

ユソペ　ゆんべと云IJ（夕部）

…ヨ　　魚　　16［比類惣名：〕，28，30，3エ

ヨ爾ノ看～燈根ソシヤー雨戸ンシ華　・一

　　謡メラパラ磁気二三ノゴロゴ”書マ

　　デマザッテホントー一一ニオツカニヤー

　　f爾ノ青ノ羅擬や雨戸ニバラメラト

　　スルノニ雷ノゴμゴnトイフ書マデ
　　　　喘

　　　　　k

　　マジッテマコトニモノスサマシイ」

　　％

ヨ　コノ薄くヨホシイfコノ本ガホシイ！，
　　　　　ぬ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　　国旗。門二立テテア卿噸旗ヲ門

　　ニタテテアル」，薮闘ヨヨツデアvワ

　　立聞jz．　・・ンヂイマス」，机ノウェニ

　　案ゑ勅ラf机ノ上二本璽オイテア

　　ル」・マニヤ新閣鑑ヨツデア・ワr今

　　薪覆ヲバ護iソデイマス125
　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 謄

ヨ……シトァ　一モソダラ　ソノ時分ニャ

　　ヨク蝋勝妊ルシト静モジ
　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　ダラ「ソノ頃ニハ黄ク会議トユρコ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿

　　トヲヤツタモノダ125
ヨー　　三護：ヨー　「著…ヨ・一一1（酪）　　25

ヨー　洞穴　3ユ〈0，簸〉

ヨe一一　　i！乎垂牽卜　32〈N＞

陛ヨ　ワレニャコツチノー望タペ｝私ユ

　　ハコチラノヲバ下サイ」25
　　　　　　　螂（1
ヨァ　洞穴　32（ヨア’）〈N＞

ヨアーヤート岡様ノ意二使溺ス25

翻アテシテアロワ　マニ（マソ）趨キーシ

　　…7テシテア・ワ丁三民キ物芝ゑ

　　イル125
　　＿隔
ヨア7カモノ　忌服　3工・

ヨイ　彗誉　31〈uイ）〈0，K，N＞

ヨ・一　t　オモMワヨーイ1思イマスN一メ

　　％

ヨウ　　エ？　　28（ヨウ　！）’

ヨウズ片手桶（殊に船にて云、31

ヨウチャガシ　午後三論鍵頁　綴く翠，K＞

Hウナシ　いらざる；禦ま6

ヨウナ銃コトナシ　取り絹ゆるほどのこ

　　とにもな1きなり　93

ヨウラ　静にと…養窮　16

ヨウラニヲウラニ　そろそろと瞬うこと．

c4e7）
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　　6〈ひ、，9

ヨ愛ビ　叢畳む鋤み夜よき欝を塗る故な

　　り，今・猷帯の癒称｝こ．用ゆ　　ユ双ひ，

　　筏櫓）

ヨカ　マ．ニャ薪瀕幽ヨツデア翼ワ「今

　　薪閣エ認ヨソデイマス」2δ

藤キ斧31
ヨギ　諺こ蒲：31乱…ffギ）

ヨキリ　炭火　ユ6［炭の火の選：：9］，30，31

　　　り　　（Hキリ）〔岩火コ〈0，晒K，S，ぴ〉

ヨクバリ　繍者　3毛

馬｛ケ　夜食離（ヨ陣ケ、β疑夕飯＝｝〈翼〉，

　　44（ひ冗夕餉コ　　，

滋ケコ

　　　の　　ヶ讐）E美女ユ32＜N＞

ヨケゾ　壱のを辞退する雪暗なり　舐

　　（ひ，除外蓼）

臼ケヘビラ葵服工？（ひ）

ヨケモurl｝　癖ヲミ　3鯉質ケモヨリ）

ヨ＝　堰　3！

ヨコウ　　メヂ・マグv　　40

ヨコギリ　　農馨　　3］

n＝グモ　旗雲．3疏隔コグモ）

　　　　　　　　　　　のヨコツベ鱒3醸ヨ＝ッベ）〈瓢K＞

enゴドノ　鼠　30

urコナライ　メご埼乞風　3i〈K＞

ヨ・コバラ　i1｝複　3i〈s＞

atコブキ　1翼：豪風　32＜N＞

rvコブキナライ　窟風　32＜N＞

ヨサ　手傳ひ入　18

ヨシイチャ　わるじゃれなのぞけといふ

　　霧：葉なり　11〈ひ，欝ミ強除）

aシキリ靭キリザメ40燈〉
ヨソース　労働交換する　3工

urゾル　藩．ル　24＜0，鍛，　K，球，　S＞

凱i7（ひb・階き女3β麺跨ツベS　．if．ソ職繍㌍・ぺtlx

　響reチイ　覆露　32〈N＞

　ヨ榊チャガシ　午後三鋳…贋闘食　　綴（曇

　　　一チャガシ）

　ヨヅケ　旧きこと　4，5，壷善きこと⊃，37

　ヨツダ弓　湿　3」．

！ヨ，7ダリカケ　灘樹3！（．e・ダリ勲7）

；甥チイ．誤信髄ツ，，・　．t’、91）

i。。バリ掻ユ亀32乱轟パi」．×N＞

　…ヨッパリ　嚴　3！

　Hツベ　咋夜　24［タコ〈（》，鉱瓢N，S＞

　　　3ユ，こ夜］〈N＞，こ夕方］〈巌，競〉，32

　　　〈N＞β7

、ヨヅベシマ昨夜3！
き

1　　紫ふが昨Hのエーヨーと轍云はず
1　3三

　ヨ｝ご一シ　庭回，轍窺　31

　ヨトギ通夜．3駅ヨトめ
き
　ヨナカ　夜中　31i
　　　　げ　　　　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら　の

　ヨナギ　タ楓　3双凝ナギ）
己　　亀　　　　　　　　　　　・
を　　ゼ　　　　　　　　　　　

．1ヨr・ナギ　タ織　32＜N＞

レ・・善キ。ト20
i、，パ！］小便の蔓なわ取ひ，油

浮パワル人をよぶ窺なり11・しひ・嘉
ま

i　　呼）
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．

i；二難（箋、

！　　　　　　　　　＿
　　　　　　　31（Nアケ）轡フケ宥
｝望フナシニヒトヲメロフ鵬ないの達こ

　　　入ななぶる　17（ひ｝

　三…・マ　瞭　聡β⇔

　ヨミ　糸ハ．筋ヲ数へliぎ牽鰯ミト云フ，一

　　　ヨミハ八尺ヅ㍉　四十筋づ一ウ，叉秤

　　　轟テモカク　弓、
　　　　　　　　わ
1ヨミヤレ　ココ停読ミヤレi“　＝コヲオヨ

　　　　　　　　　　　　　　　　　一
〈408）

し
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’＄“・S　瓢コー．廓f調ヲitヨミ」，：取ヨ　刻ヤー寄念24〈o，聾乳K，N，＄〉
　　　　　　闇L　．濯

　　認孟隙ヲ・一・・Pt」25　　　淳リャーシゴ；・審合ll事照》讃・K

．swメ＝ゴざノ　玉鼠のly駕（丑三月重紀こと1ぎ）　t6　i　　N・S＞

．駆ド・鼠i7（LPt＞，3勲ずみユ32厚リャ呼跡獅変拠獣剥・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　　　　　　　　　　　り　　くN＞，3民四聖ド（メ）），3？　　　　：　戸シゴト）

一wメドノ　完婦（老人にも用ふう王7（ひ）：『リワ　ウレ畿コレガエーヂアレ2

　　E大寒の女騰コ，31［梵妻］〈0，N，　K＞i　　蕊コノ方ガイイ」，ワレ訟烹ア与魂

糾画品・1・（・・萌　i剛嚢ヂ・…編細L
濁メナ　よめな3政0，M，K，S＞ド　　；　為アナタ乙左が年上ヂシw－」25・・．

．駕∴配向灘　 iヨ1’ζ1；霧∴鐸警婬

雲鷲　蝋繋∵㌔諮ζ∵需棚25
．郭けル難3、　　　1卸ヒ㌦重誠瞭初め，3加
．mモギよ亀ぎ3三　　　　　　i　（ユンレノヒト）こ（嚇引く鵠・むく奈〉

鞭ギ・蝉解・（・モ霧チ・i・レ鑓4〈鷹・，職・；労
．一窒泣a＜hノねずみ31〈N＞　　　1認ロヒ身む淘ほふ・ものなり三夏錨）
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剛｝ル二四ガー一「・・朗・i・留べ・黙テ・・ダ噸？・・．

霧貯ツ　・「のみ寓㌣，耀み。。＿．

警yl二∵，∴署∴妙工三三驚物㍗∴綴副渇

．・・肋罵漏q・（ひ）　旨ワ悪計・・働・K・

則ホカ＝“私・・嗣モ・噸・ピ甥搬電灯講1無機・質

業暗黙劉　泌享認攣）
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’g｝リメ　三親31（me　，　r）　　　．　i－dワタテ

剥・・娠バ・。函・．．・．、・モi・ンバリ
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　　コグ’！ノソシ．suガ擬擁1：ガダ〃ダソノF
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　　融カララ「善カッタ」，コノ本ラホシ
　　　　　糟　　　　　　　　　　　　　　　　　　…　　　　　　　　　　　　　　　　　㎜

　　イヂコノ本ガホシイ．」　25
　　　　　　　菖．，su
ライキ　幽し憾～　．13

ライゲツ　二月　3エ

ラ驚（v’v）　三女　10

ララ　買ワララ「買ツタあ昨日來1タララ
　　　　　　　　　　　　　タ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　
　　ゼ昨鷺來タッケ．しソグワソダララ「ソ
　　　　　　　剛隣　　　　（ママ）．
　　＿．ダッケ志：大変オロシロカララ．ド大
　　　　　購　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一．孤

　　獅モ沖加拘牡死面劃
　二死ソ．ダ」，ホソトーニウノノ、モ來テ

　　．アラ．．ラノf・・iソrvソreアノ入モ來テ

　　居，igッケネー1，ホソトーニソグワソ
　　めラ＝，「弘。，。．ダ。ケ矧

　　ポPカプラ「プくキカッタ」　25
　　　　　　　　　　　　鱒
ララ二階ヒいらいこと⑳跡つとi
　　レ㌔～二等なり　1ユ（ひ，共租玩月H）

ラレル　飽キラレル「飽キテレル．」，案ジ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　ラレ・ル9案ジラレル．し耕ラレル1『射
　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　ぜ
　　ラレルふ叡薩工・ラレルド拍竣工．ラレル．」，．

　　逸キラレルド趨キラレルふ塗欝リラレ
　　　　α　　　　　　　　　　．傭

　　ルf借り鑑」，感ジラレル「感ジ

　　訟ピま」・來忽ヒi來乏。レ～し」，損シ
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　　　　　　randorn　at　the　lsland　of　Hatizy6）
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Results　1．一一一The　Factors　which　1）etermine　the　Degree　How　Far
　　People　Speak　in　Common　Language．　（The　factor　of　the　utmost

　　importanee　to　determine　the　degree　how　far　people　speak　in　common
　　language　is　the　actual　field　in　which　they　are　compelled　to　speak　it．　ln

　　the　analysis　this　was　represented　by　the　fact　how　many　years　they　lived

　　at　other　places　than　the　lsland　of　Hatizy6．

Results　2．一一The　Linguistic　Differences　of　5’villages　at　the　lsland

of　Ha鍼zyδ
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